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凡例2

史 料 リス トにつ い て

1本 冊子 に収録 した史料 リス トは、以下の基準 で作成 した。

1)史 料 ごとに 「原 ファイル名」「史料 番号」「文書名」 「文書作成者 」「宛先 」「年 月 日」を記 し、史料 の出典 と

編者 による注 は備考欄 に記載 した。

2)史 料 リス トは、1とII～Xを 分 けて作成 した。前者の 「1新 潟水俣病裁判 第1次 訴訟 記録」 の うち 「人証」

と 「書証」 は形式が異 な るので別表 とした。

3)史 料 リス トの各欄 は、以下 の方針 で作成 した。

① 「史料番号」 は本史料集成の ため新 たに作成 した。

② 「文書名」は原史料 に もとついてい るが、 〔 〕で示 した ものは、編 者 によ るもので あ る。 また各史料の

種別 を 〔冊子〕 〔ビラ〕 〔メモ〕 〔新 聞記事 〕な ど と必要 に応 じて記 した。

③ 「年 月 日」 は、原史料作成年月 日を優先 しているが、会議 な どが催 された年 月 日を示 した もの もある。

④ 「ファイル名」は、おおむね坂東 が保存、使用 していた際の フ ァイル名 であ る(本 書197頁 以下参照)。 第

三者 への閲覧 を目的 として ファイル された もの ではないので、検索 に さい してはおお まかな 目安 として利

用 していただ きた い。た とえば 「民水対」 と記 され た ファイル には、民 水対 の基本 史料が ファイル されて

はい るが、他 のフ ァイル に収録 ない しフ ァイル され ずバ ラの形 で保存 されて い る民水 対関係 の史料 も存在

す る。

4)「 備考」欄 は各史料 の出典 な どのほか、必要 に応 じて関連 す る文 書 の指 示 、 さ らに史 料 の意 義 につ いて要

点 を記載 した(坂 東克彦執筆)。

2「 備考欄」 および 「総合解説」 における史料 の指示 について

「1-1」 「II-1-1」 な どと示 した もの は、各 「章一節 ―項」 を示す。「1―1-001」 「II-1-001」 な どと末尾に

3桁 の数字があ る場合、 その3桁 の数字 は、本 リス トの 「史料番号 」 を示す。

3本 冊子 に表 として収録 されて いる史料 リス トのデ ジタル ・デー タ をCD-ROMに 収 めた。

1)デ ジタル ・データは、各表 ご とに、MicrosoftExcelと テキス ト・デー タ(タ ブ区切 り)で 作成 してある。

2)「 文書名」「作成者」「宛 先」「年月 日」「備考 」な どの欄 を並べ直 して検 索な どで活 用すれ ば、必 要な史料群

を容 易に検索で きる。
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II-1

11-1-1

11-1-2

11-1-3

11-1-4

11一 レ5

11-1-6

11-1-7

11-1-8

11-1-9

11-1-10

11-1-11

11-2

11-2-1

11-2-2

11-2-3

11-2-4

11-2-5

被害者 ・住民 ・支援団体 の動 き

壁新聞

新潟水俣病被災者の会会長 ・近喜代一の日記

新潟水俣病基本方針

新潟県民主団体水俣病対策会議

新潟水俣病共闘会議

雑1

阿賀野川漁業協同組合

記録映画 「公害 とたたかう」

学生 と公害

昭和電工内部告発

雑2

弁護団の動き

被 害者 の動態

『新潟水俣病弁護 団ニ ュース』他(1967年 ～1971年)

公 害事件担 当裁判官協議資料(1969年7月)

初期段 階経過 日誌一1964年 ～1972年(坂 東克彦)

雑

皿 新 潟 水俣 病 裁 判 第2次 訴 訟 記録Reel52～54

Ree―52

Reel52～54

Reel54

Reel55

Reel55

III-1訴 状

III-2原 告準備 書面

III-3証 人調書 よ り 鹿瀬工場 の現場

新 潟 水 俣 病 裁 判 原 告 側 関 係 史 料(第2次 訴 訟 以 後)Reel55～61

1V-1被 害者 ・住 民 ・支 援 団体 の動 き

IV-1-1パ ンフレッ ト 『い まなぜ"み なまた"か 』

IV-1-2新 潟水俣病共闘会議機 関紙 『水俣共 闘だ よ り』 『新潟 水俣病 と
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Reel56

Reel56

Reel56

Reel57

Reel57

Ree―57

Ree―57

Reel57

Reel57

Reel57

Reel57

Reel57

Ree―58

Ree―58

Reel58

Reel58

Reel58

Ree―58

Ree―58

Reel58

Ree―58

Ree―59

Ree―59

Reel59

Reel60

Ree―60

Reel60

Reel60

Ree―60

Ree―60

Ree―61

Ree―61

Reel61

Reel61

Reel62

Ree―62

Reel63

Ree―63

Reel63

V

VI

IV-1-3

1V-1-4

1V-1-5

1V-1-6

1V-1-7

1V-1-8

1V-1-9

1V-1-10

1V-1-11

1V-1-12

1V-1-13

1V-1-14

1V-1-15

1V-1-16

IV-1-17

1V―1-18

1V-1―19

IV-1-20

IV-1-21

1V-1-22

1V-1-23

1V-1-24

1V-2弁 護 団 の 動 き

た た か う』(1983年 ～1999年)

新 潟 水 俣 病 共 闘 会 議

新 潟 水俣 病 未 認 定 患 者 を守 る会

新 潟 水俣 学校 第1期(1983年3月 ～6月)

新 潟 水俣 学校 第2期(1983年10月 ～12月)

新 潟水 俣 病 大 集 会(1984年11月10日)

新 潟水 俣 病20年 の集 い(1985年10月5日,6日)

『水 俣 通 信 』 他

新 潟 水 俣 病 県民 集 会(1989年10月14日)

新 潟 水 俣 病 を訪 ね て(1989年12月1日 ～4日)

阿 賀 の家

新 潟 水 俣 病 総 決起 集 会 現 地 調 査(1991年10月26日,27日)

昭 電 の公 害体 質 を斬 る(新 潟水俣病学 習会1992年7月10日)
'93新 潟 水俣 病 現地 調 査(1993年10月16日)

公 害 体 感 ツ アー 新 潟水 俣 病 阿 賀 野 川 ふ れ あ い の 旅(1994年9月

17日,18日)
'94新 潟 水俣 病 現 地 調査(1994年10月15日

,16日)

新 潟 水俣 病 即 時 全面 解 決 を求 め る県民 集 会(1994年12月16日)

公 害 総 行 動 お よび昭 和 電 工 攻 め一一・日行 動 日程 表(1995年6月7

日,8日)

渡 良 瀬 川 沿 岸 土 地 改 良 の 新 潟 水 俣 病 現 地 調 査(1995年7月25

日,26日)
'95新 潟 水俣 病 現 地 調 査(1995年10月21日)

水 俣 病 総 合対 策 医療 事 業 の 手 続 き

新 潟 水 俣病 闘争 一解 決 報 告 と感 謝 の 集 い(1996年7月3日)

雑

IV-2-1

1V―2-2

1V-2―3

1V-2-4

1V-2-5

1V-2-6

1V-2-7

1V-2-8

1V-2-9

1V-3和 解 をめ ぐる動 き

IV-3―1

1V-3-2

1V-3-3

1V―3-4

弁 護 団 記録1(1980年1月 ～1983年7月)

弁 護 団記 録2(1981年10月 ～1984年12月)

判 検 交 流資 料

行 政 不服 審 査 請 求

『弁護 団 だ よ り』 『弁 護 団活 動 報 告 』 他

第2次 訴 訟 損 害論

1992年3月31日 判 決 総 行 動

第2次 訴 訟控 訴 審 第1回 口頭 弁論 資料(1992年,1993年)

東 京 高 等 裁判 所 弁 論 資 料(1994年9月21日)

坂 東 克彦 関係

V-1坂 東弁論

V-2坂 東論文

新 潟水俣 病 裁 判被 告側 関係 史料Reel63

VI-1昭 和電工鹿瀬工場基礎資料

V卜2『 鹿瀬工場タイムス』分析

VI-3安 全工学協会

新 潟 水俣 病 裁 判行 政側 関係 その他 の 史料

基礎資料

全国連 和解協議 について討議資料(1992年12月13日)

揺れ る和解問題(1994年)

和解関係資料

Reel62

Ree―64～66
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Ree―64

Reel64

Reel65

Reel65

Reel65

Reel66

Ree―66

Reel66

Reel66

Reel67

Reel67

Reel68

Reel68

Reel69

Reel69

Reel69

Reel70

Reel70

Reel70

Reel70

Reel71

Reel71

Ree―71

Reel71

Reel71

Reel72

Ree―72

Reel73

Ree―73

Reel73

Reel73

Ree―74

Ree―74

Reel74

Ree―74

Reel74

VI卜1

VII-2

VII-3

VII-4

VI卜5

VII-6

VII-7

VII-8

VII-9

皿 熊本水俣病関係史料

X

補

Vm-1

Vm―2

W―-3

V―――-4

全国の公害事件をめ ぐる動 き

IX-1

1X-2

1X-3

1X-4

1X-5

1X-6

1X-7

1X-8

1X―9

1X-10

1X-11

1X-12

1X-13

1X-14

1X-15

1X-16

1X-17

1X-18

1X-19

IX-20

1X-21

1X-22

1X-23

新 潟 水俣 病 関係 資料 目録

遺Reel75

新潟県衛生部医務課副参事枝並福 二 日記(1965年5月31日 ～1968

年6月26日)

政府 関係資料

新潟市厚生常任委員会(1965年 ～1968年)

新潟市議会会議録(1965年 ～1969年)

新潟 県 ・新潟市関係資料

新潟市公害対 策審議会(1984年 ～1985年)他

行政不服 新 潟県

現場写真

中央公害対策審議会史料

Reel67。68

熊本水俣病市民会議

細川一先生関係

熊本水俣病第1次 訴訟坂東尋問

『棄却 患者切 捨 への反撃一水俣病 行政不服 審査(公 害補償 法)

斗争の記録』

Reel69～74

第1回 公害対策全国連絡会議(1968年5月15日)

自由法曹団新 潟水俣病現地調査(1969年4月5日,6日)

第2回 公害対策全国連絡会議(1969年5月12日)

青年法律家協会第1回 全国公害研究集会(1969年7月26日)

新 日本医師協会機関紙 『新 しい医師』 と公害問題

第3回 公害対策全国連絡会議(1970年5月11日)

青年法律家協会第2回 全国公 害研究集会(1970年7月25日,26日)

雑

全国公害弁護 団連絡会議(1971年,1972年)

全国公害弁護 団連絡会議第2回 総会(1973年1月13日)他

全国公害弁護 団連絡会議第3回 総会(1974年1月12日)他

日本弁護士連合会公害対策委員会(1980年)他

青年法律家協会第8回 全国公害研究集会(1976年8月20日 ～22日)

『公害弁連 ニ ュース』No.25～110(1976年 ～1996年)

第1回 全国公害被害者総行動委員会(1983年5月15日)

日本弁護士連合会公害対策委員会(1983年,1984年)

日本弁護士連合会公害対策委員会(1984年)

水俣病特別法試案公害対策委員会第二部会(1984年)

第14回 「公害 と教育」研究集会 「新潟 集会」(1984年8月4日 ～6

日)

第10回 公害被 害者総行動 デー(1985年6月5日,6日)

第11回 公害被 害者総行動 デー(1986年5月27日,28日)

公害被害者総行動 デー(1990年,1991年)

全国公害弁護 団連絡会議記念行事(1997年)他

Ree―74
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1 新潟水俣病裁判第1次 訴訟記録
Ree―1～41

蕃羃 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日

1-1

0031・1・001

0041-1・002

0061・1-003

0071―1-004

0101聯1卩005

0141・1-006

0151-1-007

0171-1・008

0181-1-009

0201・1-010

0211・1・011

0241・1・012

0261・1・013

0281-1-014

0301-1-015

0321-1-016

0351-1・017

0371・1。018

0391-1-019

04ヱ1・1・020

0481・1-021

0501・1-022

0521-1-023

0541・1-024

0561・1-025

0581-1-026

0601-1-027

0621・1-028

0641。1・029

0681-1-030

07ヱ1-1・031

0731・1・032

0751-1-033

0801-1-034

0841-1・035

0891。1-036

0951・1・037

1001・1-038

1091-1-039

1141。1-040

1191・1-041

1261-1・042

1311-1-043

1361-1・044

1411-1・045

1461・1-046

1511・1-047

1561・1-048

1621・1。049

1691・1-050

1741・1-051

口頭 弁 論 調 書Reel1

昭和42年(ワ)第317号 損 害 賠 償 金

事件の記録

取寄書類目録
留置検証物件目録

保管金受払表

国庫立替仮免除明細票
歳入組入通知書

Ree―1

新潟地裁第一民事部

新潟地裁第一民事部

新潟地裁第一民事部

新潟地裁第一民事部

新潟地裁第一民事部

〔事件の併合および準備手続期 日 新潟地裁第一民事部
についての〕決定

〔準備手続 に付す る旨の決定 を取 新潟地裁第一民事部
り消す〕決定

第1回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

〔昭和42年(ワ)第317～319号 事 件 新潟地裁第一民事部
に関する検証実施の〕決定

第2回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第3回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第4回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第5回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第6回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第7回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第8回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第9回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第10回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第11回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第12回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第13回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第14回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第15回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第16回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第17回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第18回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第19回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第20回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第21回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第22回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第23回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第24回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第25回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第26回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第27回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第28回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第29回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第30回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第31回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第32回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第33回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第34回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第35回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第36回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第37回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第38回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第39回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第40回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第41回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

第42回 口頭弁論調書 新潟地裁第一民事部

1967年7月15日

1967年7月15日

1967年9月5日

1967年9月13日

1967年10月29日

1968年3月7日

1968年6月6日

1968年7月11日

1968年8月8日

1968年12月6日

1969年2月25日

1969年4月7日

1969年6月24日

1969年9月3日

1969年10月14日

1969年10月15日

1969年11月11日

1969年11月12日

1969年12月9日

1969年12月10日

1970年1月27日

1970年1月28日

1970年2月9日

1970年3月10日

1970年3月17日

1970年4月7日

1970年4月8日

1970年5月7日

1970年5月8日

1970年7月7日

1970年7月8日

1970年9月8日

1970年9月9日

1970年9月10日

1970年10月6日

1970年10月7日

1970年11月10日

1970年11月11日

1970年12月8日

1970年12月9日

1971年1月19日

1971年1月20日

1971年3月9日

1971年3月10日

1971年3月11日

1971年4月6日

一39一

備 考



Reel2 1新 潟水俣病裁判第 ―次訴訟記録

罍丹 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

1811-1・052

1861-1・053

1921-1-054

1971・1―055

202―1・056

208―1-057

2091-1-058

第43回 口頭弁論調書

第44回 口頭弁 侖調書

第45回 口頭弁 侖調書

第46回 口頭弁 侖調書

第47回 口頭弁 侖調書

新潟地裁第一民事部

新潟地裁第一民事部

新潟地裁第一民事部

新潟地裁第一民事部

新潟地裁第一民事部

〔判決正本の〕送達報告書(交 付)新 潟地裁第一民事部 原告代理人

〔判決正本の〕送達報告書(交 付)新 潟地裁第一民事部 被告代理人

1-2訴 状 ・原告 準備 書面

2121-2―001

2211-2-002

2311-2-003

2391・2・004

242―2-005

2451・2・006

2571-2・007

2631-2-008

2671-2-009

2671-2-010

2681-2-011

273―2-012

2831-2・Ol3

2981-2-014

3081。2-015

3151-2-016

3201-2・017

3241-2-018

3301・2-019

3321-2-020

Reel1

訴状

訴状

訴状

第1準 備書面 原告代理人

〔被告準備書面(第1回)に ついて 原告代理人
の〕求釈明書

訴状陳述 にあたっての補足意見 原告代理人

訴状陳述 にあたっての補足意 見 原告代理人
(被告主張の農薬説について)

〔先に行われた現場検証に関する〕原告代理人
求釈明書

第2準 備書面 原告代理人

第3準 備書面 原告代理人

第3回 口頭弁論における輔佐人の 宇井純
陳述 〔第3準 備書面 より〕

〔第11回 口頭弁論期 日における裁 原告代理人
判所の求釈明に対する〕釈明書(1)

〔第11回 口頭弁論期 日における裁 原告代理人
判所の求釈明に対する〕釈明書(2)

請求の趣 旨拡張の申立 原告代理人

御庁 日記第二九六三号ならびに原 原告代理人
告の今後の立証についての意見書

第4準 備書面 原告代理人

請求の趣旨拡張の申立 原告代理人

請求の趣旨拡張の申立 原告代理人

〔昭和45年(ワ)第215号 事件の〕準 原告代理人
備書面

第5(最 終)準 備書面 原告代理人

原告 大野作太郎他

原告 桑野忠吾他
原告 星山幸松他

1971年4月28日

1971年5月17日

1971年5月18日

1971年5月19日

1971年9月29日 判決 言渡。

1971年9月29日

1971年9月29日

新潟地方裁判所1967年6月12日

新潟地方裁判所1967年6月12日

新潟地方裁判所1967年6月12日

新潟地方裁判所1967年9月1日

新潟地方裁判所1967年9月13日

新潟地方裁判所1967年9月13日

新潟地方裁判所1967年9月13日

新潟地裁第一民事部1968年2月7日

新潟地裁第一民事部1968年6月6日 判決の部を参照(1・13{)05)。

新潟地裁第一民事部1968年6月6日 判決の部を参照(1―13・006)。

新潟地裁第―一民事部1968年6月6日

新潟地裁第一民事部1970年2月28日

新潟地裁第一民事部1970年3月10日

新潟地裁第一民事部1970年4月16日

新潟地裁第一民事部1970年9月2日

新潟地裁第一民事部1970年9月8日

新潟地裁第一民事部1971年3月9日

新潟地裁第一民事部1971年3月9日

新潟地裁第一民事部1971年4月6日

新潟地裁第一民事部1971年5月17日 第2編 以 降 は判 決 の部を参

照(1-13・008)。 「原告らの

さけび」「輔佐人の意見」な

どあ り。

Reel2馨

1-3答 弁 書 ・被 告 準 備 書 面Reel2,3

0041・3・001

0081-3-002

0121-3・003

0161-3-004

0211-3-005

0291-3・006

0311-3-007

0371●3-008

0391―3・009

α39―3-010

0401-3-011

0431-3・012

0471・3-013

0511・3・014

0541・3-015

0681・3-016

0791-3・017

0871・3・018

答弁書

答弁書

答弁書

被告準備書面(第1回)

被告準備書面(第2回)

被告準備書面(第3回)

被告準備書面(第4回)

被告準備書面(第5回)

被告準備書面(第6回)

被告準備書面(第7回)

被告代理人

被告代理人

被告代理人

被告代理人

被告代理人

被告代理人

被告代理人
被告代理人

被告代理人

被告代理人
第3準 備書面に対する認否 〔被告 被告代理人
準備書面(第7回)よ り〕

〔原告主張についての〕求釈明書 被告代理人

本件訴訟の冒頭 における被告の意 被告代理人
見

検証調書に対する意見書 被告代理人

〔第11回 口頭弁論期 日における裁 被告代理人
判所の求釈明に対する〕釈明書

〔新潟地裁第一民事部 日記第二九 被告代理人
六三号書面 に対する回答〕

原告意見書に対する意見 被告代理人

原告意見書に対する被告意見 被告代理人

新潟地裁第一民事部1967年7月15日

新潟地裁第一民事部1967年7月15日

新潟地裁第一民事部1967年7月15日

新潟地裁第一民事部1967年9月13日

新潟地裁第一民事部1968年2月17日

新潟地裁第一民事部1968年3月7日

新潟地裁第一民事部1968年4月25日

新潟地裁第一民事部1968年6月6日

新潟地裁第一民事部1969年2月25日 判決の部を参照(1・13・010)。

新潟地裁第一民事部1969年6月24日 判決の部を参照(1・13・011)。

新潟地裁第―民事部1969年6月24日

新潟地裁第一民事部1968年4月25日

新潟地裁第一民事部1967年9月13日

新潟地裁第一民事部1968年7月11日

新潟地裁第一民事部1969年12月9日

新潟地裁第一民事部1970年8月31日

新潟地裁第一民事部1970年9月10日

新潟地裁第一民事部1970年10月7日
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1―4証 拠 関係 目録1-5原 告証拠申 出書 Reel3,4

暴羃 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

0911-3・019

0931。3・020

1011・3-021

1021・3・022

〔甲号証の作成名義についての〕求 被告代理人
釈明書

答弁書 被告代理人

最終準備書面 被告代理人

最終準備書面(各 論の部)一 証拠 被告代理人
説明書 〔第1章 ～第12章 〕

新潟地裁第一民事部1971年3月10日

新潟地裁第一民事部1971年4月28日

新潟地裁第一民事部1970年5月19日 判決の部を参照(1・13・013)

新潟地裁第一民事部1971年6月15日

Reel3

0031・3霤023 最終準備書面(各 論の部)一 証拠 被告代理人
説明書 〔第13章 〕

新潟地裁第一民事部1971年6月15日

Ree―4

1-4証 拠 関 係 目録Reel4

0041・4・001

0431-4。002

1451-4-003

1541・4・004

1591・4・005

1601・4・006

1621・4・007

ヱ791-4-008

(甲号証)書 証目録(原 告提出分)新 潟地裁第一民事部

(乙号証)書 証目録(被 告提出分)新 潟地裁第一民事部

証人等目録(原 告申出分)

証人等目録(被 告申出分)

職権証拠調等 目録

証人等補充 目録(原 告申出分)

証人等補充 目録(被 告申出分)

第42回 弁論撤回分乙号証 目録

新潟地裁第一民事部

新潟地裁第一民事部

新潟地裁第一民事部

新潟地裁第一民事部

新潟地裁第一民事部

新潟地裁第一民事部

1-5原 告 証 拠 申 出 書Ree―4

2081。5-001

2111。5・002

2121―5-003

2141。5-004

2161-5-005

218―5-006

2201-5-007

2211-5・008

2311・5・009

2321-5-010

2351-5。011

2371-5・012

2401・5-013

2421-5-014

2441・5-015

2481・5・016

2521・5-017

2561・5-018

2581・5・019

2991-5-020

3011・5―021

3031-5暉022

3051・5-023

3071-5。024

3181-5―025

3201-5-026

3241・5・027

3261・5・028

3281-5・029

3291-5・030

証拠申出書

検証の申出

検証申立補充書

検証の申出

文書取寄の申出

人証申出書

原告代理人

原告代理人

原告代理人
原告代理人

原告代理人
原告代理人

〔証人椿忠雄に対する〕尋問事項書 原告代理人

被告の鑑定申請に対する意見書 原告代理人

〔証人喜田村正次に対する〕尋問事 原告代理人
項書

証人申出書&尋 問事項書
証人申出書&尋 問事項書

証人申出書&尋 問事項書

証人申出書&尋 問事項書
文書の取寄申請書

証人申出書&尋 問事項書

証拠説明書

原告代理人

原告代理人
原告代理人

原告代理人

原告代理人
原告代理人

原告代理人

昭和45年2月9日 付被告証人 申請 原告代理人
に対する意見書

被告の書証申出に対する意見書 原告代理人

証拠説明書 原告代理人

検証の申出 原告代理人

証拠申出書&尋 問事項書 原告代理人

被告鑑定申請訂正補充書(昭 和45原 告代理人
年9月10日 付)に 対する原告の意
見書

文書取寄の申立

証拠申出書&尋 問事項書
人証の申出&尋 問事項書

人証の申出

人証の申出&尋 問事項書

人証の申出

検証申請書

証拠説明書

3381・5・031証 拠 説 明 書

3491・5・032〔 乙号証 の〕認 否書

原告代理人

原告代理人

原告代理人
原告代理人

原告代理人

原告代理人

原告代理人

原告代理人

原告代理人

原告代理人

新潟地裁第一民事部1967年9月13日

新潟地裁第一民事部1967年9月13日

新潟地裁第一民事部1967年10月9日

新潟地裁第一民事部1968年2月6日

新潟地裁第一民事部1968年3月7日

新潟地裁第一民事部1968年7月11日

新潟地裁第一民事部1969年10月15日

1969年12月2日

新潟地裁第一民事部1968年8月6日

新潟地裁第一民事部1968年8月6日

新潟地裁第一民事部1968年9月27日

新潟地裁第一民事部1969年4月7日

新潟地裁第一民事部1969年6月17日

新潟地裁第一民事部1969年10月10日

新潟地裁第一民事部1969年10月14日

新潟地裁第一民事部1970年3月5日

甲第80号 証 ない し82号 証 に
ついての説明書。

新潟地裁第一民事部1970年3月10日

新潟地裁第一民事部1970年3月10日 甲第1号 証～92号 証 に つ い

ての説明書。

新潟地裁第一民事部1970年7月7日

新潟地裁第一民事部1970年7月7日

新潟地裁第一民事部1970年10月7日

新潟地裁第一民事部1970年11月11日

新潟地裁第一民事部1971年1月20日

新潟地裁第一民事部1971年1月20日

新潟地裁第一民事部1971年3月6日

新潟地裁第一民事部1971年3月8日

新潟地裁第一民事部1971年4月6日

新潟地裁第一民事部1971年4月28日

新潟地裁第一民事部1971年4月28日 甲第93号 証 ～126号 証(111

号証 を除 く)に ついての説

明書。

新潟地裁第一民事部1971年5月17日 甲第111号 証 な らび に127号

証 ～172号 証 につ い て の説

明書。

新潟地裁第一民事部1971年5月19日
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Ree―5,6 1新 潟水俣病裁判第1次 訴訟記録

暴羃 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

3531・5-033証 拠 説 明 書 原 告代 理人 新潟地裁第一民事部1971年5月19日 甲第173号 証 に つ いての説
明書 。

Reel5

1-6被 告 証 拠 申 出 書Reel5

0031・6-001

0071-6・002

0101・6・003

0131・6-004

0181-6・005

0251・6・006

0271-6-007

0421・6-008

0431-6。009

0461-6・010

0481-6-011

0501・6-012

0531-6-013

0721-6-014

0741・6・015

0851-6-016

0891-6-017

0911―6・018

0951-6-Ol9

ヱ011-6-020

1061-6-021

1071-6-022

1291-6-023

1301-6-024

132―6-025

ヱ541。6。026

ヱ561・6。027

1581。6。028

1601・6・029

1611。6―030

216―6・031

2ヱ91・6-032

検証申出書

文書送付嘱託の申立

文書送付嘱託申立書

鑑定申請書

鑑定申請補足説明書

調査嘱託申請書

送付嘱託申請書

調査嘱託申請書

乙第二、五、一六号証説明書

甲号証認否書

送付嘱託申請書

証人尋問申出書&尋 問事項書

被告代理人

被告代理人

被告代理人

被告代理人

被告代理人

被告代理人

被告代理人

被告代理人

被告代理人

被告代理人

被告代理人

被告代理人

〔証拠(人 証)申 出書&尋 問事項書〕被告代理人

〔証人尋問申出書&尋 問事項書〕 被告代理人

証人尋問申出書&尋 問事項書 被告代理人

証人尋問副項目

検証申出書

証人尋問申出書&尋 問事項書

鑑定申請訂正補充書

〔水銀事件関係書類送付通知〕

証人尋問申出書&尋 問事項書

送付嘱託等申請書

証人尋問申出書&尋 問事項書

乙号証の整理

乙号証証拠標 目書(一)

検証申出書

鑑定書の援用

甲号証認否書

乙号証整理

乙号証証拠標目書(二)

証拠標目書の補充訂正

甲号証認否書

被告代理人

被告代理人
被告代理人

新潟地裁第一民事部1967年9月13日

新潟地裁第一民事部1968年4月25日

新潟地裁第一民事部1969年3月19日

新潟地裁第一民事部1969年6月24日

新潟地裁第一民事部1969年7月23日

新潟地裁第一民事部1969年7月23日

新潟地裁第一民事部1969年8月12日

新潟地裁第一民事部1969年8月12日

新潟地裁第一民事部1969年10月1日

新潟地裁第一民事部1969年12月9日

新潟地裁第一民事部1969年12月9日

新潟地裁第一民事部1970年2月9日

新潟地裁第一民事部1970年3月10日

新潟地裁第一民事部1970年4月6日

新潟地裁第一民事部1970年4月8日

1970年6月5日

新潟地裁第一民事部1970年8月31日

新潟地裁第一民事部1970年9月10日

新潟地裁第一民事部1970年9月10日

昭和電工株式会社 新潟地裁第一民事部1970年10月21日
総務部文書課

被告代理人

被告代理人

被告代理人

被告代理人

被告代理人

被告代理人

被告代理人
被告代理人

被告代理人

被告代理人

被告代理人

被告代理人

1-7そ の 余 の 記 録Ree―6,7

新潟地裁第一民事部1970年12月28日

新潟地裁第一民事部1971年2月20日

新潟地裁第一民事部1971年2月23日

新潟地裁第一民事部1971年3月22日

新潟地裁第一民事部1971年3月22日

新潟地裁第一民事部1971年4月21日

新潟地裁第一民事部1971年4月28日

新潟地裁第一民事部1971年4月28日

新潟地裁第一民事部1971年5月15日

新潟地裁第一民事部1971年5月15日

新潟地裁第一民事部1971年5月19日

新潟地裁第一民事部1971年5月19日

Reel6

1-7-1訴 訟 委任 状、 輔佐人 許 可 申請 書、 訴訟 救 助 付与 申立 書 ほかRee―6

0051・7-001

0071-7・002

0101・7-003

0111・7・004

0131-7・005

0151・7-006

0171-7・007

0261-7・008

0351・7・009

0431-7-010

訴訟委任状
訴訟委任状

委任状

訴訟委任状

訴訟委任状

訴訟委任状

訴訟委任状

訴訟委任状

訴訟委任状

訴訟委任状

0501-7・011訴 訟 復代理委任状

0511・7・012弁 護士名簿登録取消について(通 知)

0521-7-013弁 護士名簿登録取消について(通 知)

原告 大野作太郎他

原告 桑野忠吾他

原告 桑野忠吾

原告 大野作太郎他

原告 桑野忠吾他
原告 星山幸松他

原告 桑野忠吾他

原告 五十嵐栄一他

原告 橋本十一郎他

原告 村山政次他

1967年6月10日

1967年11月1日

1968年10月14日

1971年2月1日

1971年2月1日

1971年2月1日

1971年5月17日 書類 に 日付 な し(左 の年月

日は受付 印に よる)。

1971年5月17日 同上

1971年5月17日 同上

1971年5月17日 書類 に厂昭和46年9月12日 」

との記載が あ るが、受付印

が左 の年月 日であることか

ら、誤 りと思 われる。

原告代理人 新潟地裁第一民事部1971年9月29日

新潟地裁長関谷六郎 管内支部長,簡 易裁1968年8月2日
判所判事

新潟地裁長関谷六郎 管内支部長,簡 易裁1968年10月29日
判所判事
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1-7そ の 余 の 記 録 Reel6

罍羃 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

0531-7-014訴 訟 委 任 状

0541-7-015訴 訟 委 任 状

0551・7・016訴 訟 委 任 状

0561・7-017辞 任 届

0571-7・018証 明 願&証 明 書

0581・7―019

0601,7・020

0611・7-021

0621・7・022

0631・7・023

0641・7-024

0651・7・025

0661・7卩026

0671-7-027

0681-7・028

0691・7・029

0691・7・030

0701・7。031

0711-7-032

0721-7-033

0731・7。034

0781-7・035

昭和電工株式会社代
表取締役安西正夫

昭和電工株式会社代
表取締役安西正夫

昭和電工株式会社
代表取締役安西正夫

被告代理人

1967年7月14日

1967年12月21日 書類 に日の記入 な し(左 の

日付 は受付 印 による)

1970年3月10日

新潟地裁第一民事部1971年3月9日

被告代理人森岡幹 被告代理人森岡幹1971年3月9日
雄&日 本弁護士連 雄&日 本弁護士連合会会

長成富信夫 合会会長成富信夫

輔佐人許可申請書 原告代理人 新潟地裁第一民事部1967年9月11日

輔佐人許可申請書 原告代理人 新潟地裁第一民事部1967年10月9日

輔佐人許可申請書 原告代理人 新潟地裁第一民事部1967年11月7日

〔木村安明が原告等の輔佐人 とな 新潟地裁第一民事部1967年11月7日
ることを許可する〕決定

〔補佐人許可決定正本の〕送達報告書 新潟地裁第一民事部 被告代理人

〔補佐人許可決定正本の〕送達報告 新潟地裁第一民事部 原告代理人
書(交 付)

1967年11月8日

1967年11月10日

輔佐人許可申請書 被告代理人 新潟地裁第一民事部1968年9月27日

輔佐人許可申請書&許 可書 被告代理人成富信 新潟地裁第一民事部1968年3月7日
夫&新 潟地裁第一
民事部

〔帯刀俊文ほかが被告の輔佐人 と 新潟地裁第一民事部1968年9月27日
なることを許可する〕決定

登記簿抄本 東京法務局芝出張所1967年5月25日

住民票 新潟県北蒲原郡豊
栄町長三林宏作

戸籍謄本 新潟県北蒲原郡豊
栄町長三林宏作

〔訴状および答弁書催促状の〕郵便 芝郵便局 被告代表者安西正夫1967年6月19日
送達報告書

〔準備手続期日呼出状の〕送達報告書 新潟地裁第一民事部 被告代理人成富信夫1967年7月17日

〔準備手続の〕期 日請書(民 事)原 告代理人1967年7月15日

訴訟救助付与申立書 〔事件番号:原 告 大野作太郎他 新潟地裁1967年8月30日
昭和42年(モ)第490号 〕

証明願&証 明書

0791・7・036陳 述 書

1967年5月17日 本史 料集成で は削除 した。

1967年6月12日 本史料 集成で は削除 した。

原 告 大 野 作 太 原 告 大 野 作 太1967年8月19日 疎甲第1号 証
郎&北 蒲原社会福 郎&北 蒲原社会福
祉事務所長 祉事務所長

原告 大野作太郎 新潟地裁1967年8月30日 疎甲第2号 証。書類 に日の
記入な し(左 の日付 は、受
付印による)

0811-7・037証 明 願&証 明 書

082―7・038

0961・7-039

0971・7・040

0981・7-041

新潟県の水銀中毒事件の原因究明
に対する研究班報告概要&昭 和電
工側の反論に対する論証

「第二の水俣病に結論」

「人権侵犯は明白」

新潟の水俣病(第2報)

1001・7-042新 潟 に発生 した水俣病 について

1031-7-043戸 籍 謄 本

1041・7-044

1051・7-045

1061・7・046

1071-7-047

1081・7・048

1091。7・049

1101-7・050

1111・7・051

原告 大野作太郎&
新潟県北蒲原郡豊栄
町長三林宏作

サンケイ新聞

読売新聞

東京大学工学部宇
井純

東京大学工学部宇
井純

新潟県北蒲原郡豊
栄町長三林宏作

〔昭和42年(モ)第490号 訴訟上救助 新潟地裁第一民事部
申立事件についての〕決定

〔訴訟救助決定正本の〕送達報告書 新潟地裁第一民事部 原告代理人
(交付)

〔訴訟救助決定正本ほかの〕送達報 新潟地裁第一民事部 被告代理人
告書

〔決定正本お よび口頭弁論期 日呼 新潟地裁第一民事部 原告代理人出状
の〕送達報告書(交 付)

〔被告準備書面の〕送達報告書(交 付)新 潟地裁第一民事部 原告代理人

〔被告第2回 準備書面の〕送達報告 新潟地裁第一民事部 原告代理人書(交 付)

〔第3準 備書面の〕送達報告書(交 付)新 潟地裁第一民事部 被告代理人

〔請求の趣 旨拡張申立書の〕郵便送 東京中央郵便局 被告代理人達報告書

1967年8月23日 疎 甲第3号 証。本 史料集成

で は削除 した。

疎甲第4号 証

1967年4月19日 疎 甲第5号 証

1967年5月19日 疎 甲第6号 証

疎 甲第7号 証 の1

疎甲第7号 証の2

1967年6月12日 疎 甲第8号 証。本 史料集成

で は削除 した。

1967年9月4日

1967年9月5日

1967年9月6日

1967年9月6日

1967年9月8日

1968年2月19日

1968年7月11日

1970年4月20日
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Reel6 1新 潟水俣病裁判第 ―次訴訟記録

暴羃 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日

1121・7・052

1131-7・053

1141-7-054

1151・7-055

1171-7-056

1181-7・057

〔輔佐人許可申請に対する〕決定 新潟地裁第一民事部1970年5月15日

〔輔佐人許可決定正本の〕送達報告 新潟地裁第一民事部 原告代理人1970年5月18日
書(交 付)

〔輔佐人許可決定正本の〕送達報告書 新潟地裁第一民事部 被告代理人1970年5月18日

輔佐人許可申請書 原告代理人 新潟地裁第一民事部1970年5月28日

〔請求の趣 旨拡張申立書の〕送達報 新潟地裁第一民事部 被告代理人1971年3月9日
告書(交 付)

〔請求の趣 旨拡張申立書の〕送達報 新潟地裁第一民事部 被告代理人1971年3月9日
告書(交 付)

1-7-2送 付 嘱 託 関 係Reel6

1201-7-058

1211・7・059

1221-7-060

1231-7-061

1251・7・062

1261-7-063

1281-7-064

〔新潟水銀中毒事件特別研究報告 新潟地裁第一民事部 厚生省1967年9月20日
書謄本送付の〕嘱託書

新潟水銀中毒事件特別研究報告書 厚生省環境衛生局 新潟地裁第一民事部1967年9月29日
(厚生省分担研究分)の 送付につい 食品衛生課長
て

〔新潟水銀中毒事件に関する食品 新潟地裁第一民事部 食品衛生調査会1967年9月20日
衛生調査会の答申書謄本送付の〕
嘱託書

〔新潟県水銀中毒事件に関する厚 新潟地裁第一民事部 食品衛生調査会1968年4月11日
生省食品衛生調査会の答申に至 る
までの調査過程を示す一切の文書
送付の〕嘱託書

「新潟県阿賀野川下流地域におけ 食品衛生調査会委 新潟地裁第一民事部1967年9月30日
る水銀中毒事件の原因究明」に関 員長小林芳人
する答申書の謄本の送付について

〔厚生省が委嘱 した特別研究班(阿 新潟地裁第一民事部 厚生省環境衛生局1968年5月7日
賀野川水銀中毒)の 報告書作成に
当 り供用せられた関係資料一切 ほ
か送付の〕嘱託書

新潟県阿賀野川水銀中毒事件 に関 厚生省環境衛生局 新潟地裁第一民事部1968年4月18日
する食品衛生調査会の答申に至る 食品衛生課長
までの経過 を示す文書について

129―7-065文 書 の送 付 について

1301-7-066資 料 の 送 付 に つ い て

ヱ311。7-067

1331・7-068

1341-7-069

1351-7・070

1361・7-071

1381-7・072

1401-7-073

1411・7-074

1421-7-075

1431-7・076

1451-7。077

1461-7-078

1481-7・079

1491・7・080

上申書

文書送付嘱託に関する件

電話要旨

厚生省環境衛生局 新潟地裁第一民事部1968年6月3日
食品衛生課長

厚生省環境衛生局 新潟地裁第一民事部1968年7月2日
食品衛生課長

被告代理人 新潟地裁第一民事部1968年7月19日

新潟地裁第一民事部 厚生省環境衛生局1968年10月11日

1968年12月4日
文書送付嘱託に対する回答につい 厚生省環境衛生局 新潟地裁第一民事部1968年12月11日

食品衛生課長て

〔新川排水機場 ポンプの運転 日誌 新潟地裁第一民事部 亀田郷土土地改良1968年5月13日
送付の〕嘱託書 区事務所

〔阿賀野川か ら取水 した新津市水 新潟地裁第一民事部 新津市長1968年5月7日
道用水の分析結果を示す文書送付
の〕嘱託書

驟 野朧 聖沓嫡 嬲 禀携 新漸 長 新潟地裁第一民事部1968年5月27日
分析結果送付について

〔農薬包装規格表送付の〕嘱託書 新潟地裁第一民事部 全国購買農業協同1968年4月11日

組合連合会
文書送付について 全国購買農業協同 新潟地裁第一民事部1968年4月18日

組合連合会

嫩 鰈 糴 羅 鑼 新潟騰 民事部獎羅翼欝 研1969年3月2°日
礎 となった関係資料一切 の送 付
の〕嘱託書

返信(無 題)国 立衛生試験所川 新潟地裁第一民事部1969年3月24日

城巖

麟1灘 轟 鋪 幣 羅 留新潟地裁第―民事部韆 驪 轡1969年3月2・ 日
究班の報告書作成に当り、その基
礎 となった関係資料一切 の送付
の〕嘱託書

阿賀野川水銀中毒事件に関する嘱 阿賀野川水銀中毒 新潟地裁第一民事部1969年3月31日
託書に対する回答 事件特別研究班疫

学班主任松田心一

阿賀野川水銀中毒事件に関する嘱 阿賀野川水銀中毒 新潟地裁第一民事部1969年5月9日
託書に対する回答 事件特別研究班疫

学研究班主任松田
心一

一44―

備考



1-7そ の 余 の 記録

暑羃 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日

1501・7-081

1571・7-082

1591・7-083

1601-7・084

1621・7-085

1631・7-086

1651-7・087

1671・7・088

1681-7・089

1701・7-090

1721・7・091

1741-7-092

1761-7馴093

1771・7―094

ヱ781曽7-095

1791・7・096

1801-7-097

.Z811-7・098

1821-7-099

1831-7・100

1841・7-101

1851・7・102

1861-7-103

1871・7-104

1881-7・105

1891・7・106

Z901・7-107

Z911-7-108

Z921・7-109

Z931。7-110

有機水銀中毒に関する資料 〔文書 松田心一
リス ト〕

〔阿賀野川水銀中毒事件につ き特 新潟地裁第一民事部 新潟県衛生部1969年3月20日

別研究班 より委嘱された新潟県が行な
った各種調査資料一切 ほか送

付の〕嘱託書

文書の送付について 新潟県衛生部長 新潟地裁第一民事部1969年5月9日

〔有機水銀中毒対策の経過概要(新 新潟地裁第一民事部 新潟県1969年6月17日
潟県)ほ か送付の〕嘱託書

文書送付の嘱託について(回 答)新 潟県知事亘四郎 新潟地裁第一民事部1969年6月21日

〔昭和34年 通産省か ら新 日本窒素 新潟地裁第一民事部 通産省1968年4月11日
肥料株式会社にあてた 「水俣病の
対策について」ほか送付の〕嘱託
書

〔阿賀野川全域 にわたる所属漁業 新潟地裁第一民事部 阿賀野川漁業協同1968年5月7日
協同組合別のニゴイおよびマルタ 組合連合会
漁獲量調査結果 の報告文書送付
の〕嘱託書

漁獲高の報告について 阿賀野1―1漁業協同 新潟地裁第一民事部1969年11月15日
組合連合会会長佐
藤政治

〔厚生省が委嘱 した特別研究班(阿 新潟地裁第一民事部 特別研究班臨床研1969年3月20日
賀野川水銀中毒事件)中 の臨床研 究班副部長椿忠雄
究班の報告書作成に当 り、その基
礎 となった関係資料一切 ほか送付
の〕嘱託書

〔アセ トアルデ ヒド製造 日誌原本 被告代理人1968年3月7日
ほかの〕文書提出書&任 意提出文
書目録

〔阿鐸野川水銀 中毒事件に関する 新潟地裁第一民事部 新潟大学脳研究所1969年10月2日
椿証言中にあった資料の送付の〕 特別研究班臨床研
嘱託書 究班副部長椿忠雄

〔阿賀野有機水銀中毒特別研究報 新潟地裁第一民事部 特別研究班疫学研1969年10月20日
告に関する文書送付申立書に対す 究班長松田心一
る松田心一氏の回答書 に記載ある
資料の送付の〕嘱託書

嘱託書に対する回答 阿賀野川水銀中毒 新潟地裁第一民事部1969年11月12日
事件特別研究班疫
学班主任松田心一

〔農薬倉庫に対する県のアンケー 新潟地裁第一民事部 新潟県衛生部1969年10月20日
ト調査用紙およびその宛先ならび
に回答 した倉庫からの提出文書原
本送付の〕嘱託書

昭和42年(ワ)第317号 ～319号 損害 新潟県衛生部長 新潟地裁第一民事部1969年10月27日
賠償金請求事件に係 る書類の送付
について

〔内水面漁場調査図送付の〕嘱託書 新潟地裁第一民事部 新潟県1969年10月20日
水産試験場

〔返信〕 新潟県内水面水産 新潟地裁第一民事部1969年11月11日
試験場長

〔有機水銀中毒症に関する補充調 新潟地裁第一民事部 厚生省1969年10月20日
査結果送付の〕嘱託書

昭和42年(ワ)第317号 ～319号 損害 厚生省環境衛生局 新潟地裁第一民事部1969年10月31日
賠償金請求事件に関する嘱託依頼 公害部公害課長
について(回 答)

書類送付嘱託について(依 頼)新 潟地裁第一民事部 阿賀野川漁業協同1969年10月22日
組合連合会

書類送付嘱託にっいて(依 頼)新 潟地裁第一民事部 通産省1969年10月22日

水俣病に関する書類等の送付 につ 通商産業省化学工 新潟地裁第一民事部1969年12月19日
いて(回 答)業 局長山下英明

電話要旨 新潟地裁第一民事部

電話要旨 新潟地裁第一民事部

電話要旨 新潟地裁第一民事部

〔被告代理人成富信夫に対する〕通 新潟地裁第一民事部 被告代理人
知書

1969年12月11日

1969年12月15日

1969年12月16日

1969年12月22日

〔阿賀野川河川敷 で投棄農薬が発 新潟地裁第一民事部 新潟県警察本部1970年10月21日
見 された事件2件 についての捜査
記録送付の〕嘱託書

嘱託書について(回 答)新 潟県警察本部刑 新潟地裁第一民事部1970年11月4日事部長

新潟水俣病関係事件記録(写)の 新潟東警察署長 本部長1970年11月2日
送付について

〔「新潟水銀中毒に関する特別研究 新潟地裁第一民事部 科学技術庁1970年11月12日
報告書」送付の〕嘱託書 研究調整局
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Reel6 1新 潟水俣病裁判第1次 訴訟記録

塁毒 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日
備考

1941-7-111

1951・7・112

1961-7-ll3

ヱ971-7-114

198―7-115

1991-7・ll6

200―7・117

2011-7。118

2021・7-119

2031-7-120

2041―7-121

205―7-122

206―7-123

2081-7-124

2091・7・125

2101-7-126

2111-7・127

213―7-128

2141―7・129

215―7・130

2161-7-131

2171・7-132

昭和40年 度特別研究促進調整費に 科学技術庁研究調 新潟地裁第一民事部1970年11月21日
よる新潟水銀中毒に関する特別研 整局長
究報告書の送付について

〔水俣病研究懇談会研究経過報告 新潟地裁第一民事部 日本化学工業協会1970年11月13日
送付の〕嘱託書

文書の送付について 日本化学工業協会 新潟地裁第一民事部1970年11月27日

〔五十嵐 ヨシに関する入院お よび 新潟地裁第一民事部 石川医院1971年2月24日
外来の受診録写送付の〕嘱託書

〔橋本繁雄に関す る入院の受診録 新潟地裁第一民事部 葛塚病院1971年2月24日
写送付の〕嘱託書

〔橋本繁雄、山田ナカに関する入院 新潟地裁第一民事部 新潟市立山の下健1971年2月24日
および外来の受診録写送付の〕嘱 康保険病院
託書

〔五十嵐藤一、五十嵐 ヨシに関する 新潟地裁第一民事部 滝沢診療所1971年2月24日
入院お よび外来の受診録写送付
の〕嘱託書

〔山田ナカに関す る入院および外 新潟地裁第一民事部 桑名病院1971年2月24日
来の受診録写送付の〕嘱託書

〔古山知恵子に関す る入院の受診 新潟地裁第一民事部 新潟大学医学部附1971年2月24日
録写送付の〕嘱託書 属病院小児科

〔古山知恵子 に関す る入院 および 新潟地裁第一民事部 新潟勤労者医療協1971年2月24日
外来の受診録写送付の〕嘱託書 会沼垂診療所

〔五十嵐藤一一に関す る入院受診録 新潟地裁第一民事部 新潟大学医学部附1971年2月24日
写送付の〕嘱託書 属病院精神科

〔五十嵐 ヨシ、五十嵐藤一、山田仁 新潟地裁第一民事部 新潟大学医学部附1971年2月24日
作、桑野清平 らに関する外来の受 属病院眼科
診録写送付の〕嘱託書

〔桑野七郎ほか21名 に関す る入院 新潟地裁第一民事部 新潟大学医学部附1971年2月24日
および外来の受診録写送付の〕嘱 属病院脳神経内科
託書

〔桑野清三に関す る入院の受診録 新潟地裁第一民事部 新潟大学医学部附1971年2月24日
写送付の〕嘱託書 属病院脳外科

〔アセ トアルデヒドを製造 してい 新潟地裁第一民事部 醋酸工業会1971年2月24日
た全企業における昭和32年 から39
年 までの間の各社別および各年別
のアセ トアルデヒド生産量(年 間)
の数字 を示す書類送付の〕嘱託書

〔新潟県水銀中毒対策本部か ら昭 新潟地裁第一民事部 新潟県1971年2月24日
和42年6月10日 付で関係市町村等
に発 した 「阿賀野川流域における
魚介類の食用抑制の一部解除につ
いて」 と題する通達に添付 された

資料送付の〕嘱託書

電話要旨 新潟地裁第一民事部1971年2月25日

〔返信〕 石川医院 新潟地裁第一民事部1971年2月28日

アセ トアルデヒドの件 酢酸工業会 新潟地裁第一民事部1971年2月27日

外来および入院病歴写送付につい 新潟大学医学部附 新潟地裁第一民事部1971年5月10日
て 属病院長松岡松三

〔山田ナカに関する入院お よび外 新潟地裁第一民事部 桑名病院1971年2月24日
来の受診録写送付の〕嘱託書

〔返信〕 桑名病院 新潟地裁第一民事部1971年3月13日 書類に日付なし(左 の年月
日は受付印による)。

1-7-3調 査 嘱 託 関 係Ree―6

2201-7-133

2211-7-134

2221・7-135

223―7-136

〔甲第24号 証 の1(日 薬 理 誌63巻 新潟地裁第一民事部 神戸大学医学部公1969年8月11日
228～243頁)第9表 における実験 衆衛生学教室
で使用 した装置に関する詳細、お
よび実験操作の概要に関する調査
の〕嘱託書

〔乙第14号 証(日 新医学第49巻 第9新 潟地裁第一民事部 熊本大学医学部薬1969年8月11日
号)中 に記 されて いる複数の実 理学教室
験 ・実測結果についての調査の〕
嘱託書

昭和44年8月11日 付調査依頼の件 熊本大学医学部第 新潟地裁第一民事部1969年8月19日
について回答 一薬理学教室教授

田中正三

〔電気化学工業株式会社青海工場 新潟地裁第一民事部 経済企画庁水資源局1969年10月20日
およびダイセル株式会社新井工場
におけるアセ トアルデヒド製造排
水処理設備の設置時期および処理
方法調査の〕嘱託書
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1-7そ の 余 の 記 録 Ree―6

暑羃 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

2241-7-137 排水処理施設の調査嘱託書にっい 経済企画庁国民生 新潟地裁第一民事部1969年11月20日
て(回 答)活 局長

2251-7-138調 査 嘱 託 に つ い て(依 頼)

2261・7・139〔 覚 書 〕

2271・7-140〔 返 信 〕

2291・7-141〔 返 信 〕

新潟地裁第一民事部 神戸大学医学部公1969年10月22日
衆衛生学教室

神戸大学公衆衛生 新潟地裁第一民事部1969年12月8日 書類に日付なし(左 の年月
学教室 日は受付印による)。

神戸大学公衆衛生 新潟地裁第一民事部1969年12月6日
学教室

神戸大学公衆衛生 新潟地裁第一民事部1969年12月25日
学教室

2331-7・142〔 甲 第24号 証 の1(日 薬 理 誌63巻 新潟地裁第一民事部 神戸大学 医学部公1969年12月12日

2341-7・143

2351・7-144

2361・7・145

2371・7-146

2381-7-147

2391・7-148

228～243頁)第1表 から第8表 ま
でにおける実験で使用 した装置に
関する詳細、および実験捜査の概
要に関する調査の〕嘱託書

衆衛生学教室

〔電気化学工業株式会社青海工場 新潟地裁第一民事部 通商産業省企業局長1970年8月20日
およびダイセル株式会社新井工場
におけるアセ トアルデヒド製造排
水処理設備の設置時期および処理
方法調査の〕嘱託書

調査嘱託 について(照 会)新 潟地裁第一民事部 通商産業省企業局長1970年10月22日

阿賀野川下流有機水銀中毒に関す 通商産業省公害保 新潟地裁第一民事部1970年11月30日
る新潟地裁の調査嘱託に対する回 安局長
答について

〔アセ トアルデヒ ドを製造 してい 新潟地裁第一民事部 通商産業大臣宮沢1971年1月21日
た7社の、昭和34年 か ら39年までの 喜一
間における、社ごとの年間生産量
(各年別)調 査の〕嘱託書

調査嘱託について(照 会)通 商産業大臣宮沢1971年3月20日喜
一

アセチレン法によるアセ トアルデ 通商産業大臣 新潟地裁第一民事部1971年3月31日
ヒド生産量調査の嘱託について 宮沢喜一

1-7-4鑑 定 関 係Reel6

2411-7-149鑑 定 人 の 推 せ ん に つ い て(依 頼)

2471-7・150鑑 定 人 の 推 せ ん に つ い て(依 頼)

2491・7・151鑑 定 人 の 推 せ ん に つ い て(回 答)

2501-7・152鑑 定 人 の 推 せ ん に つ い て(回 答)

2511・7・153鑑 定 人 の 推 せ ん に つ い て(回 答)

2521・7-154

2531・7・155

2541-7・156

2551・7・157

2561-7・158

2571-7・159

2581・7・160

2591・7-161

2601・7-162

2621-7・163

電話要旨

鑑定人の推せんについて(依 頼)

鑑定人の推せんについて(依 頼)

鑑定人の推薦について(回 答)

電話要旨

電話要旨

鑑定人の推せんについて(依 頼)

鑑定人の推せんについて(回 答)

鑑定人の推せんについて(依 頼)

新潟地裁第一民事部 工業技術院東京工1970年11月2日

業試験所 および国

立大阪大学長/東

京医科大学長 お よ

び市立名古屋大学

長

新潟地裁第一民事部 国立大 阪大学長1970年11月12日

工業技術院 東京工 新潟地裁第一民事部1970年11月10日

業試験所長

東京 医科大 学学長 新潟地裁第一民事部1970年11月10日

北村 包彦

名 古屋市立 大学長 新潟地裁第一民事部1970年11月14日

萩野 鉚太郎

新潟地裁第一民事部1970年11月16日

新潟地裁第一民事部 順天堂大学長1970年11月17日

新潟地裁第一民事部 秋田大学長1970年11月18日

大阪大学総長釜洞 新潟地裁第一民事部1970年11月20日

醇太郎

新潟地裁第一民事部1970年11月21日

新潟地裁第一民事部1970年11月26日

新潟地裁第一民事部 京都大学長1970年11月26日

順天堂大学学長有 新潟地裁第一民事部1970年11月26日

山登

新潟地裁第一民事部 順天 堂大学学長1970年11月17日

〔鑑定人の推せんについて(回 答)〕 京都大学理学部化 新潟地裁第一民事部1970年11月30日

2631-7・164鑑 定人 の推 せん について(依 頼)

2641・7-165鑑 定人 の推 せん について(回 答)

2651-7・166(無 題)

2661-7-167鑑 定人 の推 せん につ いて(回 答)

2671・7・168

2681・7・169

2691・7・170

鑑定資料の送付 について

鑑定資料の送付について

鑑定資料の送付 について

学教室主任教授香
月裕彦

新潟地裁第一民事部 久留米大学長1970年12月2日

秋田大学事務取扱 新潟地裁第一民事部1970年12月3日
藤島主殿

東京工業試験所西 新潟地裁第一民事部1970年12月16日
末雄

久留米大学学長遠 新潟地裁第一民事部1970年12月17日
城寺宗徳

新潟地裁第一民事部 鑑定人西末雄1970年12月22日

新潟地裁第一民事部 鑑定人水川孝1970年12月22日

新潟地裁第一民事部 鑑定人西末雄1970年12月23日
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屠丹 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日

27iOI-7-171鑑 定 資 料 の 送 付 に つ い て

2711-7-172(無 題)

2731-7-173〔 鑑 定 料 請 求 に つ い て の 〕 上 申 書

274―7-174鑑 定書提 出につ いて

2751-7―175鑑 定 料 請 求 に つ い て

2771・7―176〔 鑑 定 料 に つ い て の 〕 照 会

2781-7・177

279―7-178

2801-7-179

2811-7-180

鑑定書の提出について

〔返信〕

鑑定書の提出について

〔覚書〕返信

(依頼)

(依頼)

新潟地裁第一民事部 鑑定人山口誠哉,1971年1月12日松本久
男

鑑定人西末雄

鑑定人山口誠哉,
松本久男

鑑定人山口誠哉,
松本久男

鑑定人山口誠哉,
松本久男

新潟地裁第一民事部1971年2月23日

新潟地裁第一民事部1971年3月16日

新潟地裁第一民事部1971年3月16日

新潟地裁第一民事部1971年3月16日

新潟地裁第一民事部 鑑定人西末雄,水1971年2月18日川孝
,山 口誠哉 ・

松本久男

新潟地裁第一民事部 鑑定人水川孝1971年3月20日

鑑定人水川孝 新潟地裁第一民事部

新潟地裁第一民事部 鑑定人水川孝1971年3月26日

鑑定人水川孝 新潟地裁第一民事部1971年3月31日

1-7-5証 人 尋 問 関 係Ree―6

2841-7-181

2851-7-182

287―7・183

289―7-184

2901-7-185

2911-7-186

2921-7-187

2931-7-188

2951-7・189

2961・7-190

2971-7-191

298―7-192

証人尋問について(依 頼)新 潟地裁第一民事部 新潟大学学長山内1968年7月26日峻呉

証人の法廷出席不能について 証人松田心一 新潟地裁第一民事部1968年11月9日

証人呼出状による出頭不能につい 証人松田心一 新潟地裁第一民事部1969年6月16日
て

証人尋問について

証人尋問について

証人尋問について

証人尋問について

返信(無 題)

証人尋問について

証人尋問について

証人尋問について

証人尋問について

(依頼)

(依頼)

(依頼)

(照会)

(依頼)

(依頼)

(依頼)

(回答)

2991-7-193証 人 尋 問 に つ い て(依 頼)

3001-7-194〔 覚 書 〕

3011-7-195証 人 尋 問 に つ い て(回 答)

302―7-196証 人尋問 につ いて(依 頼)

303―7・197証 人尋問 について(回 答)

3041-7・198証 人 尋 問 に つ い て(依 頼)

3051-7-199証 人 尋 問 に つ い て(回 答)

3061-7―200診 断 書

307―7・201証 人尋問 につ いて(依 頼)

3081―7-202証 人 尋 問 に つ い て(依 頼)

3091-7-203証 人 尋 問 に つ い て(依 頼)

3101-7-204

3111・7-205

312―7-206

3131-7・207

証人尋問について(依 頼)

証人尋問について(依 頼)

証人尋問について(依 頼)

証人尋問について(依 頼)

新潟地裁第一民事部 新潟大学学長長崎明1969年10月13日

新潟地裁第一民事部 神戸大学学長1969年11月17日

新潟地裁第一民事部 新潟大学学長長崎明1969年11月26日

新潟地裁第一民事部 松田心一1969年12月18日

証人松田心一 新潟地裁第一民事部1970年1月7日

新潟地裁第一民事部 京都大学学長1969年12月25日

新潟地裁第一民事部 新潟大学学長1969年12月25日

新潟地裁第一民事部 神戸大学学長1969年12月25日

京都大学総長前田 新潟地裁第一民事部1970年1月12日
敏男

新潟地裁第一民事部 京都大学学長前田1970年1月29日
敏男

京都大学助教授川 新潟地裁第一民事部1970年2月4日
那部浩哉

京都大学総長前田 新潟地裁第一民事部1970年2月7日
敏男

新潟地裁第一民事部 横浜国立大学長1970年3月20日

横浜国立大学長越 新潟地裁第一民事部1970年4月18日
村信三郎

新潟地裁第一民事部 横浜国立大学長1970年5月11日

横浜国立大学長越 新潟地裁第一民事部1970年5月22日
村信三郎

霞が関 ビル岩井診1970年6月9日
療藤原英彦

新潟地裁第一民事部 京都大学防災研究1970年9月28日
所長石崎撥男

新潟地裁第一民事部 徳島大学長 1970年10月22日

新潟地裁第一民事部 京都大学防災研究1970年10月22日
所長石崎濃男

新潟地裁第一民事部 横浜市立大学長

新潟地裁第一民事部 徳島大学長

新潟地裁第一民事部 横浜市立大学長

新潟地裁第一民事部 横浜市立大学長

Reel7

1-7-6送 達 報 告 書 関 係Ree―7

0041・7-208

0051-7・209

0061-7-210

0071・7-211

0081-7-212

0091・7・213

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書

〔証人申立書の〕送達報告書

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書

新潟西郵便局
渋谷郵便局

椿忠雄

松田心一

1970年10月23日

1970年11月13日

1970年11月13日

1970年12月10日

1968年7月28日

1968年9月19日

新潟地裁第一民事部 被告代理人成富信1968年10月4日

熊本中央郵便局

熊本中央郵便局

熊本中央郵便局

夫

徳臣晴比古
武内忠男
入鹿山且朗

1968年10月6日

1968年10月6日

1968年10月7日
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1-7そ の 余 の 記録
Ree―7

罍羃 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

0101-7・214

0111・7-215

0121・7-216

0131-7・217

0141・7・218

0151-7-219

0161・7・220

0171-7-221

0ヱ81・7-222

0191-7・223

0201-7-224

0211・7-225

0221-7・226

0231・7-227

0241-7-228

0251-7-229

0261-7・230

0271・7-231

0281-7-232

0291-7-233

0301・7-234

0311-7-235

0321-7・236

0331-7-237

0341-7-238

0351-7-239

0361-7-240

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書 新潟西郵便局 椿忠雄

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書 八王子郵便局 瀬辺恵鎧

〔証人呼出状および嘱託書の〕郵便 新潟西郵便局 椿忠雄
送達報告書

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書 名古屋中郵便局 北野博一

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書 八王子郵便局 瀬辺恵鎧

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書 渋谷郵便局 松田心一

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書 名古屋中郵便局 北野博一

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書 神戸中央郵便局 喜田村正次

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書 伏見郵便局 川那部浩哉

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書 玉川郵便局 北川徹三

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書 村井郵便局 小沢貞孝

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書 徳島郵便局 山田憲吾

〔鑑定人呼出状の〕郵便送達報告書 大阪中央郵便局 水川孝

〔鑑定人呼出状の〕郵便送達報告書 代々木郵便局 西末雄

〔鑑定人呼出状の〕郵便送達報告書 久留米郵便局 山口誠哉

〔鑑定人呼出状の〕郵便送達報告書 久留米郵便局 松本久男

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書 水俣郵便局 三隅博

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書 熊本東郵便局 原田正純

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書 水俣郵便局 尾上ハルエ

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書 水俣郵便局 浜元二徳

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書 水俣郵便局 上村好男

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書 水俣郵便局 上村良子

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書 水俣郵便局 坂本ふ じえ

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書 水俣郵便局 田中アサ子

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書 練馬郵便局 斉藤守

〔証人呼出状の〕郵便送達報告書 大崎郵便局 大八木義彦

〔口頭弁論出頭の〕期日請書(民 事)原 告代理人,被 告
代理人

1968年11月20日

1969年5月20日

1969年3月27日

1969年6月2日

1969年6月9日

1969年6月9日

1969年8月30日

1969年11月22日

1969年12月26日

1970年3月23日

1970年4月15日

1970年10月26日

1970年11月21日

1970年11月24日

1970年12月25日

1970年12月25日

1971年1月25日

1971年1月25日

1971年1月25日

1971年1月25日

1971年1月25日

1971年1月25日

1971年1月25日

1971年1月25日

1971年2月7日

1971年2月7日

1971年4月7日

1-7-7証 人 旅 費 日当 放 棄 書 関 係Reel7

0381-7・241証 人 旅 費 日 当 放 棄 書

0391-7―242証 人 日 当 等 放 棄 書

0401・7-243

0411-7-244

0421-7-245

0431・7・246

0441-7-247

0451-7・248

0461・7-249

0471-7-250

0481-7-251

0491-7・252

0501・7-253

0511・7。254

0521。7・255

0531-7-256

0541-7・257

0551。7-258

0561・7・259

0571-7・260

0581-7・261

0591。7。262

0601-7・263

0611-7-264

0621・7・265

0631・7・266

0641・7-267

0651-7-268

0661・7-269

0671-7・270

0681・7・271

0691・7燭272

証人日当等放棄書

証人日当等放棄書

証人日当等放棄書

証人日当等放棄書
証人日当等放棄書

証人日当等放棄書

証人日当等放棄書
証人日当等放棄書

証人日当等放棄書

証人日当等放棄書

証人日当等放棄書
証人日当等放棄書

証人日当等放棄書

証人日当等放棄書

証人日当等放棄書
証人日当等放棄書

証人日当等放棄書

証人日当等放棄書

証人日当等放棄書

証人日当等放棄書

証人日当等放棄書
証人日当等放棄書

証人日当等放棄書

証人日当等放棄書

証人日当等放棄書

証人日当等放棄書

証人日当等放棄書

証人日当等放棄書

鑑定人日当等放棄書

証人日当等放棄書

証人 松田心一

証人 入鹿山且朗

原告 大野正男他

原告 橋本十一郎他

原告 近喜代一他
原告 村木藤四郎他

原告 橋本十一郎他

原告 近喜代一他
証人 安藤信夫

証人 小沢貞孝他

証人 小沢貞孝

証人 安藤信夫
証人 北畠道俊

証人 田辺正士

証人 村山敬博

証人 阿部浩
証人 田辺正士

証人 小沢謙二郎他

証人 橋本浩二

証人 斉藤斉他

証人 北畠道俊他
証人 村山敬博他

証人 篠原彰男

証人 山本秀雄他

証人 洒井盛好

証人 眞保昇

証人 大島竹治

証人 山本爲親
証人 佐久間義男他

証人 山本秀雄他

証人 山口誠哉他

証人 大島竹治

1968年9月27日

1969年10月15日

1969年10月15日

1969年11月11日

1969年11月11日

1969年11月12日

1969年11月12日

1970年3月17日

1970年4月7日

1970年5月8日

1970年5月8日

1970年6月9日

1970年6月9日

1970年6月10日

1970年6月10日

1970年6月11日

1970年7月7日

1970年7月7日

1970年9月9日

1970年9月8日

1970年9月8日

1970年9月10日

1970年10月6日

1970年10月7日

1970年ll月11日

1970年11月10日

1970年11月11日

1970年12月8日

1970年12月8日

1970年12月28日

1971年1月19日

日付の記載、受付印 ともにな

し。
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講羃 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日
備考

0701.7-273証 人 日当等放 棄書 証人 帯 刀俊文1971年1月20日

0711-7-274証 人 日当等放棄 書 証人 寺本 亘二他1971年1月20日

0721・7・275証 人 日当等放棄書 証人 三隅博1971年2月8日

0731.7.276証 人 日当等放棄書 証人 原 田正純1971年2月8日

0741・7-277証 人 日当等放棄書 証人 尾上 ハルエ1971年2月8日

0751-7-278証 人 日当等放棄書 証人 原 田正純1971年2月9日

076―7.279証 人 日当等放棄書 証人 上村好 男他1971年2月9日

証人 日当等放棄書 証人 浜元二徳1971年2月9日0771-7-280

078―7-281証 人 日当等放棄書 証人 坂本 フジエ1971年2月9日

0791.7-282証 人 日当等放棄書 証人 田中アサ ヲ1971年2月8日

0801-7-283証 人 日当等放棄書 証人 寺本亘二 他1971年3月9日

0811-7-284証 人 日当等放棄書 原告 南 サ ク1971年4月7日

082―7-285証 人 日当等放棄書 原告 梶原清至1971年4月7日

1-7-8双 方代理人 と裁判所間の連絡 記録 関係Reel7

084―7.286調 書謄 本下付 申請 原告代理人1968年1月22日

0851-7―287検 証調書下付 申請 原告代理人1968年4月26日

0861.7.288上 申書 被告代理人1969年8月20日

087―7―289〔 昭和44年9月3日 の第10回 口頭弁 原告代理人1969年9月19日

論期 日に、原告輔佐人木村安明 が

出頭 していた ことの〕証明願&〔 証

明書の〕受領書

088―7・290水 銀事件書類送付の件 昭和電工株 式会社1969年10月1日

文書課

0891-7-291〔 証拠調施行の〕通知書 新潟地裁第一民事部 原告代理 人 ・被告1969年10月11日

代理人

0901-7-292〔 昭和44年10月14日 ・15日の 口頭弁 原告代理 人1969年10月15日

論期 日に、原告輔佐人木村安明が

出頭 していた ことの〕証明願&〔 証

明書の〕受領書

0911-7-293

0921―7-294

0931-7-295

〔葉書の写 し〕

〔証人呼出状に対する返信〕

〔要望書〕

0951-7-296〔 依 頼 書 〕

098―7-297

0991-7-298

1001-7-299

1011-7-300

1031-7-301

1041-7。302

1051・7・303

1061-7-304

1071-7-305

1101-7-306

1121-7・307

ヱ141-7-308

1151-7・309

1161・7・310

1181-7・311

1191-7-312

1201-7-313

1211・7-314

1221-7・315

電話要旨

電話要旨

関連ある書証その他

被告代理人 新潟地裁第一民事部1969年ll月13日

京都大学助教授川 新潟地裁第一民事部1970年1月9日
那部浩哉

新潟地裁第一民事部 原告代理人坂東克1970年2月12日彦
・被告代理人成

富信夫

新潟地裁第一民事部 原告代理人坂東克197年7月31日
彦 ・被告代理人成
富信夫

新潟地裁第一民事部

新潟地裁第一民事部

〔検証および証拠調についての〕決 新潟地裁第一民事部
定

〔証拠申出書および証拠調決定謄 新潟地裁第一民事部 被告代理人
本の〕送達報告書

〔証拠調決定謄本の〕送達報告書(交 新潟地裁第一民事部 被告代理人
付)

〔意見書の〕送達報告書 新潟地裁第一民事部 被告代理人

電話要旨 新潟地裁第一民事部

電話要旨 新潟地裁第一民事部

〔福島博宛証人呼出状の〕郵便物返 豊島郵便局
還通知&〔 還付料の〕郵便料金受
領証&返 還郵便物&該 当郵便物の
郵便送達報告書

〔被告申出の鑑定についての〕決定 新潟地裁第一民事部

〔証拠決定正本の〕送達報告書(交 新潟地裁第一民事部 原告代理人
付)

〔証拠決定正本の〕送達報告書 新潟地裁第一民事部 被告代理人

〔被告申出の鑑定についての〕決定 新潟地裁第一民事部

〔証拠決定正本ほかの〕送達報告書 新潟地裁第一民事部 被告代理人

〔証拠決定正本の〕送達報告書(交 新潟地裁第一民事部 原告代理人
付)

〔原告 ら申出の検証 についての〕決 新潟地裁第―・民事部
定

〔証拠決定正本の〕送達報告書(交 新潟地裁第一民事部 原告代理人
付)

〔証拠決定正本の〕送達報告書 新潟地裁第一・民事部 被告代理人

一50一

1970年3月27日

1970年4月4日

1970年6月5日 書類 に日付 なし(左 の年月

日は受付印 による)。

1970年8月21日

1970年8月22日

1970年8月22日

1970年9月3日

1970年9月28日

1970年10月23日

新潟地裁第一民事部1970年11月9日

1970年11月20日

1970年11月24日

1970年11月20日

1970年12月21日

1970年12月21日

1970年12月21日

1971年1月21日

1971年1月22日

1971年1月22日



―7そ の余の記録

罍毒 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日

1231-7-316〔 原告 ら申出の証拠 調 についての〕新潟地裁第一民事部

決定

1241・7・317〔 証拠 調 決定正 本 の〕送達 報告 書 新潟地裁第一民事部 原告代理人

(交付)

1251・7-318〔 証拠調決定正本 の〕送達報 告書 新潟地裁第一民事部 被告代理人

1261-7-319電 話要 旨 新潟地裁第一一民事部

1271・7-320〔 被告 申出 の送 付 嘱託 な どについ 新潟地裁第一民事部

ての〕決定

1291-7・321〔 原告 ら申出の証拠調 についての〕新潟地裁第一民事部

決定

1311-7・322〔 被告最 終準 備 書面 各論 の部 第18被 告代理人

章の提出書〕

1321-7・323

21章)ご 送付 の件 総務 部

1331・7-324水 銀事件最終準備書面送付 の件

総務 部

1341-7・325正 誤表送付 の件

総務 部

1351・7-326〔 訴訟救助 付与 決 定が な され た こ 原告代理人

との〕証明願&〔 証 明書 の〕受書

1431・7・327判 決正本送達証明 申請&執 行 力あ 原告代理人

る判決正本数通付与 申請&〔 判 決

正本 および送達証明書 の〕受書

1461-7-328執 行力 ある正本数通付与通知 書 新潟地裁第一民事部 被 告代理人

1471-7・329判 決謄本等交付 申請&〔 判 決謄 本 原告代理人

の〕受書

1-7―9検 証 お よび 証 拠 調 関 係Reel7

1491-7-330〔 検 証 目 的 物 の 写 真 撮 影 に 関 す 原 告 代 理 人

る 〕 上 申 書

1501-7-331

い

1511・7-332

い

事務所長
ヱ521・7・333

ヱ531-7-334

1551-7-335

1561-7・336

1581・7・337

1591・7・338

1611・7・339

1631-7-340

1641-7-341

1651-7-342

.Z671・7・343

1691・7-344

1701。7・345

1721-7・346

1731-7啣347

1741-7。348

1751。7-349

1971年1月25日

1971年1月25日

1971年1月25日

1971年2月22日

1971年2月24日

1971年4月7日

新潟地裁第一民事部1971年6月18日

最終準備書面(各 論)目 次(815、 昭和 電工株 式会社 新潟地裁第一民事部1971年6月19日

昭和 電工株 式会社 新潟地裁第一民事部1971年6月26日

昭和 電工株 式会社 新潟地裁第一民事部1971年7月15日

新潟地裁第一民事部1971年9月25日

新潟地裁第一民事部1971年9月29日

1971年9月29日

新潟地裁第一民事部1971年9月29日

新潟地裁第一民事部1967年10月16日

検証実施 についてお知 らせ とお願 新潟地裁第一民事部 新潟県港湾事務所長1967年11月9日

検証実施 につ いてお知 らせ とお願 新潟地裁第一民事部 新 潟臨港海 陸運送1967年11月9日株 式会
社臨港埠頭

検証実施 につ いてお知 らせ とお願 新潟地裁第一民事部 新 潟県土木部長 中1967年11月18日
い

検証場所提供等について依頼

当社水俣工場検証の件

検証の実施 について

検証写真御送付の件

証拠調会場借用について(依 頼)

証拠調室借用にあた りお願い

事務連絡

電話要旨

証拠調会場借用について

答)

(依頼)

証拠調会場借用依頼 について(回 熊本地方裁判所事 新潟地裁第一民事部1968年10月8日

林新吾

新潟地裁第一民事部 チッソ株式会社1968年2月7日

チッソ株式会社取 新潟地裁第一民事部1968年3月4日
締役社長江頭豊

新潟地裁第一民事部 チッソ株式会社1968年3月8日

チッソ株式会社取 新潟地裁第一民事部1968年4月1日
締役社長株式会社
総務部長秋山英三
郎

新潟地裁第一民事部 東京地方裁判所長1968年9月3日
奥野利一

新潟地裁第一民事部 東京地方裁判所事1968年9月3日
務局総務課

東京地方裁判所民 新潟地裁第一民事部1968年9月6日
事訟廷事務室庶務
係

新潟地裁第一民事部1968年9月24日

新潟地裁第一民事部 熊本地方裁判所1968年9月3日

務局総務課長

証拠調会場借用方にっいて(依 頼)新 潟地裁第一民事部 東京地方裁判所長1968年12月12日

証拠調会場借用方について(依 頼)新 潟地裁第一民事部 東京地方裁判所民1968年12月12日事訟廷専務主任

事務連絡 東京地方裁判所民 新潟地裁第一民事部1968年12月24日事訟廷事務室庶務

係

証拠調会場借用方について(依 頼)新 潟地裁第一民事部 東京地方裁判所八1969年4月9日王子支部長

証拠調会場借用方について(依 頼)新 潟地裁第一民事部 東京地方裁判所八1969年4月9日王子支部訟廷専務

主任

〔返信〕 東京地方裁判所八 新潟地裁第―・民事部1969年4月15日王子支部支部長下

関忠義

一51一
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屠毒 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日
備考

1761・7・350証 拠調 会場借用 方 について(回 答)東 京地 方裁判所 八 新潟地裁第一民事部1969年4月15日

王子 支部庶務課 長

山口浩

179―7―351証 拠調会場 借用 方 につ いて(依 頼)新 潟地 裁第一民 事 東京地 方裁判所 八1969年6月6日

部 王子支部 長

1801-7-352証 拠調会場 借用 方 につ いて(回 答)東 京地 方裁判所 八 新潟地裁第一民事部1969年6月13日

王子支 部庶務課 長

山 口浩

1811-7-353〔 返信 〕 東京地 方裁判所 八 新潟地裁第一民事部1969年6月13日

王子支 部支部長 下

関忠義

1821-7.354証 拠調会場 借用方 につい て(依 頼)新 潟地裁第一民事部 東京地 方裁判所 長1970年4月11日

1841-7-355証 拠調会場 借用 方につ いて(依 頼)新 潟地裁第一民事部 東京地 方裁判所 民1970年4月11日

事訟 廷管理官

1861-7.356電 話 要 旨 新潟地裁第一民事部1970年4月15日

187―7・357事 務連絡 東京地 方裁判所 民 新潟地裁第一民事部1970年4月15日

事訟廷 事務室庶務

係

1891-7-358検 証 実施 についてお知 らせ とお願 新潟地裁第一民事部 東北電力揚川発電所1970年8月21日

い

19°1-7359蕪 蠢尹問の会場借用方1こついて 新潟地裁第一民事部 甼髦辮 簧棗土197° 年11月2° 日

業試験 所

1911-7-360水 俣市 にお ける証拠調 にっ いて 新潟地裁第一民事部 被告代理人成富安信1970年12月19日

1921-7-361鑑 定人 尋問の会場借 用方 にっいて 新潟地裁第一民事部 久留 米大学1970年12月21日

(依頼)

1931・7-362証 拠調会場借 用方 につ いて(依 頼)新 潟地裁第一民事部 水俣 私立病 院湯之1971年1月23日

児分院長

1951―7-363証 拠調会場借 用方 につ いて(依 頼)新 潟地裁第一民事部 東京地方裁判 所長1971年1月25日

1971-7-364証 拠調会場借 用方 について(依 頼)新 潟地裁第一民事部 東京地方裁 判所民1971年1月25日

事訟 廷管理 官

199―7・365事 務連絡 東京地 方裁判所民 新潟地裁第一民事部1971年1月29日

事訟廷事 務室庶務

係

1-7-10記 録 閲 覧 謄 写 関 係Reel7

2021-7-366

203―7-367

2041-7-368

205―7-369

2061-7-370

2071・7・371

2081-7-372

2091-7・373

210―7・374

2111-7―375

2121-7-376

2131-7-377

2141―7―378

2151-7-379

2161―7-380

2171。7-381

218―7-382

2-ZgI-7・383

2201・7-384

2211-7・385

2221-7―386

223―7―387

2241・7-388

225―7・389

2261-7・390

2271・7-391

2281・7-392

2291-7-393

2301・7・394

2311-7-395

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

被告代理人板井一瓏

原告代理人室根茂子

原告代理人片桐敬弌

委任状&民 事事件記録等閲覧 ・謄 被告代理人成富信
写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

夫&村 上淑孝

被告代理人村上淑孝

委任状&民 事事件記録等閲覧 ・謄 被告代理人成富信
写票

電話要旨

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

委任状

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

夫&村 上淑孝

原告代理人片桐敬弌

原告代理人坂東克彦

原告代理人室根茂子

原告代理人坂東克彦

原告代理人川村正敏

被告代理人成富安信

磯野美智子

小池太市

原告代理人坂東克彦

被告代理人成富安信

原告代理人坂東克彦

被告代理人成富安信

被告代理人成富安信

被告代理人成富信夫

原告代理人坂東克彦

被告代理人成富安信

被告代理人成富安信

被告代理人成富安信

被告代理人成富信夫

被告代理人成富安信

原告代理人坂東克彦

被告代理人成富安信

原告代理人坂東克彦

1969年1月18日

1969年2月5日

1969年4月1日

1969年4月1日

1969年4月3日

1969年4月9日

1969年4月12日

1969年7月1日

1969年7月18日

1969年8月29日

1969年9月11日

1969年10月11日

1969年11月4日

1969年11月10日 別 資 料 の 混 入 。

1969年11月15日 別 資 料 の 混 入 。

1969年12月6日

1969年11月27日

1969年11月29日

1970年1月14日

1970年1月29日

1970年1月29日

1970年2月28日

1970年4月13日

1970年4月28日

1970年5月26日

1970年7月1日

1970年8月26日

1970年8月27日

1970年9月1日

1970年9月1日
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1-8関 連 記録
Reel8

罍萼 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月 日 備考

2321-7-396

2331-7・397

2341・7-398

2351-7-399

2361-7-400

2371・7-401

2381-7-402

2391・7・403

2401・7-404

2411。7-405

2421-7・406

2431・7・407

2441・7・408

2451・7・409

2461・7-410

2471・7・411

2481-7-412

2491-7・413

2501・7・414

2511・7。415

2521・7-416

2531・7・417

2541-7-418

2551-7-419

2561-7-420

2571-7・421

2581・7・422

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

民事事件
民事事件

民事事件
民事事件

民事事件

民事事件
民事事件

民事事件

己録等閲覧 ・謄写票

己録等閲覧 ・謄写票

己録等閲覧 ・謄写票

己録等閲覧 ・謄写票

己録等閲覧 ・謄写票

己録等閲覧 ・謄写票

己録等閲覧 ・謄写票

己録等閲覧 ・謄写票

民事事件記録等閲覧 ・謄写票

被告代理人成富安信

原告代理人坂東克彦

被告代理人成富安信

被告代理人成富安信

原告代理人坂東克彦

原告代理人坂東克彦

被告代理人成富安信

被告代理人成富安信

被告代理人成富安信

被告代理人成富安信

被告代理人成富安信

被告代理人成富安信

被告代理人成富安信

被告代理人坂東克彦

被告代理人成富安信

被告代理人成富安信

被告代理人成富安信

被告代理人成富安信

被告代理人成富安信

被告代理人成富安信

被告代理人成富安信

被告代理人成富安信

被告代理人成富安信

被告代理人成富安信

被告代理人成富安信

被告代理人成富安信

被告代理人成富安信

1-8関 連 記 録Reel8,9

Reel8

1970年9月1日

1970年9月5日

1970年9月5日

1970年9月26日

1970年10月1日

1970年10月2日

1970年10月2日

1970年11月6日

1970年11月30日

1970年12月4日

1970年12月5日

1971年1月8日

1971年1月13日

1970年11月20日

1971年1月22日

1971年2月5日

1971年2月16日

1971年2月24日

1971年3月4日

1971年3月5日

1971年3月8日

1971年3月24日

1971年3月30日

1971年2月10日

1971年4月12日

1971年5月10日

1971年4月19日

1-8―1第1陣Ree―8

0061・8・001

0071・8・002

0091-8・003

弁論併合決定
訴訟委任状

訴訟委任状

0101・8-004登 記 簿 抄 本

01ヱ1。8・005

0121・8。006

0171・8-007

0241・8・008

0251。8-009

0261-8-010

戸籍謄本 〔桑野忠吾〕

訴訟救助付与申立書

訴状
生活困窮証明書

生活保護受給証明書

不動産登記簿謄本

1-8・011〔 固定資産評価 〕証 明願&証 明書

1・8・012 新潟県の水銀中毒事件の原因究明
に対する研究班報告概要

1・8-013「 第二 の水俣病 に結論」

1-8・014「 人 権 侵 犯 は 明 白 」

1-8-015新 潟 に発生 した水俣病 について

1-8・016新 潟 の水俣病(第2報)

0271-8・017

0281。8-018

新潟地裁第一民事部

原告 桑野忠吾他

昭和電工株式会社
代表取締役安西正
夫

東京法務局芝出張所

1967年7月15日

1967年6月10日

1967年7月14日

1967年5月25日

原告 桑野忠吾他 新潟地裁第一民事部1967年6月12日

原告 桑野忠吾 新潟地裁第一民事部1967年6月12日

民生委員桑野兵平

新潟市福祉事務所長

新潟地方法務局

原告桑野忠吾&新
潟市長渡辺浩太郎

サンケイ新聞

読売新聞

東京大学工学部宇
井純

東京大学工学部宇
井純

〔昭和42年(モ)第325号 訴訟上救助 新潟地裁第一民事部
申立事件についての〕決定

〔昭和42年(モ)第325号 訴訟上救助 新潟地裁第一民事部 原告代理人渡辺喜八1967年6月15日
申立事件についての〕送達報告書
(交付)

本史料集成では削除 した。

1967年6月10日 疎 甲第1号 証

1967年6月9日 疎 甲第2号 証

1967年6月10日 疎 甲第3号 証 。本史料 集成 で

は削除 した。

1967年5月15日 疎 甲第4号 証。本史料 集成で

は削除 した。

疎 甲第5号 証。1-7―038と 同
一のた め省略

。

1967年4月19日 疎 甲第6号 証。1-7-039と 同
一のた め省 略

。

1967年5月19日 疎 甲第7号 証 。―7-040と 同
一 のため省 略

。

疎 甲第8号 証の1。 ―7-042

と同一 のた め省略 。

疎 甲第8号 証 の2。 ―7-041
と同一の ため省 略。

1967年6月14日
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Ree―8 1新 潟水俣病裁判第1次 訴訟記録

暴弓 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日
備考

0291・8・019〔 昭和42年(ワ)第318号 損害賠償金 芝郵便局

事件の訴状および答弁書催促状な
らびに昭和42年(モ)第325号 訴訟
上救助申立事件についての決定正
本の〕郵便送達報告書

0321-8・020

0331・8―021

0351-8・022

0361-8-023

0371・8・024

0411・8・025

0471・8。026

弁論併合決定

訴訟委任状

訴訟委任状

登記簿抄本

訴訟救助付与申立書

訴状

上申書

0481-8・027上 申 書

0501-8・028不 動 産 登 記 簿 謄 本

1-8-029〔 固定資産評 価〕証明願&証 明書

1・8・030 新潟県の水銀中毒事件の原因究明
に対する研究班報告概要

1・8-031「 第 二 の 水 俣 病 に 結 論 」

1・8-032「 人 権 侵 害 は 明 白 」

1-8-033新 潟 に発生 した水俣病 について

1-8-034新 潟の水俣病(第2報)

0511。8-035

0521。8・036

0531-8-037

原告 星山幸松他

昭和電工株式会社
代表取締役(被告)
安西正夫

東京法務局芝出張所

原告 星山幸松他

原告 星山幸松他

阿賀野川有機水銀
中毒被災者の会代
表(原 告)近 喜代

原告 星山松雄

新潟地方法務局亀
田出張所

原告代理人川村正
敏&新 潟市長渡辺
浩太郎

サ ンケイ新聞

読売新聞

東京大学工学部宇
井純

東京大学工学部宇
井純

被告代表者安西正夫1967年6月19日

1967年7月15日

1967年6月10日

1967年7月14日

1967年5月25日

1967年6月12日

1967年6月12日

1967年6月12日 疎 甲 第1号 証 。

1967年6月12日 疎 甲第2号 証。

1967年6月12日 疎 甲第3号 証。本史料集成で
は削除 した。

1967年6月10日 疎 甲第4号 証。本史料集成で
は削除 した。

〔昭和42年(モ)第326号 訴訟上救助 新潟地裁第一民事部
申立事件についての〕決定

〔昭和42年(モ)第326号 訴訟上救助 新潟地裁第一民事部 原告代理人渡辺喜八1967年6月15日
申立事件についての決定正本の〕
送達報告書(交 付)

〔昭和42年(ワ)第319号 損害賠償金 芝郵便局 被告代表者安西正夫1967年6月19日
事件の訴状および答弁書催促状な
らびに昭和42年(モ)第326号 訴訟
上救助申立事件についての決定正
本の郵便送達報告書

疎 甲 第5号 証 。 ―7-038と

同 一 の た め 省 略 。

1967年4月19日 疎 甲 第6号 証 。1-7-039と

同 一 の た め 省 略 。

1967年5月19日 疎 甲 第7号 証 。1-7-040と

同 一 の た め 省 略 。

疎 甲 第8号 証 の1。 ―7-042

と同 一 の た め 省 略 。

疎 甲 第8号 証 の2。1-7-041

と同 一 の た め 省 略 。

1967年6月14日

1-8-2第2陣Reel8

0571・8―038

0591-8-039

0611・8・040

0831。8-041

0871・8・042

0901-8・043

0921。8・044

0941・8-045

0961・8-046

0981・8・047

1001。8・048

1021-8-049

1041。8-050

1061-8彈051

1081・8-052

1101-8・053

1121・8・054

第1回口頭弁論調書

第2回口頭弁論調書

訴状

答弁書
請求の趣旨拡張の申立

請求の趣旨拡張の申立

訴訟委任状
訴訟委任状

訴訟委任状

訴訟委任状

訴訟委任状

訴訟委任状

訴訟委任状

訴訟委任状

訴訟委任状

訴訟委任状

訴訟委任状

116―8・055訴 訟委任状

1181-8・056訴 訟 委 任 状

1191-8・057戸 籍 謄 本 〔古 山 繁 〕

新潟地裁第一民事部

新潟地裁第一民事部

原告代理人

被告代理人

原告代理人

原告代理人

原告 近彦蔵他

原告 桑野清三他

原告 古山マリコ他

原告 五十嵐英夫他

原告 橋本晃他

原告 成田松吉

原告 山田二作

原告 大野正男

原告 中川春雄他

原告 本田光子他

原告 近喜代一他

昭和電工株式会社
代表取締役(被告)
安西正夫

昭和電工株式会社
代表取締役(被告)
安西正夫

新潟市長渡邊浩太郎
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1968年8月8日

1970年5月7日

1968年7月8日

1968年8月8日

1970年4月16日

1970年6月6日

1968年7月8日

1968年7月8日

1968年7月8日

1968年7月8日

1968年7月8日

1968年7月8日

1968年7月8日

1968年7月8日

1968年7月1日

1968年7月8日

1971年4月23日 書類 に日付 な し(左 の年月

日は受付印 に よる)。

1968年8月8日 書類 に日付 な し(左 の年月

日は受付印 に よる)。

1970年4月30日

1968年6月7日 本史料集 成 では削除 した。



1-8関 連 記 録 Ree―8

暑萼 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

1201-8・058

1211-8-059

1221-8・060

1241-8―061

1251・8・062

1261・8-063

1281-8・064

ヱ361騨8。065

1581-8。066

1・8・067

-1―8・068

1591-8-069

1601。8-070

1611卿8・071

1641・8・072

1651-8・073

ヱ661・8-074

1671・8-075

1681-8-076

1691-8-077

1701-8・078

ヱ711-8。079

1721-8・080

1731-8・081

1741-8-082

1751・8-083

1761・8-084

1771-8・085

1781-8・086

1791-8・087

1801-8・088

1811-8-089

1821-8-090

1831-8・091

.Z841・8-092

1851-8-093

1861・8-094

〔訴状副本の〕送達報告書(交 付)新 潟地裁第一民事部 被告代理人森岡幹雄1968年7月11日

羇1回 ゜頭弁論の〕期晞 書(民 被告代理人1968年7月11日

羇1回 頭゚弁論の〕期晞 書(民 原告代理人 囂翻 究記入なし(昭 和

黷巍 黔 頭弁繝 日呼出状の〕送 新潟地裁第―民事部 被告代理人成富安信197・年4月2・日

黷 讐 旨拡張申立書の〕郵便送 鯨 中螂 便局 被告代理人成富安信197・年4月2・日
〔請求の趣旨拡張の申立書の〕郵便 東京中央郵便局 被告代理人成富安信1970年6月9日
送達報告書

訴訟救助付与申立書 申立人(原 告)代 新潟地裁第一民事部1968年7月8日
理人

訴状(写)原 告代理人 新潟地裁第一民事部1968年7月8日 「訴訟救助付与申立書」の

添付書類扱い。
新潟県の水銀中毒事件の原因究明 疎甲第1号証。1―7-038と同
に対する研究班報告概要 一のため省略。
「第二の水俣病に結論」

一のため省略。
「人権侵犯は明白」

一のため省略
。

「昭電の廃液が原因」

「工場廃液説を答申」

阿賀野川流域に発生した有機水銀 新潟大学助教授滝
中毒症の原因究明について

生活困窮証明書

固定資産評価証明書

上申書

生活困窮証明書

証明願&証 明書

上申書

生活困窮証明書
証明願&証 明書

上申書

生活困窮証明書

固定資産評価証明書

上申書

生活困窮証明書

固定資産評価証明書

上申書

生活困窮証明書

固定資産評価証明書

上申書

生活困窮証明書

固定資産評価証明書

上申書

生活困窮証明書

〔固定資産評価〕証明願&証 明書

1871・8・095上 申 書

1881・8・096生 活 困 窮 証 明 書

サ ンケイ新聞1967年4月19日 疎 甲第6号 証 。―7-039と 同

読売新聞1967年5月19日 疎 甲第3号 証 。―7-040と 同

新潟 日報1967年8月31日 疎 甲第4号 証

朝 日新聞1967年8月31日 疎 甲第5号 証

1967年7月10日 疎 甲第6号 証

沢行雄

民生委員桑野兵平1968年6月16日 疎 甲第7号 証

新潟市長渡辺浩太郎1968年5月27日 疎 甲第8号 証。本史料集成 で

は削除 した。

申立人(原 告)新 潟地裁第一民事部1968年7月1日 疎 甲第9号 証
近喜代一

民生委員伊藤直吉1968年7月1日 疎 甲第10号 証

申立人(原 告)1968年6月7日 疎 甲第11号 証。本史料集成
古 山繁&新 潟市長 では削除 した。

渡辺浩太郎

申立人(原 告)新 潟地裁第一民事部 疎 甲第12号 証。書類 に 日付

古 山マ リコ他 な し

民生委員伊藤直吉1968年7月1日 疎 甲第13号 証

申立人(原 告)1968年6月7日 疎 甲第14号 証。本史料 集成

古 山務&新 潟市長 では削除 した。

渡辺 浩太郎

申立人(原 告)新 潟地裁第一民事部 疎 甲第15号 証。 書類 に日付

古山務 な し

民生委員成田三代次1968年6月14日 疎 甲第16号 証

新潟市長渡辺浩太郎1968年5月20日 疎 甲第17号 証。本史料集成
で は削除 した。

申立 人(原 告)新 潟地裁第一民事部1968年7月1日 疎 甲第18号 証
五十嵐英夫

民生委員石 山武夫1968年6月16日 疎 甲第19号 証

新潟市長渡辺浩太郎1968年5月23日 疎 甲第20号 証。本 史料 集成

では削除 した。

申立人(原 告)新 潟地裁第一民事部1968年7月1日 疎 甲第21号 証
五十嵐健次郎

民生委員石 山武夫1968年6月17日 疎 甲第22号 証

新潟市長渡辺浩太郎1968年5月20日 疎 甲第23号 証 。本史料集成

で は削除 した。

申立人(原 告)新 潟地裁第一民事部1968年7月1日 疎 甲第24号 証

成 田松吉

民生委員石 山武夫1968年6月21日 疎 甲第25号 証

新潟市長渡辺浩太郎1968年5月27日 疎 甲第26号 証。 本史料集成
では削除 した。

申立人(原 告)1968年7月1日 疎 甲第27号 証

山田二作

民生委員田中十太郎1968年7月3日 疎 甲第28号 証

申立人(原 告)1968年6月18日 疎 甲第29号 証。本 史料集成

大野正 男&豊 栄町 で は削除 した。

長三林 宏作

申立人(原 告)新 潟地裁第一民事部1968年7月1日 疎 甲第30号 証

大野正 男

民生委 員品田要松1968年7月1日 疎 甲第31号 証
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暴羃 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

1891。8。097

1901-8-098

1911・8・099

1921-8・101

1931-8-102

1951・8・103

1971・8-104

1991-8・105

20ヱ1・8-106

203―8・107

2051・8-108

2071・8・109

2091・8・110

2101-8-111

2121-8-112

〔固定資産評価〕証明願&証 明書 申立人(原 告)村
木藤四郎&豊 栄町
長三林宏作

上申書 申立人(原 告)
村木藤四郎

生活困窮証明書 民生委員桑野兵平

上申書 申立人(原 告)
中川春雄他

訴訟委任状 申立人(原 告)
近喜代一

訴訟委任状 申立人(原 告)古
山マ リコ他

訴訟委任状 申立人(原 告)
五十嵐英夫

訴訟委任状 申立人(原 告)
五十嵐健次郎

訴訟委任状 申立人(原 告)
成田松吉

訴訟委任状 申立人(原 告)
山田二作

訴訟委任状 申立人(原 告)
大野正男

訴訟委任状 申立人(原 告)
村木藤四郎他

戸籍謄本 新潟市長渡邊浩太郎

〔昭和43年(モ)第413号 訴訟上救助 新潟地裁第一民事部
申立事件についての〕決定

書(交 付)

1968年6月29噂 騰 隴 蒡:本 史料集成

新潟地裁第一民事部1968年7月1日 疎甲第33号 証

1968年7月2唾 駿 誓尹証(疎 甲第35号

新潟地裁第一民事部1968年7月1日 疎 甲第36号 証

1968年7月8日

1968年7月8日

1968年7月8日

1968年7月8日

1968年7月8日

1968年7月8日

1968年7月8日

1968年7月1日

1968年6月7日 本史 料集成では削除 した。

1968年7月10日

〔訴訟上救助決定正本の〕送達報告 新潟地裁第一民事部 申立人(原 告)代1968年7月10日

2131-8・113〔 訴訟上救助決定正本 の〕送達報告 新潟地裁第一民事部 被 申立人(被 告)

214

224

225

226

227

228

229

230

231

234

236

237

1-8・114

1・8-115

1-8・116

1-8-117

1・8・118

1・8-119

1・8・120

1-8-121

1-8・122

1・8-123

1・8・124

1・8・125

1-8-3

2421。8-126

2431・8-127

2451・8-128

2631・8-129

2671・8。130

2701・8・131

2721-8-132

2731-8-133

書(交 付)

訴訟救助付与申立書

上申書

上申書

上申書

上申書

上申書

上申書

上申書

訴訟委任状

申立人(原 告)
代理人

申立人(原 告)
近彦蔵

申立人(原 告)
桑野九二三他

申立人(原 告)
桑野清平

申立人(原 告)
橋本晃

申立人(原 告)
本田光子

申立人(原 告)
五十嵐雪子

申立人(原 告)
山田房子

申立人(原 告)
近彦蔵他

〔昭和45年(モ)第237号 訴訟上救助 新潟地裁第一民事部
申立事件についての〕決定

(父付)

〔訴訟救助付与決定正本の〕郵便送 東京中央郵便局達
報告書

理人

坂 東克彦

1968年7月11日

代理 人

森 岡幹雄

新潟地裁第一民事部1970年4月17日

新潟地裁第一民事部1970年4月15日

新潟地裁第一民事部1970年4月15日

新潟地裁第一民事部1968年4月15日 「昭和45年4月15日 」への

訂正漏 れ。

新潟地裁第一民事部1968年4月15日 「昭和45年4月15日 」への

訂正漏 れ。

新潟地裁第一民事部1970年4月16日

新潟地裁第一民事部1968年4月15日 「昭和45年4月15日 」への

訂正漏 れ。

新潟地裁第一民事部1970年4月15日

1970年4月15日

1970年4月24日

〔秘 救助決定正本の〕送達報告書 新潟地裁第一民事部 申立人(原 告)代1970年4月24日

第3陣Reel8

第1回口頭弁論調書

第2回口頭弁論調書

訴状

答弁書

請求の趣旨拡張の申立

請求の趣旨訂正の申立

訴訟委任状

訴訟委任状

理人川村正敏

被申立人(被 告)1970年4月27日
代理人
成富信夫

新潟地裁第一民事部1969年6月24日

新潟地裁第一民事部1970年5月7日

原告代理人 新潟地裁第一民事部1969年6月12日

被告代理人 新潟地裁第一民事部1969年6月24日

原告代理人 新潟地裁第一民事部1970年4月16日

原告代理人 新潟地裁第一民事部1970年6月6日

原告 橋本十一郎

原告 橋本繁雄

1969年6月12日言翻 讎 蟻 淵1

1969年6月12日

一56一



1-8関 連記 録 Ree―8

罍羃 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

2751-8-134

2771・8-135

2791-8・136

2811・8-137

2831-8-138

2851・8-139

2871-8・140

2891・8-141

2911・8-142

2931・8・143

2951・8-144

2971。8・145

2991-8-146

3011日8畠147

3041・8・148

3071-8。149

3081-8-150

3ヱ71-8・151

3351・8・152

3361-8・153

3371。8-154

3381・8・155

3391・8-156

3401-8-157

3411・8-158

3421・8-159

3431・8-160

3441-8・161

3451-8-162

3461-8・163

3471-8-164

3481。8・165

3491・8-166

3501・8・167

3511-8・168

3521-8・169

3531・8-170

3541・8-171

3551-8・172

3561-8-173

3571・8-174

3581-8。175

3591。8。176

訴訟委任状

訴訟委任状

訴訟委任状
訴訟委任状

訴訟委任状

訴訟委任状
訴訟委任状

訴訟委任状

訴訟委任状
訴訟委任状

訴訟委任状

訴訟委任状
訴訟委任状

訴訟委任状

訴訟委任状

原告 大野福治

原告 大野セツ

原告 大野広司

原告 大野和子

原告 堀文子

原告 大野勝司

原告 大野 トミ

原告 五十嵐栄一

原告 五十嵐松男

原告 五十嵐俊

原告 石山平松

原告 石山 トメ

原告 五十嵐藤一

原告 橋本十一郎他

昭和電工株式会社
代表取締役(被 告)
安西正夫

代理人

1969年6月12日

1969年6月12日

1969年6月12日

1969年6月12日

1969年6月12日

1969年6月12日

1969年6月12日

1969年6月12日

1969年6月12日

1969年6月12日

1969年6月12日

1969年6月12日

1969年6月12日

1971年2月1日

1969年6月20日

登記簿抄本1969年6月24日

訴訟救助付与 申立書 新潟地裁第一民事部1969年6月12日

訴状 新潟地裁第一民事部1969年6月12日

騨 嬲 癬 籔窶原因究明に 墜驪 懸 鑑一8と 同
「工場廃液が基盤に」1968年9月27日 疎甲第2号 証

上申書 新潟地裁第一民事部1969年5月24日 疎甲第3号 証

生活困窮証明書 民生委員田中十太郎 新潟地裁第一民事部1969年5月23日 疎甲第4号 証

上申書 新潟地裁第一民事部 疎甲第5号 証。書類に日付な
し(昭 和44年)。

生活困窮証明書 民生委員田中十太郎 新潟地裁第一民事部1969年5月23日 疎甲第6号 証

上申書

生活困窮証明書

上申書 新潟地裁第一民事部

生活困窮証明書

上申書 新潟地裁第一民事部

生活困窮証明書

上申書 新潟地裁第一民事部

生活困窮証明書

上申書 新潟地裁第一民事部

上申書 新潟地裁第一民事部

上申書 新潟地裁第一民事部

生活困窮証明書

上申書 新潟地裁第一民事部1969年5月24日 疎甲第19号 証

上申書 新潟地裁第一民事部1969年5月24日 疎甲第20号 証

上申書 新潟地裁第一民事部1969年5月24日 疎甲第21号 証

上申書 新潟地裁第一民事部1969年6月11日 疎甲第22号 証

上申書 新潟地裁第一民事部1969年6月11日 疎甲第23号 証

上申書 新潟地裁第一民事部1969年6月11日 疎 甲第24号 証

〔生活保護者であることの〕証明 申立人(原 告)1969年6月18日
願&証 明書

3601・8・177〔 生活 保護 者 で あ る こ との〕証明 申立 人(原 告)

3611-8.178

願&証 明書

〔身体障害者手帳 を所持 している 新潟市福祉事務所
ことの〕証明書

橋本 十一郎

橋本 繁雄

申立 人(原 告)新 潟地裁第一民事部 疎 甲第7号 証。書類 に 日付 な
大野福 治 し(昭 和44年)。

民生委員田中十太郎1969年5月23日 疎 甲第8号 証

申立人(原 告)疎 甲第9号 証〇書類 に 日付 な
大野 セ ツ し(昭 和44年)。

民生委員田中十太郎1969年5月23日 疎 甲第10号 証

申立人(原 告)疎 甲第11号 証。書類 に 日付

大野 広司 な し(昭 和44年)。

民生委員田中十太郎1969年5月23日 疎 甲第12号 証

申立人(原 告)疎 甲第13号 証。書類 に 日付

大野和子 な し(昭 和44年)。

民生委員田中十太郎1969年5月23日 疎 甲第14号 証

申立 人(原 告)疎 甲第15号 証。 書類 に日付

堀文 子 な し(昭 和44年)。

申立人(原 告)疎 甲第16号 証 。書類 に日付
大野勝 司 な し(昭 和44年)〇

申立 人(原 告)疎 甲第17号 証。書類 に 日付

大野 トミ な し(昭 和44年)。

民生委員田中十太郎1969年5月23日 疎 甲第18号 証

五十嵐 栄一

五十嵐松 男

五十嵐俊

石 山平松

石 山 トメ

五十嵐藤 一

五十嵐俊&新 潟市

福祉事務 所長

1969年6月18日
五十 嵐松 男&新 潟

市福 祉事務所長

1969年6月18日

長若 杉元喜
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暴耳 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日
備考

3621-8・179

3631-8-180

361―8-181

3651-8-182

3661-8-183

3671-8・184

3681・8。185

3691-8-186

3701-8-187

昭和44年 度 給与支給明細書&所
得税源泉徴収簿

〔昭和44年(モ)第331号 訴訟上救助 新潟地裁第一民事部
申立事件についての〕決定

〔訴訟上救助決定正本の〕送達報告 新潟地裁第一民事部 原告代理人
書(交 付)

〔第1回口頭弁論の〕期日請書(民 事)原 告代理人

〔訴状および第1回 口頭弁論期 日呼 芝郵便局
出状、答弁書催促状、ならびに訴
訟上救助決定正本の〕郵便送達報
告書

民事事件記録等閲覧 ・謄写票 被告代理人

〔第2回 口頭弁論期日呼出状の〕送 新潟地裁第一民事部 被告代理人
達報告書

〔請求の趣 旨拡張申立書の〕郵便送 東京中央郵便局 被告代理人
達報告書

〔請求の趣 旨訂正の申立書の〕郵便 東京中央郵便局 被告代理人
送達報告書

1969年6月13日

1969年6月19日

1969年6月19日

被告代表者安西正夫1969年6月16日

Reel9

1969年11月4日

1970年4月20日

1970年4月20日

1970年6月9日

本史料集成では削除した。

1-8-4第4陣Reel9

0071-8-188

0091・8・189

0191-8-190

023―8-191

0261-8-192

0281-8・193

0291・8・194

0301・8―195

0401-8-196

0461-8・197

0471-8・198

0481―8-199

0491-8-200

0501-8・201

0511・8。202

0521―8-203

0531-8-204

0541-8・205

1-8-206

-1-8-207

0551-8-208

0561-8-209

0571-8。210

0591-8-211

0601・8・212

第1回口頭弁論調書

訴状
答弁書

訴訟委任状

訴訟委任状

訴訟委任状

登記簿抄本

訴訟救助付与申立書

訴状

上申書

〔訴訟救助の〕申請書

〔訴訟救助の〕申請書

上申書

上申書

上申書

上申書

上申書

住民票写し

住民票写し

住民票写し

新潟地裁第一民事部

原告代理人

被告代理人

原告 古山繁他

原告 古山繁他

昭和電工株式会社
代表取締役(被 告)
安西正夫

東京法務局芝出張所

原告代理人

原告代理人

原告 成田チヨ

原告 古山繁

原告 五十嵐マツ

原告 中村芳美

原告 渡辺篤

原告 渡辺篤夫

原告 渡邊徳栄他

原告 小島キイ

新潟市長渡辺浩太郎

新潟市長渡辺浩太郎

新潟市長渡辺浩太郎

1970年5月7日

新潟地裁第一民事部1970年4月17日

新潟地裁第一民事部1970年5月7日

1970年4月15日

1971年2月1日

1970年4月30日

〔第1回 口頭弁論の〕期日請書(民 原告代理人
事)

〔訴状および第1回 口頭弁論期日呼 芝郵便局 被告代表者安西正夫1970年4月18日
出状ならびに答弁書催促状の〕郵
便送達報告書

〔昭和45年(モ)第238号 訴訟上救助 新潟地裁第一民事部1970年5月1日
申立事件についての〕決定

〔訴訟救助付与決定正本の〕郵便送 芝郵便局 被告代表者安西正夫1970年5月4日
達報告書

1970年4月25日

新潟地裁第一民事部1970年4月17日

新潟地裁第一民事部1970年4月17日

新潟地裁第一民事部1970年4月27日

新潟地裁第一民事部1970年4月27日

新潟地裁第一民事部1970年4月27日

新潟地裁第一民事部1970年4月27日

新潟地裁第一民事部1970年4月27日

新潟地裁第一民事部1970年4月27日

新潟地裁第一民事部1970年4月27日

新潟地裁第一民事部1970年4月27日

1970年4月10日 本史料集成では削除した。

1970年4月10日 本史料集成では削除した。

1970年4月10日 本史料集成では削除した。

1970年4月20日

〔訴訟救助付与決定正本の〕送達報 新潟地裁第一民事部 原告代理人平田亮1970年5月1日
告書(交 付)

1-8-5第5陣Reel9

0651。8-213

0671-8-214

0781-8甲215

0821-8-216

085―8-217

0871-8・218

第1回 口頭弁論調書

訴状

答弁書

訴訟委任状

訴訟委任状

訴訟委任状

0881―8-219登 記 簿 抄 本

新潟地裁第一民事部1970年5月7日

原告代理人 新潟地裁第一民事部1970年4月18日

被告代理人 新潟地裁第一民事部1970年5月7日

原告 今井春吉他1970年4月18日

原告 村山政次他1971年2月1日

昭和電工株式会社1970年4月30日
代表取締役(被 告)
安西正夫

東京法務局芝出張所1970年4月25日
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―8関 連記録 Reel9

暑羃 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

0891-8・220

090

099

100

101

102

103

1-8・221

1-8-222

1・8-223

1-8-224

1・8・225

1-8-226

1-8・227

1-8-228

1・8・229

1・8・230

1・8・231

1-8・232

1041・8・233

1061卩8・234

1071-8・235

〔第1回 口頭弁論の〕期日請書(民 原告代理人
事)

訴訟救助付与申立書
上申書

上申書

上申書

戸籍謄本
戸籍謄本

住民票写し

住民票写し
戸籍謄本

住民票写し

住民票写し

原告代理人

原告 南キヨノ他

原告 今井一雄他

原告 村山政次他

新潟市長渡邊浩太郎

新潟市長渡邊浩太郎

新潟市長渡辺浩太郎

新潟市長渡辺浩太郎

新潟市長渡邊浩太郎

新潟市長渡辺浩太郎

新潟市長渡辺浩太郎

〔訴状および第1回 口頭弁論期 日呼 芝郵便局
出状ならびに答弁書催促状の〕郵
便送達報告書

〔昭和45年(モ)第250号 訴訟上救助 新潟地裁第一民事部
申立事件 についての〕決定

1970年4月20日

新潟地裁第一民事部1970年4月23日

新潟地裁第一民事部1970年4月27日

新潟地裁第一民事部1970年4月27日

新潟地裁第一民事部1970年4月27日

1970年4月18日 本史料 集成 で は削除 した。

1970年4月18日 本史料 集成 で は削除 した。

1970年4月25日 本史料 集成 で は削除 した。

1970年4月25日 本史料 集成 では削除 した。

1970年4月22日 本史料 集成 では削除 した。

1970年4月25日 本史料集成 では削除 した。

1970年4月25日 本史料集成 では削除 した。

被告代表者安西正夫1970年4月21日

1970年5月1日

鑒 訟臠 特 決定正本の〕送達報 新潟地裁第―民事部 原告代臥 平田亮197°年5月1日
〔訴訟救助付与決定正本の〕郵便送 芝郵便局 被告代表者安西正夫1970年5月4日
達報告書

1-8-6第6陣Reel9

1.Z21-8-236

1141・8-237

ヱ231-8・238

.Z271・8・239

1311・8・240

1331-8殫241

第1回 口頭弁論調書
訴状

答弁書
訴訟委任状

訴訟委任状
登記簿抄本

1341・8-242訴 訟 委 任 状

1351-8-243

1401-8-244

1411・8-245

.Z421-8-246

1431・8-247

1441・8-248

1451-8-249

1461-8―250

1471・8・251

1491・8-252

1501-8・253

訴訟救助付与申立書
上申書
上申書

上申書

上申書
上申書

上申書

〔訴状の〕郵便送達報告書

新潟地裁第一民事部1970年7月7日

原告代 理人 新潟地裁第一民事部1970年6月6日

被告代理人 新潟地裁第一民事部1970年7月7日

原告 近 喜代 司他1970年6月6日

原告 近 喜代司他1971年2月1日

東京法務局芝出張所1970年4月25日

昭和電工株式会社
代表取締役(被 告)
安西正夫

原告代理人

原告 近喜代司

原告 近喜三男

原告 近四喜男

原告 近喜与平

原告 斉藤 ヨキ

原告 秋田 ミツ

芝郵便局

〔昭和45年(モ)第366号 訴訟上救助 新潟地裁第一民事部
申立事件についての〕決定

〔訴訟救助付与決定正本な らびに 芝郵便局
第1回 口頭弁論期 日呼出状の〕郵便
送達報告書

1970年6月30日

新潟地裁第一民事部1970年6月6日

新潟地裁第一民事部1970年6月5日 疎 甲第7号 証 の1

新潟地裁第一民事部1970年6月5日 疎 甲第7号 証 の2

新潟地裁第一民事部1970年6月5日 疎 甲第7号 証 の3

新潟地裁第一民事部1970年6月5日 疎 甲第7号 証の4

新潟地裁第一民事部1970年6月5日 疎 甲第7号 証の5

新潟地裁第一民事部1970年6月5日 疎 甲第7号 証の6

被告代表者安西正夫1970年6月9日

1970年6月15日

被告代表者安西正夫1970年6月17日

〔訴訟救助付与決定正本の〕送達報 新潟地裁第一民事部 原告代理人坂東克彦1970年6月16日
告書(交 付)

1-8-7第7陣Reel9

1551-8-254

1571-8-255

1681・8-256

1741-8・257

1781・8・258

1801・8-259

1811-8・260

1821-8-261

1901-8・262

1911-8・263

1921・8-264

1931-8-265

1941・8・266

第1回 口頭弁論調書

訴状

答弁書

訴訟委任状
訴訟委任状

登記簿抄本

訴訟委任状

訴訟救助付与申立書

上申書

上申書

上申書

上申書
上申書

新潟地裁第一民事部

原告代理人

被告代理人

原告 五十嵐惣吉他

原告 五十嵐惣吉他

東京法務局芝出張所

昭和電工株式会社
代表取締役(被 告)
安西正夫

原告代理人

原告 五十嵐惣吉

原告 五十嵐 ヨシ

原告 近彦一

原告 梶原シモ

原告 山田ナカ

1970年9月8日

新潟地裁第一民事部1970年8月27日

新潟地裁第一民事部1970年9月10日

1970年8月21日

1971年2月1日

1970年8月24日

1970年9月1日

新潟地裁第一民事部1970年8月27日

新潟地裁第一民事部1970年8月21日 疎 甲第7号 証 の1

新潟地裁第一民事部1970年8月21日 疎 甲第7号 証の2

新潟地裁第一民事部1970年8月21日 疎 甲第7号 証 の3

新潟地裁第一民事部1970年8月21日 疎甲第7号 証 の4

新潟地裁第一民事部1970年8月21日 疎 甲第7号 証 の5

―59一



Ree―10～37 1新 潟水俣病裁判第1次 訴訟記録

罍琢 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日
備考

1951-8-267

1961・8-268

1971-8-269

1991騨8-270

2001・8・271

〔第1回 口頭弁論の〕期日請書(民 原告代理人1970年8月28日
事)

〔訴状および第1回 口頭弁論期 日呼 芝郵便局 被告代表者安西正夫1970年8月28日
出状 ならびに答弁書催促状の〕郵
便送達報告書

〔昭和45年(モ)第569号 訴訟上救助 新潟地裁第一民事部1970年8月31日
申立事件についての〕決定

〔訴訟救助付与決定正本の〕送達報 新潟地裁第一民事部 被告代表者安西正夫1970年9月1日
告書

〔訴訟救助付与決定正本の〕送達報 新潟地裁第一民事部 原告代理人坂東克彦1970年9月1日
告書(交 付)

1-8-8第8陣Reel9

2061-8-272

2081・8・273

2091・8-274

2171・8-275

2221・8-276

2231-8-277

2251-8-278

2331-8・279

2341・8・280

2351-8・281

2361-8・282

2371-8・283

2381-8。284

2391・8-285

1-9

第1回 口頭弁論調書

訴の取下

訴状

訴訟委任状

訴訟委任状

登記簿抄本

訴訟救助付与申立書
上申書

上申書

〔昭和46年(モ)第45号 訴訟上救助 新潟地裁第一民事部

新潟地裁第一民事部1971年3月9日

原告代理人 新潟地裁第一民事部1971年1月25日

原告代理人 新潟地裁第一民事部1971年1月19日

原告 五十嵐 ミヨ他1970年12月22日

原告 五十嵐 ミヨ1971年2月1日

東京法務局芝出張所1971年1月14日

原告代理人 新潟地裁第一民事部1971年1月19日

原告 渡辺徳 栄 新潟地裁第一民事部1971年1月6日 疎 甲第7号 証 の1

原告 五十嵐 ミヨ 新潟地裁第一民事部1971年1月6日 疎 甲第7号 証 の2

1971年1月28日

申立事件についての〕決定

〔第1回 口頭弁論期 日呼出状な ら 芝郵便局
びに答弁書催促状の〕郵便送達報
告書

被告代表者安西正夫1971年1月27日

〔訴訟救助付与決定正本の〕送達報 新潟地裁第一民事部 被告代表者安西正夫1971年1月30日
告書

〔第1回 口頭弁論の〕期日請書(民 原告代理人1971年1月30日
事)

〔訴訟救助付与決定正本の〕送達報 新潟地裁第一民事部 原告代理人坂東克彦1971年1月30日
告書(交 付)

Reel10～13

室
目

1-10人

1―ll検

証 →Ree―10～13 (62～103頁 参 照)

Ree―14～36

証 →Reel14～36

証Reel37

(104～126頁 参 照)

Reel37

0041・11-001〔 昭 和42年(ワ)第317～319号 事 件 新 潟 地 裁第 一 民 事 部

に 関 す る〕 第1回 検 証 調 書

0971-11・002〔 昭 和42年(ワ)第317～319号 事 件 新 潟 地 裁第 一 民 事 部

に 関 す る〕 第2回 検 証 調 書

1671・11-003〔 昭 和42年(ワ)第317～319号 事 件 新 潟地 裁 第 一 民 事 部

に 関 す る 〕 第3回 検 証 調 書

241―11-004〔 昭 和42年(ワ)第317～319号 事 件 新 潟地 裁 第 一 民 事 部

に 関 す る 〕 検 証 調 書

297―11・005〔 昭 和42年(ワ)第317～319号 、43年 新 潟地 裁 第 一 民 事部

(ワ)第447号 、44年(ワ)第330号 、

45年(ワ)第213・215・291・426号

事 件 に 関 す る 〕 証 拠 調 調 書

3461-11・006〔 昭 和42年(ワ)第317～319号 、43年 新 潟 地 裁 第 一 民 事部

(ワ)第447号 、44年(ワ)第330号 、

45年(ワ)第213・215・291・426号 、

46年(ワ)第35号 事 件 に 関 す る 〕 検

証 調 書

1967年10月18日

1967年11月13日

1967年11月22日

1968年3月18日

1970年10月5日

1971年4月28日
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1-12鑑 定1-―3判 決

罍粤 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先

1-12鑑

0041・12-001

0151・12-002

0321-12-003

0401・12-004鑑 定 書

0961・12-005鑑 定 書

2911-12・006鑑 定 書

定Reel38

Ree―38

〔昭和42年(ワ)第317～319号 、43新 潟地裁第一民事部

年(ワ)第447号 、44年(ワ)第330号 、
45年(ワ)第213・215・291・426号

事件 に関す る〕証 拠調調書&鑑 定
人調書&宣 誓書

〔昭和42年(ワ)第317～319号 、43新 潟地裁第一民事部年
(ワ)第447号 、44年(ワ)第330号 、

45年(ワ)第213・215・291・426号

事件 に関す る〕証 拠調 調書&鑑 定

人調書&宣 誓書

〔昭和42年(ワ)第317～319号 、43新 潟地裁第一民事部

年(ワ)第447号 、44年(ワ)第330号 、
45年(ワ)第213・215・291・426号

事件 に関 す る〕証拠調 調書&鑑 定
人調書&宣 誓書

鑑定人西末雄

〔通商産業省技官〕

鑑定人山 口誠哉

〔久 留 米 大 学 教

授〕&松 本久男 〔久

留米大学助教授〕

鑑定人水川孝

〔大阪大学教授〕

1-13判 決Reel39～41

Reel39

0031・13-001裁 判所 の基本的 な考 え方 新潟地裁第一民事部

0111・13-002原 告五十嵐 マツの請求 と判 決結 果

原告 ら請求合計額 と判決許容合計

額

0121―13-003原 告大野作太郎 ほか七六名 ・被 告 新潟地裁第一民事部

昭和電工株式会社間損害賠償請求

事件判決(第1分 冊)主 文 お よび
事実

0531・13-004(第2分 冊)原 告主張事実 その一 新潟地裁第一民事部

0541-13・005第2準 備 書面 原 告代理人

1441・13-006第3準 備 書面 原 告代理人

1501-13-007(第3分 冊)原 告主張事実 その二 新潟地裁第一民事部

1521-13-008第5(最 終)準 備 書面 原告代理人

0031-13・009(第4分 冊)被 告 主 張 事 実 そ の 一

〇〇41・13-010被 告 準 備 書 面(第6回)

0891-13・011被 告 準 備 書 面(第7回)

1211-13-012(第5分 冊)被 告主 張事 実その二

1221・13・013最 終準備書面第1章 ～第4章

2571・13-014(第6分 冊)被 告主張事 実その三

2581-13・015最 終準備書面第5章 ～第8章

0031・13-016(第7分 冊)理 由 そ の 一

1761-13-017(第8分 冊)理 由 そ の 二

3071-13-018〔 文 書 〕

Reel40

新潟地裁第一民事部

被告代理人

被告代理人

新潟地裁第一民事部

被告代理人

被告代理人

Reel41

新潟地裁第一民事部

新潟地裁第一民事部

新潟地裁第一民事部

3141-13・019(第9分 冊)添 付 「別紙」・「表 」・ 新潟地裁第一民事部

「図」

一61一

Reel38～41

年月日 備考

1970年12月3日

1970年12月28日

1970年11月30日

1971年3月9日

1971年3月16日

1971年3月31日

判決 は1971年9月29日 に言
い渡 された。

1968年6月6日

1968年6月6日 「輔佐人宇井純の陳述」は1
-2-011を 参照

1971年5月17日 「第1編 」は1-2-020を 参 照

1969年2月25日

1969年6月24日 「第3準 備 書面 に対 す る認

否」 は ―3-011を 参照

1971年5月19日

1971年5月19日

1971年9月29日



1 新潟水俣病裁判第1次 訴訟記録

1―9書 証 Ree―10～13

コマ 甲号証 収録 期日等 標目 作成者 期日 認否 備 考

Reel10

1-9-1甲 号 証Reel10～12

甲1

甲2

甲3

甲4

004甲5

007甲6

甲7-1

甲7-2

甲7-3

甲7-4

甲7ゐ

甲7-6

甲7-7

甲7-8

甲7-9

010甲8

030甲9

034甲10

038甲11

044甲12

047甲13

052甲14

055甲15

× 第4回 弁論 パ ンフレット 「昭和電工鹿瀬工場」 チッソ株式会社

× 第4回 弁論 パ ンフレット 「チッソ株式会社水俣工 チッソ株式会社
場案内」

× 第4回 弁論 冊子 チッソ株式会社 チ ッソ株式会社

× 第4回 弁論 冊子

概要

◎ 第4回 弁論
化設備」

◎ 第4回 弁論
年7月1日 現在)

× 第4回 弁論 日本化学工業協会月報(昭 和34年10月

号)中 協会の動 き
× 第4回 弁論 日本化学工業協会月報(昭 和35年1月

号)中 協会の動 き
× 第4回 弁論 日本化学工業協会月報(昭 和35年3月

号)中 協会の動 き
× 第4回 弁論 日本化学工業協会月報(昭 和35年5月

号)中 協会の動 き
× 第4回 弁論 日本化学工業協会月報(昭 和35年6月

号)中 昭和34年 度事業経過概要報告
× 第4回 弁論 日本化学工業協会月報(昭 和35年8月

号)中 協会の動 き
× 第4回 弁論 日本化学工業協会月報(昭 和36年6月

号)中 昭和35年 度事業経過報告
× 第4回 弁論 日本化学工業協会月報(昭 和36年6月

号)中 協会の動 き
× 第4回 弁論 日本化学工業協会月報(昭 和37年6月

号)中 昭和36年 度事業経過報告

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

― 甲16×

064甲17-1◎

「書 証」については

厂証拠関係目録」[ト

第16回 弁論 認4]を あわせて報

第16回 弁論 不知

第16回 弁論 不知

チッソ株式会社水俣工場の工場 日本化学工業協会 第16回 弁論 不知

チッソ株式会社発行の 「新 しい排水浄 日本化学工業協会 第16回 弁論 不知

日本化学工業協会の会員名簿(昭 和41日 本化学工業協会 第16回 弁論 認

日本化学工業協会 第16回 弁論 認

日本化学工業協会 第16回 弁論 認

日本化学工業協会 第16回 弁論 認

日本化学工業協会 第16回 弁論 認

日本化学工業協会 第16回 弁論 認

日本化学工業協会 第16回 弁論 認

日本化学工業協会 第16回 弁論 認

日本化学工業協会 第16回 弁論 認

日本化学工業協会 第16回 弁論 認

第4回 弁論 厚生省環境衛生局長からの 「新潟県水 厚生省特別研究班 第16回 弁論 不知
銀中毒事件の原因究明に対する研究班
報告概要」

第4回 弁論 新潟医学会雑誌第80巻 第9号 別刷 「新 小坂隆,滝 沢行雄 第16回 弁論 認
潟県の阿賀野川流域に発生 した有機水
銀中毒病の原因究明に関する研究」第
1報 水銀中毒様患者の頭髪中か らメ
チル水銀化合物の検出

第4回 弁論 新潟医学会雑誌第81巻 第1号 別刷 「新 小坂隆雄,滝 沢行 第16回 弁論 認
潟県の阿賀野川流域に発生 した有機水 雄
銀中毒病の原因究明に関する研究」第
2報 阿賀野川の川魚のメチル水銀化
合物による汚染有毒化

第4回 弁論 新潟医学会雑誌第81巻 第7号 別刷 「新 滝沢行雄
潟県の阿賀野川流域に発生 した有機水
銀中毒病の原因究明に関する研究」第
3報 猫および家兎 における水俣病類
似症状の発症実験

第4回 弁論 保健婦雑誌第23巻 第7号 別冊3阿 賀野川 滝沢行雄
流域に発生 した有機水銀中毒症の原因
究明について」

第16回 弁論 認

第16回 弁論 認

第4回 弁論 日本衛生学会雑誌第2巻 第4号 別冊 中 滝沢行雄,北 野博 第16回 弁論 認
「阿賀野川有機水銀中毒症の原因探究 一ほか4名
一アセ トアルデヒド化学工場排水口の

水苔からメチル水銀化合物の分離検出」

第4回 弁論 日本衛生学 会雑誌第2巻 第4号 別冊 中 滝沢行雄,大 塚一 第16回 弁論 認
「酢酸工場排水口の水苔からメチル水 止
銀化合物の検出に関する研究補遺」

第4回 弁論 新潟医学会雑誌第81巻 第12号 別刷 「阿 白川健一・ほか7名 第16回 弁論 認
賀野川流域における有機水銀中毒症」

第4回 弁論 臨床雑誌第21巻 第5号 内科 椿忠雄 第16回 弁論 認

第4回 弁論 合化労連機関紙 「月刊合化」水俣病(1}富 田八郎(宇 井純)第16回 弁論 認

_62一



―9書 証(甲 号証)

コマ 甲号証 収録 期日等 標目 作成者 期日 認否

083甲17-2◎

096甲17-3◎

109甲17-4◎

119甲17-5◎

132甲17-6◎

142甲17-7◎

158甲17-8◎

176甲17-9◎

189甲17-10◎

211甲17-11◎

237甲17-12◎

257甲17-13◎

294甲18◎

298甲19

301甲20

304甲21

307甲22

◎

◎

◎

◎

317甲23-1◎

325甲23-2◎

336甲24-1◎

345甲24-2◎

356甲24-3◎

37ヱ 甲24―4◎

379甲25

390甲26

400甲27

421甲28

431甲29

◎

◎

◎

◎

◎

437甲30-1◎

445甲30-2◎

451甲30-3◎

455甲30-4◎

458甲30-5◎

463甲30-6◎

472甲30-7◎

474甲30-8◎

第4回 弁論 合化労連機関紙 「月刊合化」水俣病(2)富 田八郎(宇 井純)第16回 弁論

第4回 弁論 合化労連機関紙 「月刊合化」水俣病(3)富 田八郎(宇 井純)第16回 弁論

第4回 弁論 合化労連機関紙 「月刊合化」水俣病(4)富 田八郎(宇 井純)第16回 弁論

第4回 弁論 合化労連機関紙 「月刊合化」水俣病(5)富 田八郎(宇 井純)第16回 弁論

第4回 弁論 合化労連機関紙 「月刊合化」水俣病(6)富 田八郎(宇 井純)第16回 弁論

第4回 弁論 合化労連機関紙 「月刊合化」水俣病(7)富 田八郎(宇 井純)第16回 弁論

第4回 弁論 合化労連機関紙 「月刊合化」水俣病(8)富 田八郎(宇 井純)第16回 弁論

第4回 弁論 合化労連機関紙 「月刊合化」水俣病(9)富 田八郎(宇 井純)第16回 弁論

第4回 弁論 合化労連機関紙 「月刊合化」水俣病(10)富田八郎(宇 井純)第16回 弁論

第4回 弁論 合化労連機関紙 「月刊合化」水俣病(11)富田八郎(宇 井純)第16回 弁論

第4回 弁論 合化労連機関紙 「月刊合化」水俣病(12)富田八郎(宇 井純)第16回 弁論

第9回 弁論 合化労連機関紙 「月刊合化」水俣病(13)富田八郎(宇 井純)第16回 弁論

第4回 弁論 岩波書店発行 「科学」(第36巻 第9号)宇 井純
新潟の水俣病

第4回 弁論 岩波書店発行 「科学」(第36巻 第10号)宇 井純
水俣病にみる工場災害

第4回 弁論 第21回 土木学会年次学術講演会抜刷 宇井純
新潟に発生 した水俣病 について

第4回 弁論 第22回 土木学会年次学術講演会抜刷 宇井純
新潟の水俣病(第2報)

第16回 弁論

認

認

忍

忍

忍

忍

忍

認

認
認

認

認
認

第16回 弁論 認

第16回 弁論 認

第16回 弁論 認

第4回 弁論 土木学術衛生工学研究会予稿(昭 和42宇 井純、喜田村正次 第16回 弁論 認
年9月1日)

第4回 弁論 合化労連機関紙 「月刊合化」新潟の水 宇井純 第16回 弁論 認
俣病(上)

第4回 弁論 合化労連機関紙 「月刊合化」 新潟の 宇井純 第16回 弁論 認
水俣病(下)

第4回 弁論 日本薬理学雑誌第63巻第4号別冊中Acet・ 喜田村正次、瀬辺 第16回 弁論 認
ylene接触加水反応に伴う副反応(1)恵 鎧ほか2名

第4回 弁論 日本薬理学雑誌第63巻第4号別冊中Acet・ 喜田村正次、瀬辺 第16回 弁論 認
ylene接触加水反応に伴う副反応(2)恵 鎧ほか2名

第4回 弁論 日本薬理学雑誌第64巻第5号別冊中Acet一 喜田村正次、瀬辺 第16回 弁論 認
ylene接触加水反応に伴う副反応(3)恵 鎧ほか2名

第4回 弁論 日本薬理学雑誌第64巻第5号別冊中Acet一 喜田村正次、瀬辺 第16回 弁論 認
ylene接触加水反応に伴う副反応(4)恵 鎧ほか2名

第5回 弁論 昭和34年7月22日 文部省科学研究水俣 武内忠男(熊 本大 第16回 弁論 認
病総合研究班報告全報告要 旨 「主 と 学病理学教室)ほ
して病理学的にみた水俣病の原因につ か5名
いての観察」

第4回 弁論 昭和34年7月22日 水俣病研究報告会 に 第16回 弁論 認
おける発表要旨 水俣病研究報告要旨

第4回 弁論 水俣病研究中間報告 鰐淵健之(食 品衛 第16回 弁論 認
生調査会水俣食中
毒部会委員)

第4回 弁論 熊本医学 会雑誌別 刷第34巻 補 冊第3熊 本大学医学部水 第16回 弁論 認
熊本県水俣地方に発生 したいわゆる水 俣病研究班
俣病に関する研究(第4報)

第4回 弁論 日本医事新報別刷(第1911号)水 俣 世良完介ほか、徳 第16回弁論 認
病研究の概要 画報 ・水俣病の臨床 臣晴比古ほか

第4回 弁論 日本衛生学雑誌(第16巻 第5号 別刷)入 鹿 山且朗 ほか3第16回 弁論 認
水俣湾魚介中の有機水銀 とその有毒化 名
機転に関する研究第1報

第4回 弁論 日本衛生学雑誌(第16巻 第6号 別刷)入 鹿 山且朗 ほか3第16回 弁論 認
水俣湾魚介中の有機水銀 とその有毒化 名
機転に関する研究第2報

第4回 弁論 日本衛生学雑誌(第16巻 第6号 別刷)入 鹿 山且朗 ほか3第16回 弁論 認
水俣湾魚介中の有機水銀とその有毒化 名
機転 に関する研究第3報

第4回 弁論 薬学雑誌(第84巻 第2号)水 俣病の 近藤孝子 第16回 弁論 認
有毒化機転に関する研究第4報

第4回 弁論 日本衛生学雑誌(第19巻 第4号 別刷)入 鹿山且朗 ほか3第16回 弁論 認
水俣湾魚介中の有機水銀 とその有毒化 名
機転に関する研究第5報

第4回 弁論 日本衛生学雑誌(第19巻 第4号 別刷)入 鹿山且朗 ほか6第16回 弁論 認
水俣湾魚介中の有機水銀 とその有毒化 名
機転に関する研究第6報

第4回 弁論 日本衛生学雑誌(第21巻 第5号 別刷)入 鹿山且朗 ほか1第16回 弁論 認
水俣湾魚介中の有機水銀 とその有毒化 名
機転に関する研究第7報

第4回 弁論 日本衛生学雑誌(第22巻 第2号 別刷)入 鹿 山且朗 ほか2第16回 弁論 認水俣湾魚介中
の有機水銀 とその有毒化 名

機転に関する研究第8報
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コマ 甲号証 収録 期日等 標目 作成者 期 日 認否 備 考

48030-9

003甲31

007甲32

024甲33

032甲34

044甲35

048甲36

055甲37

061甲38

067甲39

OZ2甲40

甲41

074甲42

361甲43

363甲44-1～

48

38945―1～

23

甲46

甲47

甲48

◎ 第4回 弁論 日本衛生学雑誌(第22巻 第3号 別刷)入 鹿 山且朗 ほか6第16回 弁論 認
水俣湾魚介中の有機水銀 とその有毒化 名
機転に関する研究第9報

Ree口1

◎ 第4回 弁論 日新医学第49巻 第8号 水俣酢酸工場水 入鹿 山且朗 ほか4第16回 弁論 認
銀滓中の有機水銀 名

◎ 第4回 弁論 熊本医学会雑誌別刷第37巻 第9号 水俣 藤木素士 第16回 弁論 認
病原因物質の有毒化の経路、 とくに魚
介中水銀化合物の蓄積 に関する研究

◎ 第4回 弁論 日新医学第50巻 第12号 メチル水銀化合 入鹿 山且朗 ほか4第16回 弁論 認
物の毒性 と水俣病原因物質に対する考 名
察

◎ 第4回 弁論 熊本医学会雑誌別刷第5号 水俣病原因 近藤孝子 第16回 弁論 認
物質の有毒化の経路、 とくに水俣酢酸
工場水銀滓中の有機水銀 と水俣湾魚貝
中の有機水銀

◎ 第4回 弁論 日本公 衆衛 生雑 誌第11巻 第9号 別 刷 入鹿 山且朗 ほか8第16回 弁論 認
水俣港湾泥土中の水銀 名

日本衛生学雑誌第20巻 第1号 別刷 メ 入鹿 山且朗 ほか5第16回 弁論 認◎ 第4回 弁論
チル水銀化合物の動物 に対する毒性 と 名
動物体内の動向

◎ 第4回 弁論 医学のあゆみ第55巻 第5号 水俣病 とく 入鹿山且朗 第16回 弁論 認
に原因物質 とその由来

◎ 第4回 弁論 化学工業昭和40年10月 号有機水銀 と公 瀬辺恵鎧 第16回 弁論 認
害

◎ 第4回 弁論 日本医師会雑誌第57巻 第3号 魚介類 を 喜田村正次 第16回 弁論 認
介した水銀中毒

◎ 第4回 弁論 労働の科学昭和43年1月 号阿賀野川の 喜田村正次 第16回 弁論 認
水俣病

× 第4回 弁論 医学史研究第24号 水俣病に関する略年 野 村 茂 ・二 塚 信 第16回 弁論 認

表(熊 本大学 医学部
公衆衛生学教室)

◎*新 潟県水銀中毒事件特別研究報告書 厚生省特別研究班**

◎

◎

◎

×

×

×

甲49-1～ ×

10

甲50×

甲51-1～

15

甲52-1～

75

甲53-1～

73

412甲54

431甲55

甲56

003甲57

005甲58

×

×

×

◎

◎

×

◎

◎

*厚 生大臣坊秀男にあてた諮問書(昭 和 小林芳人(食 品衛**
42年4月20日 厚生省環第434号)
る答申

第5回 弁論 証人椿忠雄に提示 した写真

に対す 生調査会委員長)

椿忠雄 第16回 弁論 不知

第5回 弁論 昭和43年4月23日 から5月20日 まで 熊 熊本 日日新聞社 第16回 弁論 認
本日日新聞「水俣病は叫ぶ」(1)ないし(23)

第5回 弁論 写真集 水俣病(三 一書房発行)桑 原史成 第16回 弁論 認

第9回 弁論 熊本県水俣地方に発生 した奇病 に関す 松田心一 ほか3名 第16回 弁論 認
る厚生省科学研究班の調査研究成績に
ついて(第1報)

第9回 弁論 熊本県水俣地方に発生 した奇病 に関す 松田心一(厚 生省 第16回 弁論 認
る厚生省科学研究班の調査研究成績 に 科学研究班主任研
ついて(第2報)究 者)

第9回 弁論 証人松田心一の尋問にあたって使用 し 松田心一 第16回 弁論 認
たスライ ド写真

第9回 弁論 雑誌 「水俣病一有機水銀中毒」 熊本大学医学部水 第16回 弁論 認
俣病研究班

第9回 弁論 証人武内忠男の尋問にあたって使用 し 武内忠男
たスライ ド写真

第9回 弁論 証人入鹿山且朗の尋問にあたうて使用 入鹿山且朗
したスライ ド写真

第9回 弁論 証人徳臣晴比古の尋問にあたって使用 徳臣晴比古
したスライ ド写真

第9回 弁論 精神神経学雑誌第62巻 第13号 水俣病 徳臣晴比古
―臨床 と病態生理一

第9回 弁論 熊本県水俣湾魚介類 を多量摂取するこ 熊本県衛生部
とによって起る食中毒 について

Ree―12

第9回 弁論 臨床神経学第8巻 第9号 別冊 阿賀野川 椿忠雄
沿岸の有機水銀中毒

第9回 弁論 昭和43年10月9日 付官報(12547号 付録)厚 生省
中 阿賀野川水銀中毒事件について

第9回 弁論 文藝春秋 昭和43年12月 号(140頁 か 細川一
ら148頁 まで)

第16回 弁論 認

第16回 弁論 不知

第16回 弁論 不知

第16回 弁論 不知

第16回 弁論 認

第16回 弁論 認

第16回 弁論 認

*印 は 「書 証 目録」

[1-4-001]に 提 出時

の 記 載 な し。

第16回 弁論 認Vm-2-036を 参照。
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―9書 証(甲 号証) Ree―12

コマ 甲号証 収録 期 日等 標目 作成者 期 日 認否 備 考

010甲59-1～4◎

017甲60-1～9◎

甲61 ×

022甲62◎

048甲63-1◎

049甲63-2◎

050甲64-1◎

051甲64-2◎

052甲65-1◎

053甲65-2◎

054甲66◎

056甲67◎

061甲68◎

一 甲69×

甲70

063甲71

甲72

×

◎

×

甲73-1×

甲73-2×

甲74

甲75

甲76

甲77

甲78

甲79

甲80-1

×

第9回 弁論 今井春吉のカルテ 椿忠雄

第9回 弁論 証人瀬辺恵鎧の尋問にあたって使用 し 瀬辺恵鎧
たスライ ド写真

第9回 弁論 証人瀬辺恵鎧の尋問にあたって使用 し 瀬辺恵鎧
たスライ ド写真の説明書

第9回 弁論 有機水銀中毒対策の経過概要 新潟県

第9回 弁論 新潟県有機水銀中毒研究本部設置要綱 新潟県

第9回 弁論 新潟県有機水銀中毒研究本部組織 新潟県

第9回 弁論 新潟県有機水銀中毒研究本部設置要綱 新潟県

第9回 弁論 新潟県有機水銀中毒研究本部設置要綱 新潟県
の別表

第9回 弁論 新潟県水銀中毒対策連絡会議設置要綱 新潟県

第9回 弁論 水銀中毒対策関係機関関連図 新潟県

第9回 弁論 被災農薬の保管倉庫別処理状況総括表 新潟県

第9回 弁論 被災農薬保管倉庫別処理状況明細表 新潟県

第9回 弁論 投棄農薬場所調査表 新潟県

第9回 弁論 阿賀野川有機水銀中毒事件定地検注地 新潟県
点の追跡調査結果について

第9回 弁論 日本海岸の一部局の農薬瓶 と思われる 新潟県
もののの漂着状態の調査結果について

第9回 弁論 雑誌 「公衆衛生」33巻2号 よ り 「新潟 北野博一
水銀中毒事件の反省(北 野博一)」

第9回 弁論 新潟県有機水銀中毒症患者診査会の設 新潟県
置及び委員の委嘱について

第9回 弁論
する書面中 通達について 企業振興課

第9回 弁論 「医務課枝並副参事の照会の件」
する書面中 県(商 工労働部)に おけ 企業振興課
る調査事項等

第9回 弁論 大 日本セルロイド新井工場訪問結果

× 第9回 弁論

× 第9回 弁論

×

×

×

×

甲80-2×

甲80-3×

甲80-4×

甲80-5×

067甲80-6◎

068甲80-7◎

069甲81-1

07Z甲81-2

OZ2甲81-3

第16回 弁論 認

第16回 弁論 不知

第16回 弁論 不知

第16回 弁論 不知

第16回 弁論

第16回 弁論

第16回 弁論

第16回 弁論

忍

忍

忍

忍

第16回 弁論 認

第16回 弁論 認

第16回 弁論 認

第16回 弁論 認

第16回 弁論 不知

第16回 弁論 不知

第16回 弁論 不知

第16回 弁論 認

第16回 弁論 認

「医務課枝並副参事の照会の件」と題 新潟県商工労働部 第16回 弁論 不知

と題 新潟県商工労働部 第16回 弁論 不知

枝並福二(新 潟県 第16回 弁論 認
衛生部医務課)

電気化学工業株式会社青海工場訪問結 枝並福二(新 潟県 第16回 弁論 認
果 衛生部医務課)

通商産業省軽工業局長か ら電気化学工 通商産業省軽工業 第43回 弁論 認
業株式会社社長あて 「工場排水の水質 局長
調査報告依頼について」 と題する書面

第9回 弁論 通商産業省軽工業局長から電気化学工 電気化学工業株式 第16回 弁論 不知業株式会社社長あ
て 「工場排水の水質 会社

調査報告依頼について」 と題する書面
に対する報告書

第9回 弁論 「上越工業用水の水銀薬害の危険性に 日本曹達株式会社 第16回 弁論 認
ついて」 と題する書面

第9回 弁論 工場排水に関する資料

第11回 弁論 写真(カ ラー)(写 真右・昭電鹿瀬工場 滝沢行雄内
ボタ山の一部 左 ・鹿瀬工場から大

和化学工場へ搬出 した各水銀 スラツ
ヂ)撮 影者滝沢行雄

第11回 弁論 クロマ トグラム 滝沢行雄

二本木工場

大 日本セルロイ ド 第16回 弁論 認

第16回 弁論 不知

第11回 弁論 クロマ トグラム(昭 電鹿瀬工場水銀ス 滝沢行雄
ラツヂの分析)

第11回 弁論 水銀スラツギの薄層 クロマ トグラム 滝沢行雄

第11回 弁論 発光分析の結果(大 和金属工業(新 出 滝沢行雄
し)検 体 について)

第11回 弁論 昭和43年9月15日 付朝 日新聞 朝日新聞社

第11回 弁論 「昭和電工鹿瀬工場水銀 スラッヂ」 と題
する書面

第16回 弁論 不知

第16回 弁論 不知

第16回 弁論 不知

第16回 弁論 不知

第16回 弁論 認

第16回 弁論 不知

◎ 第11回 弁論 安全工学協会 ・水銀中毒調査委員会か 安全工学協会水銀 第16回 弁論 不知
ら滝沢行雄 〔および上田喜一〕宛の照 中毒調査委員会
会書

◎ 第11回 弁論 滝沢行雄か ら安全工学協会水銀中毒調 滝沢行雄 第16回 弁論 不知査委員会宛の回答書

◎ 第11回 弁論 阿賀野川有機水銀中毒症の原因探究 と 第16回 弁論 不知題する書面

甲76号 証～ 甲78号 証
は、湿 式 コ ピー の た

め文 字 が完 全 に消滅

し、収 録 で きな か っ

た。 その内容 は、 ―

13-006「 第2準 備 書

面 」 を 参 照(Reel
39-134以 下)。 さ ら

に 「総 合 解 説」 お よ

びVm-3-Ol6,017を も

参照。
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Reel12 1新 潟水俣病裁判第1次 訴訟記録

コマ 甲号証 収録 期日等 標目 作成者 期日 認否 備 考

080甲81-4

081甲82-1

甲82―2

083甲83

085甲84

089甲85

091甲86

092甲87

甲88-1

一 甲88-2

101甲89

105甲90

109甲91

114甲92

甲93

150甲94

166甲95

175甲96

◎ 第11回弁論 安全工学協会水銀中毒調査委員会から 安全工学協会水銀 第16回弁論 不知
滝沢行雄宛の書簡 中毒調査委員会

◎ 第11回弁論 毛髪金水銀分析値の訂正と地震前汚染 昭和電工株式会社 第16回弁論 認
説に対する見解

× 第11回弁論 ㈱東京原子力産業研究所から昭和電工 東京原子力産業研 第16回弁論 認
㈱中央研究所長宛の書簡 究所

◎ 第13回 弁論 近喜代一の 日記帳(自 昭和33.8.4至 昭 近喜代一

禾囗34.2.11)

◎ 第13回 弁 論 近 喜 代一 の 日記 帳(自 昭和34.2.12至 近喜代 一
日召禾035.8.19)

◎ 第13回 弁 論 近喜 代一 の 日記 帳(自 昭 和35.8.20至 近喜代一
日召禾037.5.20)

◎ 第13回 弁論 近喜 代一 の 日記 帳(自 昭和37.5.21至 近喜代―・
日召禾040.1.16)

◎ 第13回 弁論 近喜 代一 の 日記 帳(自 昭和40.1.17至 近喜代―・
日召禾囗41.2.21)

× 第15回 弁論 溶媒 「ベ ンゼ ン」な らび に純品 「塩化 滝澤行雄

メチル水銀」

× 第15回 弁論 水銀 スラ ッヂ分析 クロマ トグラム 滝澤行雄

◎ 第15回 弁論 臨床科学第4巻 第8号 別冊 有機水銀 中 喜 田村 正次

毒 一新 潟の水俣病

◎ 第15回 弁論 公衆衛 生第33巻 第2号 水俣 病 の経 過 入鹿 山且朗

と当面の問題 点

◎ 第15回 弁論 神経研 究 の進 歩第13巻 第1号 水俣 病 喜田村 正次

の発生機序

第43回 弁 論 不知II-1-002を 参照。

第43回 弁 論 不 知II-1-002を 参 照。

第43回 弁 論 不 知II-1-002を 参 照。

第43回 弁 論 不 知II-1-002を 参 照 。

第43回 弁 論 不 知II-1-002を 参 照。

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

◎ 第18回 弁論 昭和32年9月 現在の製造工程図(II有 昭和電工鹿瀬工場 第43回 弁論 工程
機部門)技 術課 図の

み認
その
余不
知

× 第30回 弁論 増 山 元 三 郎 等 少 数 例 の ま とめ 方 増山元三郎 第43回 弁論 認

(96～99頁)

◎ 第37回 弁論 水俣病研究懇談会研究経過報告 田宮猛雄(日 本医 第43回 弁論 認
学会会長)

◎ 第37回 弁 論S々 読6∫o〃 〃 加 砌z磁 ∠)初αs6'Es'α ∂一斉 藤 守 ほ か6名

1ゴslz耀 η'(ゾ 伽C7飽 γゴoη ノ∂γ

E如10g加1R6s毋76配 η ル翫 θ(訳 文 添

付)

◎ 第37回 弁 論"Cy'o!oκ ゴ6跏6'oゾ!η07二gα 所6,梅 田 誠 ほ か3名

P加 η丿1,〃zゴ ・4砌1〃 σ α〃ゼ6Co2η ・

ρo観4soηH6LαC6〃 ∫(訳 文 添 付)"

183甲97-1◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

085

186

188

190

192

194

195

196

198

200

202

203

205

207

209

210

212

213

214

216

217

218

219

221

222

223

甲97―2

甲97-3

甲97-4

甲97―5

甲97―6

甲97-7

甲97唱

甲97-9

甲97-10

甲97-11

甲97-12

甲97-13

甲97-14

甲97-15

甲97-16

甲97-17

甲97-18

甲97-19

甲97-20

甲97-21

甲97-22

甲97-23

甲97-24

甲97-25

甲97-26

甲97-27

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

◎ 第37回弁論 診断書(○ ○○○分)

◎ 第37回弁論 診断書(○ ○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○○分)

◎ 第37回 弁論 診断書(○ ○○○○分)
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椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄
椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄
椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄
椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄
椿忠雄

椿忠雄
椿忠雄

椿忠雄

第43回 弁論 認 訳文なし

第43回 弁論 認 訳文なし

第43回 弁論 不知 男性。氏名、所番地等
は抹消した(以下同)。

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 女性

第43回 弁論 不知 女性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 女性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 女性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 女性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 女性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性



1-9書 証(甲 号 証) Ree―12

コマ 甲号証 収録 期 日等 標目 作成者 期日 認否 備 考

225甲97-28

226甲97-29

227甲97-30

228甲97-31

230甲97-32

231甲97-33

232甲97-34

234甲97-35

235甲97-36

236甲97-37

238甲97-38

240甲97-39

242甲97-40

245甲97-41

247甲97-42

248甲97-43

250甲97-44

251甲97-45

252甲97-46

254甲97-47

255甲97-48

256甲97-49

258甲97-50

260甲97-51

262甲98

273甲99

甲100

甲101

294甲102

甲103

甲104

296甲105

298甲106

300甲107

301甲108-1

一 甲108-2

302甲109-1～

2

303甲110-1～

2

304甲111-1～

2

甲112-1

甲112-2

甲112-3

甲112-4

甲112-5

甲112-6

甲112-7

甲112-8

甲112-9

甲112-10

◎

◎

◎
◎

◎

◎

◎

◎
◎

◎

◎

◎
◎

◎

◎
◎

◎

◎

◎
◎

◎

◎
◎

◎

◎

◎

×

第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○○○分)

第37回 弁論 診断書(○ ○○○○分)

第39回 弁論MinamataRehabilitationCenter

椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄
椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄
椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄
斉藤恒

椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄
椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄
椿忠雄

椿忠雄

椿忠雄
椿忠雄

椿忠雄
水俣市立病院付属 第43回 弁論
湯之児病院

第39回 弁論 精 神神 経学 雑誌 第66巻 第6号 水俣 地 原 田正純

区 に集団発生 した先天性 ・外因性精神

薄弱

第39回 弁論StudiesonMinamatadisease訳 文 斎藤守

添付

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 女性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 女性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 女性

第43回 弁論 不知 女性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

第43回 弁論 不知 男性

認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 不知

× 第40回 弁論 亀田郷土地改良区作成の六区新潟地震 亀田郷土土地改良 第43回 弁論 不知
による通船川〆切状況(写 真9枚 貼付)区 事務所

◎ 第40回 弁論 昭和45年10月27日 付新潟日報記事 写 新潟 日報社
真がとらえた通船川のヘ ドロ

× 第40回 弁論 熊本水俣病の原因究明に関する動物実 入鹿山且朗

験の8ミ リフィルム
× 第40回 弁論16ミ リフィルム 徳臣晴比古

第43回 弁論 認

◎ 第40回 弁論 食品衛生調査会 「河川汚濁に伴 う汚染 厚生省食品衛生調 第43回 弁論
食品に基因する危害事故防止対策特別 査会
部会」の審議経過 と題する書面

◎ 第42回 弁論 昭和35.8.5於 三到の 「懇談会」出席 日本化学工業協会 第43回 弁論 不知 田宮委員会 資料。大
予定名簿 八木義彦証言[―10

-1-36
,37]を 参照。

◎ 第42回 弁論 昭和35.4.23付 田宮猛雄の 「水俣病」田宮猛雄
座談会開催の件 と題する案内書

◎ 第42回 弁論 昭和35.7.4付 大島竹治の 「田宮委員 大島竹治
会」幹事会開催の件 と題する案内書

◎ 第42回 弁論 「清香園」比良野の名刺 大島竹治

◎

◎

◎

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

第43回 弁論 映画フィルムであるこ
と認その余不知

第43回 弁論 映画フィルムであるこ
と認その余不知

認

第43回 弁論 不知 同上

第43回 弁論 不知 同上

第43回 弁論 不知 同上

第42回 弁論 日本化学工業協会の 「田宮委員会」幹 大島竹治(日 本化 第43回 弁論 不知 同上
事会開催の件 と題するはがき(表 ・裏)学 工業協会)

第42回 弁論 勝沼晴雄の 「田宮委員会」幹事会開催 勝沼晴雄
の件 と題するはがき(表 ・裏)

第42回 弁論 大島竹治(代 理)の 「田宮委員会」幹 大島竹治
事会開催の件 と題するはがき(表 ・裏)

第42回 弁論 水銀の分析値報告III(マ ウス臓器のH大 八木義彦
9分 析値)

第42回 弁論 水銀の分析値報告IV(猫 の脳髄 中の 大八木義彦
Hg分 析値)

第42回 弁論 水銀の分析値報告V大 八木義彦

第42回 弁論 水銀の分析値報告VI大 八木義彦

第42回 弁論 水銀の分析値報告Vll大 八木義彦

第42回 弁論 水銀の分析値報告V―匿1大 八木義彦

第42回 弁論 水銀の分析値報告IX大 八木義彦

第42回 弁論 水銀の分析値報告X大 八木義彦

第42回 弁論 水銀の分析値報告XI大 八木義彦

第42回 弁論 水銀の分析値報告XII大 八木義彦

第43回 弁論 不知 同上

第43回 弁論 不知 同上

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知
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コマ 甲号証 収録 期 日等 標目 作成者 期 日 認否

甲112-11×

甲112-12×

甲112-13×

甲112-14×

甲112-15×

甲112-16×

甲112-17×

甲112-18×

甲112-19×

甲112-20×

甲112-21×

甲112-22×

甲112-23×

甲112-24×

甲112-25×

甲112-26×

甲112-27×

甲112-28×

甲112-29×

甲112-30×

甲112-31×

甲112-32×

甲112-33×

甲112―34×

甲112-35×

甲112-36×

甲112-37×

一 甲113×

305甲114◎

3ヱ2甲115◎

甲116-1

甲116-2

甲117-1

甲117-2

甲118-1

甲118-2

甲119-1

甲119-2

甲120-1

甲120-2

甲121-1一

甲1～31

甲121-2-1
～28

甲121-3-1
～31

甲121-4-1
～30

甲121-5-1
～31

甲121-6-1
～30

甲121-7-1
～31

甲121-8-1
～31

甲12}9-1
～30

甲121-10-1
～31

甲121-11-1
～30

甲121-12-1
～31

甲122-1-1
～31

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

第42回 弁論 水銀の分析値報告XIII

第42回 弁論 水銀の分析値報告XIV

第42回 弁論 水銀の分析値報告XV

第42回 弁論 水銀の分析値報告XVI

第42回 弁論 水銀の分析値報告XVll

第42回 弁論 水銀の分析値報告XV――1

第42回 弁論 水銀の分析値報告XIX

第42回 弁論 水銀の分析値報告XX

第42回 弁論 水銀の分析値報告XXI

第42回 弁論 水銀の分析値報告XXII

第42回 弁論 水銀の分析値報告XXIII

第42回 弁論 水銀の分析値報告XXIV

第42回 弁論 水銀の分析値報告XXV

第42回 弁論 水銀の分析値報告XXVI

第42回 弁論 水銀の分析値報告XXVll

第42回 弁論 水銀の分析値報告XXVI――

第42回 弁論 水銀の分析値報告XXIX

第42回 弁論 水銀の分析値報告XXX

第42回 弁論 水銀の分析値報告XXXI

第42回 弁論 水銀の分析値報告XXXII

第42回 弁論 水銀の分析値報告XXXIII

第42回 弁論 水銀の分析値報告XXXIV

第42回 弁論 水銀の分析値報告XXXV

第42回 弁論 水銀の分析値報告XXXVI

第42回 弁論 水銀の分析値報告XXXVII

第42回 弁論 水銀の分析値報告XXXV― ――

第42回 弁論 水銀分析値(伝 研より依頼のマウス)

第42回 弁論 硫酸イオンの分析

第42回 弁論 水俣地区の湾内プランク トンの考察

第42回 弁論 「山形県庄内地方における主 として農 大八木義彦
薬水銀剤の使用状況の調査 と関係試料
の採集」 と題する書面

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 成田松吉)

第42回 弁論 住民票写(成 田松吉外6名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 五十嵐健次郎)

第42回 弁論 住民票写(五 十嵐健次郎外3名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 五十嵐俊)

第42回 弁論 住民票写(五 十嵐俊外3名)

第42回弁論 戸籍謄本(筆 頭者 山田二作)

第42回弁論 住民票写(山 田二作外9名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 桑野清平)

第42回 弁論 住民票写(桑 野清平外8名)

大八木義彦

大八木義彦

大八木義彦
大八木義彦

大八木義彦

大八木義彦

大八木義彦
大八木義彦

大八木義彦

大八木義彦

大八木義彦

大八木義彦

大八木義彦

大八木義彦

大八木義彦

大八木義彦

大八木義彦

大八木義彦
大八木義彦

大八木義彦

大八木義彦

大八木義彦

大八木義彦

大八木義彦

大八木義彦

大八木義彦
大八木義彦

大八木義彦

大八木義彦

新潟市

新潟市

新潟市
新潟市

新潟市

新潟市

新潟市
新潟市

新潟市

新潟市

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第43回 弁論

第43回 弁論

第43回 弁論

第43回 弁論

第43回 弁論

第43回 弁論

第43回 弁論

第43回 弁論

第43回 弁論

第43回 弁論

第42回 弁論 昭和電工㈱鹿瀬工場の警備 日誌(昭 和 昭和電工株 式会社 第43回 弁論

38.1.1～1.31分)

第42回 弁論 昭和電工㈱ 鹿瀬工場の警備 日誌(昭 和 昭和電工株式 会社 第43回 弁論 認
38.2.1～2.28分)

第42回 弁論 昭和電工㈱ 鹿瀬工場 の警備 日誌(昭 和 昭和電工株式 会社 第43回 弁論 認

38.3.1～3.31分)

第42回 弁論 昭和電工㈱鹿瀬工場 の警備 日誌(昭 和 昭和電工株式 会社 第43回 弁論 認

38.4.1～4.30分)

第42回 弁論 昭和 電工㈱鹿瀬工場 の警備 日誌(昭 和 昭和電工株式 会社 第43回 弁論 認
38.5.1～5.31分)

第42回 弁論 昭和電工㈱鹿瀬工場 の警備 日誌(昭 和 昭和電工株式 会社 第43回 弁論 認
38.6.1～6.30分)

第42回 弁論 昭和電工㈱鹿瀬工場 の警備 日誌(昭 和 昭和電工株式 会社 第43回 弁論 認

38.7.1～7.31分)

第42回 弁論 昭和電 工㈱鹿瀬工場 の警備 日誌(昭 和 昭和電工株式 会社 第43回 弁論 認

38.8.1～8.31分)

第42回 弁論 昭和電工㈱鹿瀬工場 の警備 日誌(昭 和 昭和電工株式 会社 第43回 弁論 認

38.9.1～9.39分)

第42回 弁論 昭和電工㈱鹿瀬工場 の警備 日誌(昭 和 昭和電工株式会社 第43回 弁論 認

38.10.1～10.31分)

第42回 弁論 昭和電工㈱鹿瀬工場 の警備 日誌(昭 和 昭和電工株式会社 第43回 弁論 認

38.11.1～11.30分)

第42回 弁論 昭和電工㈱鹿瀬工場 の警備 日誌(昭 和 昭和電工株式会社 第43回 弁論 認

38.12.1～12.31分)

第42回 弁論 昭和電工㈱鹿瀬工場 の警備 日誌(昭 和 昭和電工株式会社 第43回 弁論 認

39.1.1～1.31分)

認

認
認

認

認

認

認
認

認

認

認
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―9書 証(甲 号証)

コマ 甲号証 収録 期 日等 標目 作成者 期日 認否

甲122-2-1
～29

甲122-3-1
～31

甲122-4-1
～30

甲122-5-1
～31

甲122-6-1
～30

甲122-7-1
～31

甲122-8-1
～31

甲122-9-1
～30

甲122-10-1
～31

甲122-11-1
～30

甲122-12-1
～31

甲123-1-1
～31

甲124-1
～256

甲125-1
～36

甲126-1
～19

甲127-1
～77

甲128

甲129-1

甲129-2

甲129-3

甲129-4

甲130-1

甲130-2

甲131-1

甲131-2

甲131-3

甲131-4

甲13r5

甲131-6

甲131-7

甲131-8

甲131-9

甲131-10

甲131-11

甲132-1

甲132-2

甲133-1

甲133-2

甲134-1

甲134-2

甲135-1

甲135-2

甲135-3

甲135-4

甲136-1

甲136-2

甲136-3

甲137-1

甲137-2

甲138-1

甲138-2

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

第42回 弁論 昭和電工㈱鹿 瀬工場 の警備 日誌(昭 和 昭和電工株式会社 第43回 弁論 認

39.2.1～2.29分)

第42回 弁論 昭和電工㈱鹿瀬工場 の警備 日誌(昭 和 昭和電工株式会社 第43回 弁論 認

39.3.1～3.31分)

第42回 弁論 昭和電工㈱鹿瀬工場 の警備 日誌(昭 和 昭和電 工株 式会社 第43回 弁論 認

39.4.1～4.30分)

第42回 弁論 昭和電工㈱鹿瀬工場 の警備 日誌(昭 和 昭和電工株 式会社 第43回 弁論 認

39.5.1～5.31分)

第42回 弁論 昭和電工㈱鹿瀬工場 の警備 日誌(昭 和 昭和電工株 式会社 第43回 弁論 認
39.6.1～6.30分)

第42回 弁論 昭和電工㈱鹿瀬工場 の警備 日誌(昭 和 昭和電工株式会社 第43回 弁論 認

39.7.1～7.31分)

第42回 弁論 昭和電工㈱ 鹿瀬工場 の警備 日誌(昭 和 昭和電工株式会社 第43回 弁論 認
39.8.1～8.31分)

第42回 弁論 昭和 電工㈱ 鹿瀬工場 の警備 日誌(昭 和 昭和電工株式会社 第43回 弁論 認

39.9.1～9.30分)

第42回 弁論 昭和 電工㈱ 鹿瀬工場 の警備 日誌(昭 和 昭和電工株式会社 第43回 弁論 認

39.10.1～10.31分)

第42回 弁論 昭和電工㈱鹿 瀬工場の警備 日誌(昭 和 昭和電工株式会社 第43回 弁論 認
39.11.1～11.30分)

第42回 弁論 昭和電工㈱鹿 瀬工場の警備 日誌(昭 和 昭和電工株式会社 第43回 弁論 認

39.12.1～12.31分)

第42回 弁論 昭和電工㈱鹿 瀬工場の警備 日誌(昭 和 昭和電工 株式会社 第43回 弁論 認
40.1.1～L31分)

第42回 弁論 昭 和電 工 ㈱ 鹿瀬 工 場 の安 全 衛生 日誌 昭和 電工株 式会社 第43回 弁論 認

(昭和38年,39年 分)

第42回 弁論 昭 和電 工 ㈱ 鹿瀬 工 場 の安 全 衛生 日誌 昭和電工株 式会社 第43回 弁論 認

(昭和40年 分)

第42回 弁論 昭和電工㈱鹿瀬工場 のアセ トアルデ ヒ 昭和電工株式 会社 第43回 弁論 認
ド製造 日誌

第42回 弁論 念書 大野作太郎 ほか76第43回 弁論 不知

名

第42回 弁論 椿忠雄 の 「診断書の誤記訂正 につい 椿忠雄
て」 と題する書面

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 大野孝太郎)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 大野作太郎)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 大野岸松)

第42回 弁論 住民票写(大 野作太郎外4名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 桑野忠吾)

第42回 弁論 住民票写(桑 野忠吾外4名)

第42回 弁論 相続放棄申述受理証明書

第42回 弁論 原戸籍謄本(筆 頭者 近六松)

第42回 弁論 除籍謄本(筆 頭者 近喜与太)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 近喜代一)

第42回 弁論 住民票写(近 森代一外4名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 近喜代司)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 斎藤幸吉)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 近喜三男)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 近 四喜男)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 近喜与平)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 秋田正雄

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 本田義和)

第42回 弁論 住民票写(本 田義和外4名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 山田義郎)

第42回 弁論 住民票写(山 田義郎外3名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 橋本十一郎)

第42回 弁論 住民票写(橋 本十一郎外2名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 近 龍太)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 近 彦蔵)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 近 彦一)

第42回 弁論 住民票写(近 彦一外6名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 桑野九二三)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 桑野清三)

第42回 弁論 住民票写(桑 野清三外10名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 中川春雄)

第42回 弁論 住民票写(中 川春雄外2名)

第42回 弁論 相続放棄申述受理証明書

第42回 弁論 原戸籍謄本(筆 頭者 大野岩吉)

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

鶸騰 鶉

難蕪
第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認
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コマ 甲号証 収録 期日等 標目 作成者

314

甲138-3

甲138-4

甲138-5

甲138―6

甲138-7

甲138-8

甲138―9

甲138-11

甲139-1

甲139-2

甲139-3

甲139-4

甲140-1

甲140-2

甲141-1

甲141-2

甲142-1

甲142-2

甲142-3

甲143-1

甲143―2

甲144-1

甲144-2

甲145-1

甲145-2

甲145-3

甲145-4

甲145-5

甲145-6

甲145-7

甲146-1

甲146-2

甲147-1

甲147-2

甲147-3

甲147-4

甲148-1

甲148-2

甲148-3

甲149-1

甲149-2

甲150-1

甲150-2

甲151-1

甲151-2

甲152-1

甲152-2

甲153-1

甲153-2

甲153-3

甲153-4

甲153-5

甲153-6

甲153-7

甲153-8

甲154-1

甲154-2

甲154-3

甲154-4

甲154-5

甲154-6

甲155

316甲156

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

◎

◎

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 大野岩次)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 大野広司)

第42回 弁論 住民票写(大 野広司)

第42回 弁論 住民票写(大 野広司外5名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 大野知子)

第42回 弁論 住民票写(大 野福治外4名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 堀清之)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 大野勝司)

第42回 弁論 原戸籍謄本

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 星山幸松)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 星山松雄)

第42回 弁論 住民票写(星 山幸松外5名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 橋本晃)

第42回 弁論 住民票写(橋 本晃外4名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 村山政次)

第42回 弁論 住民票写(村 山政次外8名)

第42回弁論 戸籍謄本(筆 頭者 今井春吉)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 今井一雄)

第42回 弁論 住民票写(今 生一雄外5名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 石山平松)

第42回 弁論 住民票写(石 山平松外2名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 五十嵐藤一)

第42回 弁論 住民票写(五 十嵐藤一外6名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 五十嵐栄三郎)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 五十嵐栄一)

第42回弁論 住民票写(五 十嵐栄一外10名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 五十嵐栄作)

第42回 弁論 住民票写(五 十嵐栄作外2名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 五十嵐松男)

第42回 弁論 住民票写(五 十嵐松男外3名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 大野正男)

第42回 弁論 住民票写(大 野正男外4名)

第42回 弁論 原戸籍謄本(筆 頭者 五十嵐惣太郎)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 五十嵐惣平)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 五十嵐惣吉)

第42回 弁論 住民票写(五 十嵐惣吉外5名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 古山幸吉)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 古山繁)

第42回 弁論 住民票写(古 山繁外6名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 五十嵐英夫)

第42回 弁論 住民票写(五 十嵐英夫外4名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 橋本繁雄)

第42回 弁論 住民票写(橋 本繁雄外3名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 村木藤四郎)

第42回 弁論 住民票写(村 木藤四郎外6名)

第42回弁論 戸籍謄本(筆 頭者 梶原清太郎)

第42回弁論 住民票写(梶 原清太郎外5名)

第42回 弁論 原戸籍謄本(筆 頭者 渡辺栄一郎)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 渡辺篤太郎)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 渡辺経栄)

第42回 弁論 住民票写(渡 辺経栄外5名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 小島博)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 渡辺篤)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 渡辺篤夫)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 中村実)

第42回 弁論 相続放棄申述受理審判書謄本

第42回 弁論 原戸籍謄本(筆 頭者 南宇蔵)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 南宇助)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 南健次)

第42回 弁論 住民票写(南 健次外5名)

第42回 弁論 戸籍謄本(筆 頭者 高橋一孝)

第42回 弁論 水銀中毒患者および水銀保有者に対す 新潟県
る特別措置要項

第42回 弁論 新潟県有機水銀中毒症患者診査会規程 新潟県

一70―

期日 認否

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 認

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

備 考
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コマ 甲号証 収録 期 日等 標目 作成者 期 日 認否 備 考

318甲157

320甲158

321甲159

322甲160

330甲161

335甲162

一 甲163

363甲164

364甲165

371甲166

383甲167

◎ 第42回 弁論 新潟市水俣病患者等に対する特別措置 新潟市
要綱

◎ 第42回 弁論 新潟県 ・新潟市公害被害者認定審査会 新潟県
協同設置規約

◎ 第42回 弁論 ○○○○○に対する水俣病認定証明書 新潟市

◎
受胎調節指導および健康管理の解除に 策本部長
ついて」と題する書面

◎ 第42回 弁論 昭41.12.9付 農薬工業会の新潟県阿賀 農薬工業会
野川流域有機水銀中毒症の原因に関す
る見解

◎ 第42回 弁論37年 用農薬包装規程表

組合連合会
× 第43回 弁論 農薬要覧一1965-

◎ 第43回 弁論 新潟県 ・新潟市公害被害者認定審査会 新潟県
委員名簿

◎ 第43回 弁論 診断書 原田正純

◎ 第43回 弁論 三川村部落で発掘 した猫臓器中(骨)滝 沢行雄
水銀量の分析結果について

◎ 第43回 弁論 昭和46年4月22日 付新潟 日報記事 阿 新潟 日報社
賀上流,地 震前に汚染魚一滝沢助教授
が狂死の猫 を調査,メ チル水銀正常の
40倍,発 病の可能性ありうる

第43回 弁論 不知

第43回 弁論 不知

第42回 弁論 「高水銀保有者妊娠可能婦人 に対する 新潟県水銀中毒対 第43回 弁論
第43回 弁論 不知

認

第43回 弁論 不知

全国購買農業協同 第43回 弁論 認

日本植物防疫協会 第46回 弁論

384甲168-1◎ 第44回 弁論 熊本地方裁判所昭和44年(モ)第734熊 本地方裁判所
号事件(い わゆる熊本水俣病事件)に
おける細川一証人尋問の速記録写

449甲168-2

450甲168-3-1

451甲168-3-2

452甲168-4

456甲169-1

461甲169-2

464甲170

467甲171-1

467甲171-2

468甲171～3

468甲171-4

469甲171-5

469甲171-6

470甲172

47Z甲173

◎

◎

◎

◎

第44回 弁論 供述録取書

第44回 弁論 細川一の武内忠男宛書簡

第44回 弁論 細川一の武内忠男宛書簡封筒

第44回 弁論 「細川ノー ト」写

福田拓

細川一

細川一

坂東克彦

◎ 第44回 弁論 雑誌 「科学」第41巻 第5号 潜 在 性 水 原 田正純

俣病 一病気の全貌 は まだ明 らかにされ
て いない

◎ 第44回 弁論 雑 誌 「科 学」第41巻 第5号 ハ ン タ 土井陸雄
一 ・ラ ッセル症候群の再評価一水俣病

の未認定問題 に関連 して

◎ 第44回 弁論 日本 医事新 報 第242号

水俣病 とその病変

◎ 第44回 弁論 写真(昭 和46.3.14)斉 藤恒

◎ 第44回 弁論 写真(昭 和46.3.22)滝 澤行雄

◎ 第44回 弁論 写真(昭 和46.3.22)滝 澤行雄

◎ 第44回 弁論 写真(昭 和46.3.23)滝 澤行雄

◎ 第44回 弁論 写真(昭 和46.3.24)滝 澤行雄

◎ 第44回 弁論 写真(昭 和46.3.27)滝 澤行雄

◎ 第44回 弁論 報告書 「三 川村部落 で発掘 した猫臓器 滝澤行雄

中(骨)水 銀量 」の一部追加訂正 につ
いて,と 題 す る書 面(甲 第166号 証 の

訂正)

◎ 第46回 弁論 雑 誌 「神 経 進 歩」13巻1号113～121頁 白木博次

白木博次 の神経病理 学の立場か らみた

有機水銀 中毒 の長期 追跡 の必要性

認

第46回弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知 甲172号 証 を参照。

第46回 弁論 認

第46回 弁論 原本WII-2-027を 参照。
の存

在及
び成

立認

第46回 弁論 不知VHI-2-015を 参照〇

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知Vm-2-011を 参 照。細
川一 関 連 はV―――-2およ

び 「総 合 解 説」 を参

照。

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

10年経過後の 武内忠男ほか4名 第46回 弁論 認

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 認
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Reel13 1新 潟水俣病裁判第 ―次訴訟記録
コマ 乙号証 収録 期 日等 標目 作成者 期 日 認否 備 考

1。9-2乙 号 証Reel13

Ree冂3

003乙1-1

003乙1-2

003乙1-3

004乙1-4

004乙L5

004乙1-6

005乙1-7

005乙1-8

005乙1-9

005乙1-10

006乙1-11

006乙1-12

007乙1-13

007乙1-14

008乙1―15

009乙2

乙3

乙4

乙5-1

乙5-2

乙5-3

乙5-4

乙5-5

乙5―6

乙5-7

乙5-8

乙5-9

◎ 第42回 弁論 中央埠頭九肥C倉 庫 の写真(昭39.9撮 運輸省港湾技術研 第46回 弁論 認
影)(乙 第215号 証70頁 写真3-8-8と 同 究所
一一・)

◎ 第42回 弁論 中央埠頭新潟商船A倉 庫の写真(昭 運輸省港湾技術研 第46回 弁論 認
39.9撮 影)(乙 第215号 証71頁 写真3-8究 所
一9と同一)

◎ 第42回 弁論 中央埠頭新潟商船A倉 庫の写真 新潟地方気象台 第46回 弁論 不知

◎ 第42回 弁論 東埠頭の写真(昭39撮 影)(乙 第215号 運輸省港湾技術研 第46回 弁論 認
証66頁 写真3-7-6と 同一)究 所

◎ 第42回 弁論 東埠頭の写真(昭39撮 影)(乙 第215号 運輸省港湾技術研 第46回 弁論 認
証65頁 写真3-7-4と 同一)究 所

◎ 第42回 弁論 北埠頭岸壁の写真(昭39撮 影)(乙 第 運輸省港湾技術研 第46回 弁論 認
215号 証60頁 写真3-5-12と 同一)究 所

◎ 第42回 弁論 北埠頭南壁の写真(昭39撮 影)(乙 第 運輸省港湾技術研 第46回 弁論 認
215号 証61頁 写真3-5-18と 同一)究 所

◎ 第42回 弁論 北埠頭之端の写真(昭39撮 影)(乙 第 運輸省港湾技術研 第46回 弁論 認
215号 証写真3-5-1と 同一)究 所

◎ 第42回 弁論 北埠頭之端の写真(昭39撮 影)(乙 第 運輸省港湾技術研 第46回 弁論 認
215号 証58頁 写真3-5-2と 同一)究 所

◎ 第42回 弁論 北埠頭之端 の写真(昭39撮 影)(乙 第 運輸省港湾技術研 第46回 弁論 認
215号 証58頁 写真3―5-2と同一)究 所

◎ 第42回 弁論 臨港埠頭滝沢倉庫 の写真(昭39.6.20新 潟臨港海陸運送 第46回 弁論 不知
撮影)株 式会社

◎ 第42回 弁論 臨港埠頭滝沢倉庫跡の写真(昭40.7撮 若松大朔 第46回 弁論 不知
影)

◎ 第42回 弁論 臨港埠頭滝沢倉庫跡の写真(昭40.7撮 若松大朔 第46回 弁論 不知
影)

◎ 第42回 弁論 臨港埠頭滝沢倉庫跡の写真(昭40.7撮 若松大朔 第46回 弁論 不知
影)

◎ 第42回 弁論 信濃川河口附近の写真(昭39.6.27撮 国立科学防災セン 第46回 弁論 不知 「総合解説」参照。
影)タ ー

◎

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

乙5-10×

乙5-11×

乙5―12×

乙5-13

乙5-14

乙5-15

×

×

×

第42回 弁論 通船川大仏橋附近の写真(乙 第180号 新潟県
証表紙掲載の写真 と同一)

第42回 弁論 昭和41年6月25日 付日本経済新聞 日本経済新聞社

第42回 弁論 「熊 本 医 学 会 雑 誌」38巻5号1～13頁 松井重雄
有機水銀中毒に関する実験的研究

第42回 弁論 症状発現頻度グラフ
第5図 と同一)俣 病研究班

第42回 弁論 症状発現頻度グラフ

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

(甲第50号 証51頁 熊本大学医学部水 第46回 弁論 認

昭和電工株式会社 第46回 弁論

第42回 弁論 各症 状 出現 率(甲 第16号 証873頁Fig3椿 忠雄

と同一)

第42回 弁論 神経症状(甲 第42号 証28頁 と同一)臨 床研 究班

第42回 弁論 聴力検査成績(甲 第15号 証636頁 表1と 水越鉄 理

同一)

第46回 弁論

否

認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認 甲42号証を収録。

第42回 弁論 地区別川魚種類別 ・量別摂食状況(甲 厚生省特別研究班 第46回 弁論 認
第42号 証332頁 と同一)疫 学研究班

第42回 弁論 頭髪水銀量 と川魚摂食状況(甲 第42号 厚生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証を収録。
証328頁 と同一)疫 学研究班

第42回 弁論 阿賀野川流域の有機水銀中毒(甲 第16椿 忠雄 第46回 弁論 認
号証873頁 と同一)

第42回 弁論 阿賀野川における漁協別漁獲量比較表 厚生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証 を収録。
(甲第42号 証330頁 と同一)疫 学研究班

第42回 弁論 公 害 と農薬 による疾病(甲 第16号 証 椿忠雄 ほか 第46回 弁論 認
943頁 と同一)

第42回 弁論 水俣 湾摩魚介類投与 による実験 的水俣 熊 本大学医学 部水 第46回 弁論 認

病 発症 不コの一般 的事項(甲 第50号 証 俣病 研究班
305頁 第1表 と同一)

第42回 弁論 貝粉投 与 によるネ コの水俣病発生 の一 熊 本大学 医学部 水 第46回 弁論 認

般 的事項(甲 第50号 証312頁 第3表 と同 俣病研 究班
一)

第42回 弁論 毛髪水 銀量 経時変化 昭 和電工株 式会社 第46回 弁論 否

第42回 弁論 長髪水銀 量経時変化 昭 和電工株 式会社 第46回 弁論 不知

第42回 弁論 ・46餾駕〃♂α'加 げ 〃θzごπyα10ηg〃 η・浮田忠之進 ほか 第46回 弁論 不知

9漉(ゾ 施 ゴzs(ゾFθ 〃zα16ル1翩∂繝(ゾ
s砌z6Fα 〃zガ〃6s、4加6'642〃 励
""初

α〃2α'αDゴ∫6αs〆'(乙 第263号 証9

頁Fig2と 同一)
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1-9書 証(乙 号 証) Ree―13

コマ 乙号証 収録 期 日等 標目 作成者 期日 認否 備 考

3

3一

乙5-16×

乙5-17×

乙5-18×

乙5-19×

乙5-20×

乙5-21×

乙5-22×

乙5-23×

乙6

乙7

乙8-1

010乙8-2

一 乙8-3

乙8-4

乙8-5

乙8-6

乙8-7

乙8-8

乙8-9

乙9-1

乙9-2

乙9-3

乙9-4

乙9―5

乙9-6

乙9-7

×

×

×

◎
×

×

×

×

×

×

×

第42回 弁論 患者の毛髪水銀量分布 証拠説明書 には椿 第46回 弁論 不知
忠雄 と記載 されて
いるが、誤 りの可
能性が残 る。要確
認

第42回 弁論 信濃川 と阿賀野川で漁獲 された川魚の 厚生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証を収録。
総水銀量平均値 の比較(甲 第42号 証 疫学研究班
403頁 の表 と同一)

第42回 弁論 日科技連数値表(乙 第53号 証20頁 と同 日本科学技術連盟 第46回 弁論 不知
一)

第42回 弁論 川魚多量摂取者の地域別にみた頭髪水 証拠説明書には厚 第46回 弁論 不知
銀保有量の分布 生省特別研究班疫

学研究班、証拠 目
録には昭和電工株
式会社 とある。

第42回 弁論 長髪分割測定(乙 第35号 証1-5頁 と同 新潟大学?第46回 弁論 不知
一)

第42回 弁論 新潟水俣病 患者の家族の毛髪水銀量 厚生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証 を収録。
(甲第42号 証168～169頁 と同一)試 験研究班

第42回 弁論 阿賀野川流域における魚種 とその生態 厚生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証 を収録。
(甲第42号 証337～338頁 と同一)疫 学研究班

第42回 弁論 塩水銀 と川魚の蝟集場所地震による河 厚生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証 を収録。
床の変動(甲 第42号 証357頁 と同一)疫 学研究班

第42回 弁論 雑誌 「労働衛生」1965.10.1.15～19頁 椿忠雄,近 藤喜代 第46回 弁論 認
新潟市 における有機水銀中毒の集団的 太郎
発生一第二の水俣病か一

第42回 弁論 雑誌 「生物の科学遺伝」20巻 ・5号 ・椿忠雄,近 藤喜代 第46回 弁論 認
4～8頁 太郎

第42回 弁論 地図(新 潟)(20万 分の1)国 土地理院 第46回 弁論 赤色

青色
部分
不知
その
余認

第42回 弁論 阿賀野水銀中毒事件について 通商産業省 第46回 弁論 不知

第42回 弁論 昭和43年4月3日 付日本経済新聞(乙 第 日本経済新聞社 第46回 弁論 認
264号 証 と同一)

第42回 弁論 新潟水銀中毒事件試験研究班の汚染様 厚生省特別研究班 第46回 弁論 不知
式の推定(乙 第35号 証1-124～125頁 と 試験研究班
同一)

第42回 弁論 長髪分割測定(乙 第35号 証 の1-5頁,新 潟大学P第46回 弁論 不知
乙第5号 証の20と 同一)

第42回 弁論 新潟水銀中毒事件特別研究報告書中の 厚生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証を収録。
汚染態様の推定(甲 第42号 証172頁 と 試験研究班
同一)

第42回 弁論 昭和43年9月22日 付 日本経済新聞(乙 日本経済新聞社 第46回 弁論 認
第265号 証 と同一)

第42回 弁論 昭和42年4月19日 付 日本経済新聞(乙 日本経済新聞社 第46回 弁論 認
第266号 証 と同一)

第42回 弁論 昭和40年6月22日 付毎 日新聞(乙 第267毎 日新聞社 第46回 弁論 認
号証 と同一)

× 第42回 弁論 「赤外線 吸収 スペ ク トル解 析法」 中,島 内武彦

91頁 工 一 テ ル類 のC―0伸 縮 振 動

(乙第107号 証,81頁 と同一)

× 第42回 弁論 世界 大百科事典 ・13巻 中、182～183頁 平凡社

赤 外線 の分光 学 的応用(乙 第268号 証
182,183頁 と同一)

× 第42回 弁論 日本 薬理学雑誌 ・63巻4号233頁 〔P〕

NoelprismkerTab(甲 第24号 証1―

233頁 と同一)

× 第42回 弁論 日本 衛生学雑誌 ・22巻2号 ・392頁

俣湾 魚介中の有機水銀 とその有毒 化機

転 に関 す る研 究(甲 第30号 証8―392頁
と同一)

× 第42回 弁論 日本 薬理学雑誌 ・64巻5号536頁

ε驪 δ韶 と識 螺曝鍵 砦 驪 ほか

第46回 弁論 否

第46回 弁論 不知

喜田村正次ほか 第46回 弁論 認 甲24号証を収録。

水 入鹿山且朗ほか 第46回 弁論 認 甲30号証 を収録。

CH3喜 田村正次,瀬 辺 第46回 弁論 認 甲24号 証 を収録 。

536頁 と同一)

× 第42回 弁論 バ イ ル ス タイ ン有 機化 学 ハ ン ドブ ッ バ イルスタイ ン 第46回 弁論 否

ク、602頁 化 合 物C2F14Hgの 製 法

(乙第269号 証602頁 と同一)

× 第42回 弁論 日本薬理学雑誌 ・64巻5号537頁(甲 第 喜 田村正 次,瀬 辺 第46回 弁論 認 甲42号 証 を収録 。

24号 証4-537頁 と同一)恵 鎧 ほか
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Reel13 1新 潟水俣病裁判第 ―次訴訟記録

コマ 乙号証 収録 期日等 標目 作成者 期 日 認否 備 考

乙9-8

乙9-9

×

×

乙9-10×

乙9-11 ×

乙9-12×

乙9-13×

乙9―14×

乙9-15x

乙9-16×

乙9-17×

乙9-18×

乙9-19

一 乙9-20

011乙9-21

乙9-22

乙9―23

乙9-24

乙9-25

乙9-26

乙9-27

第42回 弁論 「赤外線吸収 スペ ク トル解析法」111頁 島内武彦 第46回 弁論 不知

アル デ ヒ ドC・0の 伸縮 振動(乙 第107

号証111頁 と同一)

第42回 弁論 日本薬理学雑誌 ・63巻4号237頁 過剰 喜田村正次,瀬 辺 第46回 弁論 認 甲24号 証 を収録。

アセ チ レ ン法 の横 型 実験 とCH3-Hg一 恵鎧 ほか
X(甲 第24号 証1-237頁 と同一)

第42回 弁論 日本薬理学雑誌 ・63巻4号242頁 数値 喜田村正次,瀬 辺 第46回 弁論 認 甲24号 証 を収録。
のバ ラ ツ キ(甲 第24号 証1-243頁 と同 恵鎧 ほか
一)

第42回 弁論 日本衛生学雑誌 ・22巻2号400頁 チ ッ 入鹿 山且朗 ほか 第46回 弁論 認 甲30号 証 を収録。
ソ精溜塔排水 中の塩 素 イオ ン(甲 第30

号証8-400頁)

第42回 弁論 日 本 衛 生 学 雑 誌 ・22巻2号399頁 入鹿 山且朗 ほか 第46回 弁論 認 甲30号 証 を収録。

(CH3Hg)2So4の 物 性 と水俣 ア セ ト

アルデ ヒ ド施設 か らの抽 出物(甲 第30

号証8-399頁 と同一)

第42回 弁論 熊本大学医学部水俣病研 究班の 「水俣 熊本 大学医学部水 第46回 弁論 認

病」425頁 溶 液 のPHと 水 蒸 気 蒸 溜 俣病研 究班
に よ る溜 六 性 との 関 係(甲 第50号 証

425頁 と同一)

第42回 弁論 医学 のあゆみ55巻5号332頁 水俣酢 入鹿 山且朗 ほか 第46回 弁論 認

酸設備 内の水 銀滓中の有機水銀(甲 第

37号 証 ・332頁 と同一)

第42回 弁論 日本衛 生学 雑誌21巻5号343頁 「む 入鹿 山且朗 ほか 第46回 弁論 認 甲30号 証 を収録。

す び」 の部 分(甲 第30号 証7-343頁 と

同一)

第42回 弁論 水銀回収装置図 昭和 電工株式会社 第46回 弁論 不知

第42回 弁論 化学 工 業 臨時 増 刊(昭35.12.)132頁 化学工業社 第46回 弁論 不知
クー ラー(乙 第74号 証132頁 と同一)

第42回 弁論 「化学機械 の理論 と計算」180頁 ホー 亀井三郎 第46回 弁論 不知
ムセパ レー ター(乙 第75号 証180頁 と

同一 〉

× 第42回 弁論 共 立社 「化 学 工業 講座 」213頁 サ イ 大山義年

クロン(乙 第76号 証213頁 と同一)

x第42回 弁論 特許 公報(特 許番号318232)特 許庁

◎ 第42回 弁論 雑 誌 「科 学 」38巻12号 ・638～639頁 宇井純 ほか

「廃水処理 の原則 は除 染 であ る」 と題

す る部 分(乙 第270号 証638～639頁 と

同一)

× 第42回 弁論 アセ トアル デ ヒ ド製 造 工 程 図(乙 第 チ ッソ株式会社

271号 証 と同一)

× 第42回 弁論 日本衛生学雑誌22巻3号420頁 水俣工 入鹿 山且朗 ほか

場排 水処 理系統内の水銀(甲 第30号 証
9-420頁 と同一)

× 第42回 弁論 厚生省 「用水 と廃 水」10巻12号 、32頁 厚生省
水銀 による環境 汚染暫定対策 要領(乙

第272号 証32頁 と同一)

× 第42回 弁論 島津 科学器 械 ニ ュー ス(通 巻108)ガ 荒木峻

ス クロマ トグラフィ雑感

× 第42回 弁論 工業化学 雑誌70巻9号143頁 ガス クロ 寺本亘二 ほか

マ トグ ラフに よる酢酸 フェニル水 銀中

の メチル水銀 化合物 の分析(乙 第85号

証143,144頁 と同一)

× 第42回 弁論 「分 析 機器」5巻5号57頁 ガ ス ク ロの 石倉俊治

みに よる分析誤認 の危険性(乙 第91号

証57頁 と同一)

乙9-28×

乙9-29×

乙9-30×

乙9-31×

乙9-32×

乙9-33×

乙9-34×

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 認 甲30号 証 を収録。

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第42回弁論 日本衛生学雑誌22巻2号395頁(甲 第30入 鹿山且朗ほか 第46回 弁論 認 甲30号証を収録。
号証8と 同一)

第42回 弁論 工場排水口水苔のクロマ トグラム(乙 昭和電工株式会社 第46回 弁論 否
第39号 証2-28頁 別添図表 と同一)

第42回 弁論 「分析機器」5巻5号58頁(乙 第91号 証 石倉俊治 第46回 弁論 不知
58頁 と同一)

第42回弁噸 緲 鞴 纛麟 齦 醗 黥 喜翻 藩巍 鬆鮪 第46回弁論 認 甲42号証を嚥

の クロマ トグラム(甲 第42号 証230頁 究班)
と同一)

第42回 弁論 新潟 水銀 中毒事 件特別 研 究報 告 書 厚生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証を収録。
234,235頁 排水口泥 ・ボタ山泥 ・排 試験研究班
水口水苔分析(甲 第42号 証24～235頁
と同一)

第42回 弁論 アセチレン原単位(乙 第116号 証231頁 カーバイ ト工業会 第46回 弁論 否
と同一)

第42回 弁論 化学便覧560頁 アルデ ヒド1屯 当 日本化学会 第46回 弁論 否
り,ア セチ レンの原単位(乙 第117号
証560頁 と同一)
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1-9書 証(乙 号証) Ree―13

コマ 乙号証 収録 期日等 標目 作成者 期日 認否 備 考

乙9-35

乙9-36

乙9-37

乙9-38

乙10-1

乙10-2

乙10-3

乙10-4

乙10-5

乙10-6

乙10-7

乙10-8

乙10-9

乙10-10

乙10-11

乙10-12

乙10-13

乙10-14

乙10-15

乙10-16-1

乙10-16-2

乙10-17

乙10-18

乙10-19

乙10-20

乙10-21

乙10-22

乙10-23

× 第42回 弁論 「製造工程全集II」314頁 アセ トアル 化学工業社 第46回 弁論 否

デヒド(ア セチレン水和法)(乙 第28
号証314頁 と同一)

× 第42回 弁論 産業公害対策特別委員会議事録 昭和 衆議院 第46回 弁論 不知 乙273号 証を収録。
42年9月17頁(乙 第273号 証17頁 と同
一)

× 第42回 弁論 産業公害対策特別委員会議事録 昭和 衆議院 第46回 弁論 不知 乙273号 証 を収録。
42年9月18～19頁(乙 第273号 証
18～19頁 と同一)

× 第42回 弁論 阿賀野川平面図其二(乙 第274号 証 と 北陸地方建設局新 第46回 弁論 認

同一)潟 工事事務所
× 第42回 弁論 理科年表 地39頁 日本のおもな河川 東京天文台P第46回 弁論 不知

(乙第275号 証 と同一)
× 第42回 弁論 阿賀野川水量調査(工 場付近)東 北電力株式会社 第46回 弁論 不知

鹿瀬発電所
× 第42回 弁論 「分析化学」1247頁 有機水銀化合物 西末雄ほか 第46回 弁論 不知

希薄水溶液の分析(乙 第276号 証1247
頁 と同一)

× 第42回 弁論Sα1π∂〃漉S1η αノg砌'6砌4〃6!必W・F・ リンケ 第46回 弁論 否
α7g翩'6Co挽 ρo〃η4s(1958)(乙 第102
号証1230頁 と同一)

× 第42回 弁論 メチル水銀化合物の物性に関する研究 田辺正士 第46回 弁論 不知
(乙第18号 証1頁 と同一)

× 第42回 弁論 新潟水銀中毒事件特別研究報告書 ・表 厚生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証を収録。II―
12・337頁 阿賀野川流域における 疫学研究班

魚種 とその生態(甲 第42号 証337頁 と
同一)

× 第42回 弁論 阿賀野川の水域別魚体水銀含量 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

× 第42回 弁論 新潟水銀中毒事件特別研究報告書 ・35厚 生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証を収録。頁 苔(泥 を含む)
の分析値(甲 第42試 験研究班

号証215頁 と同一)
× 第42回 弁論 新 潟水銀 中毒 事件特 別研 究報 告 書 厚生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証 を収録。

422頁 昭 電排 水 口の成績 との対 照 疫学研究班
(甲第42号 証422頁 と同一)

× 第42回 弁論 新 潟水 銀 中毒 事件 特別研 究 報告 書 厚生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証 を収録。
332頁 地 区別川魚種類別,量 別摂食 疫学研究班
状況(甲 第42号 証332頁 と同一)

× 第42回 弁論 阿賀野川上 ・中流の刺網行使者氏名 酒井盛好 第46回 弁論 不知

× 第42回 弁論 ニゴイ ・マルタ喫食率(乙 第39号 証2,昭 和電工株式会社 第46回 弁論 不知

3頁別添図表1と 同一)
× 第42回 弁論 新潟水 銀 中毒事件 特別 研究 報 告書 厚生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証を収録。

330頁 阿賀野川における漁協別漁獲 疫学研究班
量比較表(甲 第42号 証330頁 と同一)

× 第42回 弁論 長髪水銀量の経時変化(乙 第5号 証14昭 和電工株式会社 第46回 弁論 不知
と同一)

× 第42回 弁論 「阿賀野川沿岸部落の有機水銀中毒症 厚生省特別研究班 第46回 弁論 不知

集団発生に関する疫的研究」49～50頁 疫学研究班
(乙第35号 証の3-49～50頁 と同一)

× 第42回 弁論 阿賀野川流域における川魚多量摂取者 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
の地区別頭髪水銀保有量(乙 第22号証
6頁 と同一)

× 第42回 弁論 川魚多量摂取者の地域別にみた頭髪水 昭和電工株式会社 第46回 弁論 否
銀保有量の分布(乙 第22号 証7頁 と同
一)

× 第42回 弁論 新潟水銀中毒事件特別研究報告書・321厚 生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証 を収録〇

頁 川魚 の浮 いた時期(甲 第42号 証 疫学研究班
321頁 と同一)

× 第42回 弁論 塩化メチル水銀水溶液中における立泳 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
ぎ実験結果8乙 第19号 証1頁 と同一)

× 第42回 弁論 熊本大学医学部 「有機水銀中毒に関す 熊本大学医学部水 第46回 弁論 認
る研究」魚介類の水銀量(甲 第50号 証 俣病研究班
339頁 と同一)

× 第42回 弁論 新 潟水 銀 中毒事件 特別 研究 報 告 書 厚生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証 を収録。
322頁 川魚浮上 と患者発生時期(甲 疫学研究班
第42号 証322頁 と同一)

× 第42回 弁論 労働 の科学20巻6号50頁 水俣病の 入鹿山且朗 第46回 弁論 不知
原因物質 を追求 して(乙 第277号 証50
頁 と同一)

× 第42回 弁論 試験研究班 ・新潟水銀中毒事件試験研 厚生省特別研究班 第46回 弁論 不知
各種検体分析数値 試験研究班究班報告書・148頁

表(乙 第35号 証2-148頁 と同一)

× 第42回 弁論 新潟 水銀 中毒事 件特 別研 究 報 告書 厚生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号 証を収録。
検体一覧表 その他(甲 第42号 試験研究班196頁

証196頁 と同一)
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Reel13 1新 潟水俣病裁判第1次 訴訟記録
コマ 乙号証 収録 期日等 標目 作成者 期日 認否 備 考

乙10-24×

乙10-25×

乙10-26×

乙10-27×

乙10-28×

乙10-29×

乙10-30×

乙10-31×

乙10-32×

乙10-33×

乙10-34×

012乙10-35◎

乙10-36×

乙10-37×

乙10-38×

乙11-1×

乙11-2×

乙11-3×

乙11-4×

乙11-5×

乙11-6×

乙11-7

乙11-8

第42回 弁論 新潟水銀中毒事件特別研究報告書22厚 生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号 証を収録。
頁 年次別月別患者発生数等(甲 第42臨 床研究班
号証22頁 と同一)

第42回 弁論 産業公害177頁 汚濁の現状(乙 第 木村恒行ほか 第46回 弁論 不知
278号 証177頁 と同一)

第42回 弁論 東京原子力産業研究所の分析結果報告 東京原子力産業研 第46回 弁論 否
書(乙 第56号 証1,2と 同一)究 所

第42回 弁論 東京原子力産業研究所の生魚のHg量 東京原子力産業研 第46回 弁論 否
測定(乙 第57号 証1と 同一)究 所

第42回 弁論 うな ぎの旅66頁(乙 第379号 証66頁 松井魁 第46回 弁論 不知
と同一)

第42回 弁論 工場上流地区毛髪水銀分析表(乙 第46昭 和電工株式会社 第46回 弁論 不知
号証資料10と 同一)

第42回 弁論 福島県阿賀野川流域住民の頭髪水銀量 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知 乙46号証を収録。
11頁(乙 第46号 証 ・表3と 同一)(厚 生省調査 を転

記)

第42回 弁論 農業による有機水銀中毒症 を中心 とし 昭和電工株式会社 第46回 弁論 否
た地域住民 の健康調査成績 について
(第16回 徳島医学会冬季総会スライ ド)
(乙第159号 証No58・59と 同一)

第42回 弁論 臨床科学4巻8号958頁 メチル水銀 喜田村正次ほか 第46回 弁論 不知
の体内分解排出(乙 第280号 証958頁 と
同一)

第42回 弁論 日本衛生学雑誌24巻1号77頁 低濃 喜田村正次ほか 第46回 弁論 不知
度アルネル水銀の生体間における蓄積
性 について 第二報(乙 第281号 証77
頁 と同一)

第42回 弁論 用水 と廃水10巻12号860頁 むすび 寺本亘二ほか 第46回 弁論 不知
部分(乙 第282号 証860頁 と同一)

第42回 弁論 「阿賀野lllにおける魚介類 ならびに底 日本海区水産研究 第46回 弁論 不知
生生物 の分布調査」13頁(乙 第132号 所
証1-13頁 と同一)

第42回 弁論 日本衛生学雑誌16巻70頁 硅藻類中 入鹿山且朗 第46回 弁論 不知
の水銀量(乙 第283号 証70頁 と同一)

第42回 弁論 水銀化合物の慢―生毒性実験(乙 第46号 国立衛生試験所毒 第46回 弁論 不知 乙46号証を収録。
証資料7と 同一)性 部

第42回 弁論 「科学」37巻3号157～158頁 食物に残 若月俊一 第46回 弁論 不知
留 した人体 に蓄積する農薬(乙 第237
号証157～158頁 と同一)

第42回 弁論 「水俣病」51頁 症状発現頻度(甲 第 熊本大学医学部水 第46回 弁論 認
50号証51頁 と同一)俣 病研究班

第42回 弁論 「内科」21巻5号873頁 各症状 出現率 椿忠雄 第46回 弁論 認
(甲第16号 証873頁 と同一)

第42回 弁論 「水俣病」76頁(甲 第50号 証76頁 と同 熊本大学医学部水 第46回 弁論 認
一)俣 病研究班

第42回 弁論 新潟水銀中毒事件特別研究報告書28厚 生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証を収録。
頁、神経 症状(甲 第42号 証28頁 と同 臨床研究班
一)

第42回 弁論 新潟水銀中毒事件特別研究報告書、25厚 生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証を収録。
頁 重症例(26例)の 臨床症状(甲 第 臨床研究班
42号証25頁 と同一)

第42回 弁論 新潟水銀中毒事件特別研究報告書、 厚生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証を収録。
368～369頁 薄層クロマ トによる有機 疫学研究班
水銀の検出成績等8甲 第42号 証368～
369頁 と同一)

× 第42回 弁論 日本 農村 医学 雑誌13巻3,4号291頁 藤井敬三 ほか

農民の健康 と栄養調査報告(第 一報)

(乙第284号 証291頁 と同一)

× 第42回 弁論 日本医学会総 会学術講 演集1農 薬種 若 月俊一

類別 にみた発現症状(乙 第285号 証778
-1頁 と同一)

乙11-9×

乙11-10×

乙11-11×

乙11-12

乙11-13

乙11-14

(乙第159号 証No.58と 同一)

第42回 弁論 「科 学」37巻3号156頁 農 夫 症 患 者 の 若 月俊一

水銀量(乙 第237号 証156頁 と同一)

第42回 弁論 官 公庁 公 書専 門 資料3巻5号8頁 農 山田憲吾 ほか

薬 による有機水銀 中毒症 患者の水銀量

(乙第157号 証8頁 と同一)

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第42回弁論 第15回 徳島医学会冬季総会 スライ ド 昭和電工株式会社 第46回 弁論 否

× 第42回 弁論 チ ッソプロセス(英 文)(訳 文添付)

× 第42回 弁論 アセ トアル デ ヒ ド製 造 工 程 図(乙 第 チ ッソ株式 会社

371号 証 と同一)

× 第42回 弁論 日本衛生学雑誌22巻2号399頁(甲 第 入鹿 山且朗 ほか

30号 証8-399頁 と同一)

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 否

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 認 甲30号証を収録。
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コマ 乙号証 収録 期日等 標目 作成者 期日 認否 備 考

乙11-15×

乙11-16×

乙11-17×

乙11-18×

乙11-19×

乙11-20×

乙11-21×

乙11-22×

乙11-23×

乙11-24×

乙11-25×

乙11-26×

乙11-27×

乙11-28×

乙11-29×

乙11-30×

乙11-31-1×

乙11-31-2×

乙11-32×

乙12-1×

乙12-2×

乙12-3×

乙12-4×

乙12-5×

乙12-6×

乙12-7

乙12-8

乙12-9

×

×

×

一 乙12 -10×

第42回 弁論 日本衛生学雑誌22巻2号400頁 チッ 入鹿山且朗ほか 第46回 弁論 認 甲30号証を収録。
ソ反応液中の塩素イオン(甲 第30号 証
8-400頁 と同一)

第42回 弁論 「水俣病」418頁 水俣工場廃水(甲 第 熊本大学医学部水 第46回 弁論 認
50号証418頁 と同一)俣 病研究班

第42回 弁論 日本衛生学雑誌22巻3号420頁 水俣 入鹿山且朗ほか 第46回 弁論 認 甲30号 証を収録。
工場排水処理系統内の水銀(甲 第30号
証9-420頁 と同一)

第42回 弁論 「労働の科学」20巻6号50頁 水俣病の 入鹿山且朗 第46回 弁論 不知
原因物質を追求 して(乙 第277号 証50
頁 と同一)

第42回 弁論 「医学の あゆみ」55巻5号332頁 水俣 入鹿山且朗 第46回 弁論 認 甲37号証を収録。
酢酸設備内の水銀滓中の有機水銀(甲
第37号 証332頁 と同一)

第42回 弁論 「水俣病」421頁 水銀滓の排出(甲 第 熊本大学医学部水 第46回 弁論 認
50号証421頁 と同一)俣 病研究班

第42回 弁論 「水俣病」13頁 水俣病患者発生地域 熊本大学医学部水 第46回 弁論 認
図(甲 第50号証13頁 と同一)俣 病研究班

第42回 弁論 「水俣病」12頁 疫学的観察(甲 第50熊 本大学医学部水 第46回 弁論 認
号証12頁 と同一)俣 病研究班

第42回 弁論 日本衛生学雑誌22巻3号13頁 アサ 入鹿山且朗 第46回 弁論 認 甲30号証を収録。
リの水銀量の増加傾向(?)と 濃厚汚
染(甲 第30号 証9-13頁 と同一)

第42回 弁論 「水俣病」339頁 魚介類の水銀量(甲 熊本大学医学部水 第46回 弁論 認
第50号証339頁 と同一)俣 病研究班

第42回 弁論 「水俣病」29頁(甲 第50号 証29頁 と同 熊本大学医学部水 第46回 弁論 認
一)俣 病研究班

第42回 弁論 「水俣病」297頁(甲 第50号 証297頁 と 熊本大学医学部水 第46回 弁論 認
同一)俣 病研究班

第42回 弁論 「水俣病」415～416頁 水俣工場排水 熊本大学医学部水 第46回 弁論 認
溝 と採泥地点図(甲 第50号 証415～416俣 病研究班
頁と同一)

第42回 弁論 「水俣病」431頁 水俣湾月の浦地区の 熊本大学医学部水 第46回 弁論 認
イ貝中の水銀量(甲 第50号 証431頁 と 俣病研究班
同一)

第42回 弁論 「水俣病」432頁 水俣湾泥土中の水銀 熊本大学医学部水 第46回 弁論 認
量(甲 第50号 証432頁 と同一)俣 病研究班

第42回 弁論 「水俣病」36頁 疫学的考察(甲 第50熊 本大学医学部水 第46回 弁論 認
号証36頁 と同一)俣 病研究班

第42回 弁論 「疫学 と疫学予防」87～88頁 疫学調 松田心一 第46回 弁論 不知
査方法(乙 第286号 証 ・87～88頁 と同
―一)

第42回 弁論 「疫学 と疫学予防」90頁 疫学調査方 松田心一 第46回 弁論 不知
法(乙 第286号 証90頁 と同一)

第42回 弁論 熊本医学会雑誌37巻9号497頁 アサ 藤本素士 第46回 弁論 認 甲32号証を収録。
リの飼育方法(甲 第32号 証497頁 と同
一)

第42回 弁論 新潟県公害防止条例 第46回 弁論 認

第42回 弁論 昭和40年6月18日 付読売新聞(乙 第175読 売新聞社 第46回 弁論 認
号証 と同一)

第42回 弁論 「週刊時事」9巻26号24～25頁 第二の 北野博一 第46回 弁論 不知
水俣病 についての反省(乙 第287号 証
24～25頁 と同一)

第42回 弁論 衛生検査指針IV(乙 第120号 証106頁 と 厚生省 第46回 弁論 不知
同一)

第42回 弁論 昭和43年7月29日 付官報 経済企画庁 経済企画庁 第46回 弁論 不知
告 示 第7号(乙 第58号 証4頁 と 同
一)

第42回 弁論 「安全性の考え方」35～36頁 「工業界 武谷三男 第46回 弁論 不知
をあげての反論」部分(乙 第288号 証
35～36頁 と同一)

第42回 弁論 日本薬理学雑誌63巻4号243頁 ドイ 喜田村正次 第46回 弁論 認 甲24号証 を収録。
ツ方式によるアセ トアルデヒド合成中
におけるメチル水銀副生の問題の最初
の発表時期(甲 第24号 証1―243頁 と同
一)

第42回 弁論 産業医学9巻2号20頁,24～25頁 ア 喜田村正次ほか 第46回 弁論 不知
セチレン接触加水反応にともなうメチ
ル水銀の生成(乙 第289号 証20,24,
25頁 と同一)

第42回 弁論 ワツカーヘ ミー社社長書簡(英 文)H・ ベルグ・アシュ 第46回 弁論 不知(訳文添付)
ミット博士

第42回 弁論 ヘキス ト社の書簡(英 文)(訳 文添付)H・ コック博士 第46回 弁論 不知
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コマ 乙号証 収録 期 日等 標目 作成者 期日 認否 備 考

乙12-11

乙12-12

乙12-13

乙12-14

乙13-1

乙13-2

乙13-3-1
～3

乙13-4

乙13-5

乙13-6

× 第42回 弁論 「公衆衛生」33巻2号(71)11頁 サイ 入鹿山且朗

クレー ターは水銀除去 に無効(乙 第
290号 証11頁 と同一)

× 第42回 弁論 中村弘の日本公衆衛生学会講演集(第 中村弘

3冊 迄)147頁 工場廃水中に含 まれ
る有機水銀の処理(乙 第291号 証147頁
と同一)

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知 乙291号 証を収録。

× 第42回 弁論 昭 和43年4月12日 付 日本 経済 新 聞(乙 日本経 済新聞社 第46回 弁論 認

第292号 証 と同一)

× 第42回 弁論 昭 和43年9月27日 付東京新 聞(乙 第293東 京新 聞社 第46回 弁論 認

号 証 と同一)

× 第42回 弁論 「農薬 の手 引 き」31頁 北興 化 学 工業 化学工業 日報社 第46回 弁論 不知

株 式会社(乙 第294号 証31頁 と同一)

× 第42回 弁論 「農薬 の手 引 き」79頁 日本 特殊 農 薬 化学工業 日報社 第46回 弁論 不知

製 造株 式 会 社(乙 第294号 証79頁 と同
一)

× 第42回 弁論 酢 酸 フェニール水銀中 に於 けるメチル 昭 和電工株 式会社 第46回 弁論 不知

水 銀 化合 物 の混 在 に就 て(乙 第129号

証 の1-57頁,乙 第129号 証 の2-35～36

頁,乙 第102号 証 と同一)

x第42回 弁論SalubilitiesinWater25.等(乙 第W・F・ リンチ 第46回 弁論 不知

102号 証 ・註,乙 第10号 証4-1230頁 と同
一)

× 第42回 弁論 「有 機 合成 化 学」18巻8号556頁 各 種 石 山哲 爾

有機水銀化合物 の土壌へ の吸 着量(乙

第295号 証556頁 と同一)

× 第42回 弁論 「あす の た めの警 告」90～91頁 有 機 福 島要一

水 銀剤 の生産 量(乙 第296号 証90～91

頁 と同一)

乙13-7×

乙13-8×

乙13-9×

乙13-10×

乙13-11×

乙13-12×

乙13-13-1×

乙13-13-2×

乙13-14-1×

乙13-14-2×

乙13-15×

乙13-16×

乙13-17×

乙13-18×

乙13-19×

第46回 弁論 否

第46回 弁論 不知

第42回 弁論 新潟水銀中毒事件特別研究報告書379厚 生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証を収録。
頁 有機水銀粉剤の大部分はフェニー 疫学研究班
ル水銀(甲 第42号 証379頁 と同一)

第42回 弁論 工業化学雑誌70巻9号144頁 酢酸フ 寺本亘二ほか 第46回 弁論 不知
エミール水銀原体中のMM(乙 第85号
証144頁 と同一)

第42回 弁論 「分析機器」5巻5号57頁(乙 第91号 証 石倉俊治 第46回 弁論 不知
57頁 と同一)

第42回 弁論 「遺伝」20巻5号13頁 「むすび」の部分 石倉俊治 第46回 弁論 不知
(乙第297号 証13頁 と同一)

第42回 弁論 「遺伝」20巻5号16頁(乙 第297号 証16証 拠説明書では石 第46回 弁論 不知
頁 と同一)倉 俊治 となってい

るが、証拠目録で
は 山 口誠 哉 で あ
る。

第42回 弁論 「災害医学」11巻5号507頁 ハ ツカネ 喜田村正次 第46回 弁論 不知
ズ ミ体内におけるフェニル水銀(乙 第
298号証507頁 と同一)

第42回弁論 鹿瀬工場上流地区住民の毛髪及び魚よ 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知 乙39-1号 証を収録。
りメチル水銀の持出について(乙 第39
号証1-53頁 と同一)

第42回 弁論 工場上流地区毛髪水銀分析表(乙 第39昭 和電工株式会社 第46回 弁論 不知
号証2-11頁 と同一)

第42回 弁論 官庁公害専門資料3巻5号2～3頁 農薬 山田憲吾ほか 第46回 弁論 不知
アルチル水銀中毒症 と判定 された一症
例につ いて(乙 第157号 証2～3頁 と同
一)

第42回 弁論 官庁公害専門資料3巻5号7～8頁 本例 山田憲吾ほか 第46回 弁論 不知
の使用 した有機水銀剤(乙 第157号 証
7～8頁 と同一)

第42回 弁論 第15回 徳島医学会冬季総会 スライ ド 昭和電工株式会社 第46回 弁論 否
有症者 と使用農薬(乙 第159号 証No.
34と 同一)

第42回 弁論 日本衛生学雑誌24巻1号73頁 農薬 山田憲吾ほか 第46回 弁論 不知
による有機水銀中毒症 を中心 とした地
域住民の健康調査成績(乙 第160号 証
73頁 と同一)

第42回 弁論 信濃川 および阿賀野川流域図(乙 第 安全工学協会水銀 第46回 弁論 不知
299号 証49頁 と同一) 中毒調査委員会

第42回 弁論 長髪水銀量経時変化(乙 第5号 証14,昭 和電工株式会社 第46回 弁論 不知
乙第10号 証14と 同一)

第42回 弁論 疫学研究班・研究報告書322頁 川魚浮 厚生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証 を収録。
上 と患者発生時期(甲 第42号 証322頁 疫学研究班
と同一)
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コマ 乙号証 収録 期 日等 標目 作成者 期日 認否 備 考

乙13-20×

乙13―21×

乙13-22×

乙13-23×

乙13-24×

乙13-25×

乙13-26×

乙13-27×

乙13-28×

乙13-29×

乙13-30×

乙13-31×

乙13-32×

乙13-33×

乙13-34×

乙13-35×

乙13-36×

乙13-37×

乙13-38-1×

013乙13-38-2◎

乙13-38-3×

014乙13-39◎

015乙13-40◎

016乙13-41◎

乙13-42×

017乙13-43◎

乙13-44×

乙13-45×

乙13―46×

第42回 弁論 疫学研究班 ・研究報告書15～16頁 川 厚生省特別研究班 第46回 弁論 不知
魚浮上現象(乙 第35号証3-15～16頁 と 疫学研究班
同一)

第42回 弁論 昭和40年6月14日 付 日本経済新聞(乙 第 日本経済新聞社 第46回 弁論 認
198号証 と同一)

第42回 弁論 新潟水銀中毒事件特別研究報告書191石 倉俊治(厚 生省 第46回 弁論 認 甲42号証を収録。

棗42轜 膿 攣1の 水銀分析(甲 箋裂鐸 試験研
第42回弁論號鬻

31艱 譜 類の水耀(甲 覆蘓 難 学部水第46回弁論 認
第42回弁論濺鑿 驕 靉 響 究報告書25頁鞴 艱 研究班第46回弁論 認 甲42号証を慨

第42回 弁論 昭和40年6月14日 付朝 日新聞(乙 第200朝 日新聞社

号証 と同一)

第42回 弁論 昭和40年6月17日 付新 潟 日報(乙 第201新 潟 日報社

号証 と同一)

第42回 弁論 昭 和40年7月3日 付 新 潟 日報(乙 第210新 潟 日報社

号証 と同一)

第42回 弁論 昭和41年8月14日 付新潟 日報(乙 第201新 潟 日報社

号証 と同一)

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第42回弁論誓潟囓 黷 諜 攤 欝1矚1饕 鞴 艱 研究班第46回弁論 認 甲42号証を慰

証434頁 と同一)

第42回弁論誓潟麟 踏 離 爨 糶 黷 轢 覆崋饑 研究班第46回弁論 認 甲42号証を収銚

経路(甲 第42号 証335頁 と同一)

第42回 弁論 新潟水銀中毒事件特別研究報告書22頁 厚生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証 を収録。
年次別,月 別患者発生数等(図4,5) 臨床研究班
(甲第42号 証22頁 と同一)

第42回 弁論 ニゴイ ・マルタ喫食率(乙 第39号 証2,昭 和電工株式会社 第46回 弁論 不知
3頁別添図表1と 同一)

第42回 弁論 日本衛生学雑誌22巻3号13頁 水俣 入鹿山且朗ほか 第46回 弁論 認 甲30号証を収録。湾およびその周辺
の魚介中の水銀含有

量(甲 第30号 証6-13頁 と同一)

第42回 弁論 日本衛生学雑誌16巻5号78頁 ひば 入鹿山且朗ほか 第46回 弁論 認 甲30号証を収録。
りがいもどき消化液の水蒸気蒸溜液中
の水銀(甲 第30号 証1-7～8頁 と同一)

第42回 弁論 「農薬の水中における挙動」第1報 考 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
察および結論(乙 第21号 証1-5頁 と同
一)

第42回 弁論 「農薬の水中における挙動」第3報 実 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
験結果考察(写 真1枚 添付)

第42回 弁論 「農薬の水中における挙動」第2報 結 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
論部分(乙 第300号 証7頁 と同一)

第42回 弁論 新潟地震衛生対策の記録67,68頁 医 新潟県 第46回 弁論 不知
薬品 栄養(乙 第33号 証67～68頁 と同
一)

第42回 弁論 新潟地震衛生対策の記録71,72頁 被 新潟県 第46回 弁論 不知
災農薬の処理(乙 第33号 証71～72頁 と
同一)

第42回 弁論 新潟地震衛生対策の記録73頁 新潟地 新潟県 第46回 弁論 不知 乙33号証 を収録。
震災害による漂流農薬の危害防止につ
いて(依頼)(乙 第33号 証73頁 と同一)

第42回 弁論 安全工学協会水銀中毒調査委員会 天 安全工学協会水銀 第46回 弁論 不知
然航空写真の説明(乙 第299号 証51頁 中毒調査委員会
と同一)

第42回 弁論 航空写真(信 濃川河口)(昭39.7.21撮 アジア航測株式会 第46回 弁論 不知
影)社

第42回 弁論 航空写真(阿 賀野川河口)(昭39.7.21ア ジア航測株式会 第46回 弁論 不知
撮影)社

第42回 弁論 昭和39年7月23日 付新潟日報(乙 第232新 潟 日報社 第46回 弁論 認
号証 と同一)

第42回 弁論 新潟県衛生部長の通達 農薬の空容器 新潟県 第46回弁論 不知等
の漂流による危害防止について(乙

第241号 証 と同一)

第42回 弁論 新潟地震の記録223頁 毒物危険対策 新潟県 第46回 弁論 不知(
乙第182号 証223頁 と同一)

第42回 弁論 新潟地震災害報告書146頁 桃 山小学 建設省北陸地方建 第46回 弁論 不知
校付近 に農薬漂流(乙 第230号 証 と同 設局
一)

第42回 弁論 厚生省 「有機水銀中毒症に関する補充 新潟県 第46回 弁論 不知
調査」中 別表1-6 新潟地震 当時の
漂流農薬空ビン調査表(乙 第37号 証 と
同一)
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Ree―13 1新 潟水俣病裁判第 ―次訴訟記録

コマ 乙号証 収録 期 日等 標目 作成者 期 日 認否 備 考

乙13-47-A×

乙13-47-Bさ

018乙13-48 ◎

乙13-49×

乙13-50×

乙13-51-1×

乙13-51-2×

乙13-52×

乙13-53×

乙13―54×

乙13-55×

乙13-56-1×

乙13-56-2×

019乙13-57◎

020乙13―58C

乙13-59◎

021乙13-60◎

022乙13-61◎

022乙13-62◎

023乙13-63◎

乙13-64×

乙13-65×

乙13―66×

乙13―67×

乙13-68×

乙13-69×

乙13-70×

乙13-71×

乙13-72×

乙13-73

乙13-74

第42回 弁論 漲潮及満潮時流況 図55頁(乙 第301号 新潟県海岸対策委 第46回 弁論 不知
証 と同一)員 会

第42回 弁論 漲潮及満潮時流況図(色 分)昭 和電工株式会社 第46回 弁論 不知

第42回 弁論 北川徹三 「阿賀野川河口沿岸における 安全工学協会水銀 第46回 弁論 不知
水銀中毒事故の原因に関する考察」中 中毒調査委員会
航空写真図10の 説明(乙 第299号 証図
10と同一)

第42回 弁論 新 潟 水銀 中毒 事件 特別 研 究報 告 書 厚生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号 証を収録。
360頁 河口流気一塩水楔先端進入距 疫学研究班
離(甲 第42号 証360頁 と同一)

第42回 弁論 塩水 くさび図(乙 第302号 証 と同一)南 勲 第46回 弁論 不知

第42回 弁論 阿賀野1―1昭和38,39年 日流量年流量 建設省北陸地方建 第46回 弁論 不知
(乙第144号 証 と同一)設 局

第42回 弁論 阿賀野川日流量年表 建設省北陸地方建 第46回 弁論 不知設
局

第42回 弁論 新潟水銀中毒事件特別研究報告書365厚 生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証を収録。
頁 昭和39年6月 地震前の海水 の侵入 疫学研究班
状況(甲 第42号 証365頁 と同一)

第42回 弁論 昭和41年6月23日 付 日本経済新聞(乙 日本経済新聞社 第46回 弁論 認
第3号 証 と同一)

第42回 弁論 雑誌 「日本医 学」50巻12号492頁 動 入鹿山且朗 第46回 弁論 認 甲33号証を収録。
物実験早い ものは10日 で発病(甲 第33
号証492頁 と同一)

第42回 弁論 「水俣病」54頁 症例II.Hの 現 病症 熊本大学医学部水 第46回 弁論 認
(甲第50号 証 ・54頁と同一)俣 病研究班

第42回 弁論 新潟水銀中毒事件特別研究報告書445厚 生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証を収録。
頁 新潟地震による阿賀野川河口付近 疫学研究班
のlll底の変動(横 断図)(甲 第42号 証
445頁 と同一)

第42回 弁論 新 潟水銀 中毒 事件特 別研 究 報 告書 厚生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証を収録。
446～452頁 川底断面図(甲 第42号 証 疫学研究班
446～452頁 と同一)

第42回 弁論 「阿賀野lll水銀中毒事件 の原因調査」 北川徹三 第46回 弁論 不知
10～11頁(乙 第303号 証10～11頁 と同
一)

第42回 弁論 新潟地震災害復興計画59頁 被害の状 新潟県 第46回 弁論 不知
況(乙 第183号 証59頁 と同一)

第42回 弁論 「新潟地震災害調査報告書」25頁 津 国土地理院 第46回 弁論 不知
波の遡上 と通船川沿いの湛水(乙 第
179号 証1-25頁 と同一)

第42回 弁論 「新潟 地震 災害 調査 報告 書」29～30頁 国土地理 院

旧阿賀 野lll蛇 行 底地 帯 の温 水(乙 第
179号 証1-29～30頁 と同一)

第42回 弁論 「新潟地震の記録」120頁 通船川周辺 新潟 県
の湛水(乙 第182号 証120頁 と同一)

第42回 弁論 「新 潟地震誌 」89頁 通船 川沿 線 の被 新潟市

害(乙 第213号 証89頁 と同一)

第42回 弁論 気象 庁 「昭和39年6月16日 新 潟 地 震調 気 象庁

査報 告」100頁 新川 部落 の浸 水被 害

(乙第189号 証100頁 と同一)

第42回 弁論 写真(津 波の被害 による農地 の湛水)新 潟 県

(昭39夏 頃 撮影)(乙 第180号 証 表紙 掲

載写真 と同一)

第42回 弁論 写真(新 潟市 下木 戸 附近)

撮影)

第42回 弁論 写真(県 営貯 木場 附近)

影)

第42回 弁論 写真(新 潟市中木戸)(昭39夏 頃撮影)新 潟地 方気象台

第42回 弁論 昭和39年6月21日 付新 潟 日報(乙 第184新 潟 日報社

号証 と同一)

第42回 弁論 昭和39年6月26日 付新潟 日報(乙 第185新 潟 日報社

号証 と同一)

第42回 弁論 昭 和39年7月8日 付 新 潟 日報(乙 第186新 潟 日報社

号証 と同一)

第42回 弁論 「新潟地震 の記録 」258頁 通船川応 急 新 潟県

対策(乙 第182号 証258頁 と同一)

第42回 弁論 「有機水銀 中毒症 に関す る補充調査」2新 潟県
―4新 川排水機排 水量(乙 第37号 証 の

一部 と同一)

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

(昭39夏 頃 新潟地方気象台 第46回 弁論 不知

(昭39夏 頃撮 新潟地方気象台 第46回 弁論 不知

196～199頁 検体 一覧表 ・その他(甲 試験研 究班

第42号 証196～199頁 と同一)

× 第42回 弁論 信濃川 お よび阿賀野川泥土 の水銀 汚染 寺本亘二 ほか

2～3頁(乙 第32号 証2～3頁 と同一)

第46回 弁 論 不知

第46回 弁論 認 乙184号 証 を収録・

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

× 第42回 弁論 新潟 水銀 中毒 事件 特別研 究 報 告書 厚生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証を収録。

第46回 弁論 不知 乙32号証 を収録。
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コマ 乙号証 収録 期日等 標目 作成者 期日 認否 備 考

乙13-75

乙13-76

× 第42回 弁論 「新潟地震誌」91～92頁 稲作の被害 新潟市 第46回 弁論 不知

(乙第213号 証91～92頁 と同一)
× 第42回 弁論 「新潟水銀中毒事件試験研究班報告書」厚生省特別研究班 第46回 弁論 不知

148頁 各種検体水銀値(乙 第35号 証2試 験研究班
―148頁と同一)

乙13-77×

乙13-78×

024乙13-79◎

024乙13-80◎

乙13-81×

乙13-82×

乙13-83×

乙13-84×

乙13-85×

乙13-86×

乙13-87×

乙13-88×

乙13-89×

α25乙13-90◎

乙13-91×

乙13-92×

乙13-93

乙13-94

×

×

乙13-95×

026乙13-96◎

乙13―97×

乙13-98×

乙13-99×

乙13-100×

乙13-101×

乙13-102×

乙13-103×

一 乙13-104-1×

第42回 弁論 昭和43年4月4日 付読 売 新 聞(乙 第194読 売新聞社

号証 と同一)

第42回 弁論 昭和43年4月5日 付毎 日新 聞(乙 第195毎 日新聞社

号証 と同一)

第42回 弁論 写真(亀 田町砂嵐 ・地 震被 災農薬投棄 丸山博

場 所)(昭41.7.21撮 影)

第42回 弁論 写真(新 潟市松 島町 の砂嵐 ・地震被災 丸山博

農薬投棄場所)(昭41,7.21撮 影)

第42回 弁論 「新潟 地 震誌」14頁 新 潟地 震 の震 央 新潟市

深 き規模写(乙 第213号 証14頁 と同一)

第42回 弁論 「新潟 地 震誌 」18～19頁 新 潟地 震 の 新潟市

津波 来襲 状 況 写(乙 第213号 証18～19

頁 と同一)

第42回 弁論 「新 潟地 震災 害報 告書」15頁

量水 標 自記 水位 記録(乙 第214号 証15設 局

頁 と同一)

第42回 弁論 「新潟 地 震誌」75頁 阿賀野 川下 流 地 新潟県

区下 山浸水 被害状 況(乙 第213号 証75

頁 と同一)

第42回 弁論 昭和40年6月14日 付毎 日新聞(乙 第173毎 日新聞社

号証 と同一)

第42回 弁論 「新 潟地 震誌」20頁 阿賀野 川 を遡 上 新潟市
した津波 の状況(乙 第213号 証 と同一)

第42回 弁論 「新潟地震 の記録 」103頁 新潟港の被 新潟県

害状況(乙 第182号 証103頁 と同一)

第42回 弁論 「新 潟地 震 の記録 」105～107頁 新 潟 新潟県

港 の港 湾 接造物 の被害概 要(乙 第182

号証105～107頁 と同一)

第42回 弁論 第四銀行 の 「新 潟地 震 ・その被害状 況 第四銀行
と復興対策 」21～22頁 埠頭倉庫の被

害状況(乙 第304号 証21～22頁 と同一)

第42回 弁論 「新 潟 地 震 港 湾 被 害 報 告」第 一 部 運輸省港湾局
7～9頁 臨 港 埠 頭 上 屋 倉 庫 被 害 状 況

(乙第215号 証7～9頁 と同一)

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

帝国橋 建設省北陸地方建 第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 認

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第42回 弁論 新潟水銀中毒事件特別研究報告書394厚 生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証を収録。
頁 被災農薬保管倉庫見取図(甲 第42疫 学研究班
号証394頁 と同一)

第42回 弁論 「新潟地震・衛生対策の記録」67,68頁 新潟県衛生部 第46回 弁論 不知
農薬倉庫の被害状況(乙 第33号 証67～
68頁 と同一)

第42回 弁論 「新潟地震・衛生対策の記録」67,68頁 新潟県衛生部 第46回 弁論 不知 乙33号証を収録。
写真(滝 沢倉庫の水浸状況)(昭39撮
影)(乙 第33号 証3枚 目写真 と同一)

第42回 弁論 「農作物病害虫防除基準」種子 の消毒 福島県植物防疫協 第46回 弁論 不知
(乙第305号 証13頁 と同一)会

第42回 弁論 「農薬亡国論」66～68頁,69～73頁 「続 水野肇 第46回 弁論 不知
出た 〉ぬ農薬事故」部分(乙 第306号
証66～73頁 と同一)

第42回 弁論 写真(北 興化学新潟工場)(昭41.4.4小 沢謙二郎 第46回 弁論 不知
撮影)

第42回 弁論 昭和40年6月21日 付毎 日新聞(乙 第176毎 日新聞社 第46回 弁論 認
号証 と同一)

第42回 弁論 農薬の保管管理の徹底 による危害防止 新潟県衛生部長 第46回 弁論 不知
について(乙 第240号 証 と同一)

第42回 弁論 「新潟地震・衛生対策の記録」95頁 対 新潟県衛生部 第46回 弁論 不知 乙33号 証を収録。
談記事(乙 第33号 証95頁 と同一)

第42回 弁論 「昭和39年 度病害虫防除資材取扱状況」新潟県農林部 第46回 弁論 不知
23頁 主要農薬 ・使用状況推移(乙 第
307号 証23頁 と同一)

第42回 弁論 新潟市街図(乙 第308号 証 と同一)昭 文社 第46回 弁論 認

第42回 弁論 昭和40年6月23日 付新潟日報(乙 第309新 潟 日報社 第46回 弁論 認
号証 と同一)

第42回 弁論 「新潟県阿賀野川沿岸部落 に発生 した 厚生省特別研究班 第46回 弁論 不知疫学研究班有機水銀中毒症
に関する研究報告書」

162～163頁(乙 第35号 証3―162～163頁
と同一)

第42回 弁論 「阿賀野川下流々域中毒事件 に対す る 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知 乙36号 証 を収録。見解」
12頁(乙 第36号 証12頁 と同一)
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コマ 乙号証 収録 期 日等 標目 作成者 期日 認否 備 考

乙13-104-2×

乙13-105-1×

乙13-105-2×

乙13-106×

乙13-107×

027乙13-108◎

乙13-109×

乙13-110×

乙13-111×

乙13-112×

乙13-113×

028乙13-114◎

029乙14

042乙15

乙16

乙17

乙18

乙19

乙20

◎

◎

×

×

×

×

×

乙21-1～ ×

21-2

乙22×

043乙23

048乙24

049乙25

一 乙26

乙27

乙28

乙29

乙30-1,2

050乙31

056乙32

061乙33

第42回 弁論 「阿賀野川下流々域中毒事件に対する 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知 乙36号証を収録。
見解」17頁(乙 第36号 証17頁 と同一)

第42回 弁論 厚生省 「有機水銀中毒症に関する補充 新潟県
調査結果」中 メチル水銀農薬につい
て(乙 第37号 証資料4-2-2と 同一)

第42回 弁論 厚生省 「有機水銀中毒症 に関する補充 新潟県
調査結果」中 通船川の状態について
(乙第37号 証資料5と 同一)

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第42回 弁論 「阿賀野河口流域有機水銀中毒事件 に 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知 乙46号証を収録。
ついて」2～3頁 「特別研究班調査の重
大なる事実誤認について」(乙 第46号
証2～3頁 と同一)

第42回 弁論 新潟水銀中毒事件特別研究報告書388厚 生省特別研究班 第46回 弁論 認 甲42号証を収録。
農薬の調査方法(甲 第42号 証・388疫 学研究班頁

頁 と同一)

第42回 弁論 「新 潟 地 震 港 湾 被 害 報 告」第 一 部 運輸省港湾局 第46回 弁論 不知
48～49頁 臨港C埠 頭被害断面測量図
(乙第215号 証48～49頁 と同一)

第42回 弁論 昭和39年7月2日 付朝 日新聞(乙 第231朝 日新聞社 第46回 弁論 認
号証 と同一)

第42回 弁論 昭和39年7月2日 付読売新聞(乙 第310読 売新聞社 第46回 弁論 認
号証 と同一)

第42回 弁論 昭和39年7月2日 付新潟 日報(乙 第311新 潟日報社 第46回 弁論 認
号証 と同一)

第42回 弁論 厚生省 「有機水銀中毒症に関する補充 新潟県 第46回 弁論 認
調査」中 別表1農 薬の保管倉庫別
数量表(乙 第37号 証別表1と 同一)

第42回 弁論 「疫学現報告 に対する見解」船江町埋 昭和電工株式会社 第46回 弁論 認 乙312号証を収録。
設農薬(乙 第312号 証127頁 と同一)

第42回 弁論 写真(船 江町海岸農薬投棄場所)(昭 丸山博 第46回 弁論 認
41.7.21撮 影)

第42回 弁論 日新医学49巻9号609～631頁 有機 瀬辺恵鎧,伊 津野 第46回 弁論 認
水銀化合物 と水俣病 吉亮

第42回 弁論 水銀特別部会における瀬辺恵鎧氏の説 瀬辺恵鎧 第46回 弁論 不知
明資料

第42回 弁論 阿賀野川検体分析結果 厚生省 滝沢行雄 第46回 弁論 不知
(新潟大学),喜 田
村 正 次(神 戸 大
学)

第42回 弁論 鹿瀬電工㈱工場排水の阿賀野川におけ 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
る拡散状況について(昭42.11.18)

第42回 弁論 田辺正士のメチル水銀化合物の物性に 田辺正士(昭 和電 第46回 弁論 不知
関する研究(第1報)工 株式会社)

第42回 弁論 高濃度メチル水銀溶液中における魚の 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
立泳ぎ現象について

第42回 弁論 極微濃度溶液中におけるメチル水銀の 寺本亘二(昭 和電 第46回 弁論 不知
魚体への蓄積 工株式会社)ほ か

第42回 弁論 農薬の水中における挙動(第1,3報)昭 和電工株式会社 第46回 弁論 不知

第42回 弁論 毛髪水銀保有者の地域的分布に関する 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
統計的考察

◎ 第42回 弁論 新潟県有機水銀中毒症対策の概要 北野博一

◎ 第42回 弁論 昭和40年6月18日 付新潟 日報 関係 あ 新潟 日報社
るのは三工場 県,農 薬説には否定的

◎ 第42回 弁論 被災農薬数量に関する調査経緯 新潟県
× 第42回 弁論 新潟医学会雑誌81巻1号 別冊46～48頁 滝沢行雄

自然界におけるアルキル水銀の生成に
ついて

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 認

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 認

× 第42回 弁論 新潟大学(公 衆衛生学教室)検 査結果 新潟大学公衆衛生 第46回 弁論 不知

学教室
× 第42回 弁論 ガスクロマ トグラム(甲 第10号証チャ 昭和電工株式会社 第46回 弁論 否 甲10号 証、甲44号証

一 トNo ―5および甲第44号 証39と 内容 を収録。
同一)

× 第42回 弁論 鹿瀬工場新潟倉庫の売却について 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

× 第42回 弁論 昭和40年8月9日 付読売新聞 「工場廃液 読売新聞社 第46回 弁論 認

説はほぼ確実」

◎ 第42回 弁論 厚生省特別研究班疫学調査班現地調査 松田心一(疫 学調 第46回 弁論 不知
報告 新潟県有機水銀中毒症に関する 査班主任研究者)
研究

◎ 第42回 弁論 信濃川および阿賀野川泥土の水銀汚染 寺本亘二(昭 和電 第46回 弁論 不知
工株式会社)ほ か

◎ 第42回 弁論 新潟地震 ・衛生対策の記録 新潟県衛生部 第46回 弁論 認
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1-9書 証(乙 号 証)

コマ 乙号証 収録 期 日等 標目 作成者 期 日 認否
乙34

乙35-1

乙35-2×

乙35-3×

065乙36

乙37

082乙38

111乙39-1

乙39-2

158乙40

178乙41-1

179乙41-2

一 乙41-3

180乙42

199乙43-1

201乙43-2

205乙43-3

223乙43-4

224乙44

226乙45-1～-2

227乙46

乙47

乙48

280乙49

283乙50

乙51-1

乙51-2

乙51-3

乙51―4

× 第42回 弁論 昭和41年3月25日 付朝 日新聞 「工場排 朝 日新聞社 第46回 弁論 認

水が濃厚 新潟の水銀中毒中間報告出
る」

× 第42回 弁論 有機水銀中毒研究班研究報告書 「阿賀 新潟大学 第46回 弁論 認

野川流域における有機水銀集団中毒事
件の疫学、病理生理並びに臨床 的研
究」(昭41.3.1)

第42回弁論 襴 謝 毒事件試験研究班報告書 黥 艱 研究班 第46回弁論 認

第42回 弁論 新潟県阿賀野川沿岸部落 に発生 した有 厚生省特別研究班 第46回 弁論 認
機水銀中毒症に関する研究報告書 「阿 疫学研究班
賀野川沿岸部落の有機水銀中毒症集団
発生 に関する疫学的研究」

° 第42回弁論 驪1―1舮 々域中篩 件に対する見 昭和電工株式会社 第46回弁論 不知

× 第42回弁論 腦 欝 毒症に関する補充調査結果 新潟県 第46回弁論 不知

゜ 第42回弁論 默 亂1餅 々域中毒事件に対する見 昭和電工株式会社 第46回弁論 不知

゜ 第42回弁論 驪1―1鵬 タ域中毒事件に対する見 昭和電工株式会社 第46回弁論 不知

× 第42回 弁論 阿賀野川下流々域中毒事件に対する見 昭和電工株式会社

解(昭42.4.8)別 添図表

◎ 第42回 弁論 阿賀野川中毒事件報告書の今後の取扱 厚生省 第46回 弁論 認
いについて

◎ 第42回 弁論 昭和電工㈱社長安西正夫の株主宛挨拶 安西正夫(昭 和電 第46回 弁論 不知
状 工株式会社)

◎ 第42回 弁論 阿賀野川中毒事件に関する当社の見解 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
× 第42回 弁論 新潟地震(昭39 .6.16)に よ り倒壊水 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

没した滝沢倉庫跡及び水中に放置 され
ているアルキル系水銀農薬 ウスプルン
等(写 真は若松大朔撮影)

◎ 第42回 弁論 阿賀野川下流々域における有機水銀中 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
毒事件 に関する見解(小 型パ ンフレッ
ト)

◎ 第42回 弁論 小沢貞孝 より厚生省環境衛生局長宛質 小沢貞孝 第46回 弁論 不知
問書

◎ 第42回 弁論 厚生省環境衛生局長より小沢貞孝宛回 松尾正雄(厚 生省 第46回 弁論 不知
答書 環境衛生局長)

◎ 第42回 弁論 昭和42.11.10衆 院科学技術振興対策特 厚生省
別委員会における小沢貞孝代議士の資
料要求に対 し,同 代議士が厚生省より交

付された資料

◎ 第42回 弁論 小沢貞孝より金光環境衛生局長宛 「ご 小沢貞孝
照会」 と題する書面

◎ 第42回 弁論 第56回 国会衆議院科学技術振興対策特 衆議院
別委員会議録 第4号

◎ 第42回 弁論 津川保健所長より遠藤好三郎宛毛髪検 津川保健所長
査結果のお知 らせおよび封筒

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 認

第46回 弁論 不知

◎ 第42回 弁論 阿賀野川河口流域有機水銀中毒事件に 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
ついて(昭43.3)(資 料3,8,9,14,

16,19添 付)

× 第42回 弁論 朝 日ジ ャーナル(1968 .10.13)パ ズル 朝 日新聞社

もどきの政府 見解 ・救われぬ新潟水俣

病犠牲者 たち

×

◎

◎

×

×

×

×

乙51-5×

一 乙51 -6×

一 乙51 -7×

第42回 弁論 昭和40年7月3日 付新潟日報 「急がれる 新潟 日報社
水俣病の解明」

第42回 弁論 「新潟水銀中毒 に関する特別研究」に 科学技術庁
ついて技術的見解

第42回 弁論 第57回 衆議院産業公害対策特別委員会 衆議院
議録第2号

第44回 弁論 統計集団の性質 篠原彰男

第44回 弁論 統計検定の考へ方 篠原彰男

第44回 弁論 独立性の検定 篠原彰男

第44回 弁論 症状の有無 と地域間の独立性について 篠原彰男
等

第44回 弁論 上 ・下流地域間 と川魚の摂取の有無 と 篠原彰男
の独立性等

第44回 弁論120名 の有症者の分布 篠原彰男

第44回 弁論 頭髪多量水銀保有者数 と有症者120名 篠原彰男
の発生頻度 との相関について

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 認

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知
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コマ 乙号証 収録 期 日等 標目 作成者 期 日 認否

乙51-8

乙51-9

×

×

乙51-10×

乙51-11×

乙51-12×

乙51-13×

乙51-14×

乙51-15×

乙51-16×

乙5r17×

乙51-18×

乙51-19×

乙51-20×

乙51-21×

乙51-22×

乙51-23

乙51-24

乙51-25

乙51―26

乙51-27

乙51-28

乙51-29

乙51-30

乙51-31

乙5r32

乙51-33

乙51-34

乙51-35

乙51-36

乙51-37

乙51-38

乙51-39

乙51-40

乙51-41

乙51-42

乙51-43

乙51-44

乙51-45

乙51-46

乙51-47

乙51-48

乙51-49

乙51-50

乙51-51

乙51-52

乙51-53

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

乙51-54×

乙51-55 ×

第44回 弁論 患者発生地区における頭髪水銀保有量 篠原彰男
と川魚摂取率の関係(乙 第35号 証3-49
頁 と同一)

第44回 弁論 患者発生地区に於 ける川魚摂取率 と頭 篠原彰男
髪水銀保有量の関係

第44回 弁論 阿賀野川流域における川魚多量摂取者 篠原彰男
の地区別頭髪水銀保有量

第44回 弁論 川魚摂取者の地域別 にみた頭髪水銀保 篠原彰男
有量の分布

第44回 弁論 阿賀野川流域及び対照地域に於ける地 篠原彰男
域的分布

第44回 弁 侖T・E・ 例の棄却検定 篠原彰男

第44回 弁論 上,下 流水域別ニゴイ水銀値の比較 篠原彰男

第44回 弁論 深川ウナギの棄却検定 篠原彰男

第44回 弁 侖 水銀を含有 した水苔や藻類などの地域 篠原彰男
分布

第44回 弁論 汚染態様の時間的現象 篠原彰男

第44回 弁論 年次別月別患者発生数等 篠原彰男

第44回 弁論 患者がみた川魚の浮 いた時期(世 帯 篠原彰男
数)及 び川魚を食べた時期(月 当り人
数)

第44回弁論 有機水銀中毒発症状況 篠原彰男

第44回 弁論 犬 ・ネコの死亡行方不明数 篠原彰男

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第44回 弁論 農村地帯における婦人毛髪水銀量経時 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
変化(乙 第46号 証資料(8)別紙1-1と 同
一)

第44回 弁論 毛髪水銀量の経時変化 篠原彰男

第44回 弁論 阿賀野ニゴイ魚体水銀値一覧表 篠原彰男

第44回 弁論 ニゴイの魚齢 と鱗の年輪の関係等 篠原彰男

第44回 弁論 ニゴイ採取時点統一のための魚体水銀 篠原彰男
値換算について

第44回 弁論 魚齢 と水銀保有 量の相関図

第44回 弁論Fg.1ト レーサーの投入

第44回 弁論Fg.2～4阿 賀野川略図

第44回 弁論Fg.5試 料採取方法

第44回 弁論 表1～3実 験 時の環境 条件等

第44回 弁論Fig.6～7.St.0のBr濃 度推移 図等

第44回 弁論St.2Br濃 度推移等(Fig.8～10)

第44回 弁論St.3Br濃 度推移等(Fig.11～13)

第44回 弁論Fig.14投 入Brの 時間的影響

第44回 弁論 工場排水の拡散 程度

第44回 弁論 実験の条件

第44回 弁論 流水式魚飼育実験装 置の写真

第44回 弁論 寺本亘二 ら飼育 実験 装置系統 図

第44回 弁論 寺本亘二 ら実験 結果 一覧表

第44回 弁論 寺本亘二 ら実験 結果一 覧図

第44回 弁論 寺本亘二 ら蓄積機構 の数字 モデル

篠原彰男

篠原彰男

篠原彰男

篠原彰男
篠原彰男

篠原彰男

篠原彰男

篠原彰男
篠原彰男

篠原彰男

篠原彰男

篠原彰男

篠原彰男
篠原彰男

篠原彰男

篠原彰男
第44回 弁論 高濃度メチル水銀溶液中における魚の 篠原彰男

立泳 ぎ現象について

第44回 弁論 鯉の立泳 ぎ開始及び死去 までの時間 篠原彰男

第44回 弁論 実験の条件 篠原彰男

第44回 弁論MMC・0.03ppm立 泳 ぎ状 態 の写 真 篠原彰男
1(7月20日 撮影,経 日33日)

第44回弁論蠏 繃 蹴 緒 諮 態の写真徽 彰男

第44回弁論灘 瀚IP轗 醤 状態の写真3(7篠 原彰男

第44回 弁論MMC・0.05ppm緋 ブナの各部の黒化 篠原彰男
と浮上の写真4(7月3日 撮影,経 日16日)

第44回 弁論 実験結果一覧表(連 続汚染)(T・Hg)篠 原彰男

第44回 弁論 実験結果一覧表(連 続汚染)(MM)篠 原彰男

第44回 弁論 実験結果一覧表(連 続汚染)(T・Hg・ 篠原彰男
MM)

第44回 弁論 図1.高 濃度溶液中における水銀蓄積 篠原彰男
量の推移図

第44回 弁論 図2.高 濃度溶液中における水銀蓄積 篠原彰男
量の推移図(MM)

第44回 弁論 図3.高 濃度溶液中における水銀蓄積 篠原彰男
量の推移図(断 続汚染)

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知
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―9書 証(乙 号証)

コマ 乙号証 収録 期 日等 標目 作成者 期日 認否

288乙52 ◎ 第44回 弁論 阿賀野川沿岸部落における有機水銀中 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

毒集団発生 に対す る統計 的考察(昭
42.1.4)

乙53×

乙54-1×

乙54-2×

300乙55◎

一 乙56-1×

301

301

302

302

乙56-2

乙57-1

第44回 弁論 森口繁一編 日科技連数値表(A)

第44回 弁論SmuroffGrubbs棄 却検査表

第44回 弁論 新編 統計数値表

第44回 弁論 阿賀野川の水域別魚体水銀含有量

一中水銀の定量)

日本科学技術連盟 第46回 弁論 認

篠原彰男 第46回 弁論 不知

北川敏男,増 山元 第46回 弁論 不知
三郎

昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 分析結果報告書(魚 のアセ トンパ ウダ 篠原彰男(東 京原 第46回 弁論 不知
子力産業研究所)

× 第44回 弁論 富山県 ・神通川 魚類 の総水銀値(昭 篠原彰男(東 京原 第46回 弁論 不知
42.10.18採 取)

× 第44回 弁論 分析結果報告書(生 魚の水銀量測定)

乙57-2×

乙58

乙59

乙60-1

乙60-2

乙60-3

乙60-4

乙60-5

×

×

◎

◎
◎

◎
×

乙60-6×

乙60-7×

乙60-8×

乙60-9×

乙60-10×

乙60-11 ×

乙60-12×

乙60-13×

乙60-14

乙60-15

×

×

乙60-16×

乙60-17 ×

乙60-18×

303乙60-19◎

303乙60-20◎

304乙60-21◎

304乙60-22◎

305乙60-23◎

305乙60-24◎

306乙60-25◎

306乙60-26◎

307乙60-27◎

307乙60-28◎

子力産業研究所)

篠原彰男(東 京原 第46回 弁論 不知
子力産業研究所)

第44回 弁論 岡山県 ・松新大川魚類の総水銀値(昭 篠原彰男(東 京原 第46回 弁論 不知
43.3.18採 取)子 力産業研究所)

第44回 弁論 阿賀野上 ・下流域泥水銀値の比較表 篠原彰男(東 京原 第46回 弁論 不知
子力産業研究所)

第44回 弁論 衛生化学1966年12月 号中の94～99頁 浮田忠之進ほか 第46回 弁論 不知
放射化分析 による毛髪中水銀の定量
(乙第263号 証 と同一)

第44回 弁論 水銀汚染事件の原因調査の方法論 北川徹三

第44回 弁論 工場排水説に対する疑問 北川徹三

第44回 弁論 阿賀野川漁協別漁獲量 北川徹三

第44回 弁論 疫学研究班の農薬否定の根拠 北川徹三

第44回 弁論 酢酸 フェニル水銀よりメチル水銀の生 北川徹三
成

第44回 弁論 酢酸 フェニル水銀の分解機構 北川徹三

第44回 弁論 酢酸 フェニル水銀(試 薬)の 分解によ 北川徹三
るメチル水銀の生成

第44回 弁論 試料の処理操作 北川徹三

第44回 弁論 ガスクロマ トグラムの写真(山 本セレ 北川徹三
サ ン石灰)

第44回 弁論 ガスクロマ トグラムの写真(水 銀ボル 北川徹三
ド・ホクコー)

第44回 弁論 ガスクロマ トグラム(キ ングセレサ ン 北川徹三
石灰一25)

第44回 弁論 写真(山 本セレサン石灰+MMCの 薄 北川徹三
層クロマ トグラム)

第44回 弁論 写真(山 本セレサン石灰+MMCの 薄 北川徹三
層クロマ トグラム展開)

第44回 弁論 写真(北 興ボル ドーの薄層のクロマ ト 北川徹三
グラム)

第44回 弁論 写真(北 興ボル ドーの薄層のクロマ ト 北川徹三
グラムニ次展開)

第44回 弁論 写真(北 興ボル ドー+MMC薄 層のク 北川徹三
ロマ トグラム)

第44回 弁論 写真(北 興ボル ドー+MMC薄 層のク 北川徹三
ロマ トグラム)二 次展開

第44回 弁論 酢酸 フェニル水銀配合農薬中のメチル 北川徹三水
銀含有量

第44回 弁論 酢酸フェニル水銀 を配合 しない水銀農 北川徹三
薬中のメチル水銀含有量

第44回 弁論 新潟地震当時の信濃川埠頭倉庫内の保 北川徹三
管水銀農薬量

第44回 弁論 滝沢運送臨港1号 倉庫水銀農薬保管及 北川徹三被災量

第44回 弁論 新潟商船ABC倉 庫水銀農薬保管量及 北川徹三
被災量

第44回 弁論 東洋埠頭1号 倉庫水銀農薬保管量及被 北川徹三
災量

第44回 弁論 新潟地震による水銀農薬被災量 北川徹三

第44回 弁論 信濃川右岸河口附近の航空写真(昭 北川徹三
39.6.17国 際航業撮影)

第44回 弁論 臨港埠頭倉庫の航空写真(昭39.6.17北 川徹三
国際航業撮影)

第44回 弁論 臨港埠頭倉庫の航空写真(昭39.6.27北 川徹三防衛庁撮影)

第44回 弁論 県営埠頭附近の航空写真(昭39.6.17北 川徹三国際航業撮影)

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知
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Reel13 1新 潟水俣病裁判第1次 訴訟記録

コマ 乙号証 収録 期日等 標目 作成者 期日 認否

308乙60-29◎

309乙60-30◎

310乙60-31◎

310乙60―32◎

311乙60-33◎

311乙60-34◎

312乙60-35◎

乙60-36×

乙60-37×

乙60-38×

312乙60-39◎

313乙60-40◎

3ヱ3乙60-41◎

314乙60-42◎

315乙60-43◎

315乙60-44◎

一 乙60-45×

乙60-46×

乙60-47×

乙60-48×

乙60-49×

乙60-50×

乙60-51×

乙60-52×

乙60-53×

乙60-54×

乙60-55×

乙60-56×

乙60-57×

乙60-58×

乙61-1

乙61-2

乙61-3

乙62

乙63

乙64

乙65

乙66

乙67-1

×

×

×

×

×

×

X

×

×

第44回 弁論 中央埠頭倉庫の航空写真(昭39.6.17北 川徹三 第46回 弁論 不知
国際航業撮影)

第44回 弁論 北川徹三新潟内港地図 北川徹三 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 新潟西港前景のカラー写真(昭43.4.2北 川徹三 第46回 弁論 不知
運輸省第一港湾建設局撮影)

第44回 弁論 信濃川河口西方の重油の航空写真(昭 北川徹三 第46回 弁論 不知
39,6.27防 衛庁撮影)

第44回 弁論 舟江町海岸附近の重油の航空写真(昭 北川徹三 第46回 弁論 不知
39.6.27防 衛庁撮影)

第44回 弁論 阿賀野川河 口附近の重油の航空写真 北川徹三 第46回 弁論 不知
(昭39.6.27防 衛庁撮影)

第44回 弁論 信濃川 ・阿賀野川河口附近の重油の航 北川徹三 第46回 弁論 不知
空写真

第44回 弁論 新潟海岸蛍光研採取位置図写真 北川徹三 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 新潟海岸蛍光研(赤 色)分 布図写真 北川徹三 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 新潟沿岸蛍光研(黄 橙色)分 布図写真 北川徹三 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 新潟海岸蛍光研(緑 色)分 布図写真 北川徹三 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 県営埠頭附近の航空 カ ラー写真(昭 北川徹三 第46回 弁論 不知
39.7.21ア ジア航側撮影)

第44回 弁論 阿賀野川河 口附近 の航空カラー写真 北川徹三 第46回 弁論 不知
(昭39.7.21ア ジア航側撮影)

第44回 弁論 並岸流の方向図(信 濃川一阿賀野川)北 川徹三 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 塩水楔図 北川徹三 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 酢酸フェニル水銀に対する海水の作用 北川徹三 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 毛髪中水銀量,中 毒患者発生,猫 の病 北川徹三 第46回 弁論 不知
死,行 方不明,流 量変化,塩 水楔対比
グラフ

第44回 弁論 阿賀野川流量(横 越観測所)グ ラフ 北川徹三 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 資料の処理操作 北川徹三 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 毛髪に吸着 したメチル水銀のガスクロ 北川徹三 第46回 弁論 不知
マ トグラム

第44回 弁論 毛髪中のメチル水銀濃度に及ぼす接触 北川徹三 第46回 弁論 不知
時間の影響

第44回 弁論 新潟 と水俣 との患者発生分布の比較 北川徹三 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 水俣における患者発生分布図 北川徹三 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 アセ トアルデヒド製造方法の分類 と稼 北川徹三 第46回 弁論 不知
動期間

第44回 弁論 写真(山 本セレサン石灰の薄層クロマ 北川徹三 第46回 弁論 不知
トグラム)

第44回 弁論 写真(山 本セレサン石灰の薄層クロマ 北川徹三 第46回 弁論 不知
トグラムニ次展開)

第44回 弁論 写真(キ ングセ レサン石灰25+MMH北 川徹三 第46回 弁論 不知
の薄層クロマ トグラム)

第44回 弁論 写真(キ ングセ レサン石灰25+MMH北 川徹三 第46回 弁論 不知
の薄層クロマ トグラムニ次展開)

第44回 弁論 写真(キ ングセレサン石灰25の 薄層ク 北川徹三 第46回 弁論 不知
ロマ トグラム)

第44回 弁論 写真(キ ングセレサン石灰25の 薄層ク 北川徹三 第46回 弁論 不知
ロマ トグラムニ次展開)

第44回 弁論 安全工学7巻4号284～288頁 北川徹三 北川徹三ほか 第46回 弁論 不知
らの酢酸フェニル水銀の分解によるメ
チル水銀化合物の生成(第1報)

第44回 弁論 安全工学8巻2号103～106頁 北川徹三 北川徹三ほか 第46回 弁論 不知
らの酢酸フェニル水銀の分解によるメ
チル水銀化合物の生成(第2報)

第44回弁論 安全工学8巻3号163～169頁 北川徹三 北川徹三ほか 第46回 弁論 不知
らの酢酸 フェニル水銀の分解によるメ
チル水銀化合物の生成(第3報)

第44回 弁論 農林気象12巻7号12頁 降水量表 新潟県農林気象連 第46回 弁論 不知
絡会

第44回 弁論 新潟内港地図(7500分 の1)海 上保安庁 第46回 弁論 認

第44回 弁論 新潟海岸調査成果報告書(第7報)運 輸省第一港湾建 第46回 弁論 不知
設局新潟調査設計
事務所

第44回 弁論 新潟県より取寄書類の1.農 薬倉庫に対 新潟県 第46回 弁論 認
するアンケー ト用紙2.各 倉庫よりの
提出文書

第44回 弁論 報告書 北畠道俊 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 別添1。 森田村,瀬 辺 らのメチル水銀 北畠道俊 第46回 弁論 不知
化合物生成説の要点
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―9書 証(乙 号証)

コマ 乙号証 収録 期 日等 標目 作成者 期 日 認否

一 乙67-2×

316

乙67-3×

乙67-4×

乙67-5

乙67-6

乙67―7

×

×

×

乙67-8x

乙67-9×

乙67-10×

乙67-11×

乙67-12

乙67-13

乙67-14

×

×

×

乙67-15×

乙67-16×

乙67-17×

乙67-18×

乙68

乙69

乙70

乙71

×

×

×

×

乙72-1×

乙72-2×

乙72-3

乙72-4

乙72-5

乙72-6

乙72-7

乙72-8

乙72-9

乙72-10

×

×

×

×

◎
×

×

×

第44回 弁論 別 添2.Nesmeyanov:CA44北 畠道俊

7255(1950)

第44回 弁論 別 添3.元 素 分析 にお ける許 容 誤差 の 北 畠道俊
一般 的基準

第44回 弁論 別 添4.〔P〕 物質 の元素 分析結 果 の問 北 畠道俊

題 点

第44回 弁論 別添5.水 の赤外 スペ ク トル図等 北 畠道俊

第44回 弁論 別添6.〔P〕 の赤外 スペ ク トル図 北 畠道俊

第44回 弁論 別添7.Deniges物 質 の 元 素 分 析 結 果 北 畠道俊
と問題 点

第44回 弁論 別添8.Deniges物 質 の 赤 外 スペ ク ト 北 畠道俊
ル図

第44回 弁論 別添9.(S)ポ リマー概 念の否定 北 畠道俊

第44回 弁論 別 添10.森 田村,瀬 辺 らの加 水 反応 液 北 畠道俊
の分析 前処理操作

第44回 弁論 別 添11.劣 化 反応 阻止 とMM生 成量 と 北 畠道俊
の関係 に対す る考 え方の矛盾

第44回 弁論 別 添12.量 的矛盾的例11北 畠道俊

第44回 弁論 別 添13.量 的矛盾的例12北 畠道俊

第44回 弁論 別 添14.ア ル キル水銀 化合 物 の分解 反 北 畠道俊

応例

第44回 弁論 別添15.論 旨の取 扱 い方 に対 す る問 題 北 畠道俊

点 例11

第44回 弁論 別 添16.論 旨の取 扱 い方 に対 す る問 題 北 畠道俊

点 例12

第44回 弁 論 別添17.論 旨の取 扱 い方 に対 す る問 題 北 畠道俊

点 例13

第44回 弁 論 別添18.論 旨の取 扱 い方 に対 す る問 題 北 畠道俊
点 例14

第44回 弁論 雑誌 「触媒」4巻3号234～247頁 水銀 五十嵐赳夫

触媒 によるアセ トアル デハ イ ド合成反

応速度 の解析

第44回 弁論 津 田 恭 介 編 「有 機 分 析 」22,171,津 田恭介
179～184頁 機器 による定性,定 量

第44回 弁論 実験化学講座16195～197頁 有機化 日本化学会

学物 の分析

第44回 弁論AnnalesdeChimieetdePeysiqueG―Deniges
18巻396～397頁(訳 文添付)

第44回 弁論 アセ チ レン水加 反応 に関す るモ デル実 村山敬博
験装置図

第44回 弁論 アセチ レン水加 反応 に関す るモ デル実 村 山敬博

験装置 の うち反応器 図

第44回 弁論 ガスクロマ トグラフ分析系件表 村 山敬博

第44回 弁論 化学分析法表 村 山敬博

第44回 弁論 アセチ レン水加 反応 に関す るモデル実 村 山敬博

験No.5実 験結 果図

第44回 弁論 触媒液組成 とアセチレン吸収速度表

第44回 弁論 アセ トアルデヒド製造工程図

第44回 弁論 流通系反応器のしくみ説明図

第44回 弁論 生成 ・平衡 ・分解説明図

村山敬博

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

村山敬博

村山敬博

第44回 弁論 モデル実験に於 ける反応器中メチル水 村山敬博
銀化合物濃度(純 水使用)図

乙72-11× 第44回 弁論 モデル実験 に於 ける反応器中 メチル水 村 山敬博

乙72-12

乙72-13

乙72-14

乙72-15

乙72-16

乙72-17

一 乙73

×

銀化合物濃度(阿 賀野川河水使用)図

第44回 弁論 モデル実験に於 ける硫酸メチル水銀の 村山敬博
供給速度 と触媒液中のメチル水銀化合
物濃度表

× 第44回 弁論 モデル実験における硫酸メチル水銀の 村山敬博

供給速度 と生成速度関係図
× 第44回 弁論 モデル実験における硫酸メチル水銀の 村山敬博

供給速度 とメチル水銀化合物の抜取 り
速度関係図

× 第44回 弁論 モデル実験 における硫酸溶液中の硫酸 村山敬博
メチル水銀濃度の経時変化図

× 第44回 弁論 モデル実験 における硫酸 ・硫酸第二鉄 村山敬博
溶液中の硫酸メチル水銀濃度の経時変
化図

× 第44回 弁論 モデル実験 における捕集液中のメチル 村山敬博
水銀化合物濃度表

× 第44回 弁論 ドイツ有機合成技術PBリ ポー ト集録 丸善株式会社
130～31頁 アセ トアルデヒド製造
方法(ド イツ法)

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知
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Ree―13 1新 潟水俣病裁判第1次 訴訟記録

コマ 乙号証 収録 期日等 標目 作成者 期日 認否

乙74

乙75

乙76

乙77

乙78

乙79

乙80

乙81

乙82

乙83

乙84

乙85

乙86

乙87

乙88

乙89

乙90

乙91

乙92

乙93

乙94

乙95

乙96

乙97

乙98

乙99

乙100

乙101

乙102

乙103

乙104

乙105

乙106

乙107

乙108

乙109

乙110

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

第44回 弁論 化学工業 工場操作類交換 器論 下巻 株式会社化学工業 第46回 弁論 不知
132頁 第37図 多管式類交換器 社

第44回 弁論 「化学機械の契論と部算」180頁 飛沫 亀井三郎 第46回 弁論 不知
同伴現象

第44回 弁論 化学工業213頁 サイクロン 共立社 第46回 弁論 不知

第44回 弁論AcetaldehydebytheChissoProcess昆 吉郎,五 十嵐赳 第46回 弁論 不知
(訳文添付)夫 ほか

第44回 弁論 特許公報(ア セ トアルデハイ ド分満方 特許庁
法)特 許出願広告昭26-6909

第44回 弁論 特許公報(ア セ トアルデハイ ドの製造 特許庁
法)特 許出願広告昭41-7

第44回 弁論 拒絶理由通知書

第44回 弁論 チッソ㈱の意見書

特許庁
チッソ株式会社

第44回 弁論 エ レ ク トロ ンキ ャ プチ ャデ ウテ クタ 島津製作所
ECP・IA形 の取 扱説 明 書7,10,21

頁

第44回 弁論 ガスクロマ ト ・グラフィー25頁 雨宮良三

第44回 弁論 分析化学別刷77頁

化合物 のガス クロマ トグラフィー にお
ける挙動

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

微量アルキル水銀 西末雄,堀 本能之 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 工 業 化学 雑 誌70巻9号 別刷1601～1602寺 本亘二 ほか

頁 ガス クロマ トグ ラフに よる酢酸 フ
ェニル水銀 中の メチル水銀化合物 の分

析(乙 第46号 証 資料(17)と 同一)

第44回 弁論 産 業 公 害4巻11号39～46頁 有 機 水 西末雄

銀化合物 の微 量分析

第44回 弁論 クロマ トグラムMMC検 量綿 田辺正士

第44回 弁論 「滝 沢報文 の ガス クロマ トグ ラム に よ 田辺正士
る測定の誤 につ いて」 と題す る書面

第44回 弁論 薄層 クロマ トグラフィー方一集 口絵 南江堂
(1)(2)

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 認

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

× 第44回 弁論 「水銀による環境汚染の暫定対策要領 厚生省環境衛生局 第46回 弁論 不知
について」 と題する書面 長

×

×

×

×

×

×

×

×

第44回 弁論 分析機器5巻5号 別刷52～58頁 有機 石倉俊治

水銀化合物の ガスクロマ トグラフ ィー

第44回 弁論 飼育魚 の薄層 クロマ トグラム カラー写 田辺正士
真

第44回 弁論 滝 沢 法 に よ るMMCとPMAの 薄 層 ク 田辺正士
ロマ トグラムカラー写真

第44回 弁論 苔 のガスクロマ トグラフ分析 田辺正士

第44回 弁論 酢酸 フェニール水銀及 び無機 水銀化合 寺本亘二

物 のガスクロマ トグラフによる分析

第44回 弁論 ガスクロマ トグラム1～III厚 生省

第44回 弁論 立会分析 における酢酸 フェニール水銀 田辺正士

農薬の ガスクロマ トグラム につ いて

第44回 弁論 昭 和43年7月29日 付 官 報(第12486号 大蔵省
3～5頁)経 企庁告示 第6号 第7号

第46回 弁論 認

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 認

× 第44回 弁 論 ∫oz4柳α146Plzα7初s6狛6!鹿Clz加'`M・A・ ラ セ ー ル 第46回 弁 論 不 知

246～249頁(訳 文 添 付)

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

第44回 弁論 ラセールの反応 喜田村 ・瀬辺 の反応 橋 本浩二

第44回 弁論CHC-CH,-HgOH,OHC-C一 橋本 浩二
HgOH(HgOCOCH,)2と 酢 酸第 一 水銀

の比較

第44回 弁論So1ゴ ∂跏 〃s勿 アgα航 αη4〃26!必W・F・ リンケ
0㎎加600〃 ψ01〃24∫(訳 文添付)

第44回 弁論 化学大辞典819頁

第44回 弁論 日本工業規格 酢酸第一水銀(試 薬)

協 会

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

共立出版株式会社 第46回 弁論 認

財団法人日本規格 第46回 弁論 認

第44回 弁論 酢酸第一水銀特級試薬 の赤外吸収 スペ 本 間春雄

ク トル

第44回 弁論CHHgCH2CHOの 赤 外 吸 収 スペ ク 本 間春雄

トル

第44回 弁論 「赤外綿 吸収 スペ ク トル解 析法」81,島 内武彦
98～103,116～117,122頁

添付)フ

第44回 弁論 日本薬理学雑誌65巻6号 別冊
チレン接触加水反応に伴 う副反応(V)正 次ほか

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第44回 弁論C勉 纏6α1、4∂s伽6's44巻7226頁(訳 文A・N・ ネスメアノ 第46回 弁論 不知

アセ 瀬辺恵鎧,喜 田村 第46回 弁論 認

第44回弁論糴 惣 薯
1韵織 糶1架 黔 貍 灘 爾 櫻俊第46回弁論不知

セ トアルデ ヒドの い くつかの反応(訳

文添 付)
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―9書 証(乙 号証)

コマ 乙号証 収録 期 日等 標目 作成者 期日 認否

乙111

乙112

乙113

乙114

317乙115

一 乙116

乙117

乙118

乙119-1

乙119-2

乙120

乙121

318乙122

乙123

乙124-1

乙124-2

乙124-3

乙124-4

乙124-5

乙124-6

乙124-7

乙124-8

乙124-9

乙124-10

乙124-11

乙124-12

乙125

乙126

乙127

乙128

乙129

乙130

乙131

乙132-1

乙132-2

乙133

乙134-1

325乙134-2

× 第44回 弁 論Rθ α6'加 〃266加 η勧23(ゾ α響 αzoθ`必0・A・ リ ョ ー ト 第46回 弁 論 不 知

1ゴ660〃zρo%η4s73巻443～448頁,フ,1・P・ ベ ピ ッ

459～460頁 カ ヤ

×

×

×

◎
×

×

×

×

×

×

×

◎

X

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

◎

第44回 弁論CeHgCH2CHOの 赤外吸収スペク ト 本間春雄 第46回 弁論 不知
ル

第44回 弁 論71加 ノ砌 初 α16ゾ'勉 、4初67磁 ηClz6初 匹 ア ベ リー ・A・モ ー 第46回 弁 論 不 知

6α1So6ゴ の73巻3300～3304頁(訳 文 ト ン,ヘ ル ム ー

添 付)ト ・P・ ペ ナ ー

第44回 弁 論P名0686漉 ηgsげ'加 α6磁6〃2y(ゾS〃A・N・ ネ ス メ ア ノ 第46回 弁 論 不 知

6η66s(ヅ ≠加 多f∫sγ513～514頁L缶 フ ほ か

属 化 ア ル デ ヒ ド類 ノ ケ ン ト類 及 び リ チ

ウ ム ビ ニ レ ー トの 分 光 学 的 研 究(訳 文

添 付)

第44回 弁論 アセ トアル デ ヒ ド製造 日誌 グラフ

工 業227～233頁

第44回 弁論 化 学便 覧 応用編560～563頁

第44回 弁論 製造工 程図全集2巻314頁

第44回 弁論 証 明願

第44回 弁論 証 明願&証 明書

第44回 弁論 飲料 水検 査指針4～5頁,

第44回 弁論 「定量 分析法」443～458頁

る拡散状 況 について

第44回 弁論 新 潟港図(裏 ・表)

第44回 弁論 臨港航 空写真(昭36.9.1撮 影)

第44回 弁論 カーバ イ ドアセチ レン産業 と石油化学 カーバ イ ド工業会 第46回 弁論

106～108頁 厚生省

昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

認

丸善株式会社 第46回 弁論 認

化学工業社 第46回 弁論 不知

鹿瀬電工株式会社 第46回 弁論 不知

鹿瀬電工株式会社&第46回 弁論 不知
新潟労働基準局

第46回 弁論 不知

加藤虎郎 第46回 弁論 認

第44回 弁論 鹿瀬電工㈱工場排水の阿賀野川におけ 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 臨 港C埠 頭 防 潮堤 写 真(昭34.4.11撮 新潟臨港海 陸運送 第46回 弁論 不知

影)

第44回 弁論 臨港企 業航 空写真(昭39.6.19撮 影)

第44回 弁論 臨港企業航 空写真(昭39.6.19撮 影)

第44回 弁論 臨港C埠 頭水没状況写真(昭39.6.20新 潟臨港海陸運送 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 臨 港C埠 頭 水 没状 況写 真(昭39.6.20新 潟臨港海陸運送 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 臨 港埠 頭 後 背地 浸 水状 況 写 真(昭 新潟臨港海陸運送 第46回 弁論 不知

撮 影)

撮 影)

39.6.22頃 撮 影)

第44回 弁論 滝沢倉庫水没写真(昭39.6.22頃 撮影)新 潟臨港海陸運送 第46回 弁論 不知

第44回 弁論C埠 頭倉庫水没写真(昭39.6.22頃 撮 新潟臨港海陸運送 第46回 弁論 不知
影)

第44回 弁論C埠 頭倉庫水没写真(昭39.6.22頃 撮 新潟臨港海陸運送 第46回 弁論 不知
影)

第44回 弁論C埠 頭倉庫被害状況写真(昭39.12.15新 潟臨港海陸運送 第46回 弁論 不知
撮影)

第44回 弁論C埠 頭倉庫被害状況写真(昭39.12.15新 潟臨港海陸運送 第46回 弁論 不知
撮影)

第44回 弁論 分析化学研究所の分析結果報告書

第44回 弁論 東北電力㈱揚川発電所概要

第44回 弁論1970年 度水工学に関する夏期研修会議 吉川秀夫(土 木学 第46回 弁論 不知義
集Bダ ム ・河川コース

第44回 弁論 塩水楔存在水域での流連分布

第44回 弁論 塩水楔長を支配する主要素

第44回 弁論 阿賀野川塩水楔および河口塩水分調査 南勲
結果について

第44回 弁論 阿賀野川における工業用水取水に関す 川原琢磨
る問題点について

第44回 弁論 阿賀野川における魚介類ならびに底生 日本海区水産研究 第46回 弁論
物の分布調査1～18頁

第44回 弁論 阿賀野川における魚介類ならびに底生 日本海区水産研究 第46回 弁論物
の分布調査付図1～10頁

新潟臨港海陸運送 第46回 弁論 不知
株式会社

新潟臨港海陸運送 第46回 弁論 不知
株式会社

株式会社

新潟臨港海陸運送 第46回 弁論 不知
株式会社

新潟臨港海陸運送 第46回 弁論 不知
株式会社

株式会社

株式会社

株式会社

株式会社

株式会社

株式会社

株式会社

株式会社

分析化学研究所 第46回 弁論 不知

東北電力株式会社 第46回 弁論 認

会水理委員会)

奥田節夫 第46回 弁論 不知

奥田節夫 第46回 弁論 不知

第46回 弁論 認

第46回 弁論 不知

認
所

認
所

第44回 弁論 阿賀野川河口電気電導度(塩 水楔)縦 北陸地方建設局断図

第44回 弁論 雑 誌 「科 学」36巻9号474～497頁 新 宇井純潟
の水俣病(甲 第18号 証に同 じ)

第44回 弁論 雑誌 「科学」37巻11号600～601頁 ふ 宇井純
たたび新潟の水俣病 について

一89一

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知
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Reel13 1新 潟水俣病裁判第1次 訴訟記録

コマ 乙号証 収録 期 日等 標目 作成者 期日 認否

327乙135

乙136

乙137

◎

×

×

乙138-1×

乙138-2×

乙139×

乙140-1×

乙140-2×

乙141-1×

乙141-2×

乙141-3×

乙141-4×

乙141-5×

乙141-6×

乙141-7×

乙141-8×

乙141-9×

乙141-10×

乙141-11×

乙141-12×

乙141-13×

乙141-14×

乙141-15×

乙141-16×

乙141-17×

乙141-18×

乙141-19×

乙141-20×

乙141-21×

乙141-22×

乙141-23×

乙141-24×

乙141-25×

乙141-26×

乙141-27×

乙141-28×

乙141-29×

乙141-30

乙141-31

乙141-32

乙141-33

乙141-34

×

×

×

×

×

第44回 弁論 法律特報41巻9号2～3頁 公害 とし 戒能通孝 第46回 弁論 認
ての塩水楔

第44回 弁論 阿賀野川塩水楔調査報告 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 阿賀野川塩水楔調査(塩 水楔の遡上距 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
離 と流量の関係について)

第44回 弁論 昭和45年 阿賀野川塩水楔定測データー 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

第44回 弁 侖 阿賀野川塩水楔測定結果 ・解析報告 帯刀俊文 第46回 弁論 不知

第44回 弁 侖 阿賀野川の流量 と塩水楔先端距離の関 奥田節夫 第46回 弁論 不知
係図

第44回 弁 侖 昭和45年 信濃川塩水楔定測データー 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

第44回 弁 侖 信濃川定測値についての報告 帯刀俊文 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 塩水楔模型実験装置略図 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 塩水楔模型実験装置前掲写真(海 部よ 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
り)

第44回 弁論 塩水楔模型実験装置前掲写真(海 部よ 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
り)

第44回 弁論 塩水楔模型実験装置海部への給水 と排 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
水写真

第44回 弁

第44回 弁

第44回 弁

第44回 弁

第44回 弁

第44回 弁

第44回 弁

第44回 弁

第44回 弁

第44回 弁

第44回 弁

第44回 弁

第44回 弁

侖 実験材料写真

論 阿賀野川実測図同流量476ト ン/秒

侖 阿賀野川実測図同流量218ト ン/秒

論 阿賀野川実測図同流量176ト ン/秒

侖 阿賀野川実測図同流量159ト ン/秒

論 阿賀野川実測図同流量116ト ン/秒

論 阿賀野川実測図同流量103ト ン/秒

侖相似条件探索実験例

論 相似条件塩水楔先端位置

侖 流量 と塩水楔遡上距離の関係

論 実験図 とモデル実験図
払

昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

冊 河口より2～3キ ロメー トル河床モデル 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

侖 河口より2～3キ ロメー トル河床モデル 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
の位置写真

第44回 弁論 昭和39年11月 河床モデル と流測写真 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 昭和44年6月 河床モデルでの塩水楔遡 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
上実験写真 流量3.6ト ン/時か らスタ
ー トの時の状態

第44回 弁論 昭和44年6月 河床モデルでの塩水楔遡 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
上実験写真 流量1.2ト ン/時からスタ
ー トの時の状態

第44回 弁論 昭和44年6月 河床モデルでの塩水楔パ 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
一ジ実験写真 流量1 .15ト ン/時 か ら
スター トの時の状態

第44回 弁論 昭和44年6月 河床 モデルでの塩水楔パ 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
一ジ実験写真 流量3 .6トン/時か らス
ター トの時の状態

第44回 弁論 昭和44年6月 河床モデルでの塩水楔パ 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
一ジ実験写真 流量3 .6トン/時からス
ター トの時の状態より11分後

第44回 弁論 昭和44年6月 河床 モデルでの塩水楔パ 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
一ジ実験写真 流量3 .6トン/時からス
ター トの時の状態 より3分後

第44回 弁論 昭和39年11月 河床モデルでの塩水楔遡 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
上実験写真 流量4.1ト ン/時 か らス
ター トの時の状態

第44回 弁論 昭和39年11月 河床モデルでの塩水楔遡 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
上実験写真 流量3.0ト ン/時で流入開
始～約7キ ロメー トル相 当の地点 まで
遡上する

第44回 弁論 昭和39年2月 河床モデルでの塩水楔パ 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
一ジ実験写真 流量3 ―3トン/時の時の
状態

第44回 弁論 昭和39年2月 河床モデルでの塩水楔パ 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
一ジ実験写真 流量4 .0ト ン/時の状態

第44回 弁論 昭和39年2月 河床モデルでの塩水楔パ 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
一ジ実験写真 流量4 .2ト ン/時に固定
後の状態

第44回 弁論 満潮干潮の影響写真

第44回 弁論 干潮写真

第44回 弁論 平坦河床モデルの予備写真

第44回 弁論 平坦河床モデルの満潮写真

第44回 弁論 河水流下流連測定写真

昭和電工株式会社 第46回弁論 不知

昭和電工株式会社 第46回弁論 不知

昭和電工株式会社 第46回弁論 不知
昭和電工株式会社 第46回弁論 不知

昭和電工株式会社 第46回弁論 不知
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―9書 証(乙 号証)

コマ 乙号証 収録 期 日等 標目 作成者 期日 認否

乙141-35×

乙141-36×

乙141―37×

乙141-38×

乙141-39×

乙141-40×

乙141-41×

乙141-42×

乙141-43×

乙141-44×

乙141-45×

乙141-46×

乙141-47×

乙141-48×

乙141-49×

乙142

乙143

乙144

乙145

乙146

×

×

×

×

×

乙147-1×

乙147-2×

乙148×

乙149

乙150

乙151

×

×

×

乙152-1×

乙152-2×

乙153×

乙154

乙155

乙156

乙157

乙158

乙159

乙160

×

×

×

×

第44回 弁論 流水遡上流連測定写真 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 海水比電導測定写真 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 海水製造時の比量測定写真 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 海水中の懸A物 実験写真 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 タルク注入開始後懸A物 が第1番 目の 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
山 まで海水によってはこばれた状態の
写真

第44回 弁論 タルク注入開始後海水懸A物 が第1番 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
目の山をこえて流入 しはじめる写真

第44回 弁論 タルク注入開始後海水懸A物 が第1番 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
目の谷にたよりだす写真

第44回 弁論 タルク注入開始後海水懸A物 が第2番 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
目の山をこえる写真

第44回 弁論 タルク注入開始後海水懸A物 が第2番 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
目の谷にたよりだす写真

第44回 弁論 タルク注入開始後海水懸A物 が第2番 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
目の谷にいっぱいになる写真

第44回 弁論 タルク注入停止時の状況写真 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 塩水楔ではこばれた着色タルクは河底 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
へ沈着する(第4番 目の山すそ)状 況

写真

第44回 弁論 河水中にタルク混合水を投入写真 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 投入後の流下状況写真 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 投入後の河水に混合 しつつ流下する写 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
真

第44回 弁論 各河床における河水流量 と塩水楔長の 奥田節夫
関係説明図

第44回 弁論 干満による塩水楔長の変化説明図 奥田節夫

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知
第44回 弁論 送付 書 等(一 部 乙第13号 証51-1,2と 北陸地方建設局阿賀 第46回 弁論 不知

同一)野 川工事事務所長

第44回 弁論 阿賀野川水系日流量表及び図
野川工事事務所長

第44回 弁論 河水流量変化に伴 う楔形(厚 み)変 化 奥田節夫
モデル実験より

第44回 弁論 国際水理学会のシンポジューム
チュアリの水理 と堆積におよぼす塩分 イモンほか
の影響(訳 文添付)

第44回 弁論 安定成層河口の条件 奥田節夫

第44回 弁論 粒径と洗掘 ・輸送 ・堆積をもたらす流 奥田節夫
速の関係

第44回 弁論 土木学会誌52巻6号13～15頁 航空写 木下良作
真測量 と洪水解析

北陸地方建設局阿賀 第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

エス ヘ ンリイ ・ビーサ 第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 認

第44回 弁論 阿賀野川工事事務所 ・石田定一 らの阿 石田定一ならびに 第46回 弁論 不知
賀野川 の河道計 画について5～6頁 武田宏(阿 賀野川
12～13頁,26頁 工事事務所)

第44回 弁論 阿賀野川工事事務所 ・渡辺和夫の阿賀 渡辺和夫(阿 賀野 第46回 弁論 不知
野 川 の 河 口 閉 塞 に つ い て10頁 、

26～42頁

第44回 弁論 サ ンプル採取地点略図(昭45.8.24)

第44回 弁論 サ ンプル採 取地点略図(昭45.9。19)

川工事事務所)

小沢謙二郎

小沢謙二郎

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第44回 弁論 阿賀野川河口河底部の洪降物 ・泥砂等 山本雅之(潜 水研 第46回 弁論 不知
の潜水採取証明書 究所)

第44回 弁論 土の粘度試験結果等 東京ソイルリサーチ 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 干潮域における浮泥分布 奥田節夫 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 雑誌 「科学」34巻1号8～17頁 水俣病 白木博次 第46回 弁論 認

第44回 弁論 官公庁公害専門資料3巻5号2～14頁 山田憲吾ほか 第46回 弁論 認
農薬アルキル水銀中毒症 と判定 された
一症例について

× 第44回 弁論 昭和43年10月12日 付朝 日新聞 「農薬で 朝日新聞社

有機水銀中毒」
×

×

乙161×

乙162-1×

乙162-2 ×

第46回 弁論 認

第44回 弁論 第154回 福島大学医学会各季総会 「農 昭和電工株式会社 第46回 弁論 否
薬による有機水銀中毒症を中心 とした
地域住民の健康調査成績について」ス
ライ ドNo.1～No.59

第44回 弁論 日衛誌24巻1号72～73頁 農薬 アル キ 西山敬太郎、山田 第46回 弁論 不知
ル水銀中毒症 と判定 された一症例 につ 憲吾ほか
いて等

第44回 弁論 日本化学工業協会規約 日本化学工業協会 第46回 弁論 認

第44回 弁論 カラー写真(川 床の石礫にた くさん藻 福島博 第46回 弁論 不知類
が付着 している)

第44回 弁論 カラー写真(ラ ン藻類が沢山付着 して 福島博 第46回 弁論 不知
いた川床の石礫である)
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Reel13 1新 潟水俣病裁判第1次 訴訟記録

コマ 乙号証 収録 期日等 標目 作成者

乙162―3×

乙162-4×

乙162-5

乙162-6

乙162-7

乙162-8

×

×

×

×

乙162-9×

乙162-10

乙162-11

乙162-12

乙162―13

乙162-14

乙162-15

乙162-16

乙162-17

乙162-18

乙162-19

乙162-20

乙162-21

乙162-22

乙163-1

乙163―2

乙163-3

乙163-4

乙163-5

乙163-6

乙163-7

乙163-8

乙163-9

乙163-10

乙163-11

乙163-12

乙163-13

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

乙163―14×

乙163―15×

乙163-16×

乙163―17×

乙163-18×

乙163―19×

乙163-20×

乙163-21×

乙163-22 ×

乙163-23×

乙163-24×

乙163-25×

乙163-26 ×

第44回 弁論 カ ラー写真(ラ ン藻類 ユ レモ)福 島博

第44回 弁論 カ ラー写真(ラ ン藻類 トリコデス ミ 福島博

ウム)

第44回 弁論 カ ラー写真(ミ ドリム シ類 ・ミ ドリム 福 島博
シ)

第44回 弁論 カ ラー写真(ミ ドリム シ類 ・マル ナ ツ 福 島博

メモ)

第44回 弁論 カ ラー写真(ケ イ藻類 ・ヨツメクサ ビ 福 島博
ケ イ ソウ)

第44回 弁論 カ ラー写真(ケ イ藻類 ・ トガ リクサ ビ 福 島博
ケ イ ソウ)

第44回 弁論 カ ラー写真(ケ イ藻類 ・ハ リタケザオ 福 島博
ケイ ソウ)

第44回 弁 侖 カラー写真(海 の プラ ンク トン)福 島博

第44回 弁 侖 カラー写真(ケ イ藻 ・コア ミケイ ソウ)福 島博

第44回 弁論 カラー写真(緑 藻 ・ツヅ ミモ)福 島博

第44回 弁 侖 カラー写真(緑 藻類 ・イカダモ)福 島博

第44回 弁論 カラー写真(緑 藻類 ・クロレラ)福 島博

第44回 弁論 カラー写真(紅 藻類 ・シア ン トラン シ 福 島博

ア)

第44回 弁 侖 カラー写真(黄 色ベ ン毛藻類 ・ミズオ)福 島博

第44回 弁論 カ ラー写真(ヒ ウタカゲ ロウ類 等)福 島博

第44回 弁論 カラー写真(鹿 瀬電工排 水口の アクナ 福 島博
ンテ ス ・リネア リホル ミス)

第44回 弁論 カラー写真(ケ イ藻類)福 島博

第44回 弁論 カラー写真(揚 川 ダム湖底 沈澱物)福 島博

第44回 弁論 カラー写真(松 浜橋付近 の川底沈澱物)福 島博

第44回 弁論 カラー写真(流 下動物採 集 ネ ッ ト)福 島博

第44回 弁論 阿賀野川調査地点 図 福島博

第44回 弁論 環境要因 福 島博

第44回 弁論 各調査地点 で見 出 した藻類の門別 の百 福島博
分率

第44回 弁論 阿賀野 川1969年1月 上 旬の付着藻 福 島博

第44回 弁論 主要種 の出現 率 福島博

第44回 弁論 環境 要因 と付着藻類 量 福島博

第44回 弁論 各調 査地 点で見出 した藻類個体数 の門 福島博
別の百分率

第44回 弁論 阿賀野川1969年2月 上旬の付着藻類

第44回 弁論 主要種の出現率

第44回 弁論 環境要因 ・付着藻類量 と個体数

第44回 弁論 珪藻の形状模型

福島博
福島博

福島博

福島博

第44回 弁論 各調査地点で見出した付着藻個体数の 福島博
分解群 ごとの百分率

第44回 弁論 鹿瀬電工排水溝 と鹿瀬町阿賀野川の 福島博
1969年2月 中旬の藻類植生

第44回 弁論 常浪川1969年2月 中旬の藻類植生 福島博

第44回 弁論 新谷川,大 谷川,五 千母川の主要付着 福島博
藻の出現率

第44回 弁論 早出川水系の主要付着藻の出現率 福島博

第44回 弁論 鹿瀬電工排水溝 と鹿瀬町阿賀野川の藻 福島博
類植生 ・個体数

第44回 弁論 常浪川水系の藻類植生 ・個体数 福島博

第44回 弁論 新谷川,大 谷川,五 千母川 の藻類植 福島博
生 ・個体数

第44回 弁論 早出川水系の藻類植生 ・個体数 福島博

第44回 弁論 各調査地点における主要種の現存量 ・ 福島博
個体数

第44回 弁論 各調査地点における主要種の現存量 ・ 福島博
個体数

第44回 弁論 阿賀野川本支流の付着藻類の現存量等 福島博

第44回 弁論 阿賀野川本支川のアクナンテス ・リネ 福島博
アリフォルミス

第44回 弁論 阿賀野川(白 崎～阿賀浦橋間)の アク 福島博
ナンテス ・リネアリフォル ミスとニ ッ
チアパー レアの現存量

第44回 弁論 阿賀野川下流域に生育 していた藻類細 福島博
胞数 ・石礫土 と泥土は一平方 ミリメー
トル上の個体数 ・植物土 は各植物一・本
に付着 していた個体数

一92一

期 日 認否

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

備 考



1-9書 証(乙 号 証)

コマ 乙号証 収録 期 日等 標目 作成者

一 乙163-27×

乙163-28×

乙163-29×

乙163-30 ×

乙163-31×

乙163-32×

乙163-33

乙163-34

乙163-35

乙163-36

乙163-37

×

×

×

×

×

乙163-38×

乙163-39

乙163-40

×

×

乙163-41×

乙163-42×

乙163-43×

乙163-44×

乙163-45

乙163-46

乙163-47

乙163-48

乙164-1
～29

乙165

×

×

×

×

×

×

乙166-1×

乙166-2×

乙166-3

乙166-4

乙166-5

乙166-6

乙166-7

乙166-8

乙166-9

乙166-10

乙166-11

乙166-12

乙166-13

乙166-14

乙166-15

乙166-16

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

第44回 弁論 下流の排水植物 に付着していたアクナ 福島博
ンテス ・リネア リフォル ミスとニ ッチ
アパーレアの個体数

第44回 弁論 阿賀野川下流域の石礫1平 方メー トル 福島博
に生育 していたアクナンテス ・リネア
リフォル ミスとニッチアパーレアの個
体数

第44回 弁論 阿賀野川下流域の各調査地点における 福島博
1平 方メー トルの底泥土に生育 してい
たアクナンテス ・リネア リフォル ミス
とニッチアパーレアの個体数

第44回 弁論 阿賀野川1969年1月 の主要流下藻類の 福島博
出現率

第44回 弁論 阿賀野川冬期の流下藻類 ・個体数 福島博

第44回 弁論 阿賀野川(1969年1月 上旬)主 要流下 福島博
藻の分布図

第44回 弁論1969年1月 上旬,阿 賀野川各調査地点 福島博
の流下藻の群藻構造の比較

第44回 弁論 オダム(1970)の パーセンテイジ,デ 福島博
イフアレンス

第44回 弁論 浮遊藻類及び流下藻類の分布図 福島博

第44回 弁論 松浜橋付近のプランク トン分布図 福島博

第44回 弁論 阿賀野川のダム湖 と松浜橋付近のプラ 福島博
ンク トン(1)

第44回 弁論 阿賀野川のダム湖 と松浜橋付近のプラ 福島博
ンク トン(2)

第44回 弁論 阿賀野川下流地区底棲動物目別分布表 福島博
(6月調査)

第44回 弁論 阿賀野川水系(水 生動物)底 棲動物目 福島博
別分布表(44年11月 調査)

第44回 弁論 阿賀野川水系水生動物(底 棲)動 物目 福島博
別分布表(45年 夏期調査)

第44回 弁論 阿賀野川の流下昆虫数等 福島博

第44回 弁論 ニゴイ消化管内容物中の藻類個体数の 福島博
パイグラフ

第44回 弁論 ニゴイ ・ハヤ消化管内容物中の藻類個 福島博
体数のパイグラフ

第44回 弁論 信濃川陸水藻(ナ ビキユラ ビリデユ 福島博
ラ)の 行方調査結果

第44回 弁論 信濃川 ・新潟沿岸の流下藻類分布表 福島博

第44回 弁論 阿賀野川下流部の流下藻類分布表 福島博

第44回 弁論 阿賀野川流下ユス リカ類の出現種及び 福島博
個体数

第44回 弁論 洪水サンプル(表 面薄層)電 子顕微鏡 福島博
写真

第44回 弁論 日本ガス化学K.K.ア セ トアルデヒド 山本爲親
製造フローレー ト

第44回 弁論 カラー写真(セ ネデスム ス
ス)

第44回 弁 論 カラー写 真(セ ネデス ムス

養池)

第44回 弁論 カラー写真(セ ネデスムス

養槽)

デモルプ 眞保昇

3ト ン培 眞保昇

ガラス培 眞保昇

第44回 弁論 カ ラー写真(高 連連続遠 心分離機)

第44回 弁論 カ ラー写真(ダ フニア ・カナ リタ)

第44回 弁論 カ ラー写真(ダ ブニアの卵)

第44回 弁論 カ ラー写真(ミ ジ ンコ大型培 養池)

第44回 弁論 カ ラー写真(ミ ジ ンコ実験飼育槽)

眞保昇

眞保昇

眞保昇
眞保昇

眞保昇

第44回 弁論 カラー写真(ミ ジンコの試薬瓶 と各器 眞保昇
具)

第44回 弁論 カラー写真(す い型液量計によるミジ 眞保昇
ンコの数量 を測定)

第44回 弁論 カラー写真(残 存セネデケスセル数を 眞保昇検鏡)

第44回 弁論 カラー写真(稚 ゴイへの餌 を採取 秤 眞保昇量)

第44回 弁論 カラー写真(実 験飼育槽の水面に群が 眞保昇
るミジンコ)

第44回 弁論 カラー写真(実 験に供 した稚ゴイ)眞 保昇

第44回 弁論 カラー写真(魚 飼育実験設備)眞 保昇

第44回 弁論 カラー写真(実 験中の稚ゴイ)眞 保昇
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期日 認否

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

Ree―13

備 考



Reel13 1新 潟水俣病裁判第1次 訴訟記録

コマ 乙号証 収録 期 日等 標目 作成者

乙166-17×

乙166-18×

乙166-19×

乙166-20×

乙166-21×

乙166-22×

乙166-23×

乙166-24×

乙166-25×

乙166-26×

166-27×

乙166-28×

乙166-29×

乙166-30×

乙166-31×

乙166-32×

乙166-33×

乙167―1×

乙167-2×

乙167-3×

乙167-4×

乙167-5×

乙167-6x

乙167-7×

乙167-8×

乙167-9×

乙167-10×

乙167-11×

乙167-12×

乙167-13×

乙167-14×

乙167-15×

乙167-16×

乙167-17×

乙167-18×

乙167-19×

乙167―20×

乙167―21×

乙167-22×

乙167-23×

乙167-24×

乙167-25×

乙167-26×

乙167-27×

乙168×

第44回 弁論 カラー写真(セ ネデスムス試料 を乳鉢 眞保昇
で粉砕)

第44回 弁論 カラー写真(試 料 をメ トラー真 示天秤 眞保昇
で秤量)

第44回 弁論 カラー写真(50ml扁 平 フラス コ)眞 保昇

第44回 弁論 カラ ー写 真(50m1扁 平 フ ラス コに よ 眞保昇
り培 養 中)

第44回 弁論 カラー写真(100%ア クナ ンテス・リネ 眞保昇
ア リフ ォル ミス)

第44回 弁論 カラー写真(500ml・50mlの 扁平 フラ 眞保昇
スコ等 で培 養中、何れ も純 ア クナ ンテ

スを収穫 した)

第44回 弁論 カラー写真(100%ア クナ ンテス・リネ 眞保昇
ア リフ ォル ミス 染色前)

第44回 弁論 カラー写真(球 菌の コロニイ ・ア クナ 眞保昇
ンテスの外殻 が染色 され てい る)

第44回 弁論 カラー写真(球 菌の コロニ イ群 が生長 眞保昇
して くっついて いた ところ)

第44回 弁論 カラー写真(捍 菌の コ ロニイ群)眞 保昇

第44回 弁論 カ ラー 写真(赤 色 に変 色 した 培 地 水 眞保昇

等)

第44回 弁論 カラー写真(赤 色 に変色 した培 地水 を 眞保昇

検 鏡 した もの)

第44回 弁 論 カラー写真(バ クテ リヤ分解 実験 ・八 眞保昇

時間経過の状態)

第44回 弁論 カラー写真(ミ ジンコへの給 餌実験)眞 保昇

第44回 弁論 カラー写真(ア クナ ンテ スを摂食 した 眞保昇
ミジ ンコ)

第44回 弁論 カ ラー写真(イ トミミズの流水飼育実 眞保昇

験)

第44回 弁論 カ ラー 写真(3×10.5P.P.Mメ チ ル水 眞保昇

銀溶液 中のイ トミミズ)

第44回 弁論 表1.セ ネデ スム スの培養条件 眞保昇

第44回 弁論 表2.セ ネデスム スの浸漬実験 の条件 眞保昇

第44回 弁論 図1.浸 漬実験装置系統図 眞保 昇

第44回 弁論 表3.実 験 結果一覧表(T-Hg)眞 保昇

第44回 弁論 表4.実 験 結果一覧表(MM)眞 保 昇

第44回 弁論 図2.セ ネ デ スム ス浸 漬 実験 結 果 一 覧 眞保昇

(T-Hg・MM)

第44回 弁論 表5.ミ ジンコ卵の孵化 眞保昇

第44回 弁論 表6.ミ ジンコの培養条件 眞保昇

第44回 弁論 図3.メ チル水銀流水中 における ミジ ン 眞保昇
コ親虫の個体 あた り仔虫産出数

第44回 弁論 図4.連 鎖の観念概念図

第44回 弁論 表7.食 物連鎖第1段 階の実験条件

第44回 弁論 表8.食 物連鎖第2段 階の実験条件

第44回 弁論 表9.食物連鎖第3段 階の実験条件

眞保昇
眞保昇

眞保昇

眞保昇

第44回 弁論 図6.食 物連鎖第3段 階実験装置系統図 眞保昇

第44回 弁論 図6.食物連鎖第3段 階実験装置系統図 眞保昇

第44回 弁論 図7.稚 ゴイ体重増加の推移 眞保昇

第44回 弁論 表10.実 験結果一覧表(T-Hg)眞 保昇

第44回 弁論 表11.実 験結果一覧表(MM)眞 保昇

第44回 弁論 図8.実験結果一覧表 第2段 階 ミジン 眞保昇
コ

第44回 弁論 図9.実 験結 果一 覧表 第3段 階稚 ゴイ 眞保 昇

(T-Hg)

第44回 弁論 表12.ア クナ ンテス による予備実験 眞保 昇

第44回 弁論 表13.ア クナ ンテ スの メチ ル水銀 流水 眞保 昇

中浸漬実験 条件

第44回 弁論 表14.ア クナ ンテ ス実験 結果一覧 眞保 昇

第44回 弁論 表15.ア クナ ンテ スに供存 す るバ クテ 眞保 昇

リヤ単独 に よるメチル水銀分解条件 の

条件

第44回 弁論 表16.バ クテ リヤに よる分解実験結果 眞保 昇

第44回 弁論 図10.藻 類 別 によ る ミジ ンコの仔 虫産 眞保 昇

出試験の経過

第44回 弁論 表17.イ トミ ミズ実験 結果一覧 眞保 昇

第44回 弁論 田岡博 ら編 藻類 実験 法30～34,78,南 江堂
103頁
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期 日 認否

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 認

備 考



1-9書 証(乙 号 証)

コマ 乙号証 収録 期日等 標目 作成者 期日 認否

一 乙169

一 乙170

乙171

乙172

乙173

×

×

×

×

×

329乙174◎

乙175

乙176

×

×

乙177×

乙178-1×

乙178-2×

乙179-1×

乙179-2×

乙179-3×

乙179-4×

乙179―5×

乙180

乙181

乙182

乙183

×

×

×

×

330乙184◎

乙185

乙186

乙187

乙188

乙189

×

×

×

×

×

乙190-1×

乙190-2×

乙191

乙192

乙193

乙194

一 乙195

、 乙196

×

×

×

×

×

×

第44回 弁論 雑誌 「ソーダと塩素」20巻1号1～11頁 外村健三
水銀化合物に対する微生物のはたらき

第44回 弁論 昭和40年6月13日 付読売新聞 「新潟県 読売新聞社
下に水俣病」

第44回 弁論 昭和40年6月13日 付毎 日新聞 「新潟に 毎 日新聞社"水俣病"発 生」

第44回 弁論 昭和40年6月13日 付毎 日新聞 「新潟に 毎 日新聞社
も水俣病P」

第44回 弁論 昭和40年6月14日 付毎 日新聞 「水質な 毎 日新聞社
ど調査開始」(乙 第13号 証85と 同一)

第44回 弁論 昭和40年6月5日 付新潟 日報 「部落民 を 新潟日報社
個別調査」

第44回 弁論 昭和40年6月18日 付読売新聞 「さらに 読売新聞社
ふえるか"水 俣病"」(乙 第12号 証2と
同一)

第44回 弁論 昭和40年6月21日 付毎 日新聞 「奇病 の 毎 日新聞社
不安を除け」(乙 第13号 証97と 同一)

第44回 弁論 阿賀野川河口底泥の分析値 帯刀俊文

第44回 弁論 瓶入農薬の漏出について(昭 和電工技 寺本亘二ほか
術試験研究報告書1970.No.32)

第44回 弁論 瓶入農薬の漏出過程訂正表 寺本亘二ほか

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第44回 弁論 新潟地震震災調査報告書(1965年3月)建 設省国土地理院 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 新潟地震一被災状況 と土地条件一新潟 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
市街地(そ の1)の カラー写真(A
～H)

第44回 弁論 新潟地震一被災状況 と土地条件一新潟 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
市街地(そ の2)の カラー写真(1
～P)

第44回 弁論 新潟地震一被災状況 と土地条件一新潟 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
市街地(そ の1)

第44回 弁論 新潟地震―被災状況 と土地条件一新潟 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
市街地(そ の2)

第44回 弁論 新潟県の通船 ・栗の木西川災害復旧助 新潟県 第46回 弁論 認
成事業(昭 和40年7月)

第44回 弁論 雑誌 「建設」7巻9号79頁 図一1株 式会社建設資材 第46回 弁論 不知
研究者

第44回 弁論 新潟地震の記録103頁,105～107頁,新 潟県 第46回 弁論 認
120頁,223頁,258頁

第44回 弁論 新潟 県 の新潟地 震 災害復 興計 画 新潟県
58～59頁(乙 第13号 証68と 同一)

第44回 弁論 昭和39年6月21日 付新潟 日報 「60億 新潟日報社
円に達 しそう」(乙 第13号 証68と 同一)

第44回 弁論 昭和39年6月26日 付新潟 日報 「よう 新潟日報社
や く本格排水へ」(乙 第13号 証69と 同
一)

第44回 弁論 昭和39年7月8日 付新潟日報 「被災農 新潟日報社
村を行 く」(乙 第13号 証70と 同一)

第44回 弁論 新潟地震防災研究総会報告
び120頁 総連合

第44回 弁論 オイル フェンスの写真2枚(須 磨海 篠原憲示水
浴場 ・昭和45.7.27篠 原憲示撮影)

第44回 弁論 昭和39年6月16日 新 潟 地 震調 査 報 告 気象庁
64～73頁,91～92頁,100頁,119頁,
120頁

第44回 弁論 新川排水機場のポンプ稼動時間(昭 和 帯刀俊文
39年7～8月 毎 日)

第44回 弁論 新川排水機場のポンプ稼動時間(昭 和 帯刀俊文
39年7月 ～42年3月 月別累計)

第44回 弁論 新潟地震航空カラー写真(阿 賀野川、
津島屋通船川 出口付近 昭39.7.21撮 社
影)

第44回 弁論 河水水銀分析値及びサンプリング地点 帯刀俊文
略図

第44回 弁論 新潟地震航空写真(新 潟市泰平橋～松 防衛庁
浜橋付近 昭39.6.27撮 影)

第44回 弁論 昭和43年4月4日 付読売新聞 「阿賀野 読売新聞社
川に大量の農薬」(乙 第13号 証77と 同
一)

第44回 弁論 昭和43年4月5日 付毎日新聞 「原因論争 毎 日新聞社
にも影響か」(乙 第13号 証78と 同一)

第44回 弁論 婦人公論1969年7月 号 水上勉の阿賀 水上勉野川
の岸から(第 二部)全 文

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

写真5及 全国科学技術団体 第46回 弁論 認

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 認

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

アジア航測株式会 第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認
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コマ 乙号証 収録 期 日等 標目 作成者 期 日 認否

乙197

乙198

乙199

乙200

乙201

乙202

乙203

乙204

乙205

乙206

乙207

乙208

乙209

乙210

乙211

乙212

乙213

一 乙214

313乙215

乙216

乙217

乙218

乙219

乙220

348乙221

353

349乙222

354

350,乙223

355

一 乙224

351,乙225

356

3521乙226

357

一 乙227

乙228

乙229

乙230

乙231

乙232

358乙233

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

◎

×

×

×

×

×

◎

◎

◎

×

◎

◎

×

×

×

×

第44回 弁論 昭和40年6月13日 付新潟 日報 「阿賀野 新潟 日報社
川下流部落 に水俣病」

第44回 弁論 昭 和40年6月13日 付 日 本 経 済 新 聞 日本経済新聞社
「新潟でも水俣病?」(乙 第13号 証21と
同一)

第44回 弁論 昭和40年6月14日 付読売新聞 「水俣病 読売新聞社"たれかまた"の 不安」

第44回 弁論 昭和40年6月14日 付朝 日新聞 「本格 的 朝 日新聞社
調査始 まる」(乙 第13号 証25と 同一)

第44回 弁論 昭和40年6月17日 付新潟 日報 「川魚説 新潟日報社
におびえる地元民」(乙 第13号 証26と

同一)

第44回 弁論 昭和40年6月20日 付新潟 日報 「水俣病 新潟日報社
究明に貴重な資料」

第44回 弁論 昭和40年9月11日 付新潟 日報 「無事 に 新潟日報社
赤ちゃんを産んで」

第44回 弁論 昭和40年11月26日 付毎日新聞 「さらに 毎 日新聞社
一人入院 水銀中毒」

第44回 弁論 昭和40年6月26日 付 サ ンケイ新聞 「疑 サンケイ新聞
いの一人 中毒 と断定」

第44回 弁論 昭和40年6月26日 付新潟 日報 「さらに 新潟 日報社
患者一人豊栄町で」

第44回 弁論 昭和40年6月18日 付新潟 日報 「水俣病 新潟 日報社
に研究本部」「新崎地区にも患者?」

第44回 弁論 昭和40年6月17日 付新潟 日報 「原因 は 新潟 日報社
川魚?」

第44回 弁論 昭和40年6月25日 付朝日新聞 「公害(ll)」朝日新聞社

第44回 弁論 昭和40年7月3日 付新潟日報 「急がれる 新潟日報社
水俣病の解明」(乙 第13号 証27と 同一)

第44回 弁論 昭和40年6月14日 付新潟日報 「水銀(4)」新潟日報社

第44回 弁論 昭和40年8月10日 付新潟 日報 「水銀 を 新潟日報社
二種類 に分離」

第44回 弁論 新潟地震誌 新潟市

第44回 弁論 新潟地震災害速報13～15頁

第44回 弁論 新潟地震港湾被害報告
39.9)

術研究所

第44回弁論 新潟地震
の写真(昭39夏 頃撮影)

第44回 弁論 新潟地震
の写真(昭39夏 頃撮影)

第44回 弁論 新潟地震
撮影)

第44回 弁論 新潟地震
頃撮影)

第44回 弁論 新潟地震
(昭39夏頃撮影)

第44回 弁論 新潟地震 東洋一号倉庫陸側 の写真 国鉄新潟支社
(昭39夏頃撮影)

第44回 弁論 新潟地震
(昭39夏 頃撮影)

第44回 弁論 新潟地震
写真(昭39夏 頃撮影)

第44回 弁論 新潟地震
(昭39夏 頃撮影)

第44回 弁論 新潟地震 日本海倉庫A2号 倉庫内の 若松大朔
写真(昭39夏 頃撮影)

第44回 弁論 新潟地震 日本海倉庫A2号 倉庫内の 若松大朔
写真(昭39夏 頃撮影)

第44回 弁論 新潟地震公共土木施設被災写真集 ・58新 潟県土木部
頁 北埠頭

第44回 弁論 新潟地震 滝沢倉庫跡 の写 真(昭 若松大朔
40・7撮 影)

第44回 弁論 新潟地震
39・夏頃撮影)

第44回 弁論 新潟地震災害報告書(昭39・7)
設局

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論

北陸地方建設局 第46回 弁論

第一部(昭 運輸省港湾局第一 第46回 弁論
港湾建設局港湾技

認
認

認

中央埠頭新潟南船A号 倉庫 新潟地方気象台 第46回 弁論 不知

中央埠頭新潟南船A号 倉庫 新潟地方気象台 第46回 弁論 不知

中央埠頭の写真(昭39夏 頃 新潟地方気象台 第46回 弁論 不知

東洋号倉庫の写真(昭39夏 新潟地方気象台 第46回 弁論 不知

東洋一号倉庫陸側の写真 新潟地方気象台 第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

北埠頭北東側 倉庫 の写真 新潟地方気象台 第46回 弁論 不知

北埠頭新潟南船B号 倉庫の 新潟地方気象台 第46回 弁論 不知

北埠頭南西側倉庫 の写真 新潟地方気象台 第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

臨港埠頭港内の写真(昭 新潟地方気象台 第46回 弁論 不知

建設省北陸地方建 第46回 弁論 認

× 第44回 弁論 昭和39年7月2日 付朝 日新聞 「浸水の農 朝日新聞社

薬を処分」(乙 第13号 証109と 同・一)
× 第44回 弁論 昭和39年7月23日 付新潟 日報 「危険!新 潟 日報社

海 に農薬びん」(乙 第13号 証42と 同一)

◎ 第44回 弁論 包装農薬の水中破袋実験 帯刀俊文

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 不知
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1-9書 証(乙 号証) Reel13

コマ 乙号証 収録 期日等 標目 作成者 期 日 認否 備 考

一 乙234 ×

一 乙235-1～2×

乙236

乙237

359乙238

一 乙239

乙240

乙241

乙242

乙243

乙244

乙245

乙246

×

×

◎
×

×

×

×

×

X

×

第44回 弁論 昭和44年7月10日 付読売新聞 「水害の 読売新聞社
町に農薬流出」

第44回 弁論 涌井和夫より浅賀章平宛 葉書(表 ・ 涌井和夫
裏)

第44回 弁論 農薬学15～16頁 山本亮

第44回 弁論 雑 誌 「科 学」37巻3号153～162頁 食 若月俊一
品に残留 し人体 に蓄積する農薬

第44回 弁論 農薬の空中散布 帯刀俊文

第44回 弁論 昭和39年 度稲作反省資料37～39頁
普及所

第44回 弁論 農薬の保管々理の徹底 による危害防止 新潟県衛生部長
について(通 知)(乙 第13号 証98と 同
一)

第44回 弁論 農薬の空容器等の漂流による危害防止 新潟県衛生部長
について(乙 第13号 証43と 同一)

第44回 弁論 健康ガイ ド8巻5号

第44回 弁論 芳野川水系の地図

第44回 弁論 芳野川水系調査地点

水銀 と公害

第46回 弁論 認

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 認

新潟地区農業改良 第46回 弁論

藤井正美

寺本亘二

寺本亘二

第46回 弁論 不知

認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第44回 弁論 宇陀川水系における水銀分布 に関する 滝 本 清,阿 部 第46回 弁論 不知
地質調査報告書(昭45.4) 道P,喜 田 村 正

次,梅 田 甲子郎,
上野三P

× 第44回 弁論 水銀による環境汚染調査(魚 介類等水 日本公衆衛生協会 第46回 弁論 不知

銀調査結果)

乙247×

乙248×

乙249×

乙250-1×

乙250-2×

乙250-3×

乙251-1×

乙251-2×

乙251-3×

乙251-4×

乙251-5×

乙252 ×

乙253×

乙254-1×

乙254-2×

乙254-3×

乙254-4×

乙255×

乙256 ×

乙257-1×

乙257-2×

乙258

360乙259

×

◎

363乙260-1◎

364乙260-2◎

365乙260-3◎

第44回 弁論 河川,海 域魚介類水銀調査結果 日本公衆衛生協会 第46回 弁論 認

第44回 弁論 芳野川の魚類水銀値 寺本亘二 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 芳野川水系の魚類水銀値の分布 寺本亘二 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 木津川水系(木 津 より上流)と 阿賀野 奥田節夫 第46回 弁論 不知
川(鹿 瀬より下流)の 物理的河相の比
較

第44回 弁論 〔別図1〕 河床高度 と流速 寺本亘二

第44回 弁論 〔別図2〕 河床堆積物平均粒径 寺本亘二

第44回 弁論 意見書 福島博

第44回 弁論 別図1.芳 野川水系各調査地点の川床1寺 本亘二
平方 ミリメー トル上の付着藻個体数と
優 占種

第44回 弁論 別図2.芳 野川水系各調査地点各々の流 寺本亘二
下藻の生細胞 ・死細胞別のパーセンテ
イジディファレンス

第44回 弁論 別図3.各 調査地点の水1m1中 の藻類個 寺本亘二
体数およびその藻類の付着性 と浮遊性
の比率

第44回 弁論 別図4.芳野川水系水中昆虫分布 と清 ・寺本亘二
汚濁表

第44回 弁論 産業医学11巻3号110頁 河川水,泥 喜田村正次ほか
土ならびに一般魚介類中の水銀量

第44回 弁論 水銀スラッジによる塩素濃度変化

第44回 弁論 ス トリッパー説明図

第44回 弁論 反応経過図

第44回 弁論 塩素イオン濃度変化図

第44回 弁論 触媒液中メチル水銀化合物濃度等

寺本亘二

寺本亘二

寺本亘二

寺本亘二

寺本亘二

第44回 弁論 水俣 港湾 の汚 染状 況 の推 移 その一 入鹿山且朗ほか
「チッソ」水俣工場の廃水処理系統の
変遷 と廃水の汚染(乙 第291号 証の一
部 と同一)

第44回 弁論 化 学特 許 総 覧 自89501号 至98565号 発明公報協会
244～246頁 特許 第94647号 「アセ ト
アルデハイ ド」製造方法

第44回 弁論 第4回 技術 サロン プロセス改良の発 昆士郎
想の一例 アセ トアルデヒド製造

第44回 弁論 プロセス改良の発想の一例
ルデヒド製造訳文

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 認

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 認 乙291号 証 を収録。

第46回 弁論 認

第46回 弁論 不知

アセ トア 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 昭和45年10月7日 付新潟 日報 「無機 新潟 日報社水銀
の有機化 を解明」

第44回 弁論 雑誌 「労働の科学」23巻4号70～75頁 寺本亘二阿賀野川有機水銀中毒事件
一本誌喜田

村氏(疫 学班員)の 所論 を読んで一

第44回 弁論1表 摂食量変化 帯刀俊文

第44回 弁論II表Aグ ループの人々の接触量の表 帯刀俊文現

第44回 弁論III表Bグ ループの人々の接触量の表 帯刀俊文
現

第46回 弁論 認

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知
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Reel13 1新 潟水俣病裁判第1次 訴訟記録

コマ 乙号証 収録 期 日等 標目 作成者 期 日 認否 備 考

366乙260-4◎

一 乙261×

乙262-1、2×

乙263

乙264

乙265

乙266

乙267

乙268

乙269

367乙270

乙271

乙272

372乙273

乙274

乙275

乙276

乙277

乙278

乙279

乙280

乙281

乙282

乙283

乙284

乙285

乙286

乙287

乙288

乙289

乙290

×

×

×

×

×

×

×

◎

×

×

◎

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

第44回 弁論IV表Aグ ループが多食 した理由 帯刀俊文 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 最新 医学17巻1号148～149頁 有機水 齋藤守ほか、山本 第46回 弁論 認
銀化合物の毒性に関する研究及び同研 正 ほか
究第2報

第44回 弁論 塩水楔模型実験 の8ミ リカラーフィル 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
ム 昭45.5.25作 成

第44回 弁論 衛生化学12巻2号94～99頁 放射化分 星野乙松,浮 田忠 第46回 弁論 認
析による毛髪水銀の定量(乙 第59号 証 之進ほか
と同一)

第44回 弁論 昭和43年4月13日 付 日本経済新聞 「汚 日本経済新聞社 第46回 弁論 認
染源断定は困難」(乙 第8号 証3と 同一)

第44回 弁論 昭和43年9月22日 付 日本経済新聞 「厚 日本経済新聞社 第46回 弁論 認
生 省案 を尊 重」「学 術調 査 の強 み」
(乙第8号 証7と 同一)

第44回 弁論 昭和42年4月19日 付 日本経済新 聞 「一 日本経済新聞社 第46回 弁論 認
応被害者に有利」(乙 第8号 証8と 同一)

第44回 弁論 昭和40年6月22日 付毎 日新聞 「工場廃 毎 日新聞社 第46回 弁論 認
液の疑 い強い」(乙 第8号 証9と 同一)

第44回 弁論 世界大百科事典13巻182～183頁 赤 平凡社 第46回 弁論 不知
外線の分光学的応用(乙 第9号 証2と 同
一)

第44回 弁論BeiliteillgHalldbuchDerOrgani含 バ イル ス タ イ ン 第46回 弁論 不知
chemChemie(1918)1巻602頁21行(昭 和電工株式会
～25行(訳 文添付)社 訳)

第44回 弁論 雑誌 「科学」38巻12号636～643頁 環 宇井純 第46回 弁論 認
境の汚染

第44回 弁論 アセ トアルデヒ ド製造工程図(乙 第9チ ッソ株式会社 第46回 弁論 不知
号証22,乙 第11号 証13と 同一)

第44回 弁論 雑誌 「用水 と廃水」10巻12号870～874厚 生省環境衛生局 第46回 弁論 認
頁 水銀による環境汚染暫定対策要領

第44回 弁論 産業 公害対策特 別委員会 議録 第3号 衆議院 第46回 弁論 認
昭和42年9月11日1～20頁

第44回 弁論 阿賀野川平面図 其の2北 陸地方建設局新 第46回 弁論 認潟
工事事務所

第44回 弁論 理科年表昭和44年39頁 日本のおもな 東京天文台
河川(乙 第10号 証1と 同一)

第44回 弁論 分析化学17巻10号1247～1251頁 有機 西末雄
水銀化合物希薄水溶液の分析

第44回 弁論 労働 の科学20巻6号50～53頁 水俣 入鹿山且朗
病の原因物質を追求 して

第44回 弁論 産業公害171～181頁 工業廃水によ 木村恒行ほか
る汚濁

第44回 弁論 随筆 うなぎの旅60～67頁 鰻の生活史 松井魁

第44回 弁論 臨床科学4巻8号954～961頁 有機水 喜田村正次
銀中毒一新潟の水俣病(甲 第89号 証 と
同一)

第44回 弁論 日本衛生学雑誌24巻1号
ルキル水銀の生体内における蓄積性に
ついて―第二報一

第44回 弁論 用水 と廃水10巻12号856～860頁 極微 寺本亘二ほか
濃度溶液中におけるメチル水銀の魚体
への蓄積

第44回 弁論 日本衛生学雑誌16巻1号69～70頁 水 入鹿山且朗
俣病原因物質 としての有機水銀 とその
有毒化機転について

第44回 弁論 日本農村医学会雑誌13巻3～4号285～ 藤井敬三ほか
292頁 釧路地方白糠町の農民の健康
と栄養調査報告(第1報)

第44回 弁論 第17回 日本医学会総会学術講演集第1若 月俊一
巻772～783頁 農民における中毒の実
態

第44回 弁論 疫学 と疾病予防87～93頁 疫学調査 松田心一
方法

第44回 弁論 週刊時事1967年7月1日 号22～26頁 北野博一
第二の水俣病についての反省

第44回 弁論 安全性の考え方31～46頁 水俣病 武谷三男

第44回 弁論 産業医学9巻2号 アセチレン接触河水 喜田村正次ほか
反応にともなうメチル水銀の生成

第44回 弁論 公衆衛生3巻2号10～16頁 水俣病の 入鹿山且朗
経過 と当面の問題点(甲 第90号 証 と同
一)

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認 甲89号証を収録。

低濃度 ア 喜田村正次ほか 第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認
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―9書 証(乙 号証)

コマ 乙号証

382乙291

収録 期日等 標目 作成者 期 日 認否

乙292

乙293

乙294

乙295

乙296

乙297

乙298

乙299

乙300

乙301

乙302

◎

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

384乙303◎

一 乙304×

乙305 ×

乙306×

乙307-1×

乙307-2×

乙308

乙309

乙310

乙311

×

×

×

×

396乙312◎

一 乙313×

乙314

乙315

乙316

乙317

乙318

乙319

乙320

、 乙321

、 乙322

×

×

×

×

×

×

×

×

X

第44回 弁論 第26回 日本公衆衛生学会講演集147中 村弘、入鹿山且 第46回 弁論 認
頁 工場廃水中に含 まれる有機水銀の 朗
処理,148頁 「チッソ」水俣工場の排
水処理系統の変遷 と排水の汚染

第44回 弁論 昭和43年4月13日 付 日本経済新聞 「な 日本経済新聞社 第46回 弁論 認
ぜスッキリせぬ」(乙 第12号 証13と 同
一)

第44回 弁論 昭和43年9月27日 付東京新聞 「公害行 中日新聞東京本社 第46回 弁論 認
政の転機に」(乙 第12号 証14と 同一)

第44回 弁論 農薬の手引 き31,97頁 化学工業 日報社 第46回 弁論 認

第44回 弁論 有機合成化学協会誌18巻8号550～564石 山哲爾 第46回 弁論 認
頁 有機水銀殺菌剤

第44回 弁論 「あすのための警告」88～105頁 農薬 福島要一 第46回 弁論 認
問題はこのように論ぜ られた

第44回 弁論 雑誌 「遺伝」9～13頁 毒物学か らみ 石倉俊治、山口誠 第46回 弁論 認
た水俣病 同14～19頁 避妊薬 と有機 哉
水銀

第44回 弁論 災害医学11巻5号 ・504～511頁 水銀農 喜田村正次 第46回 弁論 認
薬の危害問題について

第44回 弁論 阿賀野川河口沿岸における水銀中毒事 安全工学協会水銀 第46回 弁論 認
件事故の原因に関する考察 中毒調査委員会

第44回 弁論 農薬の水中における挙動(第2報)昭 和電工株式会社 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 新潟県海岸対策委員会報告書 第1輯 新潟県海岸対策委 第46回 弁論 不知
員会

第44回 弁論 第66回 安全工学研究会 塩水楔につい 南勲
て

第44回 弁論 阿賀野川水銀中毒事件の原因調査 北川徹三

第44回 弁論 新潟地震一その被害状況 と復興対策一 第四銀行企画室
20-22頁

第44回 弁論 「農作物病害虫防除基準」12～17頁
会

第44回 弁論 「農薬亡国論」66～73頁 農薬 と農民 水野肇

第44回 弁論 病害虫防除資材取扱状況23頁
薬の使用状況推移 課,新 潟県植物防

疫協会
第44回 弁論 病害虫防除資材取扱状況42頁

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 認

福島県植物防疫協 第46回 弁論 認

主要農 新潟県農林部農産 第46回 弁論

第46回 弁論 不知

認

展着 新潟県農林部農産 第46回 弁論 認
剤 ・除草剤 ・殺鼠剤 ・その他売却数量 課,新 潟県植物防

疫協会
第44回 弁論 新潟市街図 ・一万分の一 昭文社

第44回 弁論 昭和40年6月2琶」日付新潟 日報 「水俣病 新潟 日報社
微妙な北野発言 県農林部"農 薬"な
お追及」(乙 第13号 証102号 と同一)

第44回 弁論 昭和39年7月2日 付読売新聞 「新潟港倉 読売新聞社
庫の農薬を処分」(乙 第13号 証110と 同
一)

第44回 弁論 昭和39年7月2日 付新潟 日報 「ハエの発 新潟 日報社
生防 ぐ 新潟水 びた し農薬 が一役」
(乙第13号 証111と 同一)

第44回 弁論 疫学班報告に対する見解35～38頁

第44回 弁論8ミ リ映写フィルム(音 声入)「 新潟地 新潟日報社
震」

第44回 弁論 久留米医学会雑誌33巻7号885～904秋 武邦子
頁 水銀中毒の診断根拠 としての毛髪
中水銀

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知

第46回 弁論 不知

第46回 弁論 認

第44回 弁論 クミスイ粉剤およびクミスイ粉剤一30全 国購買農業協同 第46回 弁論 認
の規格および規格試験法(昭39.1.1制 組合連合会
定)

第44回 弁論 猫の内科学,外 科学133～141頁 理E・J・ キャット 第46回 弁論 認
化学的作用による疾患 ロッ ト

第44回 弁論 「怒 りは川をさかのぼる」8～17頁 阿 新潟民主団体水俣 第46回 弁論 認
賀野川―新潟水俣病の舞台一 病対策会議

第44回 弁論 工業化学雑誌74巻2号 アセチレン 寺本亘二ほか 第46回 弁論 認
の水和反応におけるメチル水銀化合物
の挙動

第44回 弁論 産業医学7巻4号132頁 薄層 クロマ 喜田村正次ほか
トグラフ法による有機水銀の分離定量

第44回 弁論 原色淡水魚類検索図鑑120頁45.二 中村守純
ゴイ

第44回 弁論 原色日本淡水魚類図鑑91～92頁58.宮 地伝三郎ほか
ニゴイ

第44回弁論緲 鞍 畿 簿)
15}雪¥1頁 佐酳 水

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認
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Reel13 1新 潟水俣病裁判第1次 訴訟記録
コマ 乙号証 収録 期日等

標目 作成者 期日 認否

399

乙323-1、2×

乙324―1×

乙324-2×

乙325

乙326

乙327

乙328-1

乙328-2

乙328-3

乙328-4

乙328-5

乙328-6

乙328-7

乙329-1

乙329-2

乙329-3

乙329-4

乙329-5

乙329―6

乙329-7

乙330-1

乙3302

乙330-3

乙330-4

乙330-5

乙330-6

乙331-1

乙331-2

乙331-3

乙331-4

乙331-5

乙331-6

乙332-1

乙332-2

乙332-3

×

◎
×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

第44回 弁論ES7U4R」ESI58～179頁,及 び訳文 ジ ョー ジ ・エ イ 第46回 弁論 不知
チ ・ロフ(昭 和電
工株式会社訳)

第44回 弁論 阿賀野川,泰 平橋における河水流速測 帯刀俊文 第46回 弁論 不知
定報告

第44回 弁論 建設省北陸地方建設局阿賀野川工事事 帯刀俊文 第46回 弁論 不知
務所測定の流量 と流速の関係表(昭 和
44年)

第44回 弁論 時刻水位旬表(昭 和45年8月 度)及 び 北陸地方建設局阿 第46回弁論 不知
水位流量表(昭 和44年 度)賀 野川工事事務所

長

要補充 アセ トアルデヒド生産実績表 昭和電工株式会社 第46回弁論 不知

第44回 弁論 「内外化学品資料」標準原価計算の一 森谷暢夫ほか 第46回弁論 不知
例

第44回 弁論 新日本窒素肥料㈱の有価証券報告書 大蔵省理財局経済 第46回弁論 認
(第20期)課

第44回 弁論 新日本窒素肥料㈱の有価証券報告書 大蔵省理財局経済 第46回弁論 認
(第22期)課

第44回弁論 新 日本窒素肥料㈱の有価証券報告書 大蔵省理財局経済 第46回弁論 認
(第24期)課

第44回弁論 新 日本窒素肥料㈱の有価証券報告書 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
(第26期)課

第44回弁論 新 日本窒素肥料㈱ の有価証券報告書 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
(第28期)課

第44回 弁論 新 日本窒素肥料㈱ の有価証券報告書 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
(第29期)課

第44回 弁論 新 日本窒素肥料㈱ の有価証券報告書 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
(第31期)課

第44回 弁論 大 日本セルロイド㈱の有価証券報告書 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
(第78期)課

第44回 弁論 大 日本セルロイド㈱の有価証券報告書 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
(第80期)課

第44回 弁論 大日本セルロイド㈱の有価証券報告書 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
(第81期)課

第44回 弁論 大 日本セルロイド㈱の有価証券報告書 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
(第82期)課

第44回 弁論 大 日本セルロイド㈱の有価証券報告書 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
(第84期)課

第44回 弁論 大日本セルロイド㈱の有価証券報告書 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
(第86期)課

第44回 弁論 大 日本セルロイド㈱の有価証券報告書 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
(第88期)課

第44回 弁論 日本化学工業㈱の有価証券報告書(第 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
61期)課

第44回 弁論 日本化学工業㈱の有価証券報告書(第 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
63期)課

第44回弁論 日本化学工業㈱の有価証券報告書(第 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
65期)課

第44回弁論 日本化学工業㈱の有価証券報告書(第 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
67期)課

第44回 弁論 日本化学工業㈱の有価証券報告書(第 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
69期)課

第44回 弁論 日本化学工業㈱の有価証券報告書(第 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
71期)課

第44回 弁論 電機化学工業㈱の有価証券報告書(第 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
85期)課

第44回 弁論 電機化学工業㈱の有価証券報告書(第 大蔵省理財局経済 第46回弁論 認
87期)課

第44回 弁論 電機化学工業㈱の有価証券報告書(第 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
89期)課

第44回 弁論 電機化学工業㈱の有価証券報告書(第 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
91期)課

第44回 弁論 電機化学工業㈱の有価証券報告書(第 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
93期)課

第44回 弁論 電機化学工業㈱の有価証券報告書(第 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
95期)課

第44回 弁論 日本瓦斯化学工業㈱の有価証券報告書 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
(第19期)課

第44回 弁論 日本瓦斯化学工業㈱の有価証券報告書 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
(第21期)課

第44回 弁論 日本瓦斯化学工業㈱の有価証券報告書 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
(第23期)課
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コマ 乙号証 収録 期 日等 標目 作成者 期日 認否

404

乙332-4× 第44回 弁論 日本瓦斯化学工業㈱の有価証券報告書 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認
(第25期) 課

乙332-5× 第44回 弁論 日本瓦斯化学工業㈱の有価証券報告書 大蔵省理財局経済 第46回 弁論 認

乙333-1

乙333-2

乙333-3

乙333-4

乙333-5

乙333-6

乙334-1

乙334-2

乙334-3

乙334-4

乙334-5

乙334-6

乙335

乙336

乙337

乙338

乙339

乙340

乙341

乙342

乙343

乙344

乙345

乙346

乙347-1～2

乙348-1～

348-2

乙349

乙350

乙351

一 乙352

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

◎

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

(第27期)

第44回 弁論 ㈱鉄興社の有価証券報告書(第59期)

第44回 弁論 ㈱鉄興社の有価証券報告書(第61期)

第44回 弁論 ㈱鉄興社の有価証券報告書(第63期)

第44回 弁論 ㈱鉄興社の有価証券報告書(第65期)

第44回 弁論 ㈱鉄興社の有価証券報告書(第67期)

第44回 弁論 ㈱鉄興社の有価証券報告書(第69期)

第44回 弁論 昭和電工㈱の有価証券報告書(第36期)大 蔵省理財局経済課 第46回 弁

第44回弁論 昭和電工㈱の有価証券報告書(第38期)大 蔵省理財局経済課 第46回 弁

第44回 弁論 昭和電工㈱の有価証券報告書(第40期)大 蔵省理財局経済課 第46回 弁

第44回 弁論 昭和電工㈱の有価証券報告書(第42期)大 蔵省理財局経済課 第46回 弁論

第44回 弁論 昭和電工㈱の有価証券報告書(第44期)大 蔵省理財局経済課 第46回 弁論

第44回 弁論 昭和電工㈱の有価証券報告書(第46期)大 蔵省理財局経済課 第46回 弁論

第44回 弁論 週刊朝 日70巻28号118～121頁 死を 永井記者、仙名記 第46回 弁論
はこぶ阿賀野川一"新 潟の水俣病"の 者
ナゾと恐怖

課

大蔵省理財局経済課 第46回 弁論

大蔵省理財局経済課 第46回 弁 侖

大蔵省理財局経済課 第46回 弁論

大蔵省理財局経済課 第46回 弁論

大蔵省理財局経済課 第46回 弁論

大蔵省理財局経済課 第46回 弁論

論

論

侖

第44回 弁論 日本衛生学雑誌 ・25巻1号90頁 河川魚 上田喜一 ほか

類 中のエチルお よび メチル水銀 にっ い
て

第44回 弁論 雑 誌 「臨 床 と研 究」37巻6号85～88頁 宮川九平太
水俣病 の原因(動 物 実験 を中心 と して

の研究)

第44回 弁論 精神神経学雑誌62巻13号1887～1913宮 川九平 太

頁 水俣病 の原因 とその発生機転(動

物実験 を中心 としての研 究)

第44回 弁論 熊本 医学会雑誌33巻 補冊 第3,693～743島 崎朗

頁 水俣病 の原因 とその発生機転 に関
する研究

第44回 弁論 熊本医学会雑誌33巻 補冊 第3,704～713掛 橋和宜

頁 水俣病 の原因 とその発生機転 に関

する研究

第44回 弁論 熊本医学会雑誌33巻 補冊第3,714～722瀬 口三折 ほか

頁 水俣病 の原因 とその発生機転 に関
する研究

第44回 弁論 熊本医学会雑誌33巻 補冊第3,723～732白 石和明

頁 水俣病 の原因 とその発生機転 に関

す る研究

第44回 弁論 熊本医学会雑誌34巻 補冊第3,712～729吉 田精孝

頁 マウス及 び猫 の鉛 の経 口投与 に よ
る中毒

第44回 弁論 雑誌 「生産研究」18巻10号268～274加 藤正夫 ほか

頁 放射性 同位元素 を利 用す る液体 流
れの追跡

第44回 弁論 労 研 維 持 会 資 料431号ACGIH多 田治

(1967年)の 有害物許容濃度表

第44回 弁論 医 学 と生 物 学72巻5号274～281頁 ガ 喜田村正 次ほか
ス クロマ トグラ フ有機水銀化合物 の分

離、定量

第44回 弁論D6167〃z跏 読oη(ゾ
Co〃2ρo〃η4s加Fo侃!∫'z伽 ∠)α'6テ

C加 〃2此αS6α η誑1襯 囲6α20巻 会社訳)

2131～2137頁 及 び右部分訳文

第44回 弁論2.γ6酌 初4〃 ηg67

認

認
認

認

認
認

認

認
認

認

認
認

認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

〃⑳1―〃267α4刎 グ ンネル ・ウエス 第46回 弁論 不知

(昭和電工 株式

R.Hg.CH,バ イル シュタイ ン 第46回 弁論 不知

仂47α 膨 耀 ππが 施z∂勿4κ ηgθ7B泌(昭 和 電 工株 式 会

飜 ノ嬲鞴 斃遥耀 灘 社訳)
文

× 第44回 弁論 昭和41年6月24日 付新潟 日報 「『微弱な 新潟日報社
反応だけ』 上田教授の水銀分析 新
検体でさらに追試」

× 第44回 弁論 昭和41年5月21日 付新潟 日報 「"確認"新 潟日報社
には資料不足 昭電廃液,厚 生省に水
ゴケ提出」

× 第44回 弁論 昭和41年5月21日 付毎 日新聞 「水 ゴケ 毎日新聞社
から水銀反応 昭電鹿瀬の排水溝で採
取 厚生省,資 料求め再調査へ」

× 第44回 弁論 昭和41年6月28日 付朝 日新聞 「"証拠 と 朝日新聞社
して弱い" 水銀中毒,コ ケで厚生省が
結論」

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認
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コマ 乙号証 収録 期 日等 標目 作成者 期 日 認否

乙353

乙354

乙355

乙356

乙357

乙358

×

×

×

×

×

×

乙359-1×

乙359-2×

乙360-1×

407乙360-2◎

421乙360-3◎

422乙361

乙362

乙363

◎

×

×

乙364×

乙365-1、2×

乙366

乙367

乙368

乙369

乙370

乙371

乙372

乙373

乙374

乙375

乙376-1

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

乙376-2×

乙376-3×

第44回 弁論 昭和41年5月19日 付朝 日新聞 「工場の 朝 日新聞社
排水溝からメチル水銀反応?」

第44回 弁論 昭和41年5月20日 付朝 日新聞 「水 ゴケ 朝 日新聞社
を定性分析 新潟の水銀中毒事件」

第44回 弁論 昭和41年5月25日 付読売新聞 「最後の 読売新聞社
キメ手出ず 鹿瀬電工の水ゴケ分析」

第44回 弁論 日化協 月報12巻11号654頁
動 き 第534回 常議 員会(10月16日)
(2)住友化学新居浜製造所 と新日窒水俣
工場の排水問題のその後の経過

第44回 弁論 雑誌 「原子力工業」14巻10号10～32頁 佐伯誠直ほか
海洋生物の放射線濃縮 と人体への影響

第44回 弁論 放射能影響の水産学的研究(中 間報告 松江吉行ほか
一IV)・88～98頁 第五福竜丸の"灰"

浸出液によるプランク トンの培養飼育
実験

第44回 弁論 利根川水系水産動物調査報告(昭38・
39年度)33～38頁

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

協会 の 日本化学工業協会 第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

第46回 弁論 認

資源科学研究所 第46回 弁論 認

第44回 弁論 利根川河 口堰建設事業 に伴 う水産 動物 資源科学研 究所 第46回 弁論 認
に及 ぼす 影 響 予 測 解 析 調 査(昭 和43

年)66～84頁

第44回 弁論 遠藤好三郎 ・ツギ宅訪 問の録 音 テー プ 昭和電工株 式会社 第46回 弁論 不知

(昭44.9.1録 音)

第44回 弁論 遠藤好三郎 ・ツギ宅訪 問の録 音 テー プ 昭和電工株式会社 第46回 弁論 不知
の解読

第44回 弁論 遠藤 ツギ氏 の庭(ブ ドウ棚)の カラー 小沢謙二郎 第46回 弁論 不知

写真(昭44.7.4撮 影)

第44回 弁論 「田宮委員会 」の研 究資 金にす るため所 日本化学工業協会 第46回 弁論 認

属会 員会社 か ら集めた拠出金の明細 書

第44回 弁論 昭 和43年4月16日 付 毎 日新聞 「厚 生 省 毎 日新聞社 第46回 弁論 認
は強 く反発 水銀 中毒,科 学 技術 庁の

原案に」

第44回 弁論 昭和43年9月27日 付朝 日新聞 「『企業責 朝 日新聞社 第46回 弁論 認

任 』に複雑 な反響 二つの水俣病 」

第44回 弁論 「日本の奇病 」210～228頁 水俣 病 松田心一 第46回 弁 論 認

第44回 弁論PaisoningbyEibylMercuryエ ム ・エ イ ・ジ ャ 第46回 弁論 不知
TalueneSulpboramilideBritishリ リほか

JournalofludustrialMedicine18巻
(1961年)303～308頁,及 び訳文

第44回 弁論 日本 眼 科学 会 雑誌74巻9号180～191三 国政吉 ほか 第46回 弁論 認

頁 阿賀 野川有機 水銀 中毒症 患者 にお

ける視野 変状 について

第44回 弁論 日本眼科紀 要19巻692～702頁 新結 三根 亨 第46回 弁論 認

核 治療 薬Eihambutalに よ る眼 障碍
について

第44回 弁論 日本 眼科紀 要19巻708～714頁 ステ 東郁郎 ほか 第46回 弁論 認
ロイ ド緑 内障一9症 例 一

第44回 弁論 日本眼科全書329～335頁 周辺視野 飯 沼巌 第46回 弁論 認

狭 窄の形状

第44回 弁論 視野狭窄表 佐藤 隆 第46回 弁論 不知

第44回 弁論 日本 医事 新 報2425号8～15頁 視力 障 石川 哲ほか 第46回 弁論 認

害 を主徴 とする 「佐久 の眼病」 につい
て

第44回 弁論 昭和46年1月27日 付朝 日新聞 「"目の奇 朝 日新 聞社 第46回 弁論 認

病"で 信 大 反証 『原 因 は農 薬 で は な
い』」

第44回 弁論 日本衛生学雑誌 第32回 日本衛生学会 入鹿 山且朗 ほか 第46回 弁論 認

総 会号17巻1号33頁164.水 俣 湾 魚

介中の有機 水銀

第44回 弁論 「主な る神経症状 の臨床的解説」(昭 和 相沢豊三 ほか 第46回 弁論 認
44年)94～97頁 知覚障害の種類

第44回 弁論 昭和46年4月8日 付朝 日新聞 「原告 に不 朝 日新聞社 第46回 弁論 認

利 な鑑定 『地 震前患者』 を否定」

第44回 弁論 第4回 脳 の シンポ ジ ウム 阿賀 野 川沿 昭和電工株式 会社 第46回 弁論 認

岸 の有 機 水 銀 中毒 よ りみ た臨床 知 見

(椿忠雄講演 テープ解 読)

第44回 弁論 第4回 脳 の シンポ ジウム ス ライ ド写 昭和電工株式 会社 第46回 弁論 不知

真集No.1～No.21

第44回 弁論 第4回 脳 の シンポ ジウム プログラム 文部省 「脳 」特定 第46回 弁論 否

研究班 、 日本学術

会議脳研究連絡委

員会

一102一

備 考



1-9書 証(乙 号 証)

コマ 乙号証 収録 期 日等 標目 作成者 期日 認否

乙377

乙378

乙379

乙380

乙381

乙382

乙383

乙384

乙385

乙386

乙387

乙388

乙389

乙390

乙391

乙392

乙393

乙394

乙395

乙396

乙397

乙398

乙399

乙400-1

乙400-2

乙401

乙402

乙403

乙404

乙405

乙406

乙407

乙408

乙409

乙410

乙411

×

×

×

×

×

×

X

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

第44回 弁論 第2回 安全工学国間シンポジウム・プロ 日本学術会議安全 第46回 弁論 認
グラム 工学研究連絡委員

会

第44回 弁論 取寄記録中の食品衛生調査会 厂河川汚 食品衛生調査会 第46回 弁論 認
濁に伴う汚染食品に基因する危害事故
防止対策特別部会」の審議経過

第44回 弁論 「自律神経失調症」46～56頁 不定愁 阿部達夫ほか 第46回 弁論 認
訴症候群 と自律神経失調症

第44回 弁論 昭和46年3月16日 付朝 日新聞 「『臨床的 朝日新聞社 第46回 弁論 認
に無価値』高瀬参考人 『分析値は正
確だ』小林参考人」

第44回 弁論 メチル水銀化合物のECDガ スクロマ 田辺正士 第46回 弁論 認
トグラフ分析における擬似 ピークにつ
いて

第44回 弁論 △△△ △△神経 内科 外来 病床 日誌 新潟大学医学部神 第46回 弁論 不知
(外来番号1091)経 内科

第44回 弁論 △△△△△神経内科入院病歴写(入 院 新潟大学医学部神 第46回 弁論 認
番号105)経 内科

第44回 弁論 △△△△△神経内科入院病歴写(入 院 新潟大学医学部神 第46回 弁論 認
番号396)経 内科

第44回 弁論 △△△△△神経内科入院病歴写(入 院 新潟大学医学部神 第46回 弁論 認
番号646)経 内科

第44回 弁論 △△△△神経内科外来病床 日誌写(外 新潟大学医学部神 第46回 弁論 認
来番号881)経 内科

第44回 弁論 △△△△神経内科入院病歴写(入 院番 新潟大学医学部神 第46回 弁論 認
号81)経 内科

第44回 弁論 △△△△神経内科入院病歴写(入 院番 新潟大学医学部神 第46回 弁論 認
号96)経 内科

第44回 弁論 △△△△神経内科入院病歴写(入 院番 新潟大学医学部神 第46回 弁論 認
号655)経 内科

第44回 弁論 △△△△神経内科入院病歴写(入 院番 新潟大学医学部神 第46回 弁論 認
号829)経 内科

第44回 弁論 △ △△△神 経 内科外来病 床 日誌 写 新潟大学医学部神 第46回 弁論 認
(外来番号378)経 内科

第44回 弁論 △△△△神経内科入院病歴写(入 院番 新潟大学医学部神 第46回 弁論 認
号158)経 内科

第44回 弁論 △△△△入院病床 日誌写(入 院番号 健康保険新潟病院 第46回 弁論 認
8980)

第44回 弁論 △△△△診察録写(番 号1140)葛 塚病院 第46回 弁論 認

第44回 弁論 △△△△診察録写(番 号1350)葛 塚病院 第46回 弁論 認

第44回 弁論 △△△△診察録写(番 号2651)葛 塚病院 第46回 弁論 認

第44回 弁論 △△△△診察録写(番 号1654)葛 塚病院 第46回 弁論 認

第44回 弁論 △△△△△神経内科外来病床 日誌写 新潟大学医学部神 第46回 弁論 認
(外来番号930)経 内科

第44回 弁論 △△△△△小児科入院病床日誌写(入 新潟大学医学部小 第46回 弁論 認
院番号76)児 科

第44回 弁論 △△△△△診療録 沼垂診療所 第46回 弁論 認

第44回 弁論 △△△△△診療録 沼垂診療所 第46回 弁論 認

第44回 弁論 △△△△△神経内科外来病歴写(外 来 新潟大学医学部神 第46回 弁論 認
番号2949)経 内科

第44回 弁論 △△△△△入院病床 日誌写(入 院番号 新潟大学医学部精 第46回 弁論 認
129)神 神経科

第44回 弁論 △△△△△診療録写(外 来番号4560)新 潟大学医学部眼科 第46回 弁論 認

第44回 弁論 △△△△△診療録写 滝沢診療所 第46回 弁論 認

第44回 弁論 △△△△神経内科外来病床日誌写(外 新潟大学医学部神 第46回 弁論 認
来番号739)経 内科

第44回 弁論 △△△△△神経内科外来病歴写(外 来 新潟大学医学部神 第46回 弁論 認
番号3133)経 内科

第44回 弁論 △△△△脳神経外科入院病床 日誌写 新潟大学医学部脳 第46回 弁論 認
(入院番号401)外 科

第44回 弁論 △△△△△診療録写(外 来番号2819)新 潟大学医学部眼科 第46回 弁論 認

第44回 弁論 △△△△△診療録写 滝沢診療所 第46回 弁論 認

第44回 弁論 △△△△診療録写(外 来番号6847)新 潟大学医学部眼科 第46回 弁論 認

第44回 弁論 △△△△診療録写(外 来番号1568)新 潟大学医学部眼科 第46回 弁論 認

一Io3―
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1 新潟水俣病裁判第1次 訴訟記録

1-10人 証Ree―14～36

コマ 史料番号 証人氏名 日付 備考1 備考2

1-10-1

0051-10-1-001

1441-10-1-002

3191-10-1-003

原告申出証人
椿 忠雄

椿 忠雄

椿 忠雄

0061-10-1-004松 田 心 一

1501―10-1-005武 内 忠 男

272―10-1-006入 鹿 山 且 朗

339―10-1-007入 鹿 山 且 朗

386―10-1-008入 鹿 山 且 朗

0041-10-1-009徳 臣 晴 比 古

120―10-1-010瀬 辺 恵 鎧

2351-10―1-011瀬 辺 恵 鎧

2861-10-1-012瀬 辺 恵 鎧

0041―10-1-013北 野 博 一

1251-10-1-014北 野 博 一

0041-10-1-015滝 澤 行 雄

104L10-1-016滝 澤 行 雄

2421―10-1-017滝 澤 行 雄

004―10-1-018喜 田 村 正 次

1591-10-1-019喜 田 村 正 次

003―10-1-020川 那 部 浩 哉

126―10-1―021川 那 部 浩 哉

2411-10-1-022三 隅 博

004―10-1-023原 田 正 純

023―10-rO24原 田 正 純

0341-10-1-025原 田 正 純

066―10-1-026原 田 正 純

081―10-1-027原 田 正 純

0961-10-1-028尾 上 ハ ル エ

1231-10-1-029田 中 ア サ ヲ

1601-10-1-030上 村 良 子

1901-10-1-031上 村 好 男

201―10-1-032浜 元 二 徳

239―10-1-033坂 本 フ ジ ェ

009―10-1-034齋 藤 守

071―10-1-035齋 藤 守

Ree口4

Ree―14～22

1968年8月8日 第5回 口頭弁論

1968年12月6日 第6回 口頭弁論

1969年4月7日 第8回 口頭 弁論

Ree―15

1968年9月27日 〔出張尋問〕証 拠調

1968年10月14日 〔出張尋問〕証拠 調

1968年10月14日 〔出張尋問〕証拠調

1968年10月15日 〔出張尋問〕一証拠調

1969年1月24日 〔出張 尋問〕証拠調

Ree―16

1968年10月15日 〔出張尋 問〕証拠調

1969年5月24日 〔出張尋 問〕証 拠調

1969年7月8日 〔出張尋問 〕証拠 調

1969年7月9日 〔出張尋問 〕証拠 調

Ree目7

1969年6月24日 第9回 口頭弁論

1969年9月3日 第10回 口頭弁論

Ree口8

1969年10月14日 第11回 口頭弁 論

1969年12月9日 第15回 口頭弁論

1970年1月28日 第18回 口頭弁論

Ree口9

1969年12月10日 第16回 口頭 弁論

1970年2月9日 第19回 口頭 弁論

Reel20

1970年1月27日 第17回 口頭弁論

1970年3月10日 第20回 口頭弁論

1971年2月8日 〔出張尋問〕証拠調

Ree―21

1971年2月8日

1971年2月8日

1971年2月9日

1971年2月9日

1971年2月9日

1971年2月8日

1971年2月8日

1971年2月9日

1971年2月9日

1971年2月9日

1971年2月9日

1971年3月1日

1971年3月10日

〔出張尋問〕証拠調

〔出張尋問〕証拠調

〔出張尋問〕証拠調

〔出張尋問〕証拠調

〔出張尋問〕証拠調

〔出張尋問〕証拠調

〔出張尋問〕証拠調

〔出張尋問〕証拠調

〔出張尋問〕証拠調

〔出張尋問〕証拠調

〔出張尋問〕証拠調

Reel22

〔出張尋問〕証拠調

第40回 口頭弁論

一Io4一
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コマ

129

235

史料番号 証人氏名

1-10-1-036大 八 木 義 彦

1―10-1-037大 八 木 義 彦

1-10―2

0041-10-2-001

0701-10-2―002

0811-10-2-003

1051-10-2-004

1281-10-2-005

1811-10―2-006

2001-10-2-007

2311-10-2-008

2551-10-2-009

2621-10-2-OlO

2821-10-2-011

3ヱ21-10-2-012

3191-10-2―013

原告本人
桑野 忠吾

桑野 忠吾

桑野 忠吾

桑野 忠吾
大野 作太郎

大野 作太郎

大野 作太郎
大野 正男

大野 正男

大野 正男
五十嵐 栄一
五十嵐 栄一

五十嵐 栄一

0041-10-2-014山 田 仁 作

0331-10-2-015山 田 仁 作

0441-10-2-016山 田 仁 作

0511-10-2-017近 喜 代 一

1061-10-2-Ol8近 喜 代 一

1581-10-2-019近 喜 代 一

2121-10-2-020村 木 藤 四 郎

2231-10-2-021村 木 藤 四 郎

229―10-2-022村 木 藤 四 郎

2381-10-2-023橋 本 十 一 郎

258―10-2-024橋 本 十 一 郎

262―10-2-025橋 本 十 一 郎

304―10-2-026成 田 チ ヨ

3661-10-2-027成 田 チ ヨ

0041-10-2-028五 十 嵐 健 次 郎

014―10-2-029大 野 功

0231-10-2-030桑 野 清 平

0491-10-2-031桑 野 チ イ

0661-10-2―032五 十 嵐 俊

087―10-2-033大 野 広 司

114―10-2-034大 野 ト ミ

136―10-2-035桑 野 ミ ヨ

1471-10-2-036今 井 一 雄

1571-10-2-037星 山 ト ク

1681-10-2-038橋 本 晃

1791-10-2-039本 田 光 子

1891-10-2-040村 山 政 次

2021-10-2-041中 川 春 雄

2121-10-2-042山 田 房 子

2221-10-2―043大 野 福 治

236―10-2-044近 彦 蔵

2511-10-2-045石 山 平 松

2701-10-2-046五 十 嵐 藤 一

2841-10―2-047山 田 ナ カ

2961-10-2-048五 十 嵐 ミ ヨ

3061-10-2-049五 十 嵐 松 男

3191-10-2-050五 十 嵐 惣 吉

3391-10-2-051橋 本 繁 雄

3501-10-2-052南 サ ク

3631-10-2-053渡 辺 徳 栄

3761-10-2-054梶 原 清 至

1-10人 証 Reel23～25

日付 備考1 備考2

1971年3月1日 〔出張尋問〕証拠調

1971年3月11日 第41回 口頭弁論

Ree―23～25

1969年10月15日

1969年11月11日

1969年11月12日

1971年4月6日

1969年10月15日

1969年11月12日

1971年4月6日

1969年10月15日

1969年11月12日

1971年4月7日

1969年ll月11日

1969年11月12日

1971年4月7日

1969年11月ll日

1969年11月12日

1971年3月11日

1969年ll月11日

1969年11月12日

1971年4月6日

1969年11月11日

1969年11月12日

1971年4月7日

1969年11月11日

1969年11月12日

1971年4月6日

1970年10月5日

1971年3月11日

1971年3月11日

1971年4月6日

1971年4月6日

1971年4月6日

1971年4月6日

1971年4月6日

1971年4月6日

1971年4月7日

1971年4月7日

1971年4月7日

1971年4月7日

1971年4月7日

1971年4月7日

1971年4月7日

1971年4月7日

1971年4月7日

1971年4月7日

1971年4月7日

1971年4月7日

1971年4月7日

1971年4月7日

1971年4月7日

1971年4月7日

1971年4月7日

1971年4月7日

1971年4月7日

1971年4月7日

Reel23

第12回 口頭弁論

第13回 口頭弁論

第14回 口頭弁論

第42回 口頭弁論

第12回 口頭弁論

第14回 口頭弁論

第42回 口頭弁論

第12回 口頭弁論

第14回 口頭弁論

〔出張尋問〕原告本人調書

第13回 口頭弁論

第14回 口頭弁論

〔出張尋問〕原告本人調書

Reel24

第13回 口頭弁論

第14回 口頭弁論

第41回 口頭弁論

第13回 口頭弁論

第14回 口頭弁論

第42回 口頭弁論

第13回 口頭弁論

第14回 口頭弁論

〔出張尋問〕原告本人調書

第13回 口頭弁論

第14回 口頭弁論

第42回 口頭弁論

〔出張尋問〕原告本人調書

第41回 口頭弁論

Ree―25

第41回 口頭弁論

第42回 口頭弁論

第42回 口頭弁論

第42回 口頭弁論

第42回 口頭弁論

第42回 口頭弁論

第42回 口頭弁論

〔出張尋問〕原告本人調書

〔出張尋問〕原告本人調書

〔出張尋問〕原告本人調書

〔出張尋問〕原告本人調書

〔出張尋問〕原告本人調書

〔出張尋問〕原告本人調書

〔出張尋問〕原告本人調書

〔出張尋問〕原告本人調書

〔出張尋問〕原告本人調書

〔出張尋問〕原告本人調書

〔出張尋問〕原告本人調書

〔出張尋問〕原告本人調書

〔出張尋問〕原告本人調書

〔出張尋問〕原告本人調書

〔出張尋問〕原告本人調書

〔出張尋問〕原告本人調書

〔出張尋問〕原告本人調書

〔出張尋問〕原告本人調書

〔出張尋問〕原告本人調書

〔出張尋問〕原告本人調書

「原告本人」 については1―5の 各 「人証 申出書」

「尋問事項」 を参照。
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Reel26～33 1新 潟水俣病裁判第 ―次訴訟記録

コマ 史料番号 証人氏名 日付 備考1 備考2

3851-10-2-055

3981-10-2-056

4101-10-2-057

1-10-3

0041-10-3-001

1771-10-3-002

3511-10―3-003

3661-10-3-004

0041-10-3-005

1271-10-3-006

2791-10-3-007

五十嵐 英夫

古山 繁

古山 務

1971年4月7日

1971年4月7日

1971年4月7日

被告申出証人
安藤 信夫1970年3月17日

安藤 信夫1970年5月8日

小沢 貞孝1970年4月7日

小沢 貞孝1970年5月8日

篠原 彰男

篠原 彰男

篠原 彰男

004―10-3-008北 川 徹 三

1721-10-3-009珂 匕丿rl彳育攵三

0041-10-3-010

1761-10-3-Ol1

3001-10-3-012

0041-10-3-Ol3

0651-10-3-014

1611―10-3-Ol5

1871―10-3-Ol6

3051-10-3-Ol7

3361-10-3-018

3991-10-3-019

0041-10-3-020

0531-10-3-021

0931-10-3-022

1201-10-3-023

1451-10-3-024

2661-10-3-025

4041-10-3-026

0041-10-3-027

0531-10-3-028

0661-10-3-029

0931-10―3-030

1231-10-3-031

1291―10-3-032

2831-10-3-033

3371-10-3-034

3741-10-3-035

0041-10-3-036

0411-10-3-037

1∠碧1-10-3-038

2031-10-3―039

2771-10-3-040

北川 徹三
北畠 道俊

北畠 道俊

田辺 正士

田辺 正士

田辺 正士

村山 敬博

村山 敬博

阿部 浩

阿部 浩

橋本 浩二

橋本 浩二

斎藤 斉
斎藤 斉

小沢 謙二郎

小沢 謙二郎
小沢 謙二郎

山本 秀雄

山本 秀雄

千葉 盛人

佐久間 義男

佐久間 義男
奥田 節夫

奥田 節夫

洒井 盛好
洒井 盛好

山田 憲吾
山田 憲吾

大島 竹治

大島 竹治

大島 竹治

〔出張尋問〕原告本人調書

〔出張尋問〕原告本人調書

〔出張尋問〕原告本人調書

Reel26

Reel26～36

1970年4月7日

1970年9月10日

1970年10月6日

第21回 口頭弁論

第24回 口頭弁論

第22回 口頭弁論

第25回 口頭弁論

Ree―27

第22回 口頭弁論

第30回 口頭弁論

第31回 口頭弁論

Ree―28

1970年4月8日 第23回 口頭 弁論

1970年5月7日 第24回 口頭弁論

1970年7月8日

1970年6月9日

1970年9月8日

1970年6月9日

1970年6月11日

1970年9月8日

1970年6月10日

1970年9月8日

1970年6月10日

1970年9月8日

1970年7月7日

1970年9月8日

1970年7月7日

1970年9月9日

1970年7月7日

1970年9月9日

1970年10月6日

1970年10月6日

1970年12月8日

1970年10月6日

1970年10月6日

1970年12月8日

1970年10月7日

1970年12月9日

1970年10月7日

1970年12月8日

1970年11月10日

1970年12月8日

1970年11月10日

1970年12月8日

1971年1月19日

Ree―29

第27回 口頭弁論

〔出張尋問〕証拠調

第28回 口頭弁論

Ree―30

〔出張尋問〕証拠調

〔出張尋問〕証拠調

第28回 口頭弁論

〔出張尋問〕証拠調

第28回 口頭弁論

〔出張尋問〕証拠調

第28回 口頭弁論

Reel31

第26回 口頭弁論

第28回 口頭弁論

第26回 口頭弁論

第29回 口頭弁論

第26回 口頭弁論

第29回 口頭弁論

第31回 口頭弁論

Ree―32

第31回 口頭弁論

第35回 口頭弁論

第31回 口頭弁論

第31回 口頭弁論

第35回 口頭弁論

第32回 口頭弁論

第36回 口頭弁論

第32回 口頭弁論

第35回 口頭弁論

Ree―33

第33回 口頭弁論

第35回 口頭弁論

第33回 口頭弁論

第35回 口頭弁論

第37回 口頭弁論

.灘

黔 鴨 離 会1鶸 ∫は1つの各 「人証申出
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1-10人 証 Reel34～36

コマ 史料番号 証人氏名 日付 備考1 備考2

Ree―34

0041-10-3-041福 島 博

0871―10-3-042福 島 博

1321-10-3-043福 島 博

2231-10-3-044山 本 為 親

2691―10-3-045眞 保 昇

3961-10-3-046眞 保 昇

0041-10-3-047寺 本 亘 二

1151-10-3-048寺 本 亘 二

2541-10-3-049杉 山 真

3021-10-3-050杉 山 真

0041-10-3-051帯 刀 俊 文

0441-10-3-052帯 刀 俊 文

1111-10-3-053帯 刀 俊 文

1970年11月10日

1970年11月11日

1971年1月19日

1970年11月11日

1970年11月11日

1970年12月9日

1971年1月20日

1971年3月9日

1971年1月20日

1971年3月10日

第33回 口頭廾

第34回 口頭弁

第37回 口頭弁

第34回 口頭弁

第34回 口頭弁

第36回 口頭弁

ム ≡ム

製

製

罠

1蟹

冊

2eel35

第38回 口頭弁 侖

第39回 口頭弁 侖

鶸縢 鸞
Ree―36

1971年1月20日 第38回 口頭弁論

1971年3月9日 第39回 口頭弁論

1971年3月10日 第40回 口頭弁論
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∬ 新 潟 水 俣 病 裁 判 原 告 側 関 係 史 料

(第1次 訴訟 および補償協定締結 まで)Reel42～51

湛丹7嘱 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備 考

Reel42

II-1被 害 者 ・住 民 ・支 援 団 体 の 動 き

II-1-1壁 新 聞Reel42

0(丿4111-1-001新 潟 水 俣 病 裁 判 ニ ュ ー ス

005111―1-002

006111-1-003

007111-1-004

008111―1-005

009111-1-006

010111-1-007

011111-1-008

013111-1-009

014111-1-010

015111-1-011

016111-1-012

017111-1-013

01811―1-014

020111-1-015

022111―1-016

024111-1-017

025111-1-018

026111-1-019

028111-}020

030111-1-021

031111-1-022

032111-1-023

035111-1-024

II-1-2

勝利 は 目前水俣裁判

『水俣病裁判』No4

『水俣病裁判』No5

『水俣病裁判』No6

『水俣病裁判』No7

『水俣病裁判』NQ8

新潟水俣病弁護団

新潟水俣病弁護団

新潟水俣病弁護団

新潟水俣病弁護団

新潟水俣病弁護団

新潟水俣病弁護団

新潟水俣病弁護団

Reel42～51

水俣病補償処理委員会の補償あっ 新潟水俣病弁護団
せんに対する声明

新潟水俣病斗争5周 年現地調査へ
の参加を

新潟水俣病裁判 第26、27回 口頭
弁論

昭和電工の殺人傷害責任追 〔求〕

日本弁護士連合会新潟で人権大会

公害シンポジウム 次第

新潟地裁の反動化を訴える 公衆BSN新 潟放送
控室は誰のものか スパイ事件原告弁護団

阿賀野川上流で猫狂 う 昭電の排 新潟水俣病弁護団
液いよいよ明白

新潟水俣病裁判の結審にあたって 新潟水俣病弁護団

水俣新 日窒労組から激電 新潟水俣病弁護団

新潟水俣病裁判結審 勝利に大き
く前進

富山イタイイタイ病裁判完全勝利

地震以前に濃厚汚染 新大滝沢教 新潟水俣病弁護団
授が川魚を分析

9月29日 に判決一新潟水俣病裁判

誓鼎 俣臟 判勝利県民集会 〔の 新潟水俣病繕 団
新潟水俣病弁護団総会次第
いずこも同じ公害加害者 チッソ
公然と開き直弖一熊本水俣病裁判
第5回 口頭弁論

新潟水俣病被災者の会会長 ・近喜代一

゜4―II―1一 幡 灘 謂 言己:日召和22年1・月31近 喜代一

047 II―1伽 吾葺岱育 紵 記:昭 和23年1月1近 喜代一

1970年2月26日 坂東 自宅前 には、大きな模造紙
に書 きこまれ

奮躄鰓継 識
た 。

1970年3月18日

1970年4月6日

1970年4月9日

1970年4月16日

1970年4月19日

1970年4月30日

1970年5月25日

1970年6月26日

1970年7月7日

1970年9月8日

1970年9月22日

1970年9月22日

1971年3月4日

1971年3月21日

1971年5月6日

1971年5月21日

1971年5月?

1971年6月30日

1971年8月11日

1971年9月

1971年9月4日

?

の 日 記Reel42～45

本史料は学術史料 としての

本出版 にたいし、近喜代一

氏の遺族の許諾を得たもの

である。プライバシー保護

のため人名などを一部抹消

したが、引用等の2次 的利

用にさいしては関係者に迷

惑がかか らぬよう十分配慮

していただきたい。傍線や

書 き込みは坂東がコピーに

入れた もの。

1947年10月31日 「近 日記」については甲
～12月31日83号 証 ～甲87号 証をも

参照 の こ と。
1948年1月1日
～10月8日
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H-― 被 害 者 ・住 民 ・支援 団 体 の 動 き Ree―43～45

暑萼穐 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

079-II-1-027

095-II-1-028

121-II―1-029

143-II-1-030

17311-1-031

19711-1-032

26011-1-033

286-II-1-034

333-II-1-035

40111-1-036

46211-1-037

近 喜代一 の 日記:昭 和24年8月19近 喜代一

日～12月31日

近 喜代 一 の 日記:昭 和25年1月1近 喜代一

日～8月9日

近喜代一 の 日記:昭 和25年8月10近 喜代一

日～12月31日

近 喜代 一 の 日記:昭 和26年1月1近 喜代一

日～6月15日

近喜代一 の 日記:昭 和35年8月20近 喜代一

日～12月31日

近喜代一 の 日記:昭 和36年1月1近 喜代一一

日～12月31日

近喜代一 の 日記:昭 和37年1月1近 喜代一

日～5月20日

近喜代一 の 日記:昭 和37年5月21近 喜代一

日～12月31日

近喜代一 の 日記:昭 和38年1月1近 喜代一

日～12月31日

近喜代一 の 日記:昭 和39年1月1近 喜代一

日～12月31日

近喜代一 の 日記:昭 和40年1月1近 喜代一
日～1月16日

1949年8月19日
～12月31日

1950年1月1日
～8月9日

1950年8月10日
～12月31日

1951年1月1日
～6月15日

1960年8月20日
～12月31日

1961年1月1日
～12月31日

1962年1月1日
～5月20日

1962年5月21日
～12月31日

1963年1月1日
～12月31日

1964年1月1日
～12月31日

1965年1月1日
～1月16日

Reel43

3 II-1―038

033-II-1-039

03911-1-040

04911-1-041

09511-1―042

16911-1-043

18411-1-044

262-II-1-045

28611-1-046

33411-1-047

近喜代一 の 日記:昭 和40年1月17近 喜代一

日～6月18日

近喜代一 の 日記:昭 和40年12月6近 喜代一

日～12月31日

近喜代一 の 日記:昭 和41年1月1近 喜代一

日～2月21日

近喜代一 の 日記:昭 和40年6月19近 喜代一

日～12月5日

近喜代一 の 日記:昭 和41年2月22近 喜代一

日～11月17日

近喜代一 の 日記:昭 和41年11月18近 喜代一

日～12月31日

近喜代一 の 日記:昭 和42年1月1近 喜代一

日～10月22日

近喜代一 の 日記:昭 和42年10月23近 喜代一
日～12月31日

近喜代一 の 日記:昭 和43年1月1近 喜代一

日～6月7日

近喜代一 の 日記:昭 和43年6月8近 喜代一

日～9月14日

1965年1月17日
～6月18日

1965年12月6日
～12月31日

1966年1月1日
～2月21日

1965年6月19日
～12月5日

1966年2月22日
～11月17日

1966年11月18日
～12月31日

1967年1月1日
～10月22日

1967年10月23日
～12月31日

1968年1月1日
～6月7日

1968年6月8日
～9月14日

II-1-041へ 続 く 。

II-1-042へ 続 く 。

II-1-039へ 続 く 。

Ree―44

003-II-1-048

03911-1-049

095-II-1-050

156-II-1-051

225-II-1-052

25911-1-053

近喜代一 の 日記:昭 和43年9月15近 喜代一

日～12月31日

近 喜代 一 の日記:昭 和44年1月1近 喜代一

日～7月9日

近 喜代 一の 日記:昭 和44年7月10近 喜代一

日～12月31日

近 喜代 一の 日記:昭 和45年1月1近 喜代一

日～9月20日

近喜代 一の 日記:昭 和45年9月21近 喜代一

日～12月31日

近喜代 一の 日記:昭 和46年1月1近 喜代一

日～9月19日

1968年9月15日 ノ ー ト に あ る 番 号9-2
～12月31日 の 頁 は 削 除 し た 。

1969年1月1日
～7月9日

1969年7月10日
～12月31日

1970年1月1日
～9月20日

1970年9月21日
～12月31日

1971年1月1日
～9月19日

Reel45

003-II-1-054

04411-1-055

14811-1-056

17911-1-057

近喜代一 の 日記:昭 和46年9月21近 喜代一

日～12月31日

近喜代一 の 日記:昭 和47年1月1近 喜代一

日～12月31日

近喜代一 の 日記:昭 和48年1月1近 喜代一

日～5月8日

近喜代一 の 日記:日 記抜粋帳 その 近 喜代一
一(昭 和11年10月10日 ～昭和36年

12月15日)

1971年9月21日
～12月31日

1972年1月1日136コ マ と137コ マ 順 序
～12月31日 が 逆

。

1973年1月1日
～5月8日

1936年10月10日
～1961年12月15

日
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Reel46 Ⅱ 新潟水俣病裁判原告側関係資料(第 ―次訴訟および補償協定締結まで)

鴻丹7痃 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

253

284

II-1-058

II-1-059

近喜代一の日記:日 記抜粋帳其の 近喜代一
2(昭 和36年12月18日 ～昭和41年
3月16日)

近喜代一の日記 より:阿 賀野川有 近喜代一
機水銀中毒被災者の会行事記録並
に会 ヒ(支 出)記 入帳

Ree―46

1961年12月18日
～1966年3月16

日

1969年7月12日

砺 考、

II-1-3新 潟 水 俣 病 基 本 方 針Reel46

004211-1-060

006211-1-061

019211-1-062

038211-1-063

050211-1-064

051211-1-065

056211-1-066

新潟の水俣病斗争について 中間 新潟県民主団体1966年2月22日
報告後の経過の概要 水俣病対策会議

新潟水俣病斗争報告(中 間報告)新 潟県民主団体1967年2月15日
水俣病対策会議

日本共産党の「公害」対策一「公害」日本共産党
か ら人民の生命 と生活をまもるた
めに

新潟水俣病闘争の勝利 のために 新潟県民主団体
(中間総括草案)水 俣病対策会議

新潟水俣闘争新組織発足にあたっ 新潟県民主団体1969年7月31日
て 水俣病対策会議 県評

申入書 「第三水俣病患者発見に 日本共産党 新潟県知事亘四郎1973年6月29日
当って、水銀を中心 とした公害絶 新潟県委員会
滅のための対策要求」

公安厚生委員会資料 新潟県衛生部1973年8月10日
公衆衛生課

II―1-4新 潟 県民主 団体 水俣 病対策会 議

059311-1-067

060

061

081

II-1-068

II-1―069

II-1-070

107311-1-071

109311-1-072

1ヱ0311-1-073

111 II-1―074

114311-1-075

.Z16311-1-076

117311―1-077

118311-1-078

ヱ20311-1-079

122311-1-080

124311-1-081

Reel46

〔ビラ〕水銀中毒事件の厚生省発表 新潟県民主団体
に対する抗議声明 水俣病対策会議

特別研究班調査報告発表に関する 新潟県民主団体
声明 水俣病対策会議

〔冊子〕新潟水俣病パ ンフ原案 新潟県民主団体
水俣病対策会議

〔冊子〕怒 りは川をさかのぼる一新 新潟県民主団体
潟水俣病のたたかい 水俣病対策会議

新潟水俣病弁護団声明 新潟水俣病弁護団

〔ビラ〕6.12新潟水俣病闘争決起大 新潟県民主団体
会に参加 しましょう!!水 俣病対策会議

要望書 新潟県弁護士会 新潟県弁護士会人権委員会

要求書 新潟県民主団体
水俣病対策会議

厚生省の新潟水俣病事件の原因発 新潟県民主団体
表に対する声明 水俣病対策会議

〔ビラ〕「公害裁判」新潟水俣病訴 新潟県民主団体
訟を勝利させ昭電に全被害者の一 水俣病対策会議
切のめん どうをみ させ ましょう
国や県市町村 にもずさんな公害行
政の責任をとらせましょう

第18回 幹事団体会議の参加要請 新潟県民主団体
水俣病対策会議

『新にいがた』 第75号 新にいがた社

『新にいがた』 第76号 新にいがた社

情勢について

新潟水俣病斗争の署名カンパの集
約について

125311-1-082第21回 幹 事 団 体 の 開 催 に つ い て

126311-1-0831967年 度 新潟水俣病活動記録

128311-1-084討 議 資 料

133

134

II-1-085

II-1-086

新潟県民主団体
水俣病対策会議

新潟県民主団体
水俣病対策会議

新潟県民主団体
水俣病対策会議

あけましておめで とうございます 新潟県民主団体

新年会について

水俣病対策会議

新潟県民主団体
水俣病対策会議,
阿賀野川有機水銀
被災者の会

1966年4月9日

1967年4月19日

1967年5月1日

1967年6月12日

1967年6月12日

1967年7月14日

新潟県知事亘四郎1967年7月21日

1967年9月1日 「食 品衛生調査会の答

申 と厚生省の最終結論
の全文」を添付。

1967年9月

1967年9月5日

1967年9月25日

1967年10月5日

1967年12月10日

1967年12月12日

1967年12月15日

1967年12月15日

1968年1月5日

1968年1月8日
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∬-1被 害者 ・住 民 ・支 援 団 体 の 動 き

善毒 記尾 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先

135311-1-087被 災者 の皆 さんへ 新潟 県民 主団体

水俣病対策会議

137311-1一嚶 離 囎 代表団派遣カンパの糠 灘 覊

1詔311-「°89嬲 輩糖 解 嬲 婆黥 署名槧欝 覊

139311―1-090政 府 交渉 ・水俣 市観 察の報告会 に 新潟県民主団体
ついて 水俣病対策会議

14°311-1一㎝ 轢 俣病訴訟第2回公判傍聴噸 購 覊

141311-1-092新 潟水俣 病の たたかい を支援 す る 新潟県民主団体会
の会 員拡大 にかんす る要請 水俣 病対策会議

142311-1-093〔 被 災者 の会総会 のお知 らせ〕 新潟県民主団体

水俣 病対策会議

143311-1-094事 務局 団体 会議開催 について 新潟県民主団体

水俣 病対策会議

144311-1―095

145511-1-096

146311-1-097

147311-1-098

148311-1-099

149311-1-100

150311-1-101

151311-1-102

152311-1-103

153311-1-104

154311-1-105

155311-1-106

〔ビラ〕新潟水俣病公判一第3回 口
頭弁論4月25日10時 ～12時

〔ビラ〕新潟水俣病の犯人昭和電工 阿賀野川有水銀
を世論の力で追いつめよう 中毒被災者の会,'

新潟県民主団体
水俣病対策会議

討議資料

新潟水俣病講師団名簿(案)

抗議 阿賀野川有機水銀

中毒被災者の会,
新潟県民主団体
水俣病対策会議

署名、カンパ・チラシ・街頭行進へ 新潟県民主団体
の参加要請 水俣病対策会議

新潟水俣病訴訟支援カンパの要請 新潟県民主団体
水俣病対策会議

要求書 新潟県民主団体
水俣病対策会議

〔会議の報告〕 新潟県民主団体
水俣病対策会議

メッセージ 阿賀野川有機水銀

中毒被災者の会,
新潟県民主団体
水俣病対策会議

〔ビラ〕新潟水俣病斗争3周 年決起 新潟県民主団体
集会に大動員 を

決議文(案)

156311―1-107「 生 命 を 返 せ 」 「歩 い て お くれ 」

157311-1-108第23回 幹 事 団 体 会 議 討 議 資 料

159311-1-109

171311-1-110

172311-1-111

1Z3311-1-112

174311-1-113

水俣病対策会議

新潟水俣病闘争
三周年決起集会

本間静江

新潟県民主団体
水俣病対策会議

〔冊子〕新潟 と熊本は手 をつなごう 新潟県民主団体
一九州水俣市訪問報告集 水俣病対策会議

決議 日本科学者会議
新潟支部第一回総会

新潟水俣病 の犯人昭電を裁 く第3新 潟県民主団体
回口頭弁論公判への動員要請 水俣病対策会議

〔ビラ〕新潟水俣病訴訟6月6日 新潟県民主団体
に第3回 口頭弁論(10時 ～5時)

〔厚生大臣に対する〕要求書

175311-1-114研 究 討 論 会 の お 知 らせ

177311-1-115新 潟水俣病 闘争支援 の要請

179311-1-116

180311-1-117

181311-1-118

182311-1-119

184-II-1-120

187311―1-121

討議資料

水俣病対策会議

阿賀野川有機水銀 厚生大臣園田直
中毒被災者の会,
新潟県民主団体
水俣病対策会議

関東十県会 各弁護士会長
有志研究討論会

新潟県民主団体
水俣病対策会議

第24回幹事団体会議の開催につい 新潟県民主団体
て 水俣病対策会議

新潟水俣病被災者援農計画

第24回幹事団体会議討議資料 新潟県民主団体水俣病対策会議

討議資料 新潟県民主団体水俣病対策会議

当面の運動について

一III一

年月日

1968年1月14日

1968年2月1日

1968年2月1日

1968年2月1日

1968年3月1日

1968年4月10日

1968年4月13日

1968年4月16日

1968年4月19日

1968年4月23日

1968年4月26日

1968年5月18日

1968年5月22日

1968年5月24日

1968年5月25日

1968年5月31日

1968年6月1日

1968年6月1日

1968年6月3日

1968年6月6日

1968年6月21日

1968年7月11日

1968年8月

1968年8月2日

1968年8月20日

1968年8月27日

1968年8月27日

Ree―46
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滋毒7望 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

188311-1-122

189311-1-123

190311-1-124

191311-1-125

19231―1-126

193311-1-127

194311-1-128

195311一 レ129

198311-1-130

199311-1-131

200311-1-132

201311-1-133

202311-1-134

203311-1―135

204311―1-136

206411-1-137

208411-1-138

2ヱ0411-1-139

21.Z311-1-140

212411―1―141

213411-1-142

215411-1-143

217411-1-144

218411-1-145

219411-1-146

22341PI-147

支援する会分担予定(案)

新潟水俣病闘争支援のお願い 新潟県民主団体
水俣病対策会議

43年度予算

事務局団体会議要項

〔ビラ〕新潟水俣病訴訟 を勝利 さ 新潟県民主団体
せ、公害 をな くしましょう みん 水俣病対策会議
なの力で、科学的事実を昭電 と政
府に認めさせましょう

新潟水俣病被災者援農隊派遣要請 新潟県民主団体
水俣病対策会議

第24回 幹事団体会議の報告 新潟県民主団体
水俣病対策会議

『勤医協組合ニュース』Nα2新 潟勤労者医療協
会労働組合

緊急政府交渉についての協力要請 新潟県民主団体水
俣病対策会議

要求書 阿賀野川有機水銀中毒
被災者の会,新潟県矧動
組合評議会,新潟県民主
団体水俣病対策会議

第6回 公判傍聴参加の要請 新潟県民主団体水 弁護団
俣病対策会議

〔公判傍聴 と集会への参加を要請 新潟県民主団体水
する葉書〕 俣病対策会議

街頭宣伝への動員要請 新潟県民主団体水
俣病対策会議

抗議および要求書 阿賀野川有機水銀中毒
被災者の会 新潟県矧動
組合評議会,新潟県民主
団体水俣病対策会議

第25回 幹事団体会議議題

新潟水俣病に対する政府見解に抗 新潟県民主団体
議する声明 水俣病対策会議

新潟水俣病に対する政府見解に抗 新潟県民主団体
議する声明 水俣病対策会議

熊本地裁での証人尋問(10月14日 新潟県民主団体
～17日)に 弁護団と原告を送 るた 水俣病対策会議

めのカンパの要請(30万 円)

〔メモ〕 坂東克彦

新潟水俣病 に関する政府見解 に対 新潟県民主団体
しての抗議行動についてのお願い 水俣病対策会議

『憲法通信』No2新 潟県憲法会議

『勤医協組合ニュース』NQ4新 潟勤労者
医療協会労働組合

『新潟水俣病裁判』資料の拡大 と学 新潟県民主団体
習会の要請 水俣病対策会議
11月18日 県評 との話合いの内容 新潟県民主団体

水俣病対策会議

県評の水俣病闘争方針をめぐって 新潟県民主団体
の経過報告

申入書(案)

224411-1-148申 入 書

225411-1-149県 知事交渉参加 の要請

226411-1-150活 動者会議開催 のお知 らせ

227411―H51新 潟水俣病裁判の現状

233

新潟県民主団体
水俣病対策会議

1968年9月

1968年9月2日

1968年9月2日

1968年9月9日

1968年9月14日

1968年9月18日

1968年9月20日

1968年9月20日

1968年9月21日

1968年9月27日

1968年10月1日

1968年10月1日

1968年10月1日

1968年10月9日

1968年10月2日

1968年10月8日

1968年10月9日

1968年10月29日

1968年11月1日

1968年11月18日

水俣病対策会議

阿賀野川有機水銀中毒 新潟県知事亘四郎1968年11月19日
被災者の会 新潟県民主
団体嘱昊病対策会議 新
潟県矧動組合評議会,日
本社会党新潟県本部 日本
共産党新潟県委員会

阿賀野川有機水銀中毒 新潟県知事亘四郎1968年11月19日
被災者の会 新潟県民主
団体水俣病対策会議 新
潟県矧動組合評議会,日
本社会党新潟県本部 日
本共産党新潟県委員会

新潟県民主団体
水俣病対策会議

新潟県民主団体
水俣病対策会議

坂東克彦

II-H52〔 ビラ〕新潟水俣病被害者に救援の 総評,新 潟県評,
手を!新 潟水俣病被災者

の会,同 弁護団

参加団体,支 援団体1968年11月22日

1968年11月28日

1968年12月1日 『経 営法学 ジャーナルl

Nα4掲載

1968年12月

一II2一



H-― 被 害 者 ・住 民 ・支 援 団 体 の 動 き

暑毒zア乏 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日

234511-1-153

235411-1-154

250411-1-155

254411-1-156

258411-1-157

259411-1-158

263411―1-159

268411-1-160

270411-1-161

272411-1-162

273411-1-163

274511-1-164

277511-1-165

282411-1-166

284411-1-167

285411-1-168

286411-1-169

292411-1-170

294411-1-171

297511-1-172

298511-1-173

299511-1-174

300511-1-175

301511-1-176

305511-1―177

306511-1-178

〔ビラ〕厂公害」をな くし、いのち 新潟県民主団体
とくらしを守 りましょう 「公害」水俣病対策会議
根絶の突破 口新潟水俣病裁判 を勝
利 させ ましょう

新潟水俣病闘争の新 しい共闘組織 新潟県民主団体
をつ くるにあたって民水対 より県 水俣病対策会議
評 に対する提案(案)&討 議メモ

43.12.5新 潟水俣病闘争活動者会
議への報告

〔メモ〕S43.12.5活 動者会議 坂東克彦

決議文(案)新 潟水俣病闘争
活動者会議

新潟水俣病をたたかう新 しい共闘 新潟県民主団体
組織の結成について 水俣病対策会議

新潟水俣病をたたかう新 しい共闘 新潟県民主団体
組織の結成について 水俣病対策会議

議題&個 別訪問計画&動 員計画 新潟県民主団体
水俣病対策会議

箜0萬 円訴訟 力≧パ達成のための 新潟県民主団体
尸別訪問統一行動 の実施 につい 水俣病対策会議
て&訴 訟カンパ納入状況一覧表

緊急幹事団体会議開催の件 新潟県民主団体
水俣病対策会議

申入書に対する回答について(通 新潟県副知事
知)君 健男

第2回 理事会議事録

労働者 を主力 に、全民主勢力を結 新潟県民主団体
集 しよう 新潟水俣病の新 しい共 水俣病対策会議
闘組織結成について県評 との話合
いの経過(案)

訴訟 カンパ納入一 覧表&12.22戸
別訪問統一行動
250万 円カンパ第2次 目標(案)

被災者の会新年総会のご案内 新潟県民主団体
水俣病対策会議

第26回 幹事団体会議の決定 と報告

民水対幹事会記録 〔新 しい共闘組
織についての県評 との話 し合い結
果および当面の運動方針〕

〔メモ〕S44.1.7坂 東克彦

第27回 幹事団体会議開催のご案内 新潟県民主団体
水俣病対策会議

〔メモ〕S44.1.18幹 事団体会議 坂東克彦

新潟水俣病裁判審理促進要求署名 新潟県民主団体
水俣病対策会議

当面の行動計画

第28回 民水対幹事団体会議の報告 新潟県民主団体
水俣病対策会議

第28回 幹事団体会議討議資料 新潟県民主団体
水俣病対策会議

民水対収支比較表(昭 和43年4月
1日 ～44年1月30日)

307511-1-179要 求 書

308511-1-180新 潟市交渉 への参加要請

309511-1-181

310511-1-182

311511-1-183

1968年12月

1968年12月3日

1968年12月5日

1968年12月5日

1968年12月5日

新潟 県労働組 合評1968年12月10日

議会

新潟 県労働組 合評1968年12月10日

議会

1968年12月12日

各参加団体

1968年12月13日

1968年12月26日

阿賀野川水銀中毒被災1968年12月26日

者の会,新潟県民主団体

颯昊病対策会議 新潟県

労働組合評議会 日本社
会党新潟県本部 日本共

産党新潟県委員会

1968年12月27日

1968年12月31日

参加団体,支 援団体1969年1月4日

各参加団体

新潟地裁第一民事部

1969年1月7日

1969年1月7日

1969年1月7日

1969年1月14日

1969年1月18日

1969年1月18日

1969年1月20日

阿賀野川有機水銀中毒 新潟市長渡辺浩太郎1969年1月23日
被災者の会,新潟県民主
醂 水俣病対策会議 新
潟県矧動組合評議会,日
本社会党新潟県本部 日
本共産党新潟県委員会

新潟県民主団体 各参加団体,支援団体1969年1月30日
水俣病対策会議

新潟水俣病闘争支援要請一新潟水 新潟県民主団体
俣病のたたかいを支援する会にご 水俣病対策会議
入会下 さい

新潟水俣病裁判の財産及び経済的 新潟水俣病弁護団,各 原告
損害の請求 について 新潟県民主団体水俣病対策会議

訴訟 を行 う被 災者の皆 さんへ&新 潟水俣病弁護団,
〔生活困窮証明書の雛型〕 新潟県民主団体水俣病対策会議

1969年2月13日

1969年2月13日

一II3―
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忌薹 汐毳 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

312511-1-184第28回 幹事 団体会議 開催 のお知 ら 新潟県民主団体 各加入 団体

313511-1-185

せ

当面の行動 と動員の要請

314511-1-186新 潟 市 当 局 と の 再 交 渉 に つ い て

315511-1-187

317511-1-188

31851―1-189

319511-1-190

320511-1-191

324511―1-192

32751―1-193

332511-1-194

333511-1-195

334511-1-196

335511-1-197

337511-1-198

339511-1-199

342511-1-200

343511-1-201

345511-1-202

347511-1-203

348511-1-204

350511-1-205

351511-1-206

353-II-1-207

354 II-1-208

水俣病対策会議

新潟県民主団体
水俣病対策会議

新潟県民主団体水
俣病対策会議

1969年2月14日

1969年3月1日

第29回 民水対幹事団体会議の報告

当面の方針

交渉の経緯 と問題点

第29回 幹事団体会議について 新潟県民主団体1969年3月13日
水俣病対策会議

〔水俣の斗いを支援 する会納入状
況〕&支 援す る会幹事団体加入一
覧表など

第29回 幹事団体会議1969年3月20日

公害二法案(公 害救済措置法案 ・新潟県民主団体1969年4月15日
公害紛争処理法案)に 反対する全 水俣病対策会議
国アピール

公害二法案(公 害被害救済措置法 新潟県民主団体1969年4月15日
案 ・公害紛争処理法案)反 対の共 水俣病対策会議
同行動の訴 え

メーデーと対市交渉の参加要請の 新潟県民主団体1969年4月25日
件 水俣病対策会議

〔ビラ〕飲料水が汚染 される!危 新潟水道労働組合1969年5月1日
険な南山配水池の展望塔 を中止さ
せよう。

〔水俣の斗いを支援する会納入状
況〕&支 援する会幹事団体加入一
覧表

新潟水俣病闘争の現状 新潟県民主団体1969年5月12日
水俣病対策会議

『勤医協ニュース』 松本綾子1969年5月14日

〔ビラ〕新潟水俣病闘争は 「公害」新潟県民主団体1969年5月23日
絶滅の突破口 水俣病対策会議

第30回 幹事団体会議報告 新潟県民主団体1969年6月2日水俣病対策会議

〔新潟県、新潟市ほかに対する〕要 阿賀野川有機水銀中毒 新潟県知事,新 潟1969年6月18日
求書 被災者の会,新潟県民主 市長,他 周辺市町

醂 水俣病対策会議 新 村長
潟県労働組合評議会,日
本社会党新潟県本部 日
本共産党新潟県委員会

新潟水俣病裁判第10回 公判傍聴参 新潟県民主団体 参加団体,支 援団1969年6月19日
加の要請 水俣病対策会議 体

〔メモ〕S44.7.30坂 東克彦1969年7月30日

〔新潟水俣病 をたたかう新 しい共
闘組織についての〕協定要項(案)

〔メモ〕水俣打合せS44.8。26坂 東克彦

新潟水俣病第11回 公判傍聴参加の 新潟県民主団体
お願い 水俣病対策会議

第14回 、第15回公判傍聴参加のお 新潟県民主団体
願い 水俣病対策会議

1969年8月26日

1969年10月14日

参加団体,支 援団体1969年12月3日

II-1-5新 潟 水 俣 病 共 闘 会 議Reel46

356AII-1-209

371AII-1-210

372AII-1-211

382AII-1-212

383AII-1-213

384 II-1-214

385AII―1-215

386AII-1-216

新潟県公害防止条例(昭 和44年1969年4月1日
4月1日 新潟県条例第10号)

新潟水俣病被害調査要項

〔冊子〕新潟水俣病共斗会議結成大 新潟水俣共闘会議1969年12月8日 実際 には結成大会塔
1970年1月26日 にお冑会資料 結成準 備会

なわれた。結成の経緯

については、II―1-165、

II-1-170、II―1-205、

II-1-550な どを参照。

〔メモ〕

被災者 の会新年総 〔会〕開催 の こ 阿賀野 川有機 水銀1970年1月1日

案 内 中毒被 災者 の会

新潟水俣病第17回 、第18回 公判傍 新潟水俣病共闘会議 参加団体,支 援団体1970年1月17日

聴参加要請

全県行脚 行動 につ いて 新潟水俣病共闘会議 参加 各団体1970年1月18日

新潟水俣病共闘会議結成大会 ・新1970年1月26日

潟県公害被害者大会 次第
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暑粤z循 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

新潟水俣病 闘争 の勝利 と 「公害」 新潟水俣病共 闘会1970年1月26日387AII-1-217根
絶 のための ア ピール 議結成大会

388-IH-218鏨 潟水俣病第19回 公判傍聴参加要 新潟水俣病共闘会議 参加団体 支援団体1970年2月3日

〔ビラ〕新 潟水俣 病斗争 に ご協力 を 新潟水俣病共闘会議1970年2月389AII-1-219
願 い ます

有機水銀 中毒 関係 アンケー ト回収390AII-1-220

状 況 および検診 結果

391AII-1-221新 潟水俣病裁判第21回 ・第22回 公 新潟水俣病共闘会議 参加団体,支 援団体1970年4月1日判傍聴参加
の要請

392AII-1-222

393AII-1-223

394AII-1-224

395AII-1-225

397AII-1-226

398-II-1-227

399AII-1-228

400AII-1-229

403AII-1-230

404AII-1-231

407AII-1―232

408AII-1-233

409AII―1―234

411AII-1-235

412AII-1-236

413AII-1-237

414-II-1-238

421-II-1-239

425-II-1-240

429AII-1-241

432AII-1-242

434AI卜1-243

435AII-1-244

436AII-1-245

437AII-1-246

438AII-1-247

441AII-1-248

445AII-1-249

450AII-1-250

451-II-1-251

453-II-1-252

455-II-1-253

456AII-1-254

457AII-1-255

458AII-1-256

459AII-1-257

県衛生部長交渉参加の要請

第2回 幹事会開催について

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議 幹事

1970年4月9日

1970年5月1日

第22回 、第23回 公判傍聴のお願い 新潟水俣病共闘会議 参加団体,支 援団体1970年5月1日

新潟水俣病裁判五月反対尋問の核 新潟水俣病共闘会議
心

新潟水俣病裁判審理促進 ・公正裁 新潟水俣病共闘会議
判要求署名

東京出張公判傍聴参加の要請 新潟水俣病共闘会議 加盟各団体

水俣病補償処理委員会の補償あっ 新潟水俣病弁護団
せんに対する声明

新潟水俣病闘争5周 年現地調査実 新潟水俣病共闘会議
施のご案内

第5回 幹事会開催のお知 らせ 新潟水俣病共闘会議

第5回 幹事会討議資料 新潟水俣病共闘会議

第6回 幹事会決定の当面の行動に 新潟水俣病共闘会議
ついて

第7回 幹事会開催の件 新潟水俣病共闘会議 参加団体

当面の行動についての要請 新潟水俣病共闘会議 参加団体

裁判傍聴及び街頭宣伝行動の動員 新潟水俣病共闘会議
要請

「公害撲滅新潟県中央集会」参加に 新潟水俣病共闘会議
ついて

第9回 幹事会開催の件 新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘幹事団体会議報告

昭和45年1力 年におけるたたかい 新潟水俣病共闘会議
の経過

46年度活動要綱&予 算 新潟水俣病共闘会議

第35・36回 公判傍聴のお願 い 新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病弁護団総会開催につい 新潟水俣病弁護団
て

弁護団総会開催について 新潟水俣病共闘会議 各加盟団体幹事

被災者の会新年総会開催のご案内 新潟水俣病被災者の会

1970年5月3日

1970年

1970年5月25日

1970年5月25日 熊本水俣病 についての

声明。

1970年6月5日

1970年7月31日

1970年8月4日

1970年9月16日

1970年9月24日

1970年9月29日

1970年ll月2日

1970年11月2日

1970年11月13日

1970年11月24日

1970年12月1日

1970年12月7日

1970年12月9日

1971年1月1日 文書 では 「昭和43年 」

となってい るが誤 りで

あ る。

〔昭和電工に対する〕抗議 昭和電工株式会社1971年

第37・38回 公判傍聴及び前日行動 新潟水俣病共闘会議 参加団体,支 援団体1971年1月13日
参加の要請

全県行脚計画(草 案)&行 脚団行動
計画(案)

新潟水俣病裁判第1審 完全勝利の 新潟水俣病共闘会議1971年2月4日
ための全県行脚計画

〔冊子〕水俣病の検診活動について 新潟勤労者医療協会医師部会 斎藤恒

水俣共斗関係メモ

水俣病裁判勝利に向けての県、市 新潟水俣病共闘会議 各団体責任者1971年2月6日
町村議会決議 と各団体単位の決議
運動の要請 について

新潟水俣病共闘1周 年記念第1審 新潟水俣病共闘会議
完全勝利総決起集会参加要請
唱怒 り"一新潟水俣病闘争勝利のた 国分重剛

めに

46年度第1回 幹事会開催の件 新潟水俣病共闘会議 幹事

新潟水俣病裁判第39・40・41回 公 新潟水俣病共闘会議
判傍聴のお願い

新潟市内行脚計画

新潟水俣病裁判傍聴のお願い 新潟水俣病共闘会議 勤医協

1971年2月6日

1971年2月23日

1971年2月24日

1971年3月22日

1971年3月29日
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Ree―47 Ⅱ 新潟水俣病裁判原告側関係資料(第 ―次訴訟および補償協定締結まで)

忌琢 了嘱 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

003AIト1-258

004AI―1-259

005-1―1-260

006AI―1-261

008AI―1-262

009AI―1-263

010 II-1-264

011611-1-265

025AII-1-266

026

027

029

II-1-267

11-1-268

11-1-269

030AII-1-270

031AII-1-271

032AII-1-272

034AI―r273

035AII-1-274

037-II-1-275

038AII-1-276

040AII-1-277

042AII-1―278

第43回 公判について

第43回 口頭弁論傍聴のお願 い

第3回 幹事会開催の件

綬ee847鰍 懸 響 驪 爨

新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事1971年4月2日

新潟水俣病共闘会議 加盟団体,支 援団体1971年4月20日

新潟水俣病共闘会議 各加盟団体幹事

最終口頭弁論にむけての行脚計画 新潟水俣病共闘会議

最終口頭弁論のとりくみについて 新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事

1971年4月20日

1971年4月27日

1971年5月7日

新潟水俣病裁判最終口頭弁論に対 新潟県労働組合評 各単産委員長,各1971年5月8日
する傍聴動員の要請 について 議会,新 潟地区労 単組委員長

働組合評議会

新潟水俣病裁判 の審理終結 に当 新潟水俣病裁判審
たっての宣言(案)理 終結総決起集会

〔冊子〕日本における人間環境問題 外務省国際連合局
一その現状 と対策(1972年 の 「国

連人間環境会議」のために国連に
提出 したわが国の報告書)

1971年5月18日

1971年6月

300万 円カンパ、署名、団体決議、新潟水俣病共闘会議 加盟各団体責任者1971年6月26日
自治体決議の促進について

第4回 幹事会開催の件 新潟水俣病共闘会議 各加盟団体幹事1971年6月28日

第4回 幹事会討議事項 新潟水俣病共闘会議1971年7月6日

〔ビラ〕講演会 水俣病・イタイイ 日本科学者会議,1971年7月10日
タイ病の実態 新潟水俣病共闘会議

〔新潟県に対する〕要求書 新潟水俣病共闘会議 新潟県知事亘四郎1971年7月10日

〔ビラ〕新潟水俣病裁判の判決近 新潟水俣病共闘会議1971年8月
し!完 全勝利に最後のご支援を

8.12常 幹会議決定事項1971年8月12日

新潟水俣病裁判審理保健 ・公正裁1971年8月22日
判要求署名集約一覧表(水 俣共闘
関係)

第5回 幹事会決定事項について 新潟水俣病共闘会議 共闘参加団体

第6回 幹事会開催のご案内 新潟水俣病共闘会議

9.2常 幹会議決定事項 新潟水俣病共闘会
議事務局

水俣一斉統一行動の決定について 新潟水俣病共闘会議

『労組ニュース』No8新 潟勤労者医療協会
労働組合

1971年8月23日

1971年8月31日

1971年9月2日

1971年9月2日

1971年9月3日

044AII-1-279第3回 公 害被害 者大 会 と新 潟水俣 公害対策全国連絡会議 各 公 害 被 害 者 団1971年9月3日

病判 決集会 への参加 のお願 い 体,各 民 主団体

046AI―1-280新 潟水俣病判 決集会 と公害被害者 日本労働組合総評議会 各単産委 員長,各1971年9月3日
の第4会 〔回〕全国大会への参加 県評議長
要請について

047AII-1-281新 潟水俣病訴訟の完全勝利 をもと 日本労働組合総評
める決議 議会第一回拡大評

議員会

048AII-1-282

049AII-1-283

051AII-1-284

053AII-1-285

054AII-1-286

059611-1-287

063

064

II-1-288

II-1-289

065611-1-290

066AII―1-291

072611-1-292

073611-1-293

新潟水俣病訴訟上京団行動計画

総評第13回 公害対策特別委員会次
第

1971年9月13日

1971年9月17日

1971年9月17日

第3回 公害被害者大会および新潟 全 日本民主医療機 各連合会,富 山診1971年9月21日
水俣病判決集会への参加要請 関連合会 療所長

新潟水俣病裁判完全勝利をめざし 新潟水俣病裁判勝1971年9月23日
総力を結集 して闘 うことについて 利県民総決起大会
の決議(案)

新潟水俣病裁判第1審 判決をむか 新潟水俣病弁護団1971年9月27日
えるにあたっての弁護団見解

〔記者会見〕阿賀野川有機水銀中毒 昭和電工株式会社1971年9月27日29日 の判決を前に記者
事件について 会見で表明したもの・

昭和電工の控訴権放棄に対する声 新潟水俣病被災者1971年9月27日
明 の会,新 潟水俣病

共闘会議,新 潟水
俣病弁護団

新潟水俣病のたたか うを うた う 國分重剛1971年9月27日
阿賀 よ怒 りをおしあげてゆけ(2)

餬 灘 騨潭 蝣9脚 叢 難ll

〔判決勝利の祝電〕 東京民医連ほか1971年9月29日

〔共闘会議参加者 リス ト〕

〔冊子〕新潟水俣病判決(要 旨)&新 潟水俣病被災者1971年10月11日
判決に対する原告声明 の会,同 弁護団,同共闘会議
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暑毒 κア茗 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

083-II-1-294

088611-1-295

090AII-1-296

091611-1-297

092-II-1-298

093-II-1-299

094AII-1-300

095611-1-301

096611-1-302

097611-1-303

099611-1-304

100611-1-305

101611-1-306

102611-1-307

103611-1-308

105611-1-309

107611-1-310

108611-1-311

声明 新潟水俣病被災者
の会,新 潟水俣病
共闘会議,新 潟水
俣病弁護団

声明 新潟水俣病被災者
の会,同 弁護団,
同共闘会議

裁判勝利報告集会の開催 について 新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事

新潟水俣病裁判勝利報告集会開催 新潟水俣病共闘会
のご案内 議,新 潟水俣病被

災者の会

〔手紙〕

今後の具体的方針

第10回幹事会開催について

新年総会開催のご案内

新潟水俣病被災者の会活動要綱

〔手紙 〕

〔メ モ 〕S47.2.29水 俣 常 幹

新潟水俣病被災者の会 〔各位〕

1971年10月11日

1971年10月11日

1971年11月18日

1971年11月25日

1971年11月25日

1971年

新潟水俣病共闘会議 役員,加 盟団体幹事1971年12月18日

新潟水俣病被災者の会1972年1月12日

坂東克彦

坂東克彦

新らし 〔い〕要求を提起する考え
方資料(小 林私見)

新潟水俣病共闘第2回 定期総会開 新潟水俣病共闘会議
催のご案内

〔手紙〕

〔メモ〕1.30総 会記録

新潟水俣病被災者の会会則

釜時良

坂東克彦 松谷富彦

坂東克彦

新潟水俣病被災者の会

〔四日市公害訴訟勝利の集会開催 四日市公害訴訟を
について〕

ア ピール

109611-1-3121.31交 流 集 会 参 加 者 名 簿

110611-1-313声 明

111611-1-314

112611-1-315

115611-1-316

117611-1-317

118611-1-318

119611-1-319

120611-1-320

122611-1-321

134611-1-322

138611-1-323

139611-1-324

141611-1-325

142611-1-326

145611-1-327

146BII-1-328

150611-1-329

151611-1-330

156611-1-331

157611-1-332

158611-1-333

159611-1-334

160611-1-335

第11回 幹事会開催のご案内

支持する会

四日市公害訴訟完
全勝利結審前大決
起集会

四日市公害訴訟を
支持する会

1972年1月24日 熊本水俣病裁判 につ い

て。

1972年2月29日

1972年3月18日

1972年1月27日

1972年1月30日

1972年1月21日 四 日市 公害

1972年1月31日 四 日市 公害訴訟 完全勝

利結審 前大 決起 集会 に
おいて採択 された もの。

四 日市公害

1972年2月1日 四 日市公害

新潟水俣病共闘会議 加盟団体各幹事1972年2月18日

実情調査 に対 するご協力のお願 新潟水俣病共闘会 新潟水俣病被災者1972年3月4日
い&新 潟水俣病患者調査票

討議資料
して

第12回 幹事会開催のお知 らせ

昭電に対する要求に関

議事務局

新潟水俣病共闘会議 加盟団体各幹事1972年3月10日

47年度予算編成の基本的な考 え方1972年3月15日

新潟水俣共闘第2回 定期総会開催 新潟水俣病共闘会議 加盟各団体1972年3月18日
の御案内

〔メモ〕2.14常幹会議、3.15幹 事会 坂東克彦

昭和46年度経過報告(案)、昭和47年 新潟水俣病共闘会議1972年3月25日
度の活動要綱(案)、昭和47年度運動
費・事務局運営予算(案)、 新潟水俣
病共闘会議(運 動会計・事務局運営
会計)決 算報告書、監査報告、水俣
共闘第2回 定期総会出席者

『全国公害連情報』No1公 害対策全国連絡会議1972年3月31日

申入れ書 新潟水俣病共闘会議 昭和電工株式会社1972年3月31日

〔昭和電工 に対する第1回 交渉〕申 新潟水俣病共闘会議 昭和電工株式会社1972年3月31日
入れ書&要 求書

「世界人間環境会議」代表派遣に関 公害対策全国連絡会議 各加盟組織代表1972年4月3日
する連絡 と 「全国公害連情報」発
行についておしらせ

要求書 新潟水俣病被災者 新潟県知事亘四郎1972年4月3日 患者認定方法などにつ
の会,新 潟水俣病 いて、新潟県知事に要
共闘会議 求を行 った もの。

対昭電交渉について 新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事

第1回 昭電交渉昭電側回答

昭和電工本社交渉 に対するご協力 新潟水俣病共闘会議
のお願い

団結釣 り大会の開催 について等 新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事

第2回 幹事会開催の件 新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事

〔メモ〕5.4第2回 幹事会

第2回 昭電交渉実施 について 新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事

〔新聞記事〕新潟水俣病補償交渉新団体が誕生

回答

1972年4月6日

1972年4月8日

1972年4月20日

1972年4月24日

1972年5月4日

1972年5月7日

昭和電工株式会社 新潟水俣病共闘会議1972年5月17日
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Ree―47 ∬ 新潟水俣病裁判原告側関係資料(第1次 訴訟および補償協定締結まで)

忌丹Z嘱 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

163BI―1-336第3回 補償 交渉の実施 について

164BII-1-337

165611-1-338

169611-1-339

第3回 昭電交渉の実施について

『全国公害連情報』No2

〔交渉期 日延期の要請〕

170611-r340第3回 補償 交渉の実施 について

171611-1-341

172611-1-342

177BII-1-343

178611-1-344

180611-1―345

.Z8261―1-346

183611-1-347

ヱ84611-1-348

187BI―1―349

189BII-1-350

191611-1-351

193611-r352

194611―1-353

195611-1-354

196611-1-355

198611-1-356

20361―1-357

204BII-1―358

205BII-1-359

207611-1-360

2.Z6611-1-361

217BII-1-362

218BII-1-363

219611-1-364

224611-1-365

225611-1-366

227611-1-367

228611-1-368

229 II-1-369

新潟水俣病被災者 昭和電工株式会社1972年6月15日
の会,新 潟水俣病
共闘会議

新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事

公害対策全国連絡会議

1972年6月19日

1972年5月20日

昭和電工株式会社 新潟水俣病被災者1972年6月13日
の会,新 潟水俣病
共闘会議

新潟水俣病被災者 昭和電工株式会社1972年6月15日
の会,新 潟水俣病
共闘会議

第3回 補償交渉の実施について 新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事1972年6月19日

回答書 昭和電工株式会社 新潟水俣病被災者1972年6月23日
の会,新 潟水俣病
共闘会議

幹事会開催の件 新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事1972年7月13日

連絡及び若干の動 きについての報 新潟水俣病共闘会 加盟団体幹事1972年7月27日
告 議事務局

〔手紙〕 新潟水俣病被災者 安田町の水俣病患1972年7月31日
の会,新 潟水俣病 者の皆 さん
共闘会議

被災地工作計画案

公害被害者認定審査会の答申にっ 新潟県知事亘四郎 昭和電工株式会社1972年8月4日
いて(回 答)

回答書 昭和電工株式会社 新潟水俣病被災者1972年8月17日
の会,新 潟水俣病
共闘会議

回答書 昭和電工株式会社 新潟被災者の会会1972年8月17日
長,新 潟水俣病共
闘会議

無料健康診断を受けましょう!&1972年8月6日
津島屋地域健診要項

被災地域工作計画 新潟水俣病共闘会1972年8月21日
議事務局

新潟水俣病患者分布図

〔メモ〕8.23幹 事会1972年8月23日

申入書 新潟水俣病を考える会 新潟水俣病共闘会1972年8月22日
議幹事

回答書 昭和電工株式会社 新潟水俣病被災者1972年8月31日
の会,新 潟水俣病
共闘会議

新潟水俣病認定患者生活実態調査 沼垂診療所
結果

〔ビラ〕水俣病 とは何か?一 映画 新潟水俣病共闘会議
とお話の夕べ

第4回 昭電交渉の実施について 新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事1972年8月29日

回答書 昭和電工株式会社 新潟被災者の会,1972年8月31日
新潟水俣病共闘会
議

『全国公害連情報』NQ4公 害対策全国連絡会議1972年9月1日7月24日 の四日市公害
訴訟判決および8月9
日のイタイイタイ病判
決における原告の完全
勝利を伝えるとともに、
各被告会社の誓約書な
らびに公害防止協定書
の全文を掲載している。

〔メモ〕9.18常 任幹事会

第5回 昭電交渉の実施について 新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事,被1972年9月30日
災者の会

新潟水俣病研究会(第2回)の お 新潟水俣病研究会
しらせ

『全国公害連情報』No5公 害対策全国連絡会議1972年10月1日

〔メモ〕10.4水 俣共闘常任幹事会 坂東克彦

イタイイタイ病裁判斗争御支援御 イタイイタイ病1972年10月
礼 対策協議会

第6回 対昭電交渉の実施について 新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事,被 災者1972年10月30日

新潟水俣病闘争に対するご協力の 新潟水俣病共闘会議1972年11月1日
要請

〔手紙〕 新潟水俣病共闘会 安田町の水俣病認1972年11月1日
議,新 潟水俣病被 定患者の皆さん
災者の会

イタイイタイ病

_II8一



H-― 被 害者 ・住 民 ・支 援 団 体 の 動 き Reel47

暑萼 彭ア乏 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

230BII―1-370回 答 書

237-II―1-371

238611-1-372

257611-1-373

258BII-1-374

〔ビラ〕新潟水俣病 とお話の集い

第6回 補償交渉議事録

〔メモ〕11.9常 幹幹事会

第7回 対昭電交渉の実施について

259611-1-375回 答 書

263BII-1-376

264BII-1-377

266611-1―378

267611-1-379

269611-1-380

272711-1-381

273BII-1-382

274BII-1-383

276711-1-384

281BII-1-385

282711-1-386

286BII-1-387

289BII-1-388

290BII-1-389

295BII-1-390

297711-1-391

298711-1-392

299711-1-393

300711-1-394

301711-1-395

302711-1-396

304711-1-397

305711-1-398

306711-1-399

307711-1-400

309711-1-401

310711-1-402

312BIト1-403

314BIト1-404

315711-1-405

316711-1-406

317711-1-407

320-II-1-408

昭和電工株式会社 新潟被災者の会,1972年11月7日
新潟水俣病共闘会
議

新潟水俣病共闘会議

坂東克彦

1972年11月11日

1972年11月15日

1972年11月9日

新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事,被1972年12月7日
災者の会会員

昭和電工株式会社 新潟水俣病被災者1972年12月15日
の会,新 潟水俣病
共闘会議

〔新潟県に対する〕要求書 新潟水俣病共闘会議 新潟県知事亘四郎1972年12月28日

47.12.28県 に対する要求に対する
県回答

新潟市標準家計費の推移

署日市公害訴訟職 告六社の誓約 四肺 公害

討議資料 新潟水俣病共闘会議 熊本水俣病補償処理委

員会あっせん案、新潟
水俣病 判決 の賠償 金
額、四日市公害関係の
賠償金額、富山イタイ
イタイ病関係の賠償金
額、サ リドマイ ド事件
の賠償金額について記
載。

咲花保養所建物(昭 電原案)

昭和48年 新年総会のご案内 新潟水俣病被災者の会 被災者の会会員

「水俣病裁判完全勝利 ・被害者激 水俣病訴訟支援 ・
励 ・現地調査水俣集会」参加のお 公害をな くする熊
願い&水 俣病裁判完全勝利 ・被害 本県民会議
者激励 ・現地調査水俣集会(2.3
～4)実 施要項

新潟水俣病斗争報告(判 決以後か 坂東克彦
ら今 日まで)

幹事会の開催 ・街頭宣伝の実施に 新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事
ついて

当面の運動のすすめ方(案)新 潟水俣病共闘会議

当面の運動のすすめ方 新潟水俣病共闘会議

〔ビラ〕人のいのち250万 円とは、 新潟水俣病共闘会議何
事か!許 せぬ、昭電の水俣病

補償回答

新潟水俣病補償闘争について 新潟水俣病共闘会
議事務局

要請書 新潟水俣病共闘会議 〔各自治体〕

覚書(案)新 潟水俣病共闘会議

〔鹿瀬現地調査に関する資料〕

〔メモ〕S50.6.6共 闘常幹

討議資料

〔電話 メモ〕

〔メモ〕S48.2.15

共闘会議の市長への要請書

第1回 新 潟水俣 病 を知 る会

豊栄市長 への要求事項

〔メモ〕1973.3.31

水俣判 決 と新 潟

坂東克彦

新潟水俣病共闘会議

坂東克彦

新潟水俣病共闘会議

(不明)

坂東克彦

坂東克彦,近 喜代

47.12.28県 に対する要求に対する
県回答

極秘4月2日 常任幹事会議事録 新潟水俣病共闘会議

秘4月5日 被災者の会評議員
会(4月2日 の常幹会議を受けて
の再討議)

確認書 新潟水俣病共闘会
議,昭 和電工株式
会社

問題点(小 林私案)

〔メモ〕協定書の性格他 坂東克彦

〔メモ〕水俣共闘幹事会 坂東克彦

1973年1月5日

1973年1月12日 熊本水俣病

1973年1月13日

1973年1月22日

1973年1月29日

1973年1月29日

1973年1月

1973年2月

1973年2月

1975年6月6日

1975年1月23日

1975年2月10日

1973年2月15日

1973年2月15日

「豊 栄市 長 へ の要 求 事

項」が添付 されてい る。

1973年2月15日

1973年3月31日

1973年4月2日 『新 潟 日報』1973年4月

2日 付

1973年4月2日

1973年4月5日

1973年4月21日

1973年5月12日

1973年5月16日
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Reel47 Ⅱ 新潟水俣病裁判原告側関係資料(第 ―次訴訟および補償協定締結まで)

基羃Zア 毳 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

327711-1-409協 定 書(案)

332711-1―410

335711-1-411

337711-1-412

353711-1-413

357711-1-414

358811-1-415

364811-1-416

371BII-r417

372711-1-418

377711-1-419

378711-1-420

379711-1-421

380711-1―422

382BII-1-423

383BII-1-424

384711-1-425

391711-1―426

392711―1-427

394711-1-428

405711―1-429

407711-1-430

4.ZO711-1-431

41ヱ711-1-432

413711-1-433

414711-1-434

416BII-1-435

425BII-1-436

426B

430

431

433

439

441

443

447

449

451

452

456

458

〔メモ〕水俣共闘
打ち合わせ

協定書(案)

昭電補償交渉 坂東克彦

〔メモ〕協定書作成 をめ ぐる小委員 坂東克彦
会

〔メモ〕S48.6.5幹 事会 坂東克彦

協定締結について 新潟水俣病共闘会議 加盟各団体幹事

新潟水俣病訴訟 新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病問題に関 する協定書 新潟水俣病被災者
(付帯細 目協定書 ・覚書 ・確認書)の 会,新 潟水俣病共闘会議

,昭 和電
工株式会社

直接交渉勝利総括慰労集会のこ案 新潟水俣病被災者の会
内

〔メモ〕7.21共 闘常幹幹事会 坂東克彦

〔メモ〕7.21共 闘常幹幹事会 坂東克彦

宮下事務局結婚祝い開催の件 新潟水俣病共闘会議事務局

常任幹事会並びに幹事会開催の件 新潟水俣病共闘会議

協定成立報告、新潟水俣病闘争中 新潟水俣病共闘会議
間総括集会のご案内

〔新潟県に対する〕要求書

補償闘争総括集会開催の件

〔メモ等〕

補償闘争総括集会開催の件

1973年5月21日

1973年5月20日

新潟水俣 病被災者の
会 ・同共闘会議と昭和
電工株式会社との間に
締結する協定の案。

新 潟水俣病被災者の
会 ・同共闘会議と昭和
電工株式会社との間に
締結する協定の案。

1973年6月5日

1973年6月18日

1970年6月20日

1973年6月21日 新 潟水俣病補償に関す

る協定書。

1973年6月30日

1973年7月21日

1973年7月21日

1973年7月23日

1973年8月11日

1973年8月27日

新潟水俣病共闘会議 新潟県知事亘四郎1973年8月28日

新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事

坂東克彦

新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事

〔メモ〕S48.9.8新 潟水俣病共闘会 坂東克彦
議 昭和47年 度総会記録

〔冊子〕新潟水俣病補償闘争のまと 新潟水俣病共闘会議
め

新潟県砂利協会グループ共済保険 新潟水俣病共闘会議
(安田生命)

被災者の会 現勢 新潟水俣病被災者の会

関川水系漁業組合員等と水銀使用
職場退職者健康調査

資料 最近の動き 新潟水俣病共闘会議事務
局

幹事会開催のお知らせ 新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事

新潟水俣被災者会館完成のご案内 新潟水俣病被災者の会

新潟水俣病補償闘争のまとめ(中
間報告)(案)

新潟水俣病現地調査計画(案)新 潟勤労者医療協会
,新 医協,科 学

者会議新潟県支部

潜在患者

II-1-6雑1 Reel47

IH-437『 水 俣 病 ニ ュ ー ス 』NQ3

II-1-438『 新 潟 水 俣 病 』Nα24

II-1-439

11-1-440

11―1-441

11-1-442

11-1-443

11-1-444

11-1-445

11-1-446

11-1-447

II-1-448

『新潟水俣病 とたたか う』NQ1

『新潟水俣病 とたたか う』NQ2

『新潟水俣病 とたたか う』Nα3

『新潟水俣病 とたたか う』Nα4

『新潟水俣病 とたたか う』NQ5

『新潟水俣病 とたたか う』Nα6

『新潟水俣病 とたたか う』号外

『新潟水俣病 とたたか う』Nα7

新潟県民主団体水
俣病対策会議

新潟県民主団体水
俣病対策会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議
新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議
『新潟水俣病 とたたかう』口頭弁論 新潟水俣病共闘会議
速報No1

第21次 教研中間検討集会 「新潟水 坂東克彦
俣病裁判」

1973年8月28日

1973年8月28日

1973年9月8日

1973年9月8日

1973年12月22日

1973年12月10日

1973年12月6日 ⑧ 文書

1974年1月25日

1974年2月5日

1974年3月5日

11月15日 ～11月

16日

1966年4月13日

1969年9月30日

1970年3月25日

1970年6月8日

1970年7月15日

1971年1月1日

1971年5月10日

1971年9月20日

1971年9月20日

1972年7月25日

1971年5月18日

1971年7月10日 『新教組週報亅Nα720
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n-― 被 害 者 ・住民 ・支 援 団 体 の 動 き

暑毒z循 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日

460-II-1-449

462-II-1-450

464-II-1-451

466-II-1-452

468-II-1-453

469-II-1―454

470-II-1-455

471-II-1-456

475-II-1-457

485-II-1-458

486-II-1―459

487-II-1-460

488-II-1-461

『明 るい医療 』Nα127

『明 るい医療』NQ128

『新 にいが た』Nα236

『自治労新潟』NQ333

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新にいがた社

全 日本 自治団体労
働組合新潟県本部

1971年9月1日

1971年10月1日

1971年7月11日

1971年9月5日

韈 蛮鸚 裁判貍 促進 公゚正裁 新潟水俣病共闘会諦 潟地勝 民事部197・年
新潟水俣病裁判の早期且つ公正な
判決を要請する決議

「別紙」県、市町村議会の決議書の
サンプル

『新潟県評』Nα310新 潟県労働組合評議会

『公害 か ら地 域 を守 る会会報』NQ1公 害から地域を守る会
～NQ5

新潟より熱き連体のアッピールを 新潟自主講座実行
一第2の 水俣病 は起 こるべ くして 委員会

,水 俣病 を起
った 考える会

〔詩〕

新潟水俣病訴訟資金構成一覧表

〔ポスター〕生命を守ろう 自然を 新潟水俣病共闘会議
守 ろう 公害 をな くそ う!11.
10新潟水俣病大集会 告知

489-II-1-462『 新 潟 水 俣 病 』 号 外 速 報

491-II-1-463『 新 潟 水 俣 病 』 速 報

493-II-1-464『 新 潟 水 俣 病 』 速 報

49511-1-465『 新 潟 県 評 』NQ348

497-II-1―466

514-II-1-467

515-II-1―468

新潟県民主団体水
俣病対策会議

新潟県民主団体水
俣病対策会議

新潟県民主団体水
俣病対策会議

新潟県労働組合評
議会

〔冊子〕ワッカ(阿 賀)は 私たちの 新潟勤労者医療協会生命
だった一新潟水俣病患者の き

き書き

『新潟水俣病』速報

『新潟水俣病』速報

新潟県民主団体水
俣病対策会議

新潟県民主団体水
俣病対策会議

農ee―48

II-1-7阿 賀 野 川 漁 業 協 同組 合

003911-1-469

006911-1-470

009911-1-471

012911-1-472

014911-1-473

015911-1-474

Reel48

1971年

1971年

1970年6月5日

1970年12月20日
～1971年10月20

日

1968年11月21日

1968年

1968年

1971年10月5日

1989年5月

1968年

1968年

陳―青書 阿賀野川漁業協同1966年3月29日
組合連合会

有機水銀中毒事件に関する申入書 阿賀野川漁業協同 昭和電工株式会社1966年6月1日
組合連合会

有機水銀中毒事件に関する陳情書 阿賀野川漁業協同1966年6月1日
組合連合会

決議書 水銀中毒被害漁民1967年3月23日
決起大会

意見書 五泉市長1966年3月18日

阿賀野川有機水銀中毒事件 に伴な 阿賀野川漁業協同1966年3月18日
う被害漁業者に対する救済対策に 組合連合会
ついて(陳 情)

II-1-8記 録 映 画 「公 害 と た た か う」Reel48

0291011-1-475

0301011-1-476

0331011-1-477

0341011-1-478

0351011-1-479

0371011-1-480

よびかけ「記録映画新潟水俣病 み 日本社会党新潟県
んなでつくってみんなでみよう」 本部他

新潟水俣病映画運動にとりくむわ 記録映画新潟水俣病
れわれの立場 について 製作上映映画人会議

水俣病映画製作委員会への参加要
請

第1回 水俣病映画製作委員会開催
のご案内

『新潟水俣病映画製作ニュース』
Nα1

第2回 常任幹事会開催 について

0381011-1-481第3回 常任幹事会報 告

新潟水俣病映画を
つ くる会

新潟水俣病映画を
つ くる会

新潟水俣病映画を
つ くる会

1967年7月25日

1967年8月

1967年8月8日

1967年11月28日

1967年12月22日
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Ree―48 H新 潟水俣病裁判原告側 関係 資料(第1次 訴訟および補償協定締結 まで)

忌羃 τ嗜 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日

039101―1-482

0411011-1-483

0421011-1-484

0431011-1-485

0441011-1-486

0451011-1-487

0631011-1-488

0651011-1-489

0661011-1-490

0671011-1-491

068101―1-492

0691011-1-493

0701011-1-494

0781011-1-495

0871011-1-496

088101―1-497

『新潟水俣病映画製作 ニュース』 新潟水俣病映画を
No3つ くる会

〔映画 「公害 とたたかう」試写会出
欠葉書〕

〔常任幹事会招請状〕 新潟水俣病映画をつ
くる会

〔ポスター〕記録映画新潟水俣病
完成近 し

記録映画 「公害 とたたかう一新潟 記録映画 「公害 と
水俣病」の全国普及上映について たたかう」全国上
の訴え 映実行委員会他
"記録映画「公害 とたたかう」製作

,
上映運動の教訓 と問題点について
(中間総括)(案)"

〔冊子〕「記録映画 公害とたたかう」

〔ポスター〕記録映画 公害 とたた
かう一新潟水俣病

表彰状 全国勤労者映画協議会

幹事会開催の件

総会開催のお知 らせ 新潟水俣病映画をつ
くる会

〔ビラ〕記録映画「公害 とたたかう」新潟水俣病映画を
8mm版 完成!つ くる会

記録映画 「公害 とたたかう」製作、
上映運動の教訓 と問題点について
(案)

新潟水俣病闘争の教訓 と記録映画
「公害 とたたかう」製作、上映運

動の果 した役割について(案)

〔ビラ〕「映画 と講演の夕べ」ご案 新潟水俣病裁判を
内 支援する市民会議

中野山支部

今後の方針(私 案)

II-1―9学 生 と公 害Reel48

0911111-1-498

ヱ101211-1-499

1151211-1-500

1421311-1-501

1431311-1-502

1441311-1―503

1641311-1-504

176 II-1-505

1771411―1-506

178 II-1-507

1791411-1-508

204141―1-509

2231411-1-510

2241411-1-511

〔冊子〕真実の追究 水俣病・基地 三年有志グループ
公害

〔冊子〕第4回 模擬裁判公演 「新潟 新潟大学法学ゼミ水俣病
」 ナール

〔冊子〕第15回 早稲田祭理工展機械 早稲田大学理工学
工学科 「公害 水俣病」 部機械工学科機械

展実行委員会

公害 ・新潟水俣病学生交流集会 新潟大学医系学生水
参加券 俣病問題研究会,県

立新潟女子短大社会
福祉研究会

〔ビラ〕公害新潟水俣病全国学生交 新潟大学医系学生水
流集会に積極的に参加 しよう!俣 病問題研究会,県

立新潟女子短大社会
福祉研究会

〔冊子〕公害・新潟水俣病学生交流 学生交流集会実行
集会 基調報告 委員会

〔冊子〕全国看護学生 ゼ ミナール 新潟大学医学部付"公害"問 題分科会 「公害に対す 属看護学校水俣病

る私達の役割」 問題研究サークル

〔手紙〕 明治大学社会福祉 坂東克彦
研究部

〔ビラ〕映画 と講演 「新潟水俣病」明治大学社会福祉
研究部

〔ビラ〕公害に生命尊厳の思想か ら 明治大学東洋思想
の憤 りを!研 究会

〔冊子〕新潟水俣病NQ1昭 和45年 明治大学社会福祉
度駿台祭 研究部

〔冊子〕新潟水俣病No2昭 和45年 明治大学社会福祉
度駿台祭 研究部

〔ビラ〕公開自主講座 公害と新潟 新潟大学法学ゼミ
水俣病 ナール協議会

〔冊子〕公開自主講座 公害 新潟大学法学ゼミ
ナール協議会

1968年4月1日

1968年4月27日

1968年7月26日

1968年9月1日

1968年12月14日

1969年5月23日

1970年3月20日

1971年1月29日

1971年2月

1971年9月19日

1968年11月30日

1968年11月1日

1969年8月20・

21日

1969年8月20・

21日

1969年8月20・

21日

1969年8月2
～4日

10月30日

11月2日

1970年

1970年

7月3日 ～5日

一122―
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卜1被 害者 ・住民 ・支援 団体 の動 き Ree―49

暑喜 κ菟 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

2461411-1-512

2481411-1―513

2491411-1-514

2541411-1-515

2611411-1-516

268-II-1-517

305-II―1-518

374-II-1-519

475-II-1-520

476-II-1-521

477-II-1-522

霾蔵 徳 き贄 線 儲 鑢 輪 編 ・レ197・ 年
地裁前に集合し、昭電 と自民党政
府、自治体に怒 りの声を!

〔ビラ〕新潟水俣病訴訟の教訓 と民 公害ゼミナール王的知識人
の姿を学ぼう

工学祭 新潟水俣病を追及する! 神奈川大学工学部
"お そるべき昭和電工の水銀中毒 会本部

事件"

新潟水俣病の年表

〔冊子〕公害ヘ ドロを現地か ら告発 神戸大学工学部会
する!公 害問題小委員会

〔冊子〕裁判劇新潟水俣病 新潟大学法学ゼ ミ1971年6月1日
ナール協議会

〔冊子〕阿賀野(か わ)は 忘れない 新 潟 大学 教 養部1987年4月5日
一新潟水俣病 に関する研究報告1987年 度教養法学ゼミ

〔冊子〕阿賀野(か わ)は 忘れない 新 潟 大学 教 養 部1988年
一新潟水俣病 に関する研究報告II1988年 度教養法学ゼミ

新潟水俣病第2次 訴訟の公正判決 新潟大学医学部進 新潟地裁第一民事1992年3月9日
を求める要請書 学課程自治会 部

水俣病総合対策の完全実施 を求め 新潟大学医学部進 新潟県知事金子清1992年3月9日
る要請書 学課程自治会

〔手紙〕 水俣病研究会学生 坂東克彦

Reel49

IH-10昭 和電 工 内部 告発

00311-1-523

005-II-1-524

0121511-1-525

0131511-1-526

0141511-1-527

0151511-1-528

0161511-1-529

017-II-1-530

049-II-1-531

Reel49

『本部速報』No35「 会社……犯人 昭電労組教宣部
説に反論する」

『そくほう』Nα264「阿賀野川問題に 昭和電工人事部
ついて会社の見解 を組合に説明」

〔ビラ〕君は知っているか!

招待状 映画 「水俣」 を上
映する会

〔新聞記事〕公害に も目つぶる 高
まる 爪内部告発"に もカベー労組
さえ愛社精神優先

〔ビラ〕新潟水俣病患者の叫びを聞 新潟水俣病を考える会
け!〈 新潟からのアピール〉

〔ビラ〕坂東新潟水俣病弁護幹事長来
たる1

〔冊子〕昭電労働者は新潟水俣病 を 全昭電青年労働者
どうとらえるか 共斗会議

〔冊子〕昭和電工内部告発の斗い 全昭電青年労働者
共斗会議

II-1-ll雑2

0801111-1-532

0841111-1-533

0981211-1-534

1021211-1-535

Reel49

宇井 レポー ト(スウェーデン)「権 宇井純
利 をさびつかすな」

〔冊子〕第19回 定期大会・1967年度 富山県労働組合協議会
一般会務報告中 「公害 との斗い」

〔冊子〕第7回 社会保障討論集会基 春闘共闘委員会,社
調報告より9.「 公害」の抜粋 会保障推進協議会,社会保障討論集会運

営実行委員会

「世界人権宣言20年 を迎えて」の抜 斎藤義家
粋(東 京人権擁護委員協議会副会長)

1111211-1-536新 潟水俣病 の経緯 と裁判

1151211-1-537新 潟 水 俣 病 の"犯 人"を 追 う

1181611-1-538

119-II-1―539

1241711-1-540

木村安明
(日本農業生物学
研究会会員)

木村安明
(日本農業生物学
研究会会員)

〔ビラ〕火力発電所の県のごまか し 日本共産党聖篭支部
説明につき再び皆 さんに訴 える

新潟水俣病闘争について 新日本婦人の会県本部

羈調 団擘響剔 告発一水劇団泉座

1967年4月24日

1967年4月26日

1971年6月28日

1971年7月18日 『朝 日 新 聞 』1971年7月

18日 付

1971年8月31日

1971年8月31日

1968年8月31

日,9月1日

1969年2月

14～16日

『水道公論』2月 号

1968年3月30日 『人権通 信』第14号

1968年8月1日 『月刊全農協労連』第46

号

1968年11月1日 『月刊 全農協労連 』第49

号

1969年5月
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Reel50 H新 潟水俣病裁判原告側関係資料(第1次 訴訟および補償協定締結まで)

落蓴 τ嘱 史料・番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

1451711-1-541

1761711-1-542

1781811-1-543

1791811-1-544

180181―1-545

1841811-1-546

189191―1-547

-Z92191―1-548

1941911-1-549

ヱ972011―1-550

2032011-1-551

2082011-1-552

2.ZO211―1-553

227221―1-554

2502211-1-555

251221―1-556

004

「告発一水俣病事件」台本 高橋治

劇団泉座公演 「告発一水俣病事 劇団泉座
件」 チラシ

劇団泉座公演 「告発一水俣病事 劇団泉座
件」 チラシ

〔短歌〕 渡辺喜八

〔メモ〕近宅 にて
きとり

〔手紙〕

〔手紙〕

〔手紙 〕

〔手紙〕

近さんからの聞 坂東克彦

坂東克彦 松本綾子

戒能通孝 坂東克彦

渡辺栄蔵 坂東克彦

松本勉 坂東克彦
(水俣病対策市民
会議)

II-2弁 護 団 の 動 き

II-2―1被 害 者 の 動 態

II-2-001

0062311-2-002

007―II-2-003

008231卜2-004

0142311-2-005

0ヱ82311-2-006

0202311-2-007

0222311-2-008

0232311-2-009

0242311-2-010

03ヱ2311-2-011

0352311-2-012

0362311-2-013

0392311-2-014

0672311-2-015

0692311-2-016

0712311-2-017

0722311-2-018

0772311-2-019

0782311-2-020

0892311-2-021

新潟水俣病共闘組織結成について 新潟県労働組合評議会

新潟県評'69運 動方針 より 「公 新潟県労働組合評議会
害撲滅の闘い」
'68報告書より 「公害に対するた 新潟県労働組合評議会

たかい」

〔冊子〕第7回 『公害』河川災害ダ 中央民主団体災害
ム対策全国活動者会議 基調報告 対策会議

『住民の公害白書一いのちとくら 日本社会党
しをおかす ものへの告発』昭和44
年版(要 約)

第1次 公害総点検実施地区一覧表 日本社会党

〔冊子〕『住民の公害白書一いのち 日本社会党
とくらしをおかすものへの告発』
昭和44年 版(要 約)

Ree―50

Reel50,51

Reel50

加害者に対する補償要求ほか 有機水銀中毒被災
者の会

協議会発会後における主なる事項

新潟市有機水銀被害対策連絡協議
会会議日程等

患者名簿等

水銀中毒患者 ・水銀保有者名簿等

リハビリテーション日程(実 施な
らびに計画)

治療観察を打切 られた人の実態

患者(追 加分)お よび要観察者の
頭髪水銀量変化

有機水銀中毒症患者名簿

補償請求の参考等

〔患者、要観察者等の名簿〕 白川健一
(新潟大学医学部附
属病院神経内科)

〔患者名簿〕

〔死亡者、患者名簿〕

〔患者の症状経過等〕

第1回 新潟水俣病裁判資料作成委 新潟水俣病裁判
員会 資料作成委員会

第2回 新潟水俣病裁判資料作成委 新潟水俣病裁判
員会 資料作成委員会

〔班編成決定報告〕 新潟水俣病裁判
資料作成委員会

新潟水俣病事件調査項 目一死者 ・
患者 ・要観察者 ・保有者

診断書項目

〔患者に関する調査〕 坂東克彦

水俣病患者、観察者名簿

1969年1月

?年2月14日

?年?月9日

穿融 嬲69年9月

鑞 脇 覊醗
一2-177参 照

。

1970年5月20日V―H-1も 参 照 。

1970年6月13日Vm-1も 参 照 。

1969年8月9
～11日

1969年8月9
～11日

1969年

1969年

1969年

1966年9月3日

1967年4月22日

1967年8月10日

1968年7月4日

1970年2月19日

1970年9月23日

1970年9月29日

1970年9月30日

1970年10月11日

「住民組織一覧表」が添

付 され ている。

水銀保有者名簿、妊娠
可能婦人および幼児名
簿など。
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卜2弁 護団の動 き Ree―50

罍萼zア茗 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

0902311-2-022

0912311-2-023

0932311-2-024

0962311-2-025

0972311-2-026

0992311-2-027

II-2-2

103-II-2-028

1042411-2-029

1112411-2-030

1142411-2-031

1162411-2-032

1262411-2-033

1332411-2-034

1422411-2-035

1442411―2-036

1472411-2-037

1492411-2-038

1522411―2-039

1632411-2-040

1662411-2-041

1672411-2-042

1692411-2-043

1772411-2―044

1962411-2-045

2042411-2-046

2262411-2-047

2392411-2-048

2462411-2-049

2682411-2-050

269-II-2-051

2772411-2-052

278-II-2-053

2802411-2-054

2842411-2-055

2902411-2-056

2982411-2―057

3002411-2-058

3042411-2-059

3122411-2-060

3202411-2-061

3282411-2-062

331-II-2-063

33311-2-064

334-II-2-065

335-II-2-066

新潟水俣病裁判年表
要観察者の家族構成表

水俣病患者名簿

水俣病患者等名簿

〔審査会認定患者一覧〕
一日市地区の暦

1970年10月29日

『新 潟 水 俣 病 弁 護 団 ニ ュー ス』(1967年 ～1971年)他

新潟水俣病弁護 団名簿

『新潟水俣病弁護 団ニ ュース』Nol

『新潟水俣病弁護 団ニ ュース』Nσ2

『新潟水俣病弁護 団ニ ュース』NQ2

『新潟水俣病弁護 団ニ ュース』No4

『新潟水俣病弁護 団ニ ュース』No5

『新潟水俣病弁護 団ニ ュー ス』No6

『新潟水俣病弁護 団ニ ュー ス』No7

『新潟水俣病弁護 団ニ ュー ス』No8

『新潟水俣病弁護 団ニ ュー ス』No9

『新潟水俣病弁護 団ニ ュー ス』No10

『新潟水俣病弁護 団ニ ュー ス』No11

『新潟水俣病弁護 団ニ ュー ス』No11

『新潟水俣病弁護 団ニ ュー ス』Nα12

『新潟水俣病 弁護 団ニ ュー ス』No13

『新潟水俣病弁護 団ニ ュー ス』No14

『新潟水俣病 弁護 団ニ ュー ス』No15

『新潟水俣病 弁護 団ニ ュー ス』No16

『新潟水俣病 弁護 団ニ ュー ス』Nα17

『新潟水俣病 弁護 団ニ ュー ス』No18

『新潟水俣病 弁護 団ニ ュー ス』No18

『新潟水俣病 弁護 団ニ ュース』No18

鑑定主文

〔冊子〕被告の鑑定申請について 新潟水俣病弁護団

弁護団速報

新潟水俣病弁護団総会開催について 渡辺喜八

弁護団会議 メモ 坂東克彦

弁護団会議 メモ 坂東克彦

弁護団会議 メモ 坂東克彦

新潟水俣病裁判最終口頭弁論にあ 渡辺喜八
たっての要請

弁護団会議 メモ

弁護団会議 メモ

弁護団会議 メモ

弁護団会議 メモ

弁護団合宿作業メモ

新潟水俣病弁護団討議資料

〔電報〕水俣新日窒労組

〔メモ〕S46.5.27弁 護 団会議議事

第一審判決 を二九 日にひか えて

坂東克彦

坂東克彦

坂東克彦

坂東克彦
坂東克彦

坂東克彦

坂東克彦

坂東克彦
坂東克彦

Ree―50

1967年6月17日

1967年6月17日

1967年7月20日

1967年7月20日

1967年12月17日

1967年12月30日

1968年2月10日

1968年2月11日

1968年2月21日

1968年7月8日

1968年7月11日

1968年7月11日

1968年7月13日

1968年11月10日

1968年12月14日

1968年12月28日

1969年2月22日

1969年9月17日

1969年11月9日

1970年8月27日 原 稿

1970年8月27日

1970年11月12日 第13回 口 頭 弁 論 略 記 。

1968年1月13日 交 通 事 故 の 被 告 人(加

害 者)鑑 定 結 果 。

1969年9月22日

1970年10月3日

1970年12月7日

1971年3月6日 ⑧

1971年3月27日 ⑧

1971年3月28日

1971年3月28日

1971年4月1日

1971年4月16日

1971年4月17日

1971年4月18日

1971年4月

26～28日

1971年5月16日

1971年5月20日

1971年5月27日

II―2-3公 害 事 件 担 当 裁 判 官 協 議 資 料(1969年7月)

344-II-2-067

348-II-2-068

359-II-2-069

366-II-2-070

376-II-2-071

391-II-2-072

民事裁判官協議会協議事項 最高裁判所事務総局民事局

公害事件等の処理に関し考慮すべき
顳
公害防止対策等関係法令

公害関係事件裁判例 最高裁判所事務総
局民事局

公害関係民事訴訟民事調停係属事 最高裁判所
件一覧表 事務総局民事局
公害関係文献目録 最高裁判所事務総局民事局

Reel50

1969年7月15日

1969年7月

1969年7月

1969年7月
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Ree―51 n新 潟水俣病裁判原告側関係資料(第1次 訴訟および補償協定締結まで)

鴻弓,1呟 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

395

402

II-2-073

II-2-074

ニューサンス法 とインミシオン法の

比較

公害差止請求の法律構成

Ree―51

II-2-4初 期 段 階 経 過 日誌 一1964年 ～1972年(坂 東克彦)Reel51

0032511-2-075

0942611-2-076

1672711-2-077

1972811-2-078

新潟水俣病 裁判初期段階経過 日誌 坂東克彦
1(1964.6.16～1967.11.22)坂 東

克彦

新 潟水俣病裁 判初期段階経過 日誌 坂 東克彦
2(1968.3.16～1968.8.3)

新 潟水俣病 裁判初期段階経過 日誌 坂 東克彦
3(1970.1.7～1970.2.28)

新 潟 水 俣 病 日誌(1972.10。3～ 坂 東克彦
1972.12.26)

1964年6月16日
～67年11月22日

1968年3月6日
～8月3日

1970年1月7日
～2月28日

1972年10月3日
～12月26日

II-2-5雑Reel51

3312911-2-079

3322911-2-080

3342911-2-081

3373011-2-082

阿賀野川有機水銀中毒事件に関す 新潟水俣病弁護団
る農薬壜についての鑑定依頼書

文書送付 と弁護団会議開催の件 坂東克彦

〔文書送付の件〕

〔電報&書 き下 し文〕

3483011-2-083〔 電 報&書 き下 し文 〕

3513011-2-084〔 電 報&書 き下 し文 〕

3533011-2-085〔 電 報&書 き下 し文 〕

3563011-2-086〔 電 報&書 き下 し文 〕

3593011-2-087〔 電 報&書 き下 し文 〕

3643011-2-088〔 電 報&書 き下 し文 〕

3683011―2-089

3703011-2-090

3723011-2-091

3743111―2-092

3823211-2-093

3843211-2-094

3863211-2-095

〔電報&書 き下 し文〕

〔電報〕

〔電報&書 き下し文〕

新潟水俣病斗争勝利のため裁判費 新潟水俣病弁護団
用カンパのお願い

新潟水俣病事件調査項 目

水俣病事件弁論構成案メモ

水俣病認定を妨げる壁

3903211-2-096安 西 昭 電 社 長 の 退 陣

3913311-2-097

3963311-2-098

3983311-2-099

昭和45年8月1日 ～3日 新潟水
俣病弁護団会議 メモ

被告申請証人一覧表

〔新潟県弁護士会〕第5回 定例常議
員会 〔記録〕

1967年11月20日

1970年2月18日

坂東克彦1970年3月24日

イタイイ タイ病 新潟水俣病弁護 団1970年12月22日

対策協議会

日本民主法律家協会 新潟水俣病弁護 団1970年12月22日

現代技術史研究会 新 潟水俣病 弁護団1970年12月22日

災害分科会

安 中公害弁護 団 新 潟水俣病 弁護団1970年12月22日

新日本窒素肥料株式 新 潟水俣病 弁護団1970年12月22日

会社水俣労働組合

自由法曹団 新潟水俣病弁護 団1970年12月21日

カネ ミ油症事件弁 新潟水俣病弁護 団1970年12月21日

護団

総評 弁護団 新潟水俣病弁護 団1970年12月22日

福岡第一法律事務所 新潟水俣病弁護 団1970年12月22日

四 日市公害弁護団 新潟水俣病弁護団1970年12月22日

1969年12月

坂東克彦

宮沢信雄

1971年1月24日

1971年3月5日 『朝 日 ジ ャ ー ナ ル 」1971

年3月5日 号

1971年3月12日 『朝 日 ジ ャ ー ナ ル 亅1971

年3月12日 号

1972年6月5日
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皿 新潟水俣病裁判第2次 訴訟記録
Ree―52～54

書羃Zア老 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備 考

皿―1訴 状

00434111-1-001

01934111-1-002

皿一2

06834111-2-001

10134111-2-002

12634111-2-003

15934111-2-004

17334111-2-005

181111-2-006

003111-2-007

015111-2-008

195111-2-009

236111-2-010

m-3

239-III-3-001

Ree―52

Ree―52

訴状 新潟水俣病弁護団

訴状陳述にあたっての補足意見陳 新潟水俣病弁護団
述集

原 告 準 備 書 面Reel52～54

原告準備書面(病 像論)〔 第2準 備 新潟水俣病弁護団
書面〕

原告準備書面(病 像論その2)〔 第 新潟水俣病弁護団
3準 備書面〕

原告準備書面(責 任論)〔 第1準 備 新潟水俣病弁護団
書面〕

原告準備書面(責 任論その2)〔 第 新潟水俣病弁護団
4準 備書面〕

原告および原告代理人目録 新潟水俣病弁護団

原告最終準備書面(第1編 原告の 新潟水俣病弁護団
訴え)

Reel53

原告最終準備書面(第2編 責任論)新 潟水俣病弁護団

Reel54

原告最終準備書面(第3編 病像論)新 潟水俣病弁護団

原告最終準備書面(第4編 損害論 新潟水俣病弁護団
総論)

原告最終準備書面(第6編 総括)新 潟水俣病弁護団

証人調書 より

358-III-3-002

360-III-3-003

363-III-3-004

370-III-3-005

鹿瀬工場の現場

証人調書江花豊栄(第60回 口頭弁 江花豊栄
論)

昭和合成配置図 江花豊栄

水銀取扱図 江花豊栄

陳述書(甲D90号 証の1)江 花豊栄

〔鹿瀬工場、阿賀野川な ど写真9坂 東克彦
点〕(甲90号 証の2)

Reel54

1984年3月9日

1983年11月25日

1984年2月14日

1983年11月25日

1984年4月20日

1990年12月18日

1990年12月18日

1990年12月18日

1990年12月18日

1990年12月18日

1990年11月13日 第2次 訴訟原告 ・元昭

電鹿瀬工場労働者 の証

言。

1990年5月15日

1990年5月15日

1990年10月31日

1990年5月15日
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IV新 潟 水 俣 病 裁 判 原 告 側 関 係 史 料

(第2次 訴訟 以後)Reel55～61

暴羃 τ亀 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備 考

Reel55

IV-1被 害 者 ・住 民 ・支 援 団体 の動 き Ree―55～58

IV-1-1パ ン フ レ ッ ト 『い ま な ぜ"み な ま だ か 』

004351V-1-001

IV-1-2

037361V-1-002

039361V―1-003

040361V-1-004

042361V-1-005

043361V-1-006

045361V-1-007

047361V-1-008

049361V-1-009

050361V-1-010

052361V-1-011

054361V-1-012

056361V-1-013

058361V-1-014

059361V-1-015

061361V-1-016

063361V-1-017

065361V-1-018

067361V-1-019

069361V-1―020

071361V-1-021

073361V-1-022

075361V-1-023

077361V-1-024

079361V-1-025

081361V-1―026

083361V-1-027

085361V-1-028

087361V-1-029

1V-1-030

089371V一 レ031

093371V-1-032

095371V-1-033

099371V-1-034

103371V-1-035

107371V-1-036

109371V-1-037

111371V-1-038

113371V-1-039

114371V-1-040

116371V-1-041

119371V一 レ042

122371V-1-043

125371V-1-044

128371V-1-045

〔冊子〕 い まなぜ 丶'みな また"か第
2次 新潟水俣病 のたたかい

新潟水俣病共闘会
とたたか う』

『水俣共闘 だよ り』

『水俣共闘 だよ り』

『水俣共闘 だよ り』

『水俣共闘 だ より』

『水俣共闘 だ より』

『水俣共闘 だ より』

『水俣共闘 だ より』No1

『水俣共 闘だ より』Nα2

『水俣 共闘だ より』Nol

『水俣 共闘だ よ り』Nα2

新潟水俣病共闘会議

Reel55

1984年8月1日

議機関紙 『水俣共闘だより』 『新潟水俣病

(1983年 ～1999年)

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

『水俣共闘だ よ り』No8401

『水俣共闘だ よ り』No8402

『水俣共闘だ よ り』No8403

『水俣共闘だ よ り』Nα8404

『水俣共闘だ よ り』No8405

『水俣共闘だ よ り』No8406

『水俣共闘だ よ り』No8407

『水俣共闘だ よ り』Nα8408

『水俣共闘だ よ り』No8409

『水俣共闘だ よ り』No8410

『水俣共闘だ よ り』No8411

『水俣共闘だ よ り』No8412

『水俣共闘だ よ り』No8413

『水俣共闘だ よ り』No8414

『水俣共闘だ よ り』No8415

『水俣共闘だ よ り』No8416

『水俣共闘だ よ り』NQ8417

『水俣 共闘だ よ り』Nα8501

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊Nol新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊NQ2新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊No3新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊No4新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊No5新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊NQ6新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊No7新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊No8新 潟水俣病共闘会議
の1

『新潟水俣病 とたたか う』復刊NQ8新 潟水俣病共闘会議
の2

『新潟水俣病 とたたか う』復刊No9新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』NQ10新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊No12新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 ζたたかう』復刊NQ13新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊Nα14新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊No15新 潟水俣病共闘会議

Reel55

1983年8月

1983年8月30日

1983年9月7日

1983年9月26日

1983年10月4日

1983年10月24日

1983年11月11日

1983年11月11日

1983年12月1日

1983年12月1日

1984年1月10日

1984年2月14日

1984年2月14日

1984年2月24日

1984年2月25日

1984年3月15日

1984年3月28日

1984年4月25日

1984年4月25日

1984年5月14日

1984年6月15日

1984年7月4日

1984年8月21日

1984年9月1日

1984年10月1日

1984年10月31日

1984年11月28日

1985年9月9日

1982年11月30日

1983年1月1日

1985年1月1日

1985年4月1日

1985年7月1日

1985年11月15日

1986年2月28日

1986年3月31日

1986年3月31日

1986年4月30日

1986年5月31日

1986年7月31日

1986年8月31日

1986年10月15日

1986年11月15日
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IV―1被 害 者 ・住民 ・支援 団 体 の 動 き

暑毒 編 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先

131371V-1-046

134371V-1-047

137371V-1-048

141371V-1-049

144371V-1-050

149371V-1-051

153371V-1-052

157371V-1-053

161371V-1-054

165371V-1-055

169371V-1-056

1Z3371V-1-057

178371V-1-058

182371V-1-059

187371V-1-060

191371V-1-061

195371V-1-062

199371V―1-063

203371V-1-064

207371V-1-065

211371V-1-066

215371V-1-067

219371V-1-068

224371V-1-069

228371V-1-070

232371V-1-071

236371V-1-072

240371V-1-073

245371V-1-074

250371V-1-075

254371V-1-076

259371V-1-077

264371V-1-078

269371V-1-079

274371V-1-080

279371V-1-081

284371V-1-082

289371V-1-083

295371V-1-084

300371V-1-085

307371V-1-086

314371V-1-087

321371V-1-088

327371V-1-089

332371V-1-090

337371V-1-091

342371V-1-092

347371V-1-093

352371V―1-094

358371V-1-095

363371V-1-096

368371V-1-097

373371V-1-098

381371V―1-099

388371V―1-100

394371V-1-101

398371V-1-102

4α3371V-1-103

407371V-1-104

412371V-1-105

『新潟水俣病 とたたかう』復刊Nα16新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊Nα17新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊Nα18新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊Nα19新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊Nα20新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊NQ21新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊Nα22新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊NQ23新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊NQ24新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊No25新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊Nα26新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊Nα27新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊NQ28新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊Nα29新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊No30新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊No31新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊No32新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊No33新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊No34新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊No35新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊No36新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊No37新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊NQ38新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊Nα39新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊No40新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊Nα41新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊NQ42新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊No43新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊No44新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊No45新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊Nσ46新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊Nα47新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊Nα48新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊No49新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊No50新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊Nα51新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊Nα52新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊NQ53新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊No54新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊Nα55新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊Nα56新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊Nα57新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊NQ58新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊Nα59新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊NQ60新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊Nα61新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊Nα62新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊Nα63新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊Nα64新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊NG65新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊Nα66新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊NQ67新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたか う』復刊Nα68新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊NQ69新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊Nα70新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊Nα71新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊Nα72新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊Nα73新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊No74新 潟水俣病共闘会議

『新潟水俣病 とたたかう』復刊Nα75新 潟水俣病共闘会議
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年月日 備考

1986年12月15日

1987年1月15日

1987年2月15日

1987年3月20日

1987年4月20日

1987年5月21日

1987年6月20日

1987年7月20日

1987年8月25日

1987年9月20日

1987年10月20日

1987年11月20日

1987年12月20日

1988年1月20日

1988年2月28日 題 字 下 に あ る 「23年8

月16日 」 は 新 潟 水 俣 病

発 生 の 日 か ら数 え た 日

付 で あ る。

1988年3月24日

1988年4月27日

1988年5月28日

1988年6月27日

1988年7月22日

1988年8月22日

1988年9月23日

1988年11月5日

1988年12月5日

1989年1月14日

1989年2月13日

1989年3月29日

1989年4月26日

1989年6月8日

1989年7月6日

1989年9月5日

1989年11月6日

1989年12月14日

1990年1月26日 題 字 下 に あ る 「NMD」

はNiigataMinamata

Diseaseを 示 す 。IV
-1-06の 備 考 を 参 照

。

1990年3月10日

1990年4月14日

1990年5月27日

1990年7月3日

1990年8月4日

1990年11月19日

1991年2月8日

1991年4月10日

1991年7月20日

1992年6月11日

1992年9月1日

1992年11月5日

1993年1月11日

1993年3月8日

1993年5月20日

1993年7月7日

1993年9月3日

1993年11月10日

1994年1月25日

1994年3月30日

1994年6月25日

1994年9月14日

1994年11月25日

1995年3月14日

1995年5月23日

1995年8月4日



Ree―56 IV新 潟水俣病裁判原告側関係資料(第2次 訴訟以後)

藤57望 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

417371V-1-106『 新潟水俣 病 とたたか う』復刊NQ76新 潟水俣病共闘会議

425371V-L107

428371V-1-108

430371V-1-109

432371V-1-110

434371V-1-111

437371V-1-112

441371V一 レ113

445371V-1-114

IV-1-3

00381V-1-115

00481V-1-116

00581V-1-117

00881V-1-118

00981V-1-119

01081V一 レ120

0.Z181V-1-121

016

021

022

023

81V-1-122

81V-1-123

81V―1-124

81V-1-125

02481V-1-126

02881V-1-127

02981V―1-128

03081V-1-129

034

035

036

81V―1-130

81V-1-131

81V-1-132

03781V-1-133

038

040

046

81V-1-134

81V-1-135

81V-1-136

04781V-1-137

04881V-1-138

『新 潟水俣病裁判 ニ ュース』No1

『新 潟水俣病裁判 ニ ュース』No2

『新 潟水俣病裁判 ニ ュー ス』

『新 潟水俣病裁判 ニ ュー ス』

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

『公害 を根絶 し、人 と自然 にや さし 新潟水俣病被害者の会
い社 会 を もとめて!』NQ2

『公害 を根絶 し、人 と自然 にや さし 新潟水俣病被害者の会
い社会 を もとめて!』No3

『公害 を根絶 し、人 と自然 にや さし 新潟水俣病被害者の会
い社会 を もとめて!』No4

『公害 を根絶 し、人 と自然 にや さし 新潟水俣病被害者の会
い社会 を もとめて!』No5

Reel56

新 潟 水 俣 病 共 闘 会 議Reel56
要求書 新潟水俣病未認定

患者の会,新 潟水
俣病被災者の会,
新潟水俣病共闘会議

いのちとくらしを守 り、公害根絶 環境週間 ・全国公
をめざす対政府要求署名運動にご 害被 害 者総 行 動
協力をお願い致 します。 デー実行委員会,

新潟水俣病被災者
の会

昭和54年 度定期 総会 にあたって 新潟水俣病被災者の会
新たな前進のために

新潟水俣病患者一 日療養全員集会 新潟水俣病被災者の会
のご案内

幹事会開催のご案内 新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事

新潟水俣病問題に関する申入書
の会,新 潟水俣病
共闘会議

水俣病未認定患者の現状 と実態 池田繁
一水俣病否認患者調査による患者(新 潟勤医協)

の実態 と問題点について(中 間報
告)

新潟水俣病闘争の新たな課題

新潟水俣病問題に関する要求書 新潟水俣病被害者の会

闘 う以外に道はない

新潟水俣病認定棄却患者救済運動 新潟水俣病共闘会議
に関するお願い

認定申請を棄却された患者の皆 さ 新潟水俣病共闘会議
んへ

いのちと健康 とくらしを守 り、公 新潟水俣病被災者の会
害の根絶をめざす署名運動にご協
力賜 りたき件

全会員一日療養集会開催のご案内 新潟水俣病被災者の会

新潟水俣病共斗会議が第二次訴訟 横田伊佐秋
の支援 ・共斗を決定

幹事会開催のご案内 新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事

提訴の準備はどこで遅れているか

新潟水俣病被害者の会結成大会の 新潟水俣病共闘会議 幹事
ご案内

統一組織結成大会のご案内
患者統一準備会 患者

会則(案)新 潟水俣病被害者の会

新潟水俣病の現状 と課題 新潟水俣病共闘会議

第7回 全国公害被害者総行動デー
参加計画

新潟水俣病被害補償要求の件
社長岸本泰延

新潟水俣病第二次訴訟提訴日行動 新潟水俣病共闘会議 加盟団体
に対する協力方要請の件

赤1雛

1989年1月11日

1989年1月

1990年2月

1990年5月

1997年7月6日

1998年5月15日

1998年8月1日

1999年2月18噸 謝 俣病資料鱸 本

1974年9月9日 認定制度のあり方の改

善 を求め る要求書。

1970年4月30日

1979年5月1日

1979年5月10日

新潟水俣病被災者 新潟県知事君健男1979年7月16日

1980年12月

1981年3月2日

1981年4月6日

1981年5月6日

1981年5月9日

1982年4月30日

1982年5月13日

1982年5月18日

新潟水俣病未認定 新潟水俣病未認定1982年5月18日

1982年5月28日

新潟水俣病被害者の会 昭和電工株式会社1982年6月1日

1982年6月5日
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IV-1被 害 者 ・住民 ・支 援 団 体 の 動 き Reel56

暑毒 記ア乏 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

仭98凹 一139鸚 糠 二次訴訟提訴日行動 鸚 韜 第論 全国公害関係団体1982年6月5日

水俣病弁護団,新
潟水俣病共闘会議

05081V-1-140

05381V―1-141

05481V-1-142

05881V-1-143

06281V―1-144

06381V―1-145

06581V-1-146

06681V-1-147

06881V-1-148

07081V-1-149

07Z81V-1-150

07281V-1-151

07381V-1-152

07481V-1-153

07581V-1-154

07681V-1-155

07781V-1-156

OZ981V-1-157

07981V-1-158

08081V-1-159

10981V-1-160

11081V-1-161

11181V-1-162

11281V-1-163

11381V-1-164

11481V-1-165

15181V-1-166

15281V-1-167

15381V-1-168

15481V-1-169

15581V-1-170

15681V-1-171

15781V-1-172

15881V―1-173

16081V-1-174

16181V-1-175

16281V-1-176

16381V-1-177

16481V-1-178

16581V-1-179

16681V-1-180

17181V-1-181

1Z281V-1-182

6.21提 訴前集会

6.21支 援集会時間割表(案)

財政報告及び計画(案)&水 俣共闘
未収(加 入会費)&水 俣共闘会計現
況報告

57.8.26常 任幹事会資料&水 俣共
闘会計現況報告&水 俣共闘未収
(加入会費)

幹事団体会議開催のご案内 新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事

要求事項(案)新 潟水俣弁護団事務局

地域別懇談会の実施について 新潟水俣病共闘会議

幹事団体会議開催のご案内 新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事

幹事団体会議開催のお知らせ ・第 新潟水俣病共闘会議 加盟団体幹事
1回 公判 日にむけての行動計画
(案)

第3回 原告 ・被害者 との懇談会 新潟水俣共闘事務局
について

今後の日程2.7共 斗事務局会議

新潟水俣病問題に関する要求書

1982年6月21日

1982年6月21日

1982年7月

1982年8月26日

1982年8月28日

1982年9月9日

1982年9月21日

1982年10月13日

1982年11月12日

?年2月7日

新潟水俣病被害者 新潟県知事君健男1983年
の会,新 潟水俣病
弁護団,新 潟水俣
病共闘会議

新潟水俣病問題に関する要求書 新潟水俣病被害者 新潟県知事君健男1983年3月18日
の会,新 潟水俣病
弁護団,新 潟水俣
病共闘会議

全員集会開催のご案内 新潟水俣病被災者の会1983年6月13日

『水俣共闘だより』 新潟水俣共闘事務局1983年7月1日IV-1-002以 下をも参照。

新潟水俣病問題に関する要求書に 新潟県1983年7月13日
対する回答

〔ビラ〕新潟水俣病をひき起 した国 新潟水俣病共闘会議1983年7月15日
の責任ますます明確 となる 新潟
水俣病第二次訴訟第三回口頭弁論
開かれる

『水俣共闘だより』

緊急動員要請

1983.8.18第2回 対県交渉

パンフ編集会議の御知 らせ

幹事会開催の御知 らせ

財政報告及び予算

県交渉動員要請書

10.31県 交渉資料

1983.10.31第3回 対県交渉

被害者の会 幹事会のおしらせ 新潟水俣病被害者の会

被害者の会 幹事会(1983.12.19)
報告

懇親会のおしらせ 新潟水俣共闘事務局

水俣共闘事務局会議

定例総会の御案内 安田町水俣病未認定患者
の会

『水俣通信』 新潟水俣共闘事務局

『水俣通信』 新潟水俣共闘事務局

水俣共闘幹事会報告 新潟水俣共闘事務局

『水俣通信』 新潟水俣共闘事務局

水俣共闘財政現況報告

共闘幹事会

『水俣通信』 新潟水俣共闘事務局

『水俣通信』 新潟水俣共闘事務局

『水俣通信』 新潟水俣共闘事務局

第3回 総会議案書 新潟水俣病被害者の会

全員集会へのご臨席方要請 新潟水俣病被災者の会

1984.5.30第4回 対県交渉

新潟水俣共闘事務局

新潟水俣共闘事務局

新潟水俣共闘事務局 新潟水俣病
共闘会議常幹弁護団

新潟水俣共闘事務局 新潟水俣病
共闘会議幹事

新潟水俣共闘事務局

1983年7月19日

1983年8月9日

1983年8月18日

1983年9月5日

1983年9月7日

1983年9月20日

1983年10月19日

1983年10月31日

1983年12月6日

1984年1月10日

1984年1月13日

1984年1月23日

1984年3月

1984年3月5日 『水 俣 通 信 』に つ い て は

IV-1-9を 参 照 。

1984年3月7日

1984年3月9日

1984年3月28日

1984年4月2日

1984年4月5日

1984年5月2日

1984年5月9日

1984年5月14日

1984年5月20日

1984年5月28日

1984年5月30日
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潺蕘 π呟 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日

19881V-1-183申 入 書

19981V-1-184『 水 俣 通 信 』

20081V-1-185〔 申 入 書 に 対 す る 回 答 〕

2-Z281V-1-186

2.Z481V-1-187

2ヱ581V-1―188

21781V-1-189

21981V-1-190

22081V-1-191

22181V-1-192

22281V-1-193

22381V-1―194

未 収 金 内 訳&予 算 案(1984.6.

1～1985.5.30)&水 俣 共 闘 財 政 現

況 報 告(58.6.1～59.7.31)

水俣病患者のみなさんへ

水俣共闘幹事会

8.1共 闘会議幹事会報告

『水俣通信』

『水俣通信』

『水俣通信』

『水俣通信』

『水俣通信』

新潟水俣病被害者 新潟県知事君健男1984年6月30日
の会,新 潟水俣病
共闘会議,新 潟水
俣病弁護団

新潟水俣共闘事務局1984年7月12日

新潟県衛生部長服部坦 新潟水俣病被害者1984年7月23日
の会,新 潟水俣病
共闘会議,新 潟水
俣病弁護団

1984年7月31日

木戸病院

新潟水俣共闘事務局

新潟水俣共闘事務局

新潟水俣共闘事務局

新潟水俣共闘事務局

新潟水俣共闘事務局

新潟水俣共闘事務局

IV-1-4新 潟水俣病 未認 定患 者 を守 る会

225381V―1-195

255391V-1-196

257391V-1-197

259391V-1-198

263391V-1-199

265391V-1-200

267391V-1-201

269391V-1-202

271391V-1-203

275391V-1-204

277391V-1-205

279391V-1-206

281391V-1-207

285391V-1-208

287391V-1-209

289391V-r210

291391V-1-211

293391V-1-212

297401V-1-213

299391V-1-214

301391V-1-215

306391V-1-216

307391V-1-217

308391V-1-218

1984年8月1日

1984年8月1日

1984年8月8日

1984年8月8日

1984年8月23日

1984年8月24日

1984年9月11日

1984年10月1日

Ree―56

〔冊子〕新潟水俣病(第2集)"認 新潟水俣病未認定1983年5月
定審査会の実態を暴露する"患 者を守る会

『新潟水俣病未認定患者 を守 る会 新潟水俣病未認定1982年5月28日
ニュース』No1患 者を守る会

『新潟水俣病未認定患者を守る会 新潟水俣病未認定1982年12月18日
ニュース』No4患 者を守 る会

『新潟水俣病未認定患者を守 る会 安田町水俣病未認1982年2月6日
ニュース』Nα5定 患者を守 る会

『新潟水俣病未認定患者 を守 る会 安田町水俣病未認1982年4月16日
ニュース』No6定 患者 を守 る会

『新潟水俣病未認定患者 を守 る会 安田町水俣病未認1982年4月19日
ニ ュース』No7定 患者 を守 る会

『新潟水俣病未認定患者 を守 る会 安田町水俣病未認1982年4月20日
ニュース』No8定 患者 を守 る会

『新潟水俣病未認定患者 を守 る会 新潟水俣病未認定1983年6月21日
ニュース』No9患 者 を守 る会

『新潟水俣病未認定患者 を守 る会 新潟水俣病未認定1983年10月28日
ニュース』No10患 者 を守 る会

『新潟水俣病未認定患者 を守 る会 新潟水俣病未認定1983年3月16日
ニュース速報』No15患 者 を守 る会

『新潟水俣病未認定患者 を守 る会 新潟水俣病未認定1983年11月29日
ニュース』 〔Noなし〕 患者 を守 る会

『新潟水俣病未認定患者 を守 る会 新潟水俣病未認定1983年12月16日
ニュース』Nol5患 者 を守 る会

『新潟水俣病未認定患者 を守 る会 新潟水俣病未認定1984年1月17日
ニュース』No16患 者 を守 る会

『新潟水俣病未認定患者 を守 る会 新潟水俣病未認定1984年2月20日
ニュース』Nα17患 者 を守 る会

『新潟水俣病未認定患者 を守 る会 新潟水俣病未認定1984年3月16日
ニュース』No18患 者を守 る会

『新潟水俣病未認定患者を守 る会 新潟水俣病未認定1984年5月11日
ニュース』NQ19患 者 を守 る会

『新潟水俣病未認定患者を守 る会 新潟水俣病未認定1984年6月11日
ニュース』No20患 者 を守 る会

『新潟水俣病未認定患者を守 る会 新潟水俣病未認定1985年1月14日
ニュース』NQ21患 者 を守 る会

『新潟水俣病未認定患者を守 る会 新潟水俣病未認定1984年6月18日
ニュース』NQ23患 者 を守 る会

『新潟水俣病未認定患者 を守る会 新潟水俣病未認定1987年8月1日
ニュース』No31患 者 を守 る会

公開質問状 新潟水俣病未認定 新潟県 ・新潟市公1982年12月20日
患者 を守 る会 害健康被害認定審

査会委員

抗議声明 新潟水俣病未認定 新潟県知事君健男1983年7月20日
患者 を守 る会

申入書 新潟水俣病未認定 新潟県 ・新潟市公1983年7月20日
患者 を守る会 害健康被害認定審

査会委員

830622メ モ1983年6月22日
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1―1被 害者 ・住民 ・支援団体の動 き Ree―56

暑萼麗 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考
309391V―1-219 〔新聞記事〕ウグイ放流 し調査 新

潟県 ・関川の水銀汚染解明へ

310391V-1-220新 潟 水 俣 学 校 決 算 報 告

311391V-1-221公 開 質 問 状

317391V-1-222申 入 書

319391V-1-223申 入 書

320391V-1-224要 請 書

321391V-1-225声 明

322391V-1-226 2.29レ ポー ト 「新潟水俣病未認定 新潟水俣病未認定
患者 を守 る会 学習会」

324391V-1-227公 開 質 問 状 に つ い て(回 答)

326391V―1-228公 開 質 問 状

331391V-1-229新 年 交 流 会 の 御 案 内

332391V-1-23089年 新 年 交 流 会 の ご 案 内

333391V-1-231安 田地 区交流会の ご案内

1983年6月2『 赤旗』1983年6月2日
日&5月28日 付、『朝日新聞』1983年

5月28日 付

1983年6月22日

新潟水俣病未認定 新潟県 ・新潟市公1983年6月17日
患者 を守 る会 害健康被害認定審

査会委員

新潟水俣病未認定 新潟県知事君健男1983年6月17日
患者 を守 る会

新潟水俣病未認定 新潟県 ・新潟市公1983年11月21日
患者 を守 る会 害健康被害認定審

査会委員

新潟水俣病未認定 新潟県衛生部長1983年11月24日
患者 を守 る会

新潟水俣病未認定
患者 を守 る会

黯 を守る会1984年2月29日 籤 默 ぞll野 」と
新潟県知事君健男 新潟水俣病未認定1986年9月9日

患者を守る会

新潟水俣病未認定 新潟県知事君健男1986年6月14日
患者 を守 る会

安田町水俣病未認1988年1月
定患者 を守 る会

安田町水俣病未認1989年1月
定患者 を守 る会

安田町水俣病未認1993年3月5日
定患者を守 る会

IV-1-5新 潟 水 俣 学 校 第1期(1983年3月 ～6月)

335411V-1-232

336411V-1-233

338411V-1-234

339411V-1-235

340411V―1-236

341411V-1-237

342411V-1-238

343411V-1-239

344411V-1-240

345411V-1-241

346411V-1-242

358411V-1-243

362411V-1-244

366411V-1-245

367411V-1-246

370411V-1-247

3Z2411V-1-248

373411V-1-249

374411V-1-250

375411V-1-251

376411V-1-252

376411V-1-253

377411V-1-254

お願い 新潟水俣学校

Reel56

1983年2月

新潟水俣学校土曜セミナー受講票

第4期 新潟水俣学校 の開講 にあ 新潟水俣学校1985年4月
たって ・第4期 新潟水俣学校(土
曜セ ミナー)御 案内

第2期 新潟水俣学校 の開講 にあ 新潟水俣学校1983年8月
たって ・第2期 新潟水俣学校(土
曜セ ミナー)ご 案内

新潟水俣学校開設にあたって ・新 新潟水俣学校1982年
潟水俣学校土曜セ ミナーご案内

講師の御要請 新潟水俣学校 新潟県労働組合1983年6月6日
土曜セ ミナー 評議会

〔アンケー トへの回答〕 新潟水俣学校事務局

新潟水俣学校土曜セミナー職員名
簿

また会いたい人飲みたい人 シリー
ズコンサー トVOL2笠 木透の巻

『新潟水俣学校学校通信』No6新 潟水俣学校1983年6月10日

新潟水俣病第2次 訴訟提起決起集 宮本憲一1982年6月21日
会 宮本憲一教授記念講演

新潟水俣病闘争 と県評労働者 宮下弘治1971年11月 『月刊いのち』Vo1.6.1
Nα61

新潟水俣病の裁判提起 までの闘い 小林懋1971年11月 『月刊いのち』Vol.6.1
一被災者 と民水対Nα61

〔歌詞 と楽譜〕
スギの年輪 を用いた水銀汚染の歴 荒井六男,河 辺広1980年 『新潟県生物教育研究

会誌』No15史的証明(第1報)男,萩 野直路

新潟水俣病の教材化 と授業実践

『新水労情報』Nα32「『新潟水俣学 新潟水道労働組合1983年3月4日
校』に参加 を!」

新潟県の阿賀野川水銀汚染総合調 萩野直路
査報告書の再検討

〔北川徹三の農薬説への反論〕

公害被害者対策等公害 ・環境行政 全国公害毯害者 内閣総理大臣中曾1983年6月6日総行動実行委員会 根康弘
の拡充 と強化を求める要求書

阿賀野川の変遷 と郷土の大地 目
次

〔新聞記事〕新潟水俣病第2次 訴訟1983年5月14日 『朝日新聞』1983年5月
国の積極的加担責任 を追及14日 付

〔阿賀 野川 の変遷 と郷土 の大 地
本文の一部?〕
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暴羃Z壤 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

380411V-1-255

381411V-1-256

383411V―1-257

384411V-1-258

385411V-1-259

386411V-1-260

389421V-1-261

399421V-1-262

403421V-1―263

405421V-1-264

406421V-1-265

407421V-1-266

409421V-1-267

410421V-1-268

415421V-1-269

417421V-1-270

425421V-1-271

43ヱ421V-1-272

437421V-1-273

440421V-1-274

441421V-1-275

442421V-1-276

443421V-1-277

444421V-1-278

445421V-1-279

446421V-1-280

453421V-1-281

458421V-1-282

460421V-1-283

463421V―1-284

465421V-1-285

470421V-1―286

475421V-1-287

480421V-1-288

481421V-1-289

485421V-1-290

児童の作品

要請書 新潟水俣学校
土曜セミナー

『新潟水俣学校学校通信』NQ4新 潟水俣学校

5月22日 現地調査 みんなで家族 ・
友人を誘って参加しましょう1

新潟水俣学校開設にあたって ・新 新潟水俣学校
潟水俣学校土曜セミナーご案内
略阿賀の流れ"

公害医療ハン ドブック(公 害健康 環境庁環境保健部
被害補償法の解説)保 健業務課

〔認定棄却 と補償協定〕

補償協定に至る推移

〔ビラ〕自分の主張を自分の胸に!
平和のためにパ ッコンバ ッチ

『新潟水俣学校学校通信』NQ5

ア ンケー ト

グループ討論 を深 めるために!

『新潟水俣学校学校通信』Nα1

新潟水俣学校

新潟水俣学校事務局

新潟水俣学校事務局

新潟水俣学校

医療活動全国だより ・風化 させて 全 日本民主医療機
はならない公害の実態一第一期新 関連合会
潟水俣学校

新潟県の天然水銀汚染説 を批判す 河辺広男
る一関川水系の水銀汚染 をめぐる
問題 について

痂状 地衣(ヘ リゴ トケLecidea河 辺広男
Sp)を 指標 にした水銀汚染の研究
一電気化学青海工場、高田平野の
3工 場および妙高山の天然汚染源
の場合

関川水系における水銀汚染につい 河辺広男
て

「関川病」について 斎藤恒

表1主 な有機水銀中毒報告例

〔図表〕「公害病認定状況」「チッソ
水俣工場 ・昭電鹿瀬工場 各年次
別 アセ トアルデヒ ド生産量 の推
移」「アセ トアルデヒド生産工場」「

塩化 ビニール生産工場」「水銀法
電解 ソーダ関係工場」 よりなる。

公害健康被害補償制度改正問題に 経団連
対する今後の取組み方

新潟県知事から不服審査会に提出
された弁明書から(行 政不服審査
法22条)Aさ んの場合

県の弁明書(行 政不服審査法22条)
Bさ んの場合

認定審査会委員名簿 新潟市

不服審査会第四回口頭審理速記録
から(新 潟市による棄却処分に対
する不服申立)

公害健康被害補償法(昭 和48.10.
5法111)

行政不服審査法(昭 和37.9.15法
160)

公害健康被害補償法案に対する附
帯決議(昭 和48年9月13日 衆議院
公害対策並びに環境保全特別委員
会)・ 公害健康被害補償法案附帯
決議(昭 和48年9月20日 参議院公
害対策及び環境保全特別委員会)

公害健康被害補償法の実施に係る
重要事項について(中 央公害対策
審議会答申)

新潟水俣病 とは 関川智子

新潟水俣病 斉藤恒

新潟水俣病患者 と認定の問題 斎藤恒,萩 野直路,

旗野秀人

〔アンケー トへの回答〕

『新潟水俣学校学校通信』Nα3新 潟水俣学校

カナダ ・インディアン(水 俣病患 新潟水俣病共闘会議
者) との交流会について

1983年6月6日

1983年5月10日

1983年2月

1984年6月8日

1984年6月8日

1983年5月30日

膿鰡 霧 の要件」

1983年3月28日

1983年9月10日 『民 医連医療』第134号

1983年4月25日 『医学評論』通巻第73号

1982年10月25日 『医学評論』通巻第72号

1979年4月16日

1983年7月28日

1983年4月2日

1983年4月25日

『公 害研究』Vol.10Nα3
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IV-1被 害 者 ・住民 ・支援 団 体 の 動 き Ree―57

暑萼 縄 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

486421V-1-291

497421V-1-292

503421V-1-293

〔第2回 新潟水俣学校 資料〕

阿賀野川水銀汚染調査 について 河辺広男,荒 井六
一新潟水俣病研究の8年 男

,小 林マ リ子
『新潟水俣学校学校通信』No2新 潟水俣学校

Reel57

1983年4月16日

1983年4月12日

IV―1-6新 潟 水 俣 学 校 第2期(1983年10月 ～12月)

『医学評論』通巻第64号

Reel57

003401V-1-294

004401V-1-295

005401V-1-296

006401V-1-297

007401V-1-298

008401V-1―299

010401V-1-300

012401V-1-301

015401V-1-302

017401V-1-303

019401V-1-304

023401V-1-305

025401V-1-306

027401V-1-307

028401V-1-308

029401V-1-309

030401V-1-310

046401V-1-311

055401V-1-312

057401V-1-313

059401V-1-314

067401V-1-315

075401V-1-316

076401V-1-317

077401V-1-318

079401V-1-319

082401V-1-320

083401V-1-321

『新潟水俣学校学校通信』No1新 潟水俣学校

『新潟水俣学校学校通信』Nα2新 潟水俣学校

『新潟水俣学校学校通信』NQ3新 潟水俣学校

『新潟水俣学校学校通信』No4新 潟水俣学校

『新潟水俣学校学校通信』Nα5新 潟水俣学校

『新潟水俣学校学校通信』(通 巻)新 潟水俣学校
NQ12

『新潟水俣学校学校通信』(通 巻)新 潟水俣学校
No13

『新潟水俣学校学校通信』(通 巻)新 潟水俣学校
Nα14

『新潟水俣学校学校通信』(通 巻)新 潟水俣学校
Nα15

『新潟水俣学校学校通信』(通 巻)新 潟水俣学校
Nα16

新潟水俣病 とは

第2期 新潟水俣学校第一課 を受講
して

公害健康被害補償法による認定制
度

公害に係る健康被害の救済に関す 環境庁事務次官
る特別措置法の認定について(通
知)

後天性水俣病の判断条件について 環境庁企画調整局
(通知))環 境保健部

水俣病の認定に係 る業務の促進に 環境事務次官
ついて(通 知)

「認定棄却」の実体 と本質一裁判所 中村洋二郎
は正義にかなった判決を

1983年 度新潟史学会研究報告 レ 熊谷直樹(新 潟市
ジュメ 「草倉銅山について」 立明鏡高等学校)

契約書 ・覚書

第2期 新潟水俣学校第二課を受講
して

訴訟研究 クラブ 高野報告

水俣病斗争で裁判 をどう考えるか 新潟県民主団体
水俣病対策会議

「公害」闘争 における科学の役割 坂東克彦

水俣学校 訴訟 クラブ

「イタイ イタ イ病 の賠 償 に関 す る

誓約書」(1972年8月10日)、 「土地

汚染問題 に関す る誓 約書」(1972年

8月1日)、 「公害 防止協 定」(1972

年8月10日)、 「土地汚染問題 に関
す る誓約書 にも とつ く協定」(1973

年2月24日)、 「医 療 補 償 協 定 」

(1973年7月19日)

水俣病被 害者の会 とチ ッソ株 式会

社 の間 に交わ された、 「確 認書 」

(1973年12月5日)、 「協定書」「細

目協定書 」「付帯細 目協 定書 」「了

解事項 」(1973年12月25日)、 「契約

書」(1973年11月15日)

カネ ミ油症事件第一審判 決(小 倉

支部53.3.10)・ 彑ネ ミ油症事件控

訴審判 決(福 岡咼裁59.3.16)

新潟 水俣病

1983年10月1日

1983年10月22日

1983年11月4日

1983年11月25日

1983年12月12日

1984年2月27日

1984年3月19日

1984年6月1日

1984年6月15日

1984年7月

1983年10月1日

1971年8月7日

1977年7月1日

1978年7月3日

1983年

1959年12月30日 新 日本窒素肥料株 式会

社 と水俣病 患者 との間
に交 わ された、いわ ゆ

る 「見舞 金契約」の契

約 書 と、 それ に付随す
る覚書。

1984年4月13日

1969年12月8日 『東 京 大 学 新 聞 』1969年

12月8日 付

1984年6月22日

1982年2月25日 『労 働 法 律 旬 報 』

N(}1041.1042

1982年2月25日 『労 働 法 律 旬 報 』

No1041.1042

1985年5月18日
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Reel57 IV新 潟水俣病裁判原告側関係資料(第2次 訴訟以後)

基羃Z循 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

087401V一 レ322

088401V-1-323

090401V―1-324

096401V一 レ325

1.ZO401V-1-326

111401V-1-327

122401V―1-328

IV―1-7

124431V-1～329

125431V-1-330

126431V―1-331

127441V-1-332

128441V-1-333

129441V―]-334

134441V-1-335

135441V-1-336

137441V-1-337

139441V-1-338

14.Z441V-1-339

142441V―1-340

.Z44441V-1-341

145441V-r342

146441V-1-343

147441V-1-344

148441V-1-345

154441V-1-346

156441V-1-347

157441V-1-348

158441V-1-349

159-IV-1-350

1V-1-8

161451V-1-351

172451V-1-352

173451V-1-353

174451V-1-354

175451V-1-355

178451V-1-356

188451V-1-357

189451V-1-358

新潟水俣病をめ ぐる法律問題[労
災]

被害論 ノー ト 訴訟研究 クラブ

新潟水俣学校第3期 訴訟 クラブ 坂東克彦
レジメ

理科スライ ド 「阿賀本流の変遷 と 北蒲原郡安田町教育
郷土の歴史」解説書 研究協議会理科部

〔新聞記事〕公害は終わっていない 宇井純
～産業廃棄物が深刻化 全体像の

把握が急務

訴訟 クラブ

『学校通信』No3新 潟水俣学校事務局

新潟水俣病大集会
仮 称 「水俣 シ ンポ」打合せ(案)

新潟水俣病第二 次訴訟 経過

「生 命 を守 ろ う 自然 を 守 ろ う

公害 をな くそ う 新 潟水俣 病大集

会」 計画案

11.10新 潟弁護 団総括一 集会 は大

成功 であ った

〔ビラ〕生命 を守 ろう 自然 を守 ろ 新潟水俣病共闘会議
う 公 害 を な くそ う!11.10新

潟水俣病大 集会

〔ス ライ ド上映 台本〕

仮称 「水俣 シンポ」打合せの御案 新潟水俣病弁護 団

内

新潟水俣病 大集会基本構想(案)

〔メモ〕11。10集 会 を成功 させ るた
めに

〔1984年9～11月 の ス ケ ジュール
表〕

11.10新 潟水俣病大集会実施要綱 新潟水俣病共闘会議

11.10大 集会 行程

「一水俣 病 は終 って いな い一 被 害

者の訴 え」 構成 メモ

新潟水俣病大集会実施計画(案)

「生 命 を守 ろ う 自然 を 守 ろ う
公害 をな くそ う11.10新 潟 水俣

病大集会」 目的 ・ポイ ン ト・構 成

案

11.10集 会 行程

〔パ ンフ頒 布消化&11」0大 集会参

加〕

新潟水俣病 第二次闘争支援 のお願 新潟水俣病共闘会議
い パ ンフの普 及 と大集会 参加 の

協力要請

今後の予定

新潟水俣病大集会実施計画(案)

〔集会 開催 までの準備(ス ライ ド構

成作成 ・シナ リオ作成 な ど)ス ケ
ジュール〕

〔メモ〕11.10集 会 打合せ

(1984年11月10日)

1985年7月13日

1984年8月1日

1984年4月13日

1984年7月4日 兇 騨 』1984年7月

1984年7月6日

1985年6月21日

Ree―57

1984年6月20日

1984年10月4日

1984年10月5日

1984年9月26日

1984年10月

1984年9月26日

新 潟 水 俣 病20年 の 集 い(1985年10月5日,6日)Reel57

〔冊子〕新潟水俣病20年 の つ どい 新潟水俣病共闘会議1985年10月5・

6日

プログラム 新潟水俣病20年 のつど

いの プログラム。
10.5新 潟水俣 病20年 のつ どい 協

力券

アンケー ト

新潟水俣病 闘争の体験 か ら一問題 小林 懋

提起 にか えて

アンケー ト 〔集計結果 〕

〔ビラ〕水俣病被害者 の早期完全救 新潟水俣病共闘会議

済 と公害 の根絶 を求 めて 新 潟水

俣病20年 のつ どい

プ ログラム

ー136―



IV-1被 害 者 ・住民 ・支援 団体 の 動 き Ree―57

暑毒zア茗 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

190451V-1-359

192451V-1-360

193451V-1―361

198451V-1-362

205451V-1-363

IV-1-9

207461V-1-368

208461V-1-365

209461V-1-366

210461V-1-367

211461V-1―368

212461V-1-369

213461V-1-370

214461V-1-371

215461V-1-372

216461V-1-373

217461V-1-374

218461V-1-375

219461V―1-376

220461V-1-377

221461V-1-378

222461V-1-379

223461V-1-380

224461V-1-381

225461V-1-382

226461V-1-383

227461V-1-384

228461V-1-385

229461V-1-386

230461V-1-387

231461V-1-388

232461V-1-389

233461V-1-390

234461V―1-391

235461V-1-392

236461V-1-393

発 冫數 潟水俣病2°年のつどい 新潟水俣病共闘鐵

新潟水俣病闘争支援のお願い

20周年企画原稿

水俣病のたたかい

新潟水俣 病20年 の つ どい
ピール(案)

『水俣通信』他

『水俣通信』

メモ

『水俣通信』

『水俣通信』

『水俣通信』

『水俣通信』

『水俣通信』

『水俣通信』

『水俣通信』

『水俣通信』

『水俣通信』

『水俣通信』

ご連絡

『水俣通信』

新潟水俣病被害者
の会,新 潟水俣病
弁護団,新 潟水俣
病共闘会議

坂東克彦

アッ 新潟水俣病20年 の
つ どい

Reel57

新潟水俣共闘事務局

新潟水俣共闘事務局

新潟水俣共闘事務局

新潟水俣共闘事務局

新潟水俣共闘事務局

新潟水俣共闘事務局

新潟水俣共闘事務局

被害者の会

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣共闘事務局

新潟水俣共闘事務局

1985年9月7日

1985年9月

1985年9月17日

1985年10月5日

1984年10月20日IV-1-171以 下 を も参 照 。

1984年11月22日

1984年12月13日

1984年12月24日

1985年1月25日

1985年1月29日

1985年2月21日

1985年2月22日

1985年3月30日

1985年4月25日

1985年5月2日

1985年5月2日

1985年5月2日

〔ビラ〕労働者・国民 との連帯 をつ 全国公害被害者総
よめ公害根絶 と被害者の完全救済 行動実行委員会
を早 期 に実 現 しよ う1985.6
5～6環境週間 ・第10回 全国公害被
害者総行動デー

公害被害者対策等公害 ・環境行政 全国公害被害者総 内閣総理大臣中曾1985年6月5日
の拡充 と強化を求める要求書 行動実行委員会 根康弘

『水俣通信』

緊急水俣通信
工場他現地検証

『水俣通信』

『水俣通信』

『水俣通信』

共闘総会の御案内

水俣新聞の発行について

原稿のお願い

原稿のお願い

『水俣通信』

常任幹事会開催のご案内

幹事会開催のご案内

会議開催のご案内

幹事会(変 更)の 御案内

新潟水俣共闘会議

「5.28元昭電鹿瀬 新潟水俣共闘事務局
動員要請書」

IV-1―10新 潟 水 俣 病 県 民 集

238471V-1-394

249471V-1-395

250471V-1-396

251471V-1-397

253471V-1-398

255471V-1-399

261471V-1-400

2ε2471V-1-401

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣共闘事務局

新潟水俣共闘事務局

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

新潟水俣病共闘会議

会(1989年10月14日)

〔冊子〕新潟水俣病県民集会 プロ 新潟水俣病共闘会議
グラム

新潟水俣病第二次裁判 において被 関川智子
告側の反論を聴いて

〔対談の記録〕

〔ビラ〕新潟水俣病県民集会 講演 新潟水俣病共闘会議
「胎児か らのメッセージー世界の

環境汚染 を追 う」(熊 本大学助教
授 ・原田正純氏)

10.14新 潟水俣病県民集会進行表
'89新潟水俣病県民集会成功のた

めに パネルディスカッション実
施要綱

〔水俣病の症状 による日常生活へ
の支障についてなど〕

楽譜 厂川幅いっぱいに!(新 潟水 国分重剛
俣病のたたかいによせて)」

1985年5月10日

1985年5月14日

1985年6月26日

1985年7月8日

1985年7月15日

1985年7月31日

1985年8月5日

1985年8月5日

1985年8月5日

1985年9月26日

1985年10月12日

1985年10月25日

1985年11月8日

1985年11月29日

Reel57

1989年10月
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Ree―57 W新 潟水俣病裁判原告側関係資料(第2次 訴訟以後)

暴羃 記壤 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

263471V-1-402

264471V-1-403

265471V-1-404

266471V-1-405

268471V-1-406

269471V-1-407

270471V-1-408

271471V-1-409

273471V-1-410

275471V-1-411

276471V-1-412

10.14水 俣病 県民 集会(案)

〔ビ ラ〕「阿 賀 に 生 き る」 チ ャ リ

テ ィー ・オー クシ ョン!

アピール

パ ネル デ ィスカ ッシ ョンの概要

〔ビラ〕脱原発法 で原発 とめよ う

ア ピール

「阿賀に生 きる」
製作委員会

新潟水俣病県民集会

脱原発法県民連絡会

第8回 全国水俣現
地調査

国民医療を守 る共同行動新潟県実 国民医療を守る新
行委員会への参加のお願 い 潟県実行委員会

第12回 幹事会 新潟水俣病共闘会議
'89

.10.14新 潟水俣病県民集会進
行表

〔新聞記事〕"水 俣病警告"ド イツ
文献 昭和13年 から厚生省に一水
銀中毒、詳細に記述

ミナマタからのアピール 第11回 全国水俣現
地調査,水 俣病全
面解決をめざす総
決起集会

1989年10月14日

1989年10月11日

1985年7月28日

1989年9月15日

1989年10月5日

1989年9月3日 『新 潟 日報』1989年9月

3日 付

1988年8月20日

IV-1-11新 潟 水 俣 病 を 訪 ね て(1989年12月1日 ～4日)

278481V-1-413 〔冊子〕報告集 あがのがわ 新 潟水 東京水俣病 ・患 者

俣病 を訪 ねて1989.12.1～12.4と 市 民 の ネ ッ ト
ワー ク

Ree―57

1989年12月26日

IV-1-12阿 賀 の 家Reel57

298491V-1-414

299491V-1-415

300491V-1-416

302491V-1-417

305491V-1-418

308491V-1―419

3ヱ0491V-1-420

31ヱ491V-1-421

312491V-1-422

314491V-1-423

316491V-1-424

3ヱ7491V-1-425

IV-1―13

320501V―1-426

321501V-1-427

322501V-1-428

340501V-1-429

383501V-1-430

384501V-1-431

387501V-1-432

映画 「阿賀野川(仮 題)」制作への1988年6月
協力のお願い

阿賀の家 ドキュメンタ リー講座
第2回

招請状 水俣病患者 ・家族 と共に 東京 ・水俣病 を告
自主交渉を貫け1欺 瞞的判決を 発する会
許 さず三月東京行動に総力を!

映画 「阿賀に生 きる」製作へ向け
て呼びかけ人の協力のお願い

「阿賀に生 きる」製作協力のお願い 「阿賀に生 きる」

製作委員会

〔ビラ〕現代夢幻能 「天の魚」 水俣一人芝居
「天の魚」をみる会

「『天の魚』一人芝居500回 砂田 小林茂1990年5月22日 『新潟日報』1990年5月
明 ・水俣勧進新潟公演によせて」22日 付夕刊

〔ビラ〕「阿賀に生 きる」正念場シ 「阿賀に生 きる」
ンポジウム 製作委員会

〔ビラ〕映画をどもらせた作家達の
四つの作品

〔ビラ〕阿賀に生 きる

〔ビラ〕阿賀に生 きる

〔ビラ〕第8回 水郷水都全国会 水郷水都全国会議
議新潟大会 新潟大会実行委員会

新 潟 水俣 病 総 決 起 集 会 現 地 調 査(1991年10月26日 ～27日)
Reel57

〔「何にもわからない私に大らかな ロマ ン ティス ト
自然の息吹 きを抱ける時をいただ きよ子
きありが とうございました……」〕

被害者の早期救済 と公害の根絶
を! 裁判勝利新潟水俣病総決起
集会 参加協力券

!飆 羅 繹 病ガイドブック 新潟水俣病共闘会議

點 訟 みがえれ阿賀 新潟水俣 新潟水俣病研究会
現地調査ア ンケー ト

鑽蕭 書半羈 ―亅つ1襯 水俣病 新潟水俣病共闘会議
新潟水俣病現地調査日程

1990年10月20日

1986年11月29日
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IV-1被 害 者 ・住 民 ・支 援 団 体 の 動 き Ree―58

窮 κア君 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

389501V-1-433

390501V-1-434

392501V―1-435

393501V-1-436

396501V-1―437

407501V-1-438

408501V-1-439

〔アピール〕 裁判勝利新潟水俣

病総決起集会
〔裁判勝利総決起集会 進行表〕

〔新聞記事〕新潟水俣病共闘会議・
早期救済、勝訴を誓 う 全国から
500人 参加一判決控え新潟で集会

91.10.26～27新 潟水俣病現地調
査参加者 リス ト

〔冊子〕被害者の早期救済 と公害の 新潟水俣病共闘会議
根絶 を! 裁判勝利新潟水俣病総
決起集会 プログラム

アピール 裁判勝利新潟水俣

病総決起集会
現地調査アンケー ト

1991年10月26日

1991年10月27日 『新 潟 日 報 』1991年10月

27日 付 。

1991年10月26日

集 会 や 現 地 訪 問 の感

想 、質 問 ・疑 問な ど参

加者37名 か らの回答。

IV―1-14昭 電 の公害体 質 を斬 る(新 潟水俣病学習会1992年7月10日)Reel57

446511V-1-440

447511V-1-441

452511V-1-442

453511V-1-443

454511V-1-444

456511V-1-445

457511V-1-446

458511V-1-447

460511V-1-448

461511V-1-449

466511V-1-450

467511V-1-451

469511V-1-452

47Z511V-1-453

4Z2511V-1-454

〔ビラ〕新潟水俣病学習会 昭電の 新潟水俣病共闘会議
公害体質を斬る!

新潟水俣病 と昭電の責任

〔新聞記事〕医薬品原料の副作用に絡
み昭電 に賠償請求 ・独製薬会社

〔ローヤル トリプ トファンの株 主 昭和電工株式会社
優待サービスのお知 らせ〕

R一トリプ トファンについてのお 昭和電工株式会社
知 らせ

昭和電工 トリプ トファン食品公害 戸田清
事件(上)遺 伝子工学の危険性

昭和電工 トリプ トファン食品公害 戸田清
事件(下)製 造過程に潜む危険

昭和電工 とは

〔新聞記事〕大学の権威"借 用"一 昭電グ
ループの農薬毒性試験 ・自社

で実施 女子医大名で報告

『消費者のためのPL法 ニュース』 消費者のための製造
Nα6物 責任法の制定を求

める関西連絡会

製造物責任立法提案の対立点の比
較

製造物責任判例 リス ト(昭 和60年
以降)

欠陥商品アンケー ト中間集約

〔製造物責任訴訟の進展状況〕

「消費者のための製造物責任法の 消費者のための製造
制定 を求 める中部連絡会」会報 物責任法の制定を求
『てのひら』 める中部連絡会

1992年7月10日

1992年2月4日 『朝 日 新 聞 』1992年2月

4日 付 夕 刊 。

1990年5月12日

1992年5月17日 『消 費 者 リ ポ ー ト』

No827

1992年5月27日 『消 費 者 リ ポ ー ト』

No828

1981年11月8日 『朝 日 新 聞 』1981年11月

8日 、17日 付 。

1992年5月12日

1992年5月

1992年7月11日

1992年6月

研究者 グルー プ、弁護

士団体、政党 による各

提案の比較。

Ree―58

IV-1-15'93新 潟 水 俣 病 現 地 調 査(1993年10月16日) Reel58

003521V-1-455

009521V-1-456

011521V-1-457

012521V-1-458

013521V-1-459

015521V-1-460

016521V-1-461

水俣病全被害者の早期完全救済 と 新潟水俣病共闘会議
公害 の根絶 を求めて'93新 潟水
俣病現地調査

現地調査アンケー ト&被 害者交流
会アンケー ト

経済上(職 業上)・社会生活上の障
害

新潟水俣病

『新潟水俣病被害者 を励 ます応援
団ニュース』準備号 ・準備2号

〔新聞社説〕生きているうちの水俣
病解決

水俣病問題 は人権問題 新潟水俣 高野秀男
病闘争の現状 と課題(新 潟水俣 病共闘会議)

1993年9月1

日 ・10月6日

1993年8月17日 『新 潟 日 報 』1993年8月

17日 付 。
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Ree―58 W新 潟水俣病裁判原告側関係資料(第2次 訴訟以後)

罍再 τ盾 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

017521V-1-462

018521V-1-463

019521V-1-464

020521V-1-465

024521V-1-466

026521V-1-467

029521V-1-468

新潟水俣病問題に関する協定書 新潟水俣病被災者
の会,新 潟水俣病
共闘会議,昭 和電
工株式会社

6.1付 「解決要求書」について(ご 昭和電工株式会社
回答)

判決の骨子&新 潟水俣病第2次 訴
訟の争点

〔新聞記事〕鹿瀬電工解散の波紋
企業城下町SOS(1)～(8)

〔ビラ〕新潟水俣病被害者 を励 ます
応援団 募集!
'93新潟水俣病現地調査参加者 リ

ス ト

現地調査アンケー ト

1973年6月21日II-1-416参 照 。

1986年12月5日 『新潟 日報』1986年12月
～5日 付～

。

現地調査参加者のアン
ケー ト回答61名分。現
地調査、被害者交流会
の感想など。

IV-1-16公 害 体 感 ツ ア ー 新 潟 水 俣 病 阿 賀 野 川 ふ れ あ い の 旅(1994年9月

17日,18日)Reel58

091531V-1-469〔 新 潟水俣病 ・公害体感 ツアー関係 東京民主医療機関
の資料〕 連合会

099531V-1-470新 潟勤医協 と新潟水俣病闘争1991年12月

103531V-1-471新 潟水俣病 阿賀野川ふ れあいの

旅

125531V-1-472陳 述書 山口喜代治,江 花豊栄1990年2月13第2次 訴訟 のおける甲日
,10月31日D第86号 証、甲D第90

号証の1。III-3参 照。

146531V-1-473昭 和合成配置図 江花豊 栄1990年5月15日 同上 の付属資料。

148531V-1-474水 銀取扱図 江花豊 栄1990年5月15日 同上

151531V-1-475検 証指示説明要綱

159531V-1-476第2回 公害体 感 ツアー参加者部屋 新 潟水俣病第2次 訴訟

割 り表 ・班分 け表 資料。

160531V-1-477新 潟水俣病のたたか い と生 きる条 坂東克彦1994年1月30日1993年 度久保医療文化

件 研究所講演録。

1Z8531V-1-478人 命の尊厳 にお いて厳正 なる判決 久保全雄1971年5月17日 新潟水俣病最終弁論に

を(第1次 新潟水俣病裁判最終弁 お ける陳述。

論 よ り)

182531V―1―479新 潟水俣病年表 坂東克彦1992年7月16日

183531V-1-480〔 新聞記事〕チ ッソ金融支援策決定1994年9月9日 『熊本 日日新聞』1994年
9月9日 付。

184531V-1-481確 実 に闘 いを推 し進 め、勝 利 を呼 新潟水俣病弁護 団1994年6月25日

び込 もう

187531V-1-482水 俣病事件略年表 坂東克彦1994年3月9日

IV-1-17'94新 潟 水 俣 病 現 地 調 査(1994年10月15日,16日)

192541V-1-483

195541V-1-484

197541V-1-485

200541V-1-486

201541V-1-487

202541V一 レ488

205541V-1―489

207541V-1-490

210541V-1-491

212541V-1-492

'94新潟水俣病現地調査 新潟水俣病共闘会議

'94新潟水俣病現地調査 日程表

'94新潟水俣病現地調査参加者 リ1994年10月15日

ス ト

患者分布図&認 定処分状況1994年7月30日

国 ・昭和電工の解決ひきのばしを 新潟水俣病被害者1994年8月3日
許さず、新潟水俣病の早期全面解 の会,新 潟水俣病
決を求める宣言 弁護団,新 潟水俣

病共闘会議

新潟水俣病の早期全面解決を求め 新潟水俣病被害者 昭和電工株式会社1994年8月3日
る昭和電工 に対する申し入れと回 の会,新 潟水俣病 社長村田一
答要求書 弁護団,新 潟水俣

病共闘会議

昭和電工との新潟水俣病 ・解決案1994年8月3日

新潟水俣病の早期全面解決 を求め 新潟水俣病被害者 内閣総理大臣村山1994年8月3日
る国に対する申し入れと回答要求 の会,新 潟水俣病 富市、環境庁長官
書 弁護団,新 潟水俣 桜井新

病共闘会議

『新潟水俣病被害者 を励 ます応援1994年9月8日
団ニュース』No7

〔ビラ〕田中史子写真集 「生 四〇 ジャパ ンプレス ・
年目の水俣病」 パ ンフレット&フ ォト
写真展のお知 らせ

Reel58

一14 ―o一



IV-1被 害 者 ・住 民 ・支 援 団 体 の 動 き Reel58

暑萼梶 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

214541V-1-493

216541V-1-494

221541V-1-495

225541V-1-496

226541V-1-497

227541V―1-498

228541V-1-499

229541V-1-500

232541V-1-501

236541V-1-502

239541V―1-503

240541V-1-504

現地調査アンケー ト&被 害者交流
会アンケー ト

「新潟水俣病未認定患者の生活 と 舩橋晴俊1994年1月30日
被害一社会学的調査報告」の概要

〔新潟水俣病現地調査資料〕

〔新聞記事〕一刻の猶予 もない』県1994年10月8日 『朝 日新聞』1994年10月
議会委で訴 え 南会長が口頭陳述8日 付

〔新聞記事〕水俣病早期解決で自1994年10月14日 『新潟日報』1994年10月
民、意見書提 出へ一昭電 あて署14日 付
名 ・党の協力は見送 る 個人の判
断に任す

誓潟水俣病早期解決に関する要望 新潟水俣病被害者の裡 韆 春裹鸞1994年9月6日
民主党新潟県議会
議員団

昭和電工宛の新潟水俣病早期解決 新潟水俣病被害者の会 自民党新潟県連,1994年9月22日
を求める要望書署名の件について 自民党県議団
のお願い
'93新潟水俣病現地調査日程表(共

闘幹事用)

昭和電工代表者交渉記録1994年9月13日IV―3-135参 照。

第12回 幹事会 新潟水俣病共闘会議1994年10月4日

全県キャラバ ン集約状況1994年10月4日

すべての被害者を救済 しうる中長 水俣病全面解決・政1994年8月28日
期支援策を! 福岡高等裁判所和 府の即時決断を求め
解案に基づ く水俣病の解決求めて る水俣病全国連第17
村山内閣の決断迫 る秋のたたかい 回全国水俣現地調査
に立ち上がろう!総 決起集会

IV-1-18新 潟 水 俣 病 即 時 全 面 解 決 を求 め る県 民 集 会(1994年12月16日)

Ree―58

242551V-1-505

243551V-1-506

244551V-1-507

245551V-1-508

249551V-1-509

250551V-1-510

252551V-1-511

254551V-1-512

255551V-}513

IV-1-19

258561V-1-514

260561V-1-515

262561V-1-516

264561V-1-517

265561V―1-518

〔ビラ〕新潟水俣病即時全面解決を 新潟水俣病被害者
求める県民集会 の会,新 潟水俣病

弁護団,新 潟水俣
病共闘会議

新潟水俣病即時全面解決を求める
県民集会 プログラム

〔環境基本計画に係 る中央環境審
議会答申第3部 第4章 第8節 の解
釈について〕

新潟水俣病即時全面解決を求める
県民集会に寄せられたメッセージ

新潟水俣病の即時全面解決を求め 新潟水俣病の即時
る決議(案)全 面解決を求める

県民集会

『新潟水俣病被害者 を励 ます応援 新潟水俣病被害者
団ニュース』No8を 励 ます応 援 団

ニユース

〔メモ〕新潟水俣病第二次訴訟

新潟水俣病即時全面解決を求める
県民集会 プログラム

水俣病 とは

1994年12月16日

1994年12月16日

1994年11月4日

1994年12月16日

公 害 総 行 動 お よび 昭和 電 工 攻 め一 日行 動 日程 表(1995年6月

7日,8日)Ree―58

公害総行動および昭和電工攻め一
日行動 日程表

1995.6.7～8環 境 週間 第20回 全 全国公害被害者総
国公害被害者総行動デー 日程表 行動実行委員会

6.8昭 和電工攻め一 日行動 日程&
デモコース ・抗議集会場地図

クロム公害闘争の現状 と今後の課1995年6月9日
題について

秩父クロム公害の健康影響調査 に1995年5月23日
ついて
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Reel58 IV新 潟水俣病裁判原告側関係資料(第2次 訴訟以後)

忌弓 π嘱 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

IV-1-20

268571V一 レ519

269571V-1-520

270571V-1-521

271571V-1-522

273571V-r523

276571V-1-534

渡 良 瀬 川 沿 岸 土 地 改 良 の新 潟 水 俣 病 現 地 調 査(1995年7月

25日,26日)Reel58

新潟水俣病の現況についての現地 板橋明治(渡 良瀬 坂東克彦1995年7月18日
説明お願いの事 川 沿岸 土 地 改 良

区)

御旅程表1995年6月28日

〔新聞記事〕水俣病救済で与党合翻 日新聞社1995年6月22日 嬲 諍 聞』1995年6月

地図

新潟水俣病の発生源は古河鉱業発 長瀬欣男1991年7月4日
祥の地

〔「阿賀の流れに」からの抜粋〕

IV-1-21'95新 潟 水 俣 病 現 地 調 査(1995年10月21日)

281581V-1-525

284591V-1-526

287591V-1-527

289591V-1-528

290591V-1-529

292591V-1-530

297591V一 レ531

298591V-1-532

299591V-1-533

299591V-1-534

300591V-1-535

301591V-1-536

302591V一 レ537

303591V-1-538

305591V-1-539

309591V-1-540

313591V-1-541

314591V-1-542

315591V-1-543

IV-1―22

318601V-1-544

318601V-1-545

319601V-1-546

319601V-1-547

320601V-1-548

321601V-1-549

'95新潟水俣病現地調査 新潟水俣病共闘会議

'95新潟水俣病現地調査参加者 リ

ス ト
'95新潟水俣病現地調査 日程表

〔水俣病の症状 ・障害〕

〔認定基準、新潟水俣病第一次闘争
と第二次闘争の比較、水俣病総合
対策医療事業の受給状況など〕

水俣病事件略年表 坂東克彦

新潟水俣病年表 坂東克彦

〔ビラ〕新潟水俣病早期解決に向け 新潟水俣病被害者
ての声明

〔新聞社説〕水俣解決に政治は精魂
つ くせ

〔新聞記事〕与党・水俣病解決策で
合意

〔新聞記事〕苦渋の選択迫る解決策
あいまいな救済の根拠/問 題の根
深 さ改めて明確に

〔新聞記事〕新潟水俣病救済24日
にも自主交渉一昭和電工 「企業責
任 も熊本案準用」 共闘会議 「〔熊
本案は〕一つの成果 前提でない」

阿賀野川流域図

生態系の中の水銀汚染

思 う

の会,新 潟水俣病
弁護団,新 潟水俣
病共闘会議

河辺広男

〔座談会〕水俣病事件の 「解決」に 味岡申宰,白 川博
清,淡 路剛久,宇
井純,柴 田徳衛,
原田正純,宮 本憲
一,清 水誠

新潟水俣病未認定患者の被害につ 飯島伸子
いて一社会学的調査結果からの報

告

『新潟水俣病被害者を励 ます応援
団ニュース』No12

水俣病問題の解決について(調 整 新潟水俣病被害者
案)に 対する見解 の会,新 潟水俣病

共闘会議

被害者交流会アンケー ト&現 地調
査アンケー ト

水俣病総合
被害者の会へ入会 しませんか 新潟水俣病被害者の会

水俣病総合対策医療事業の手続き 新潟水俣病被害者の会
をしましょう

医療手帳交付申請書

提出診断書

FAX送 信のご案内 新潟水俣病共闘会議

当面の手続 き(1.22医 師団 ・弁護
団会議 および1.23昭 電折衝 を経
て)

対策医療事業の手続き

Reel58

1995年1月11日

1992年7月16日

1995年4月4日

1995年4月15日 『新潟 日報』1995年4月

15日 付

1995年4月29日 『新潟 日報』1995年4月

29日 付

1995年10月2日 『熊本 日日新聞』1995年

10月2日 付

1995年10月15日 『新潟 日報』1995年10月

15日 付

1995年10月 『月 刊 保 団 連 』No.483

1995年7月16日 『環 境 と 公 割Vol.25

NQ2

1994年10月14日 『環 境 と 公 害 』VoL24

NQ2

1995年9月13日

1995年8月24日

Ree―58

1996年1月29日

1996年1月23日
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】V-― 被 害 者 ・住 民 ・支援 団体 の 動 き Ree―58

暑毒 乙ア茗 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

323601V-1-550

324601V-1-551

325601V-1-552

326601V-1-553

327601V-1―554

332601V-1-555

334601V-1-556

335601V-1-557

1V―1-23

通知文の送付 について 新潟県環境保健部1996年1月19日

環境衛生課

奩堡髏 艨 聾 釁 華嚆 貯 新潟県環境保健部1996年1月22日
水俣病総合対策医療事業の申請に1996年1月
ついて(ご 案内)

水俣病認定申請に係る検診資料に 新潟県環境保健部 故○○様のご遺族1996年1月
ついて(ご 案内)環 境衛生課 の皆様へ

水俣病総合対策医療事業のしおり 新潟県環境保健部
一事業の概要 ・申請手続 きについ

て

水俣病総合対策医療事業適用申立
書記入要領

医療事業適用申立書

魚介類喫食状況申立書
雛型

雛型

新 潟水俣病 闘争 一解決 報告 と感 謝 の集 い(1996年7月3日)
Reel58

338611V-1-558

354611V-1-559

359611V-1-560

360611V-1-561

〔冊子〕新潟水俣病闘争―解決報告 新潟水俣病被害者
と感謝の集い の会,新 潟水俣病

弁護団,新 潟水俣
病共闘会議

〔集会座席表〕

水俣地域での四肢末梢感覚障害の 津田敏英,三 野善
期待数(第55回 日本公衆衛生学会 央,松 岡宏明,田
発表)中 美紀,茂 見潤,

宮井正彌,馬 場園
明

総合対策医療事業処分状況

1996年7月5日

1996年6月30日

IV-1-24雑Ree―58

362621V-1-562

364631V-1-563

368641V-1-564

369641V-1-565

373641V-1-566

374641V-1-567

374641V-}568

375641V-1-569

375641V-1-570

376651V-1-571

377651V-1-572

379651V―1-573

383651V-1-574

391651V-1-575

393661V-1-576

394661V-1-577

397661V-1-578

398661V-1-579

399661V-1-580

401DIV-1-581

第38回 県評定期大会附属運動方針
(案)82年 秋期年末闘争の具体

的な闘いの進め方について
'84県評 第43回 定期大会議案書 新潟県労働組合評議会

『新潟水俣病支援ニュース』No1新 潟勤労者医療協
会水俣対策委員会

『新潟水俣病闘争ニュース』No5新 潟勤労者医療協会

勤医協 水俣病対策委員会 新潟勤労者医療協会水
俣対策委員会

新潟水俣病運動にたいするご支援 新潟勤労者医療協会
とご協力のお願 い

新潟水俣病第2次 訴訟 新潟勤労者医療協会

患者分布図

〔水俣病がもたらす自覚症状、日常
生活上の障害、中傷 ・差別〕

『勤医協ニュース』Nα12新 潟勤労者医療協会本部事務局

不知火海大検診 カンパ 「医療救
済法」百万人署名 集約

県ジャンボ リーに向けての確認書

『PRIMARY』Nα9～Nα11新 潟勤労者医療協会

〔新聞記事〕27年 目の新潟水俣病
第三部 ・それぞれの春(1)～(3)

〔手紙〕 新潟民医連 ・菅原真 坂東克彦

「新潟の疫学的調査 がん多発の
犯人 は農薬か」

〔新聞記事〕CNP・ 胆道がん相関さ
らに裏付 け一がんにつながるア ミ
ノ体 新潟な どの水道から検出

1982年

1984年8月7,

8日

1983年9月

1980年12月10日

1985年5月16日

1990年9月30日

1987年12月3日

熊本水俣病

1991年10月15日
～1992年3月9

日

1992年3月8～ 『朝 日新 聞 』1992年3月

10日8日 ～10日 付

1994年1月13日

1993年3月2日 『AERA』1993年3月

2日 号

1994年1月7日 『新 潟 日 報 』1994年1月

7日 付

北海道民医連奨学生の実習受け入 北海道民主医療機 新潟県民主医療機1994年3月14日関連合会
れのお願いについて 関連合会

水俣病患者の一人の切 りすて も許 新潟県民主医療機1996年1月
さず、公害根絶をめざす取 り組み 関連合会,新 潟勤
を強化 しよう 労者医療協会

新潟水俣病についての報告 坂東克彦1990年8月7日 第14回 合成洗剤研究会総会
への報告。
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Reel59 IV新 潟水俣病裁判原告側関係資料(第2次 訴訟以後)

譜耳ll嗜 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

406

407

408

410

413

416

DIV-1-582

DIV-1―583

DIV-1-584

DIV-1-585

DIV-1-586

DIV-1-587

417DIV-1―588

418DIV-1-589

419DIV-1-590

423DIV-1-591

431DIV-1-592

436-IV-1-593

437DIV-r594

449DIV-1-595

456DIV-1-596

464DIV-1-597

466DIV-1-598

IV-2弁 護 団 の 動 き

IV―2-1弁 護 団 記 録1

005671V-2-001

007671V-2-002

008671V-2-003

014671V-2-004

018

019

02ヱ

671V-2-005

671V―2-006

671V-2-007

022671V-2-008

024671V-2-009

ミニ講座3水 俣病患者 と語 る 坂東克彦

基礎講座4新 潟水俣病 について 坂東克彦

新潟水俣病第二次裁判最終弁論 を 坂東克彦
迎えて

支部結成15周 年によせて 坂東克彦

新潟水俣病第一次訴訟提訴の こと 坂東克彦

結審にむけての斗い、最終弁論後
の斗い、判決後の斗い

〔新聞記事〕新潟で 「水俣病」が発
生

〔新聞記事〕阿賀は流れて・新潟水
俣病25年 風化の陰 きしむ思い

木崎村小作争議

現地(津 川町)で の聞 き取 り調査 河辺広男
(『研究会報』No3)

企業の論理について(『研究会報』横田伊佐秋
No4)

公害 と法学(『 研究会報』No4)坂 東克彦

担子菌の子実体(茸)を 指標に し 河辺広男
た水銀汚染 の調査結果 について
(『研究会報』No4)

昭和50年7月17・18両 日の排水口 新潟水俣病研究会
周辺調査の報告

昭和53年 度 阿賀野川水銀汚染調 新潟水俣病研究会
査結果 第1報

胎内川水銀汚染に関する調査報告

〔冊子〕新潟水俣病 と住民運動 公害と地域住民研究会

Ree―59

Reel5960
,

(1980年1月 ～1983年7月)

新潟水俣病弁護団

新潟水俣病 弁護 団資料S55.2.
21弁護団会議用

水俣病メモ(S55.1.18)坂 東克彦

新潟水俣病斗争の再構築S56.坂 東克彦
1.23西 山旅館における討論資料

弁護団会議の御案内 坂東克彦

御連絡 新潟水俣病弁護団

〔「新潟水俣病患者 と認定問題」勉 坂東克彦
強会について〕
S56.8.18新 潟水俣病弁護団会議

報告書

027671V-2-010弁 護 団会議 の御案 内

028671V-2-011新 潟水俣病第2次 裁判基本構造 坂東克彦

051671V-2-Ol2

056671V-2-013

064671V-2-014

065671V-2-015

066671V-2-016

067671V-2-017

1990年8月29日

1965年6月14叫 蒲 丶タ』1965年6月

199°年6月6日 留 響 報』199°年6月

1976年8月5日 新潟水俣病研究会

1976年9月8日 新潟水俣病研究会

新潟水俣病研究会

新潟水俣病研究会

1978年12月19日 新潟水俣病研究会

Ree―59

弁護 団員の一覧。

1980年2月21日

1980年1月18日

1981年1月23日

1981年6月19日

1981年8月6日

1981年8月11日

1981年8月18日

1981年8月18日 熊本水俣病弁護団の合

宿 な らびに現地調査、
お よび被害者の会 との

交流へ の参加報告。

1981年10月22日

国 と昭和電工 を被告と1981年10月9,
する国家賠償訴訟の提10日

起 な どにっいて記した

もの。「第1次 裁判原告

第2準 備書 面」お よび「水俣病
の真実」(月刊

いの ち1973年 第7号)か

らの抜粋 を含む。

第2次 新潟水俣病裁判 についての 新潟水俣病弁護団 新潟水俣病共闘会議1981年11月6日
弁護団構想

〔メモ〕水俣 ノー ト 坂東克彦

当面の行動 目標(案)1981年10月10日

当面の日程

弁護団必要費用見積書1981年11新 潟水俣病弁護団
月1日 から1982年6月30日 までの 事務局
間(一 陣提訴を仮定 した場合のそ
の直後 まで)

第1回 新潟 シンポジウムー地域の 日本科学者会議新
問題を考える 潟支部

一144一



IV-2弁 護 団 の 動 き

籌毒記尾 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先

068671V―2―018

069671V-2―019

070671V-2-020

071671V-2-021

072671V-2-022

073671V-2-023

074671V-2-024

077671V-2-025

082671V-2-026

084671V-2-027

085671V-2-028

086671V-2-029

087671V-2-030

絵画 と詩 と音楽でつづるもうひと 映画 「水俣の図 ・
つの水俣 映画 「水俣の図・物語」物語」を上映する

会
〔新聞記事〕「熊本水俣病の記録」
を上映一提訴ひかえて 来月か ら
県内五 ヵ所で

御案内 新潟水俣病弁護団 弁護団各位

事務局
水俣弁護団

経過の概要 新潟水俣病共闘会議

第1年 度(自82.11.1至82.12.
31)運 動財政計画(案)

政府 ・財界の公害病患者切捨て政 新潟水俣病共闘会議
策を打破 るために

新潟水俣病第2次 裁判基本構想 新潟水俣病弁護団

第1回 地区別懇談会の結果につい 新潟水俣病弁護団
て(報 告)事 務局

津島屋 ・下山地区懇談会患者発言
録

〔新潟〕水俣弁護団会議討議メモ

新潟水俣病患者実情陳述書 新潟水俣病弁護団

新潟水俣病研究会結成10周 年 第 新潟水俣病研究会
13回水銀問題 シンポ ジウム開催
〔1981年10月3日 ・ニュー越路〕

088671V-2-031事 務 連 絡

089671V-2-032

093671V-2-033

095671V-2-034

102671V-2-035

107671V-2―036

新潟水俣病年表(案)
'81公弁連熊本弁護団報告 熊本・

鹿児島水俣病の闘い

(旧)工場排水等の規制に関する法
律(昭 和33年12月25日 法律第182
号)&工 場排水等の規制 に関する
法律 施 行 令(昭 和34年12月28日
政令第388号)

公共用水域の水質の保全に関する
法律(昭 和33年12月25日

181号)

連絡

108671V-2-037決 意 表 明 原 稿

120671V-2-038症 例 検 討 会 の 御 連 絡

121671V-2-039

122671V-2-040

123671V-2-041

124671V-2-042

125671V-2-043

126671V-2-044

128671V-2-045

129671V-2-046

130671V-2-047

131671V-2-048

132681V-2-049

139681V-2-050

140681V―2-051

141681V-2-052

141681V-2-053

142681V-2-054

144681V-2-055

145681V-2―056

146681V-2-057

法律第

新潟水俣病弁護団
事務局

82.8.30事 務局会議討議 メモ

弁護団(水 俣)会 議開催のお知 ら 新潟水俣病弁護団
せ 事務局

地域別懇談会の実施について

不服審査会か らの連絡について 小海要吉

水俣弁護団会議

訴訟救助 について 工藤和雄

82.10.8全 体会議討議事項 新潟水俣病弁護団

新潟水俣病第2次 訴訟 第2陣 提訴
者

事務連絡(今 後の 日程)新 潟水俣病弁護団
事務局

追加疎明資料(案)

〔陳述書の作成要領〕

新潟水俣病弁護団の御案内 〔活動 新潟水俣病弁護団
予定〕 事務局

水俣病第三陣提訴希望者名簿

当面の日程 新潟水俣病弁護団

第2回 地区別懇談会の結果につい 新潟水俣病弁護団
て 事務局

公害補償法不服審査第2回 公開審 新潟水俣病弁護団
理進行方針 事務局

病歴調査書(未 完成分58.6.23)

傍聴券 新潟地方裁判所

陳述書作成についてのお願い 新潟水俣病弁護団事務局

新潟水俣病弁護団
病像班事務局

五十嵐幸栄(新潟水
俣病被害者の会)

新潟水俣病弁護団
事務局

新潟水俣病弁護団

一145―

Reel59

年月日 備考

1981年10月23日 『新 潟 日報 』1981年10月

23日 付

1981年11月26日

1981年10月9,

10日

1981年12月21日

1981年11月26日

1981年12月21日

1982年1月1日

1982年1月5日

1982年1月20日

1982年7月9日

1982年8月18日

1982年8月30日

1982年10月4日

1983年6月2日

1983年6月23日

1982年10月8日

1982年10月8日

1982年10月9日

1982年10月8日

1982年11月1日

1982年11月9日

1982年11月10日

1983年6月23日

1982年12月21日

1983年5月13日

熊本水俣病



Ree―59 IV新 潟水俣病裁判原告側関係資料(第2次 訴訟以後)

蕪羃 蝋 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

149681V-2-058

151681V-2-059

154681V-2-060

156681V-2-061

IV-2―2

165691V-2-062

167691V-2-063

173691V-2-064

176691V-2-065

179691V-2-066

180691V-2-067

182691V-2-068

183691V-2-069

184691V-2-070

185691V-2-071

ヱ86691V-2-072

189691V-2-073

192691V-2-074

193691V―2-075

196691V-2-076

197691V-2-077

198691V-2-078

199691V-2-079

209691V-2-080

211691V-2-081

213691V-2-082

214691V-2-083

215691V-2-084

223691V―2-085

226691V-2-086

227691V-2-087

231691V-2-088

234691V-2-089

235691V-2-090

236-IV-2-091

238691V-2-092

239691V-2-093

240691V-2-094

〔第3回 水俣病医学検討会への参 新潟水俣病弁護団
加要請〕 事務局

〔メモ〕弁護団連絡(58.7.7弁 護団
三役事務局会議)

新潟水俣病患者実情陳述書

〔カーバイ ド工業について記され
た文献の目録〕

弁 護 団 記 録2(1981年10月 ～1984年12月)

桂島住民の汚染 と患者発掘の経過

〔公害補償法 と認定制度〕 大倉強

新潟 水俣 病 弁 護 団合 宿 レ ジ メ 味岡申宰
〔認定審査の問題点について〕

病像論について 小海要吉

被害の個別救済上の問題点につい 小海要吉
て(討 議メモ)

提訴希望患者第1回 事―青聴取要領 新潟水俣病弁護団事務局

提訴希望患者の皆 さんへ 新潟水俣病弁護団

1982.3.25弁 護団会議討議事項 新潟水俣病弁護団
事務局

弁護団合宿の御案内 新潟水俣病弁護団
事務局

〔新聞記事〕来月中に2次 提訴 へ
新潟水俣病の未認定患者 ら

弁護団事情聴取分担表(確 定)

清野春彦,五 十嵐
幸栄,五 十嵐キヨ,
志田新作,小 泉友
三郎,鈴 木俊,中
村洋二郎,馬 奈木
昭雄,坂 東克彦

新 潟水 俣病 弁 護 団責任 班 連 絡 新潟水俣病弁護団
〔資料 レジメ作成依頼&資 料 レジ 責任班
メ作成要領〕

第5回 全国水俣現地調査10月16全 国水俣現地調査
日(ガ・17日(日)実 行委員会

水俣弁護団責任班合宿の御案内 新潟水俣病弁護団
事務局

新潟水俣裁判メモ 裁判で明確に 坂東克彦
すること

新潟水俣病第二次訴訟の提訴にあ 新潟水俣病弁護団
たって

病歴調査書の作成 について 新潟水俣病弁護団

診断書 新潟大学医学部附
属病院

診断書 沼垂診療所

〔○○○○の略歴〕

定期総会の御礼 と新役員のお知 ら 水俣病被害者の会
せ

第5回 水俣病医学検討会 新潟水俣病弁護団
事務局

『水俣』Nσ103水 俣病センター相思社

水俣弁護団会議の御報告

訂正の通知 新潟水俣病弁護団
事務局

第2次 新潟水俣病事件第2回 口頭
弁論期日(58.5.13午 後1時30分)
1号 法廷席表

2次訴訟委任状提出者名簿 新潟水俣病弁護団
事務局

熊本3次 訴訟 責任論(56.9.24
付準備書面)

〔訴訟救助申立書について〕

訴訟救助各地裁一覧表

診断書 新潟大学医学部附属病院神経内科

新潟水俣病 〔第2次 訴訟〕第1回
口頭弁論原告側陳述

〔同上陳述の要旨〕

1983年6月3日

1983年7月7日

Ree―59

雛型

1981年10月9日

1982年5月8日

1981年12月21日

1982年2月

1982年2月23日

1982年3月25日

1982年4月28日

1982年5月8日 『朝 日 新 聞 』1982年5月

8日 付

1982年4月15日

1982年5月8日1981年9月24日 付の熊

本水俣病第3次 訴訟準

備書面討議資料。

1982年5月29日

1982年5月29日

1982年8月23日

1983年1月14日

1983年1月8日

1983年3月16日

1983年4月21日

1974年7月15日

1983年6月

1983年7月1日

1983年6月25日

1983年6月24日

1983年6月27日

1983年6月29日

一146一



IV-2弁 護 団 の 動 き

善毒 記ア乏 史料番号 文書名 文書作成者

241691V-2-095

242691V-2-096

244691V-2-097

245691V-2―098

246691V-2-099

247691V-2-100

248691V-2-101

249691V―2-102

250691V-2-103

252691V-2-104

255691V-2-105

256691V-2-106

257691V-2-107

257691V-2-108

259691V-2-109

260691V-2-110

弁護団会議

病歴要約書の作成について 新潟水俣病弁護団

事務局
臨時三役事務局会議の御案内 新潟水俣病弁護団

事務局
連絡(合 宿の件)新 潟水俣病弁護団

事務局
新潟水俣病第2次 訴訟の現況 につ
いて83年 夏期合宿討議資料

医師団会議8月 例会

第6回 水俣病医学検討会

水俣弁護団会議のお知 らせ

〔メモ〕水俣責任論弁論について

弁論要旨 坂東克彦

(記者用)国 の不法行為責任

水質二法 と国の作為義務違反(要
旨)

弁護団会議次第 新潟水俣病弁護団

証拠申出補充書&陳 述 を求める事 坂東克彦
項書(補 充)

原告団と弁護団 との大交流会の御 新潟水俣病弁護団
案内 事務局

原告団と弁護団 との大交流会の御 新潟水俣病弁護団
案内

261691V-2-111日 程 の 御 通 知

262691V-2-112第8回 水俣病 医学検討会

263691V-2-113第9回 水俣病 医学検討会

264691V-2-114新 年 お め で と う ご ざ い ま す

265691V-2-115第10回 水俣病 医学検討 会

266691V-2-116

267691V-2-117

269691V-2-118

270691V-2-119

271691V-2-120

274691V-2-121

277691V-2-122

278691V-2-123

279691V-2-124

280691V-2-125

281691V-2-126

282691V-2-127

287691V-2-128

288-IV-2-129

289-IV-2-130

290691V-2-131

291691V-2-132

292691V-2-133

293691V-2-134

294691V-2-135

297691V-2―136

298691V-2-137

302691V-2-138

お知 らせ

〔ビラ〕記 録 映 画
一1982年 水俣

新潟水俣病弁護団会議

新潟水俣病弁護団
事務局

新潟水俣病弁護団
事務局

新潟水俣病弁護団
事務局

新潟水俣病弁護団
事務局

新潟水俣病弁護団
事務局
新潟水俣病弁護団

無 辜 な る海 フィルム工房

被害地図作成 について

責任班報告書(弁 護団合宿)

新潟水俣病第二次訴訟経過

新潟水俣病弁護団
事務局

準備書面 問題点

(原告訴状 より 田中 ミワの症状
について記 した部分の抜粋〕

第8回 水俣病医学検討会

第11回 水俣病医師団会議

第12回 新潟水俣病医師団会議

新潟水俣病生活調査表(NQ2)

〔日程の通知〕

不服審査口頭審理の期日について

不服審査口頭審理の出席要請 につ
いて

〔今後の 日程について〕 新潟水俣病弁護団
事務局

水俣病第3陣 グループ担当者名簿

夏期合宿について 新潟水俣病弁護団
事務局

〔1984.8.8～9合 宿 にお ける討議 新潟水俣病弁護団
事項〕 事務局

病像班の問題提起 と立証計画(案)中 村洋二郎

新潟水俣病の診断要項

三弁護団 ・被害者水俣病シンポジ 坂東克彦
ウム報告(昭59.7.27東 京) 「責
任論の展開一試論」

経過報告・今後の予定 〔1984.2工 藤和雄
～1984 .11〕

一147一

文書宛先

Ree―59

年月日 備考

1983年7月14日

1983年7月15日

1983年7月22日

1983年

1983年8月18日

1983年9月22日

1983年9月30日

1983年9月29日

1983年9月13日

1983年10月5日

1983年10月5日

1983年10月18日

1983年10月26日

1983年12月19日

1984年1月5日

1984年1月24日

1984年1月14日

1984年1月19日

1984年2月18日

1984年2月17,

18日

1983年11月28日

1984年2月21日

1984年3月26日

1984年2月

1984年5月17日

1984年5月23日

1984年6月4日

1984年7月19日

1984年8月8日

1984年8月8日

1984年7月27日

1984年8月8,

9日

1983年9月30日 の第4

回 口頭弁論 にお ける弁

論 要 旨。



Reel60 IV新 潟水俣病裁判原告側関係資料(第2次 訴訟以後)

忌薈 τ㍗,史 料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

303691V-2-139責 任 論 の 立 証 と今 後 の 課 題

306691V-2-140水 俣 シ ン ポ

308691V-2-141

310691V-2-142

312691V-2-143

313691V-2-144

314691V～2-145

316691V2-146

317691V-2-147

318691V-2―148

中村周而
土屋

水俣病第3次 訴訟の経過 〔1980.水 俣病訴訟弁護団
5～1984.10〕

水俣病の病像 と認定問題 村山光信
パンフレット販売(案)&弁 論集販

売

水俣病弁護団会議

診断書

水俣病第2次 訴訟 第3陣 提訴希
望者名簿

〔ある患者の生活履歴〕

診断書

1984年8月8日

1984年7月27,

28日

1984年7月27日

1984年7月27日

1984年12月6日

1984年3月6日

IV-2-3判 検 交 流 資 料

323701V-2-149

400701V-2―150

Reel59

〔冊子〕裁判所 と法務省の人事交流 日本弁護士連合会
に関する意見書(案)

〔冊子〕多数当事者訴訟における証 最高裁判所事務総局
拠調べに関する執務資料(昭 和61
年3月 民事裁判資料163号)

Ree―60

IV-2-4行 政 不 服 審 査 請 求Ree―60

1985年12月

1975年11月19日 「取 扱 注 意 」 文 書 。14

ペ ー ジ まで は 不 明 。51、
52ペ ー ジ 欠 落 。

003DIV-2-151

017DIV-2-152

023711V-2-153

029711V-2-154

038721V-2-155

065721V-2-156

095721V-2-157

104721V-2-158

107721V-2-159

109721V-2-160

110721V-2-161

弁明書等の送付及び反論書の提出 環境庁
について

現地審尋結果の取 りまとめ書につ 環境庁企画調整局
いて(送 付)

水俣病行政不服審査請求書

水俣病反論書
公害健康被害補償不服審査会

環境保健部保険業
務課特殊疾病対策
室

○○○○○ 環境庁長官

○○○○○ 環境庁長官

昭 公害健康被害補償
和54年 第54-57号(遠 藤武外3名)不 服審査会
事件 第3回 口頭審理速記録

〔冊子〕公害健康被害補償不服審査 公害健康被害補償
会 昭和54年 第21号 、昭和55年 第 不服審査会
3・41・53号(○ ○○○○外3名)
事件 第7回 口頭審理速記録

裁決書 公害健康被害補償
不服審査会

診断書

裁決書 環境庁

水俣病認定申請中の皆 さん、必ず 新潟県
検診を受けましょう!

水俣病に係る医学的検査に関する 新潟県衛生部環境
検査希望 日及びアンケー トについ 衛生課
て

1975年11月19日 弁明書副本、新潟県審

査資料 等 を添付。

1979年8月18日

1976年1月13日

1976年11月10日

1984年5月25日

1984年9月7日

1982年7月21日

1983年8月24日

1984年9月1日

IV-2-5 『弁護 団 だ よ り』 『弁護団活動報 告』他Reel60

114361V-2-162『 弁 護 団 だ よ り』No1

115361V-2-163『 弁 護 団 だ よ り』Nα2

117361V-2-164『 弁 護 団 だ よ り』No3

119361V-2-165『 弁 護 団 だ よ り』No4

121361V-2-166『 弁 護 団 だ よ り』No5

123361V-2-167『 弁 護 団 だ よ り』Nα6

125361V-2-168『 弁 護 団 だ よ り』No7

127361V-2-169『 弁 護 団 だ よ り』NQ8

新潟水俣病弁護団
事務局

新潟水俣病弁護団
事務局

新潟水俣病弁護団
事務局

新潟水俣病弁護団
事務局
新潟水俣病弁護団
事務局
新潟水俣病弁護団
事務局

新潟水俣病弁護団
事務局

新潟水俣病弁護団
事務局

1982年9月14日

1982年9月21日

1982年10月8日

1982年10月14日

1982年10月27日

1982年11月12日

1982年12月8日

1982年12月27日

一148一



IV-2弁 護 団 の 動 き Reel60

暑毒梶 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

129361V-2-170『 弁 護 団 だ よ り』Nα9

131361V-2-171『 弁 護 団 だ よ り』NQ10

133361V-2-172『 弁 護 団 だ よ り』NQ11

135731V-2―173

1371V-2―174

140731V-2-175

142731V-2-176

143731V-2-177

145731V-2-178

148731V-2-179

149731V-2-180

151731V―2-181

152731V-2-182

158731V-2-183

159731V-2-184

161731V-2-185

162731V-2-186

『弁護団活動報告』

新潟水俣病弁護団
事務局

新潟水俣病弁護団
事務局

新潟水俣病弁護団
事務局
事務局

『水俣弁護団活動報告』NQ2

水俣 日程のお知 らせ と活動報告 事務局

水俣連絡5.28検 証について 事務局

『水俣』No5事 務局

『水俣弁護団活動報告』Nα6事 務局

新潟水俣病斗争関連 日程表(昭 和
60年)

『水俣弁護団活動報告』NQ7事 務局

〔新聞記事〕汚染"軌 跡"目 でたど
る 新潟水俣病第2次 訴訟一新潟
地裁、初の現場検証 元昭電工場
など17ヵ所

『水俣病弁護 団ニ ュース』NQ8

日程の御通知

『水俣弁護団活動報 告』No9

日程の お知 らせ

事務局
新潟水俣病弁護団

事務局

新潟水俣病弁護団
事務局

61.1.21水 俣弁護 団会議 で決定、確 弁護団事務局

認 された事項 について

1983年2月4日

1983年3月4日

1983年3月24日

1984年10月11日

1985年1月25日

1985年5月15日

1985年2月25日

1985年3月23日

1985年

1985年5月30日

1985年5月29日 『新 潟 日報 』1985年5月

29日 付

1985年8月12日

1985年10月25日

1985年11月27日

1986年1月16日

1986年1月25日

IV-2―6 第2次 訴訟 損害論
165741V-2-187〔 損害論 草稿新潟水俣病弁護 団〕

182741V-2-188〔 損害論草稿新潟水俣病弁護 団〕

Ree―60

IV-2-71992年3月31日 判 決 総 行 動

197751V-2-189

198751V-2-190

198751V-2-191

199751V-2―192

200751V-2-193

202751V-2-194

204751V-2-195

205751V-2-196

206751V-2-197

206751V-2-198

207751V-2-199

208751V-2-200

210751V-2-201

212751V-2-202

Reel60

水俣病の早期全面解決 を目指す当
面の方向―私見

〔新聞記事〕新潟水俣病共闘会議の1992年4月2日 『新潟日報』1992年4月
交渉 ・早期解決へ確認書一応酬152日 付夕刊
時間半、社長が謝罪 控訴の可能
性残す

確認書 昭和電工株式会社 新潟水俣病被害者1992年4月2日
の会,新 潟水俣病
共闘会議

『新潟地区労』No776新 潟地区1992年4月1日
労働組合センター

「水俣病被害者の早期全面的救済 水俣病問題1992年3月
を求める請願書」 と 「水俣病を く 全国実行委員会
りか えすな国際連合 へのア ピー
ル」 を求める署名の協力要請

水俣病全国連 第4回 総合討論 ・水俣病全国連 水俣病被害者 ・弁1992年4月6日
連絡会議のご案内 護団全国連絡会議

〔昭和電工の本社 ・事業所 ・海外拠
点などの所在地〕

〔新聞記事〕「死ぬまで闘い抜 く」1992年4月8日 『新潟 日報』1992年4月
新潟水俣病昭電側控訴 原告 ・弁8日 付
護団怒 りあ らわ一平均 年齢70歳
新たな重荷

羅 覊 鷺 驚 鑾 鞴 鶲1992年4月1° 日i響 報』1992年4月
一審判決見解で応酬 解決の具体

案一切示 さず

糶 羣罍 繼 響 騙 齲 轢1992年4月1° 日階 響聞』1992年4月
一次回は6月 に新潟で

決議文(案)新 潟水俣病被害者1992年4月12日
の会臨時総会

被害者 ・弁護団 ・共闘合同会議報 新潟水俣病共闘会議1992年4月13日告

新潟水俣病被害者の会 ・弁護団 ・1992年4月10日
共闘会議合同会議

闘争日程
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Reel60 IV新 潟水俣病裁判原告側関係資料(第2次 訴訟以後)

蕃毒 τ嗜 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月 日 備考

213751V-2-203

214751V―2-204

223751V-2-205

224751V-2-206

226751V-2-207

238751V-2-208

239751V-2-209

241751V-2-210

242751V-2-211

244751V-2-212

議事録確認

「新潟水俣病第2次 訴訟判決」原稿 坂東克彦

水俣病の早期全面解決を目指す当
面の方向一私見

新潟水俣病第2次 訴訟判決に対 し 昭和電工株式会社
控訴

判決の骨子&判 決理由の要旨&認
容額一覧表&請 求棄却原告目録

〔ビラ〕新潟水俣病第2次 訴訟・昭 新潟水俣病被害者
和電工交渉 昭電社長、交渉直前 の会,新 潟水俣病
雲が くれ!弁 護団,新 潟水俣

病共闘会議

判決対策 ・行動日程

新潟訴訟判決行動日程

新潟水俣病 ・責任論の争点対比表

〔新聞記事〕新潟水俣病判決4.1
付社説等

247751V-2-213『 ミ ナ マ タ ニ ュ ー ス 』

249751V-2-214声 明

250751V-2-215交 渉 申 入 書

251751V-2-216申 入 書

252751V-2-217新 潟水俣病 問題解決 の要求骨子

253751V-2-218全 国連 議事録

256751V-2-219

257751V―2-220

258751V-2-221

259751V-2-222

260751V-2-223

262751V-2-224

265751V-2-225

266751V-2-226

1992年4月7日

1992年4月7日

1992年3月28日

水俣病千代田連絡1992年4月1日
会,チ ッソ本社定
例宣伝

新潟水俣病被害者
の会,新 潟水俣病
弁護団,新 潟水俣
病共闘会議

新潟水俣病被害者 環境庁長官中村正1992年4月2日
の会,新 潟水俣病 三郎
弁護団,新 潟水俣
病共闘会議

新潟水俣病被害者 昭和電工株式会社1992年4月5日
の会,新 潟水俣病 社長村田一
共闘会議

新潟水俣病被害者の会1992年3月15日

新潟判決の損害認定の検討

新潟水俣病被害者の会 ・弁護団 ・
共闘会議合同会議

新潟水俣病・全面解決案の骨子(私 中村洋二郎
案)

全面解決の方針に関する情勢討議 工藤和雄
一討議の素材 として

新潟判決の損害認定の検討

新潟第二次訴訟判決の病像論 味岡申宰

新潟水俣病第二次訴訟判決に対す 昭和電工株式会社
る見解

新潟水俣病 「協定書」ほか

268751V-2-227お 詫 び と確 認

269751V―2-228

271751V-2-229

272751V―2-230

昭和電工株式会社

談話 水俣病被害者 ・弁
護団全国連絡会議

声明A(九 割以上・責任あ り・低額)新 潟水俣病被害者
の会,新 潟水俣病
弁護団,新 潟水俣
病共闘会議

声明B(九 割以上・責任なし・低額)新 潟水俣病被害者
の会,新 潟水俣病
弁護団,新 潟水俣
病共闘会議

新 潟水俣病第2次 訴訟

地裁判決(1992年3月

31日)の 要約。 この判

決 は、第2次 訴訟第1

陣 の ものである。2陣
以降 は分離 され、新潟

地裁で継続。1陣 は双

方控訴 となった。

原 告 と国 の主 張 の比

較。

『熊本 日日新聞』1992年
4月1日 紙 面

1992年3月31日 判決 についての声明。

1992年4月4日 新潟判決 の評価、判決

後の行動提起について

な ど。

1992年4月4日

1992年4月4日

1992年4月4日

1992年4月4日

1992年4月4日

1992年4月5日

1992年3月31日

1982年2月25日 『労 働 法 律 旬 報 』

NQ1041・2よ り。新潟

水俣病被災者の会 ・共

闘会議 と昭和電工が締

結 した、1973年6月21

日付「協 定書」「細 目協

定書」お よび 「覚書」
が、資料 として掲載 さ

れてい る。

判決 を受 けての コメン

ト。

1992年3月31日

1992年3月31日 判決 を前 に準備 したも

の。

1992年3月31日 同上
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四一2弁 護団の動 き Ree―60

善羃 縄 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

273751V-2-231

274751V-2-232

275751V-2-233

277751V―2-234

278751V-2-235

280751V-2-236

282751V-2-237

282751V-2-238

283751V-2-239

284751V-2-240

286751V-2-241

288751V-2-242

293751V-2-243

294751V-2-244

306751V-2-245

31ヱ751V-2―246

声明C(九 割以下・責任なし・低額)新 潟水俣病被害者

懇親会のお知 らせ

〔メモ〕判決前夜

新潟水俣病第二次訴訟の概要

水俣病の病像論

〔ビラ〕新潟水俣病判決前夜集会・
判決日行動

の会,新 潟水俣病
弁護団,新 潟水俣
病共闘会議

新潟水俣病訴訟弁護団

新潟水俣病被害者
の会,新 潟水俣病
弁護団,新 潟水俣
病共闘会議

新潟水俣病勝利判決獲得前夜集会
プログラム

新潟水俣病判決行動 日程

『水俣』No176水 俣病を告発する会

判決対策 ・行動 日程

判決対策 ・行動 日程

原告名簿

3.26環 境庁勉強会での話

新潟水俣病について

3.31判 決行動日程

〔ビラ〕水俣病前被害者の早期完全 新潟水俣病被害者
救済 と公害の根絶を!!新 潟水俣 の会,新 潟水俣病
病判決前夜集会 ・判決 日行動 弁護団,新 潟水俣

病共闘会議

1992年3月31日 同上

1992年3月30日

1992年3月30日 『熊本 日日新聞』1992年

3月29日 付 をふ くむ。

1992年3月30日

1992年2月15日

1992年3月28日

1992年3月28日

1992年3月31日

新聞記者の メモ

IV-2-243の 勉強会での

配付資料。

IV-2-8第2次 訴 訟 控 訴 審 第1回 口頭 弁 論 資 料(1992年,1993年)

Reel60

314761V-2-247水 俣 病事件略年表

318761V-2-248新 潟水俣 病問題 に関 す る協 定書&新 潟水俣病被災者

319761V-2-249

321761V-2-250

322761V-2-251

324761V-2-252

325761V-2-253

326761V-2-254

協定事項

〔新聞社説〕水俣病行政の見直 し迫
る 〔新聞記事〕蟻全身病"と 初判断

〔新 聞記事 〕 〔熊本〕水俣病2次 訴
訟判 決(1979.3.28)要 旨

の会,新 潟水俣病
共闘会議,昭 和電
工株式会社

新潟水俣病早期前面解決要求の宣 新潟水俣病被害者
言一昭和電工 と国に対 して要求 し の会,新 潟水俣病
宣言する 共闘会議

新潟水俣病 ・文書送付嘱託に関す 新潟水俣病被害者
る県の対応 について の会,新 潟水俣病

弁護団,新 潟水俣
病共闘会議

〔新聞社説〕水俣病救済への不信解
消を

新潟水俣病 ・文書送付嘱託に関す 新潟水俣病被害者
る県の対応について の会,新 潟水俣病新潟水俣

弁護団,
病共闘会議

327761V-2-255ミ ナ マ タ の 前 の 「水 俣 病 」

328761V-2-256

329761V-2-257

330761V-2-258

331761V-2-259

334761V-2-260

336761V-2-261

浅岡美恵

新潟水俣病控訴審開始に際 して

確認書

〔新聞記事〕水俣病2次 訴訟控垂審
原告4人 を認定 ・福岡咼裁判決

1人 は棄却一熊本地裁判決を支持
認定制度見直し迫る

〔水俣病の症状〕

高裁第1回 裁判行動 日程&東 京高
裁裁判の件&4.28控 訴審第1回 口
頭弁論 日程

阿賀野川有機水銀中毒事件 坂東克彦

昭和電工株式会社

昭和電工株式会社

1993年4月28日

1973年6月21日

『熊本 日日新聞』1986年

3月28日 付、3月27日

付 夕刊

1979年3月29日 『新潟 日報』1979年3月

29日 付

1993年8月

1993年8月

1979年3月29日 『新潟 日報』1979年3月
29日 付

1993年8月

1987年5月20日 『赤 旗 』1987年5月20日

付

1993年4月28日

1992年4月2日

1985年8月16日 『熊 本 日 日新 聞 』1985年

8月16日 付

1993年4月26日

『日本史大事典』(平 凡
社)

337761V-2-262患 者分布 図&〔 水俣病 の 自覚症〕

338761V-2-263足 尾鉱毒事件銅 生産 グラフ
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Ree―61 IV新 潟水俣病裁判原告側関係資料(第2次 訴訟以後)

蕃毒 τ嗜 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

340761V-2-264 〔ビラ〕新潟水俣病公表28年 国 と 新潟水俣病共闘会議
昭和電工は直ちに新潟水俣病を解
決せよ!

1993年4月28日

IV-2-9東 京 高 等 裁 判 所 弁 論 資 料(1994年9月21日)

342771V-2-265

343771V-2-266

349771V-2-267

364771V-2-268

365771V-2-269

367771V-2―270

369771V-2―271

370771V-2-272

372771V-2-273

375771V-2-274

平成6.9.13昭 電代表者交渉での
木鍬昭電訟務担当の発言のまとめ

公害健康被害の補償等に関する法
律(昭 和48年10月5日 法律 第111
号)

意見陳述書(高 裁 審理開始 にあ 坂東克彦
たって)

新潟水俣病 に対する厚生省特別研
究班、各省庁および政府見解の概
要

陳述書 近藤喜代太郎

〔第13回 総会議案書か ら 水俣病 新潟水俣病被害者
総合対策事業 に関す る部 分の抜 の会
粋〕

〔近藤証言の内容の検討〕

〔南熊三郎 に対する罵 りの葉書6(い ずれ も差 出人
枚〕 の記載なし)

〔南 熊三郎 に対 す る励 ま しの手紙(一 市民と名乗る人物)
1通 〕

〔1994年9月21日 高裁弁 論 にお け
る陳述のおお まかな原稿〕

Ree―60

1994年9月13日

1993年4月28日IV-3-118を 参 照 。

1994年3月8日

1994年6月12日

南熊三郎 を厂ニセ患者」

な ど として罵 った葉書
の コピー。

Ree―61

IV-3和 解 を め ぐ る動 きRee161

IV-3―1基 礎 資 料Ree―61

004781V-3-000

004781V-3-001

005781V-3-002

006781V-3-003

006781V-3-004

006781V-3-005

007781V-3-006

007781V-3-007

007781V-3-008

008781V-3-009

008781V-3-010

008781V-3―Ol1

008781V-3-012

008781V-3-013

新 聞 記 事 集 成(1995.1.7～1996.2.

27)

〔新 聞 記 事 〕 早 期 解 決 へ 正 念 場

〔新聞記事〕坂東克彦弁護団長に聞
く

〔新聞記事〕「和解勧告を」声明発
表

〔新聞記事〕原告 らの自主交渉で昭
電 和解へ再検討約束

〔新聞記事〕原告側、来月にも和解
申請

〔新聞記事〕水俣病解決調整案 一
時金は一律200万 円に

〔新聞記事〕水俣病の救済対象者へ
一時金200～300万 円検討

〔新聞記事〕水俣病認定申請者の状
況/総 合対策医療事業の対象者

〔新聞記事〕新潟水俣病30年

〔新聞記事 〕明 日に向 けて(南 熊三

郎)

〔新聞記事〕明 日に向けて(近 ヨシ)

〔新聞記事〕行政責任避け幕引 きを
図る

〔新聞記事〕後手に回る政府の政策

008781V-3-014〔 新聞記事〕消 され た第三水俣病

009781V-3-015

009781V-3-016

〔新聞記事〕水俣病救済 事実上決
着へ

〔新聞記事〕昭電「熊本案で解決を」

1995年1月17日 『新潟 日報』1995年1月

17日 付

1995年1月17日 『新潟 日報』1995年1月

17日 付。 この時点での

和解 に対 す る坂東の見解
。

1995年4月5日 『新潟 日報』1995年4月
5日 付

1995年4月5日 『新 潟 日報』1995年4月

5日 付

1995年4月5日 『朝 日新 聞』1995年4月
5日 付

1995年8月23日 『熊本 日日新聞』1995年

8月23日 付

1995年8月12日 『熊本 日日新聞』1995年

8月12日 付

1995年8月11日 『熊本 日日新聞』1995年
8月11日 付

1995年9月6日 『新潟 日報』1995年9月

6日 付

1995年9月6日 『新潟 日報』1995年9月

6日 付

1995年9月6日 『新潟 日報』1995年9月

6日 付

1995年9月6日 『新潟 日報』1995年9月

6日 付

1995年9月6日 『新潟 日報』1995年9月
6日 付

1995年9月6日 『新潟 日報』1995年9月

6日 付

1995年10月29日 『朝 日新聞亅1995年10月

29日 付

1995年10月28日 『新潟 日報』1995年10月

28日 付
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IV-3和 解 をめ ぐる動 き

善毒 κア乏 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先

009781V-3-017

010781V-3-018

011781V-3-019

012781V-3-020

012781V―3-021

013781V-3-022

014781V-3-023

014781V-3-024

015781V-3-025

016781V-3-026

017781V-3-027

017781V-3-028

〔新聞記事〕「新潟」解決へ国県の仲
介を

〔新聞記事〕調整案、白紙撤回を

〔新聞記事〕新潟水俣病共闘会議解
決協定案を作成

〔新聞記事〕解決へ 「苦渋の選択」

〔新聞記事〕新潟水俣病共闘会議
政府案に準 じて交渉へ

〔新聞記事〕新潟水俣病30年 ぶ り
解決へ

〔新聞記事〕緊急連載 新潟水俣病
解決へ 〈上〉

〔新聞記事〕緊急連載 新潟水俣病
解決へ 〈中〉

〔新聞記事〕緊急連載 新潟水俣病解決
へ 〈下〉

〔新聞記事〕新潟水俣病が決着

〔新聞記事〕新潟水俣病全面合意
苦悩の幕引き(1)

〔新聞記事〕早急に地域振興策 を

017781V-3-029〔 新 聞 記 事 〕 国 の 謝 罪 は 口 だ け

017781V-3-030〔 新 聞 記 事 〕 日報 抄

018781V-3-031

018781V-3-032

019781V-3-033

019781V-3-034

020781V-3-035

021781V-3-036

021781V-3-037

022781V-3-038

022781V-3-039

022781V-3-040

023781V-3-041

024781V-3-042

024781V-3-043

025781V-3-044

026781V-3-045

026781V-3-046

027781V-3-047

028781V-3―048

028781V-3-049

029781V-3-050

029781V-3-051

〔新聞記事〕これまで、そしてこれ
から 新潟水俣病30年 後の決着(1)

〔新聞記事〕新潟水俣病全面合意
苦悩の幕引 き(2)

〔新聞記事〕新潟水俣病 協定書の
全文/陳 謝 と反省 発言の要旨

〔新聞記事〕水俣病 首相談話

〔新聞記事〕30年目の決着 晴れ間
遠 く

〔新聞記事〕被害者 と昭和電工 解
決協定書に調印

〔新聞記事〕一生続 く被害者の苦痛
政府、昭電は重 く受けとめよ

〔新聞記事〕新潟水俣病全面合意
苦悩の幕引き(4)

〔新聞記事〕新潟水俣病解決遅れ「
県にも責任ある」 平山知事、初
めて表明

〔新聞記事〕被害者の会 と共闘会議与党議員
に解決お礼

〔新聞記事〕「生ある間に」苦 しい
選択

〔新聞記事〕水俣病、首相が陳謝

〔新聞記事〕水俣病 首相談話

〔新聞記事〕首相談話 水俣病 「率直
に反省」

〔新聞記事〕水俣病問題解決での首
相談話(全 文)/政 府最終解決策の
要旨

〔新聞記事〕現状 を追認 しただけ
首相談話 あいまいな重要部分

〔新聞記事〕「謝罪でない 泣 くに
泣 けない」

〔新聞記事〕これまで、そしてこれ
から 新潟水俣病30年 後の決着(2)

〔新聞記事〕これまで、そしてこれ
から 新潟水俣病30年 後の決着(3)

驤欝 〕「騰 鯉 し鮨杢攀
には重 み」

騨 言騾泉鰯 礒あ繍

―153一

Reel61

年月日 備考

1995年9月29日 『新 潟 日 報 』1995年9月

29日 付

1995年8月25日 『新 潟 日 報 』1995年8月

25日 付

1995年11月24日 『新 潟 日 報 』1995年11月

24日 付

1995年11月24日 『朝 日新 聞 』1995年11月

24日 付

1995年11月24日 『朝 日新 聞 』1995年11月

24日 付

1995年11月26日 『新 潟 日報 』1995年11月

26日 付

1995年11月26日 『新 潟 日 報 』1995年11月

26日 付

1995年11月27日 『新 潟 日 報 』1995年11月

27日 付

1995年11月28日 『新 潟 日報 』1995年11月

28日 付

1995年12月8日 『新 潟 日報 』1995年12月

8日 付

1995年12月9日 『新 潟 日 報 』1995年12月

9日 付

1995年12月9日 『新 潟 日 報 』1995年12月

9日 付

1995年12月5日 『新 潟 日 報 』1995年12月

5日 付

1995年12月9日 『新 潟 日報 』1995年12月

9日 付

1995年12月11日 『朝 日新 聞 』1995年12月

11日 付

1995年12月10日 『新 潟 日報 』1995年12月

10日 付

1995年12月12日 『新 潟 日報 』1995年12月

12日 付

1995年12月16日 『朝 日 新 聞 』1995年12月

16日 付

1995年12月12日 『朝 日 新 聞 』1995年12月

12日 付

1995年12月12日 『赤 旗 』1995年12月12日

付

1995年12月12日 『赤 旗 』1995年12月12日

付

1995年12月14日 『新 潟 日 報 』1995年12月

14日 付

1995年12月14日 『新 潟 日 報 』1995年12月

14日 付

『新潟 日報』

1995年12月16日 『朝 日新 聞 』1995年12月

16日 付

1995年12月16日 『朝 日新 聞 』1995年12月

16日 付

1995年12月15日 『熊本 日日新 聞』1995年
12月15日 付

『熊 本 日日新聞』

『熊本日日新聞』

1995年12月15日 『熊本 日 日新聞』1995年

12月15日 付

1995年12月18日 『朝 日新聞』1995年12月

18日 付

1995年12月19日 『朝 日新聞』1995年12月

19日 付

1995年12月20日 『熊本 日日新聞』1995年

12月20日 付

1995年12月20日 『朝 日新聞』1995年12月

20日 付
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岳羃 τ嗜 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月 日 備考

029781V-3-052

030781V-3-053

030781V-3-054

030781V-3-055

030781V-3―056

03.Z781V-3-057

031781V-3-058

032781V-3-059

〔新聞記事〕審査結果を開示へ 水
俣病認定患者救済策

〔新聞記事〕これまで、そしてこれ
から 新潟水俣病30年 後の決着(5)

〔新聞記事〕全員の救済求める 熊本地
裁水俣病3次 訴訟

〔新聞記事〕計画決定急ぎ振興策予
算化

〔新聞記事〕年明け5日 水俣市視察
県と共闘会議

〔新聞記事〕矛盾抱えた解決策決定

〔新聞 記事〕 このひ と言 ニュー
ス'95(6)

〔新 聞記事 〕検証!!和 解 の差

033781V-3-060〔 新聞記事 〕訴訟取 り下 げ決定

034781V-3-061〔 新聞記事〕2～8陣 も和解成立

035-IV-3-062

037-IV-3-063

056-IV-3-064

06ヱ ーIV-3-065

067-IV-3-066

和解関係資料集 〔表紙&目 次〕

福岡高等裁判所関係 〔和解関係資
料〕

東京地方裁判所関係 〔和解関係資
料〕

熊本地方裁判所関係 〔和解関係資
料〕

その他の裁判所の和解勧告文

1995年12月2° 日1群 報亅1995年12月

1995年12月21日 『朝 日新聞』1995年12月
21日 付

1995年12月23日 『熊本 日日新聞』1995年

12月23日 付

1995年12月23日 『朝 日新聞』1995年12月

23日 付

1995年12月21日 『新潟 日報』1995年12月

21日 付

1996年1月15日 『熊本 日日新聞』1996年

1月15日 付

1995年12月22日 『新 潟 日報』1995年12月

22日 付

1996年3月17日 『新潟 日報』1996年3月

17日 付

『熊本 日日新聞』

1996年2月27日 『新潟 日報』1996年2月

27日 付

IV-3-2全 国 連 和 解 協 議 につ い て 討 議 資 料(1992年12月13日)Reel61

071791V-3-067

073791V-3-068

085791V-3-069

087791V-3―070

090791V-3―071

093791V-3-072

098791V-3-073

099791V-3-074

101791V-3-075

ヱ03791V-3-076

104791V-3-077

108791V-3-078

112791V-3-079

113791V-3-080

114791V-3-081

116791V-3-082

117791V-3―083

118791V-3-084

12.13水 俣病全国連連絡会議 会 水俣病全国連 各地被害者の会,1992年11月30日
場 ・議題のご案内 弁護団,支 援団体

〔冊子〕1993年 度年次総会議案書 新潟水俣病共闘会議1992年11月25日

新潟水俣病に関する解決要求書&新 潟水俣病被害者 昭和電工株式会社1992年6月1日
新潟水俣病 ・補償協定(案)の 会,新 潟水俣病

共闘会議

12月16日 福高和解協議の成功 と全 板井優 水俣病訴訟弁護団1992年12月8日
面解決のために

『月刊みなまた』M63「 みなまた」発行1992年11月10日
委員会

熊本水俣病第3次 訴訟第2陣 ～第 坂東克彦1992年9月21日
12陣最終意見陳述

資料の送付について 板井優 坂東克彦

和解について 後藤孝典

『水俣』NQ181水 俣病を告発する会

水俣病患者全面救済のために 「司 水俣 病訴 訟弁 護
法救済システム」の確立を!一 水 団,水 俣病東京弁
俣病事件の和解協議による解決の 護団
ために一資料目録

弁論兼和解 という審理方式に対す 被告国指定代理人 東京地方裁判所
る国の上申書

和解勧告 大阪地方裁判所

12.13連 絡会議 ・追加議題 水俣病被害者 ・弁
護団全国連絡会議

100万署名運動の総括 鈴木堯博

この―・年間の運動の特徴&激 動の 中山裕二
1992年 をふ りかえる

和解交渉の詰めの課題遂行のため 水俣病被害者 ・弁
に一年金要求と費用問題 護団全国連絡会議

国に水俣病全面解決の決断を迫る
12.17～18環 境庁前第2次 座 り込
み行動 行動 日程

〔新聞記事〕水俣病関西訴訟 職権
で和解勧告 ・大阪地裁―国拒否、
原告 も反発水俣病関西訴訟 「国抜
きの和解あり得ず」原告ら一斉に
反発

1992年12月1日

『ご ん ず い 』Nα13

1992年10月5日

1992年11月27日 熊 本 水 俣 病

1990年12月20日 熊本水俣病東京訴訟

1992年12月9日 熊本水俣病

1992年12月13日

1992年12月13日

1992年12月13日

1992年12月13日

1992年12月8日 『熊本 日日新聞』1992年

12月8日 付
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鍔 麗 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

119791V呻3-085

120791V-3-086

122791V-3-087

123791V-3-088

公害団体合同93年旗びらきのこ案 全国公害被害者総
内 行動実行委員会,

公害 ・地球環境問
題懇談会,大 気汚
染 公害 裁 判 原 告
団 ・弁護団全国連
絡会議,水 俣病被
害者 ・弁護団全国
連絡会議,東 京か
ら公害をなくせ都
民総行動実行委員
会

環境基本法制定 をめ ぐる動 き 鈴木堯博

93年水俣病全国連総決起集会他の 中山裕二
持ち方について

〔「公害 ・地球環境問題懇談会」の 公 害 ・地 球 懇
案内〕(JNEP)

IV-3-3揺 れ る和 解 問 題(1994年)

126-IV-3-089昭 和電工(株)の 支払 った補償 金額 小林 つ とむ

127-IV-3-090

220801V-3-091

225801V-3-092

228801V-3-093

229801V-3-094

232801V-3-095

234801V-3-096

237801V-3-097

240801V-3-098

242801V-3-099

243801V-3-100

247801V-3-101

249801V-3-102

251801V-3-103

Ree―61

〔冊子〕水銀汚染を追って18年 一新 河辺広男
潟水俣病研究会か らの報告

共闘会議討論資料 「国、昭和電 坂東克彦
工、新潟県 ・市の責任」

「世帯票の調査嘱託 に対す る一審 坂東克彦 東京高等裁判所
被告昭和電工(株)の 意見書」に 第3民 事部
対する意見書

解決の原則 新潟水俣病被害者
の会

1994年 を新潟水俣病の解決の年に 日本共産党新潟県
一新潟水俣病闘争 と日本共産党 委員会

水俣病判決、協定、和解の内容 坂東克彦

福岡高裁和解所見 と新潟水俣病解
決の関係

水俣病被害救済でいま何が問われ 堤文俊
ているか一国はいつまで責任を回
避 しつづけるのか

1994.4.10共 闘会議幹事会討議録

1994.4.12弁 護団会議録

共闘幹事会メモ 高野

新潟水俣病の早期解決のために

和解問題討議 メモ

和解問題討議資料 〔目録〕

坂東克彦

坂東克彦

IV-3-4和 解 関 係 資 料Reel61

253811V-3-104

258811V-3-105

260811V-3-106

新潟水俣病第2次 訴訟基本構想 坂東克彦

水俣病に関する 「司法救済システ 坂東克彦
ム第2次 案」の提案(案)に つい
て

水俣病3次 訴訟福岡高裁の和解勧 福岡高等裁判所
告全文

261811V-3-107抗 議 声 明

262811V-3-108新 潟勤 医協 と新潟 水俣病 闘争

新潟水俣病被害者
の会,新 潟水俣病
弁護団,新 潟水俣
病共闘会議

新潟勤医協

1992年12月6日

1991年1月20日

1994年3月9日

1994年4月15日

1994年2月

1971年9月(第1次 判決

による力瞎 責任確定)か

ら1987年5月 まで。

被害者の会が掲げた解
決の原則。

1994年3月9日 これ ま で の 数 々の 判

決 ・協 定 ・和解の内容
を比較(長 崎 塵肺訴訟

最高裁判 決 を含 む)し
た もの。No2欠 。

1994年3月9日

1994年4月10日

1994年4月12日

1994年4月10日

1994年4月20日

1994年4月24日

1981年10月9日

水俣病 被害者 ・弁1990年3月28日

護 団全国連 絡会議

『「赤旗」評論特集版』

1990年10月13日 『熊本 日日新 聞』1990年

10月13日 付

1990年10月29日 裁判所 による和解勧告

を国が拒否 した ことに
ついて。

1991年12月
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暴毒 τ嘱 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

264811V-3-109

275811V―3-110

281-IV―3-111

282811V-3―112

283811V-3-113

284811V-3-114

285811V-3-115

295811V-3-116

296811V南3-117

297811V-3-118

318811V-3-119

320811V-3-120

324811V-3-121

329811V-3-122

333811V-3-123

335811V-3―124

337811V-3-125

338811V―3-126

342811V-3-127

346811V-3-128

355-IV-3-129

357811V-3-130

358811V-3―131

359811V-3-132

360811V-3-133

中公審の役割 坂東克彦1991年4月26日 『朝 日新聞』1987年8月
26日 付、『熊本日日新
聞』1985年10月11日付、10月19日付

、10月28日付
、1989年4月8日 付、

1991年1月18日 付、1月
23日付、2月27日付をふ
くむ。(272コ ヱ目の井
形 昭弘 に聞 く記事は
『朝 日新聞』1991年3月
9日 付)

公害健康補償制度 ・改正問題 に対 経団連1979年4月16日 「取扱注意」の印。大気
汚染 と水俣病を対象とする今後の取組み方
した経団連の公害被害
補償制度 の廃止の方針

。

認定処分状況

〔新聞記事〕福岡高裁が和解案提示1992年8月20日 『熊本日日新聞』1992年
8月20日 付

水俣病総合対策医療事業実施に関 新潟水俣病被害者 安田町長本田富雄1992年8月20日
する要請書 の会,新 潟水俣病

被害者の会安田支
部

水俣病総合対策医療事業実施につ 新潟市市民局衛生 各位1992年10月1日
いて(案 内)部 保健衛生課長

水俣病問題の正確な理解のために 全国公害弁護団連
一「司法救済 システム」による被害 絡会議副幹事長

者の救済をめざして

水俣病総合対策医療実施状況 新潟県1993年4月20日

新潟水俣病控訴審開始に際 して 昭和電工株式会社1993年4月28日 記者レクチャー用

意 見陳述 書(高 裁審 理開 始 にあ 坂東克彦1993年4月28日IV-2-267を 参照。
たって)

裁判闘争 をどうすすめるか(共 闘 坂東克彦1993年7月26日
討論資料)

新潟はどうたたかうか(共 闘会議 坂東克彦1994年3月9日5枚 目以降欠。
討論資料)

国、昭和電工、新潟県 ・市の責任 坂東克彦1994年3月9日
(共闘会議討論資料)

水俣病判決、協定、和解の内容 坂東克彦1994年3月9日

新潟水俣病闘争勝利の展望 と短期 工藤和雄1994年4月10日
決戦の方針について(共 闘会議討
論資料)

和解問題討議メモ 坂東克彦1994年4月20日

平6.6.14新 潟 日報記事についての 清野春彦1994年6月14日
清野春彦共闘会議議長の談話

「和解」に踏み込む場合にク リア 坂東克彦1994年4月24日
― しなけれ ばな らない基本問題

(弁護団会議)

「和解」に踏み込む場合にク リア 坂東克彦1994年4月26日
一 しなければな らない基本問題

(共闘会議幹事会)

確実に闘いを押 しすすめ、勝利 を 新潟水俣病弁護団1994年6月25日
呼び込 もう

田中 〔真紀子〕大臣の閣議後会見1994年7月12日
(水俣病関係)&閣 議後記者会見

大臣発言擁 し小澤 〔潔〕国土庁長
官職務事務代理)&〔 前田勲男〕法
務大臣記者会見記録

国 ・昭和電工の解決を引きのばし 新潟水俣病被害者1994年7月
を許 さず、新潟水俣病の早期全面 の会,新 潟水俣病
解決 を求める宣言(案)〔 工藤案}弁 護団,新 潟水俣

病共闘会議

国 ・昭和電工の解決を引 きのばし 新潟水俣病被害者1994年8月
を許 さず、新潟水俣病の早期全面 の会,新 潟水俣病
解決を求める宣言(案)〔 清野案}弁 護団,新 潟水俣

病共闘会議

国 ・昭和電工の解決を引きのばし 新潟水俣病被害者1994年8月
を許さず、新潟水俣病の早期全面 の会,新 潟水俣病
解決を求める宣言(案)〔 坂東案}弁 護団,新 潟水俣

病共闘会議

国 ・昭和電工の解決 を引きのばし 新潟水俣病被害者1994年8月3日
を許 さず、新潟水俣病の早期全面 の会,新 潟水俣病
解決を求める宣言 弁護団,新 潟水俣

病共闘会議
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IV-3和 解 をめ ぐる動 き Ree―61

暑毒zア義 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

361811V-3―134

362811V-3-135

372811V-3―136

373811V-3-137

昭電代表者交渉での木鍬昭電訴訟
務担当の発言のまとめ

9月13日 新潟水俣病共闘会議 と
昭和電工の代表者交渉

水俣病総合対策医療事業実施状況

社会党視察団 と坂東、清野弁護士 矢 田部理 参 院 議
の会談 員,田 中昭一衆院

議員,清 野春彦,
坂東克彦

377811V-3-138談 話

3沼811V-3-139年 内 解 決 を め ざ し て(メ モ)

379811V-3―140水 俣 病問題解決(試)案

382-IV-3-141

383811V-3-142

384811V―3-143

386811V-3-144

389811V-3-145

392-IV―3-146

393811V-3-147

396811V-3-148

397811V-3-149

399811V-3―150

399811V-3-151

400811V-3-152

401811V-3-153

401811V-3-154

402811V-3-155

402811V-3-156

403811V-3-157

404811V-3-158

405811V-3-159

419811V-3-160

420811V-3-161

423811V-3-162

424811V-3-163

427811V-3-164

441811V-3-165

442811V-3-166

443811V-3-167

日本社会党(環 境
部会,水 俣病問題
対策特別本部,新
潟県本部)

新潟水俣病共闘会
議

日本社会党環境部 関係各位
会長矢田部理,日
本社会党水俣病委
員長田中昭一

1994年9月13日IV-1-507を 参 照 。

1994年9月13日IV-1-507を 参 照 。

1994年10月31日

1994年11月6日

1994年11月7日

1994年11月25日

1994年11月29日

南熊三郎尋問終了後高裁裁判長面1994年11月28日
接
12月1日 坂東 さん 自宅で1994年12月1日 新聞記者メモ

新潟水俣病闘争 のめざす もの(新 坂東克彦1994年12月9日
潟水俣病即時全面解決を求める県
民集会)

新潟水俣病裁判のめざす もの一坂 坂東克彦1994年12月15日 『水情報』Vol14.No12
東克彦さんに聞 く

疾病 としての新潟水俣病一斎藤恒 斎藤恒1994年12月15日 『水情報』Vo114.No12
さんに聞 く

95.1.7新 潟水俣病対策会議確認事 新潟勤労者医療協1995年1月7日
項 会

水俣病総決起集会での基調報告 板井優1995年1月8日

新潟水俣病弁護団会議討議資料 工藤和雄1995年1月9日

第17回 幹事会報告 新潟水俣病共闘会議1995年1月15日

連立与党環境調整会議 熊本県水1995年1月19日 以下、熊本水俣病関係
俣病関係団体出席者 各団体の和解について

の考え方。

水俣病患者連合の考 え方 水俣病患者連合会1995年1月19日
長佐々木清登

水俣病事件をご理解いただ くため チッソ水俣病患者1995年1月19日
に 連盟委員長川本輝夫

与党環境調整会議での発言要旨 水 俣病 被 害 者 の1995年1月19日会
・水俣病第3次

訴訟原告団(橋 口
三郎)

発言内容要旨 茂道水俣病同志会1995年1月19日
会長田中正巳

発言予定内容要旨 水俣病患者平和会1995年1月19日
会長石田勝

水俣病の早期解決についてのお願 水俣漁民未認定患者 与党環境調整会議1995年1月14日
い の会代表滝下松雄 座長松岡利勝

〔私達の会の態度〕 明星会福田一1995年1月19日

〔今後の方針について被害者の会 新潟水俣病被害者 新潟水俣病弁護団各位1995年2月3日
の意見〕 の会南熊三郎

昭和電工代表者交渉 〔記録〕1995年2月14日

弁護団会議討論メモ 坂東克彦1995年2月27日

新潟水俣病・「和解」による早期解 中村洋二郎1995年3月21日
決を勝ち取 るために(討議資料)

和解をめ ぐる弁護団討議経過 坂東克彦1995年3月22日

新潟水俣病問題の早期解決 をに向 新潟水俣病被害者1995年4月3日
けての声明 の会,新 潟水俣病弁護

団,新 潟水俣
病共闘会議

昭和電工交渉 〔記録〕1995年4月4日

水俣病問題対策会議 中間報告1995年4月14日

矢田部理氏電話聴取書一政治決着 坂東克彦1995年4月17日
の見通 しについて

〔ビラ〕昭和電工 は被害者を水俣病 新潟水俣病被害者1995年6月12日
と認め、ただちに謝罪せ よ の会,新 潟水俣病弁護団

,新 潟水俣
病共闘会議
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Ree―61 IV新 潟水俣病裁判原告側関係資料(第2次 訴訟以後)

潺昼 疋盾 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

444811V-3-168

445811V-3-169

446811V―3-170

447811V-3-171

453811V-3-172

457811V-3-173

459811V-3-174

470811V―3-175

471811V-3-176

475811V-3-177

479811V-3-178

480811V-3-179

481811V-3-180

482811V-3―181

国会閉会後の村山総理 記者会見 村山富市
一水俣病問題の政治決着について

の総理所見

水俣病未認定被害者救済にかかる 環境庁
最終解決素案

全国連8.16緊 急会議出席報告 坂東克彦

水俣病問題の解決について一調整 環境庁
案

水俣病問題の解決について一調整 環境庁
案

水俣病問題の解決について(調 整 新潟水俣病被害者
案)に たいする見解 の会,新 潟水俣病

共闘会議

「水俣病問題 の解決 について～調
整案」説明会 〔記録〕

昭和電工総務部樺正弘、林光男副 毎日新聞谷垣尚己
主幹の話

調整 をすすめるに当たっての検討 環境庁
事項

案

〔新潟水俣病弁護団団長辞表〕

表彰状

〔自由法曹団〕退団届

声明

483―IV-3-182南 熊 三 郎 さ ん の 遺 言

環境庁

坂東克彦

久保医療文化研究
所理事長 ・長豊

坂東克彦

新潟水俣病被害者
の会,新 潟水俣病
弁護団,新 潟水俣
病共闘会議

南熊三郎

1995年6月22日

1995年8月11日

1995年8月17日 部 外秘

1995年8月1日 ⑭

1995年8月21日

1995年8月24日

1995年8月24日

1995年8月26日

1995年

1995年9月28日(政 調 会議後発表)

清野 春彦1995年11月17日

1994年1月30日

自由法曹団新潟支部1995年11月21日

1995年12月11日 協 定調印にあたって。

1997年9月13日
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V坂 東克彦関係 Ree―62

暑粤Zア茗 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備 考

Ree―62

V-1坂 東 弁論

003-V-1-001

00582V-1-002

00682V-1―003

010―V-1-004

01582V-1-005

03382V-1-006

03782V-1-007

04182V-1-008

04482V-1-009

04882V-1-010

05082V-1-011

05382V-1-012

06182V-1-Ol3

OZ582V一 レ014

08682V-1-015

10982V-1-016

11482V-1-017

11582V-1-018

13082V一 レ019

13482V-1-020

13582V-1-021

15082V-1-022

15282V-1-023

Ree―62

水俣病関係民事 ・刑事事件判決 ・ 坂東克彦
決定

新潟水俣病〔第1次 訴訟〕裁判一資 坂東克彦
料解題

〔新潟水俣病第1次 訴訟第2準 備 原告代理人
書面〕責任論

〔新潟水俣病第1次 訴訟最終準備書 坂東克彦
面〕被告企業の犯罪性

〔熊本水俣病第1次 訴訟最終弁論 坂東克彦
メモ〕

〔熊本水俣病京都訴訟〕意見陳述書 坂東克彦

〔熊本水俣病福岡訴訟〕意見陳述書 熊本弁護団

〔熊本水俣病第3次 訴訟第2陣 以 坂東克彦
降の裁判促進を求める〕意見陳述
(四)

新潟に第二の水俣病 を発生させた 坂東克彦
もの一水俣病東京最終 口頭弁論に
おける陳述

〔手紙〕 水俣病患者
家庭互助会

〔手紙〕 水俣病患者
家庭互助会

熊本第3次 福岡高裁弁論更新弁論 坂東克彦
意見陳述

〔新潟水俣病第2次 訴訟〕意見書 坂東克彦
水俣病問題の本質

新潟水俣病第2次 訴訟第1陣 結審 坂東克彦
における最終意見陳述

いまなぜ"み なまた"か 一訴提起 坂東克彦
にあたって裁判 所 に求 める もの
〔新潟水俣病第2次 訴訟〕

熊本水俣病第3次 訴訟第2陣 ～第 坂東克彦
12陣最終意見陳述

声明 新潟水俣病第2次 訴訟訴訟
提起に当って

〔新潟水俣病第2次 訴訟〕意見陳述 坂東克彦書
(高裁審理開始にあたって)

水俣病事件略年表 坂東克彦

新潟水俣病に対する厚生省特別研 新潟県水俣病民主
究班、各省庁および政府見解の概 団体対策会議
要 〔対照表〕

〔新潟水俣病第2次 訴訟〕準備書面 坂東克彦

新潟水俣病年表 坂東克彦

〔新潟水俣病第2次 訴訟〕意見陳述 坂東克彦
書

京都地方裁判所

福岡高等裁判所
第一民事部

水俣病事件訴訟関係目
録

『法律時報』1971年臨時
増刊7月 号

1986年3月7日 熊本水俣病

1987年11月27日 熊 本水俣病

1988年11月10日 熊本水俣病

東京地方裁判所1989年6月23日 熊本水俣病

新潟県民主団体
水俣病対策会議

新潟県民主団体
水俣病対策会議

福岡高等裁判所
第一民事部

1967年9月20日 熊 本 水 俣 病 、V―H-1を 参

照 。

1967年12月25日 熊 本 水 俣 病 、vm-1を 参

照 。

1989年10月20日 熊 本 水 俣 病

1990年7月4日

1991年3月19日

1992年9月21日 熊本水俣病

1982年6月21日

1993年4月28日

1993年4月28日

新潟地裁第一民事部1993年9月13日

1992年7月16日

新潟地裁第一民事部1993年9月14日

V-2坂 東 論 文Reel62

163-V-2―001

16883V-2―002

18483V-2-003

〔対談〕阿賀野川事件 と企業・行政 宇井純 ・宮本憲一
の責任

新潟水俣病 の斗い(自 由法曹 団 坂東克彦
1967年 度全国総会への報告)

「新潟水俣病」事件 坂東克彦

19083V-2-004新 潟水俣病訴訟 と問題 点

19283V-2-005

坂東克彦

〔冊子〕青年法律家協会全国公害研 青年法律家協会新潟支部究集会
への報告

1967年5月30日 『エ コ ノ ミ ス ト』1653号

1967年6月12日

1967年7月

1969年1月

1969年

25～26日

『自由と正義』1967年7
月号

『経営法学 ジャーナル』
季刊5号

7月 青年法律家協会全国公
害研究集会
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Reel62 V坂 東克彦関係

忌琢 τ嗜 史料番号 文書名 文書作成者

20683V-2-006

210 V-2-007

21583V-2-008

21983V-2-009

22384V-2-010

22483V-2-011

新潟水俣病訴訟一その恐るべ き実 坂東克彦
態 と訴訟の現状

新潟水俣病 坂東克彦

〔座談会〕公害裁判にこめられた意 坂東克彦,飯 島伸
味 子,牛 山積

公害闘争 と労働者階級の役割 坂東克彦

日弁連人権擁護大会と公害シンポ 坂東克彦
ジウム

新潟水俣病訴訟の報告 川村正敏,小 海要
吉,坂 東克彦

22883V-2-Ol2広 い 共 闘 の 力 で

22983V―2-013水 俣病裁判 の準備書面 か ら

23383V-2-Ol4被 害者救援 の問題点

23583V―2-015公 害裁判一公害 と法律 家

26783V-2-016

27283V-2-017

28383V-2-018

29583V-2-019

30183V-2-020

304-V-2-021

31883V-2-022

32883V-2-023

334

353

362

V-2-024

V-2-025

V-2-026

367V-2-027

369

坂東克彦

戒能通孝

坂東克彦,豊 田誠

坂東克彦

〔座談会〕新潟水俣病裁判判決をひ 戒能通孝,片 桐敬
かえて 弌,清 野春彦,坂

東克彦,渡 辺喜八

〔冊子〕第1審 判決 を間近にひかえ 坂東克彦,川 村正敏
た新潟水俣病闘争の成果と課題

〔冊子〕新潟水俣病裁判」講演 レジ 坂東克彦
メ

新潟水俣病裁判結審における原告 坂東克彦
側最終陳述

新潟水俣闘争の総括 坂東克彦

〔座談会〕新潟水俣病判決と公害裁 沢井裕,島 林樹,
判一富山イ病 ・新潟水俣病 ・熊本 清水誠,坂 東克彦,
水俣病 馬奈木昭彦

〔座談会〕新潟水俣病判決の検討 戒能通孝,片 桐敬
弌,久 保全雄,清
野春彦,坂 東克彦

公害裁判 と弁護士の役割 り 坂東克彦

〔座談会〕新潟水俣病闘争の勝利を 久保全雄,宮 下弘
もたらしたもの

新潟水俣病闘争基本資料

治,坂 東克彦,松

本綾子,大 屋和恵

新潟水俣病判決 と公害予防 ・環境 神岡浪子
保全の課題

新潟水俣病裁判 と科学 坂東克彦

V―2-028〔 座談会〕公害 と裁判1

37483V-2-029

近藤 忠孝,坂 東克

彦,郷 成文,馬 奈

木昭雄,木 村保男,
吉野高幸,牛 山積,

吉 田克 己,宮 本憲

〔冊子〕新潟水俣病判決から協定成 坂東克彦
立まで

40283V-2-030第 三 、 第 四 水 俣 病 「白 認 定 」 坂東克彦

40985V-2-031新 潟水俣病 の教 える もの 坂東克彦

41783V-2―032新 潟水俣病 の現状 と今 日の問題点 坂東克彦

42085V-2-033新 潟水俣病第1次 訴訟

42883V-2-034水 俣 病 の 真 実

43385V-2-035

坂東克彦

坂東克彦

新潟水俣病闘争の到達点と今後の 坂東克彦
課題

一160_

文書宛先 年月日 備考

1969年8月10日 『日本 民法協亅38号

1970年6月2日 『ジュ リス ト』公害特集

号掲載

1970年7月19日 『朝 日ジャーナル』vo1.12N
α29

1970年9月20日 『月刊 いの ち』48号

1970年9月21日 『新潟 日報』1970年9月

21日 付

1970年9月25日 『労 働 法 律 旬 報』752 ,753合併号(青年法律

家協会第2回 全国
公害研究 集会

報告集(第2集)
よ り)

1970年10月26日 『東京大学新聞』1970年

10月26日 付

1971年1月 『公害 の法社会学』

1971年2月 『法律時報』1971年7月

号臨時増刊

1971年4月19日 『現代社 会 と公害』(公

開 自主講座 『公害原論』

第2学 期)細 川一氏の
はが きが挿入 されてい

る。

1971年6月24日 『法律時報』1971年7月

号臨時増刊

1971年7月23日 新潟水俣病裁判の報告
～25日(青 法協 合同部会新潟

支部)

1971年8月19日 東北 弁護士連合会

1971年9月 『市民』第4号

1971年11月 『月 刊 い の ち』61号

1971年11月15日 『ジ ュ リ ス ト』No493

1971年11月 『法 律 時 報 』vol.43

Nα14

1971年12月 『法 学 セ ミナ ー 』1971年

12月 号

1971年12月5日 『賃 金 と 社 会 保 障 』

No.586,587

1971年12月5日 『賃 金 と社 会 保 障』

Nα586,587

1971年12月5日 『賃 金 と社 会 保 障』

Nα586,587

1971年12月15日 『公 害 と日本 の科学』

NQ3(別 冊 『日本の科学

者』)

1972年10月 『月刊百科』121号

1973年7月27日 青年法律家協会第5回
～28日 全国公害研究集会。「新

潟水俣病問題に関する
協定書』添付

1974年8月2日 青年法律家協会第6回
～4日 全国公害研究集会

1976年

1979年7月

1973年

1973年1月

『民主主義教育』26号

『ジ ュ リ ス ト』増 刊
1979年7月31日

『新潟 県弁護士会史亅第
3巻

『月 刊 い の ち』vol.7.9
Nα81

1973年12月1日 『議会 と自治体』176号



V-2坂 東論文 Ree―62

窮 麗 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

43783V-2-036

44283V-2-037

45485V-2-038

46185V-2-039

47185V-2-040

47885V-2-041

48185V-2-042

新潟水俣病の現状 と課題 坂東克彦
新潟水俣病弁護団夏期合宿にあ 坂東克彦
たって

水俣学校 〔講演記録〕 坂東克彦
足尾鉱毒事件と水俣病 坂東克彦

新潟水俣病報告 坂東克彦

新潟水俣病第2次 訴訟の見 どころ 坂東克彦
聞 きどころ

新潟水俣病第2次 訴訟の意味する 坂東克彦
もの

48285V-2-043新 潟水俣病 その歴史 と現実

48986V-2-044

49786V-2-045

509-V-2-046

510-V-2-047

519-V-2-048

520―V-2-049

〔新潟水俣病闘争発展のために〕

新潟 「水俣病」

新潟水俣病 と昭和電工の態度

現代 日本の公害の特徴点

基本的要求の正当性 を確認

法律家からみた科学

坂東克彦

坂東克彦

坂東克彦

坂東克彦
坂東克彦

坂東克彦

坂東克彦

522-V-2-050ミ ナマタの真実 坂 東克彦

527-V-2-051水 俣病訴訟の上告 は疑問一 ハ ンセ 坂東 克彦
ン病訴訟控訴断念 の一方 で

1982年4月 『公害研 究』

1986年8月16日
～17日

1986年11月1日

1987年3月1日 新 潟水俣病研 究会 シ ン

ポ ジウム

1987年5月7日

1992年3月1日 『研究所通 信』38号(に

いが た 県 民 教 育 研 究

所)

1993年3月1日 『研 究所通信』39号(に

い が た 県 民 教 育 研 究

所)

1994年1月30日 新潟 県中途 視覚障 害者

連絡会議学 習会

1968年11月 『教育 』NQ228

1971年1月25日 『さん しゃ』No4

1971年12月 『住民 と自治』No103

1975年2月 『昭 和49年 度 理 科 研 究

集録』No14

1997年7月 『理科教室』Nα506

2001年6月19日 『朝 日新聞』2001年6月

19日 付夕刊
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VI新 潟水俣病裁判被告側関係史料
Reel63

暴尋 了嬉 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備 考

Ree―63

V――1昭 和電工鹿瀬工場基礎資料

003-VI-1-001

004-VI-1-002

00787VI-1-003

01988VI-1-004

Reel63

昭電発行関係文書 〔目録〕

北川徹三関係文書 〔目録〕

〔昭和電工提 出資料一鹿瀬工場配 昭和電工株式会社
地図、アセ トアルデヒド製造工程
図、鹿瀬工場事故記録など〕

〔水銀使用料、アセ トアルデヒド使 昭和電工株式会社
用量など〕

V――2『 鹿 瀬 工 場 タ イ ム ス』 分 析Reel63

ヱ2289VI-2-001『 鹿 瀬工場 タイム ス』第1～77号 昭和電工株 式会 社

23490VI-2-002『 鹿 瀬工場 タイム ス』第78～164号 昭和電工株式会社

1950年6月1日 「総 合 解 説 」 参 照 。
～1956年10月5

日

1956年11月5日
～1966年1月25

日

V―-3安 全 工 学 協 会Ree―63

346

349

350

352

91VI-3-001

91VI-3-002

91VI-3-003

91VI-3-004

35491VI-3-005

35591VI-3-006

35991VI―3-007

36091VI-3-008

370-VI-3-009

37991VI-3-010

39091VI-3-011

北川資料

年代別資料(北 川、安全工学協会)

資料解説 宇井純

水銀中毒事故原因調査委員会(第 安全工学協会
1回)議 事録

重大公害問題の処理 についての意 安全工学協会
見

阿賀野川水銀中毒事故原因に関す 安全工学協会
る厚生省疫学研究班報告(1967年
4月)に 対する批評

書類御送付の件 安全工学協会

水銀中毒事故原因調査委員会議事 安全工学協会
録(第4回)

水銀中毒事故原因調査委員会議事 安全工学協会
録(第4回 、第5回)

阿賀野川河口沿岸における水銀中
毒事故の原因に関する考察(案)

阿賀野川河口沿岸における水銀中 安全工学協会
毒事故の原因に関する考察(水 銀
中毒調査委員会中間報告書)

1966年12月23日

1967年7月

1967年10月18日

1967年11月11日

1967年10月14日

1968年1月

1968年3月31日 「新潟水銀中毒事件特
別研究報告書第3編水
銀中毒の疫学的調査研
究(1967年4月)に 対
する批評」が付録され
ている。
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W新 潟水俣病裁判行政側関係その他の史料
Ree―64～66

暑粤Zア茗 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備 考

Reel64

V皿一1 新 潟 県 衛 生 部 医 務 課 副 参 事 枝 並福 二 日記

(1965年5月31日 ～1968年6月26日)Reel64

00392VI卜1-001

10193V― ―-1-002

17994V1―-1-003

有機水銀中毒症日誌〔枝並 日記1〕 枝並福二 ・井越嘉弥
(新潟県衛生部医務課)

有機水銀中毒症日誌〔枝並 日記2〕 枝並福二
(新潟県衛生部 医
務課副参事)

有機水銀中毒症 日誌〔枝並日記3〕 枝並福二
(新潟県衛生部 医
務課副参事)

VII-2政 府 関 係 資 料

28495VI―-2-001

28695VI卜2-002

288-VII-2-003

30895VII-2-004

30995VII-2-005

31195VII-2-006

32295VI卜2-007

Reel64

熊本県水俣地方に発生 した奇病に 松田心一ほか
関する厚生科学班の調査研究成績
について(第 一報)

熊本県水俣地方に発生 した奇病に 厚生科学研究班
関する厚生科学班の調査研究成績
について(第 二報)

新潟県水銀中毒事件の原因究明に 厚生省
対する研究班報告概要

阿賀野川事件の報告書の今後の取
扱いについて

〔手紙〕 松田心一

〔冊子〕水俣市における中枢神経系 厚生科学研究班
疾患の研究(第2報)

水俣地方に発生 した中枢神経系疾 伊藤蓮雄
患に関する疫学的臨床的研究

33695Vll-2-008裁 判 資 料 の 送 付 に つ い て

33895Vll-2-009裁 判 資 料 の 送 付 に つ い て

34095VH-2-010裁 判 資 料 の 送 付 に つ い て

34195VH-2-011

34695Vn-2-012

35095VI1-2-013

35695Vll-2-014

35895VH-2-015

36095VH-2-016

36695Vn-2-017

37695Vn―2-018

38095V11-2―019

38295VlI―2-020

1965年5月31日 「総 合 解 説 」 参 照 。
～1966年2月23

日

1966年2月24日103コ マ 目 の 頁 に 「S.
～11月22日40 .2.24」 と記 述 さ れ

て い る が 、 「S41.2.

24」 の 誤 りで あ る 。

1966年11月30日
～1968年6月26

日

1957年9月18日 『週刊 医学通 信』第530

号

1957年12月11日 『週刊 医学通信』第538

号

1967年4月18日1-7-038、1-9-1一 甲8号

証 を 参 照 。

1967年4月18日 厚 生 省 内 部 の 覚 書 き〇

1967年4月20日

1957年7月12日

1957年
(熊本県水俣保健所)
他

厚生省環境衛生局 新潟地裁第一民事部1968年6月26日
食品衛生課

厚生省環境衛生局 新潟地裁第一民事部1968年6月1日
食品衛生課

厚生省環境衛生局 新潟地裁第一民事部1968年7月2日
食品衛生課

特別研究促進調整費 による新潟水
銀中毒事件解明の為の研究進行状
況

新潟水銀中毒事件原因究明に対す
る研究成績に関する昭電側の意見

新潟県阿賀野川沿岸部落に発生 し 厚生省疫学研究班
た有機水銀中毒症に関する研究報
告書 〈昭和41年3月)中 の本症の
発生 に関する論拠 と結論(昭 和41
年10月)

農薬工業会意見

食品衛生調査会 「河川汚濁に伴 う
汚染食品に起因する危害事故防止
対策特別部会(略 称豊川委員会〉
の審議経過

水銀特別部会 における瀬辺恵金
〔鎧〕氏(元 熊本大学教授)の 説

明資料

食品衛生調査会常任委員会審議要約 厚生省特別会議会

新潟県水銀中毒事件の原因究明に
対する研究班報告概要

諮問書(昭 和42年4月20日 厚生省 食品衛生調査会委 厚生大臣坊秀男
環第434号)に 対する答申 員長小林芳人

嘱託書

1967年4月12日

1996年10月

1966年12月9日

1967年7月13日

1967年8月30日

1967年8月30日

新潟地裁第一民事部 厚生省環境衛生局1968年5月7日

Vll-2-003を 参 照 。
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Reel64 皿 新潟水俣病裁判行政側関係その他の史料

暴薹 τ犠 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

38395VH-2-021

38495VI卜2-022

38596VH-2-023

38796VH-2-024

38896VII-2-025

39896VI卜2-026

40196V― ―2-027

40296VI卜2-028

40596VII-2-029

40696Vl―2-030

41096VII-2-031

41196VII-2―032

41296VI卜2-033

41396VII-2―034

42996VI卜2-035

43296Vl―2-036

43596VII-2-037

43896VI―2―038

44096VI1-2-039

44596VI―-2-040

45096VI1-2-041

45296VI卜2-042

45396VI卜2-043

45496VII-2-044

45496VlI-2-045

45596VI卜2-046

456-VII―2-047

461-VI1-2-048

475-VII-2-049

476-V― ―2-050

476―VII-2-051

477～V1卜2-052

478-VH-2-053

479―VH-2-054

481-VII-2-055

482-V1―2―056

483-VlI-2-057

疫学班報告書正誤表

尋問事項 証人松田心一

阿賀野川水銀中毒事件について 厚生省1968年10月9日 『官報』12547号 付録
資料版No545

第8回 日本医学会シンポジウム1968年9月20日

新潟県阿賀野川河口附近における 衆議院議員小澤貞 衆議院議長石井光次郎1967年8月10日
水銀中毒事件の調査等に関する質 孝(民 社党)
問主意書

衆議院議員小澤貞孝君提出新潟県阿 内閣総理大臣佐藤栄作 衆議院議長石井光次郎1968年1月30日
賀野川河口附近における水銀中毒事
件に関する質問に対する答弁書

阿賀野川水銀中毒事件について 通産省1968年1月5日

新潟県阿賀野川流域における水銀 通商産業大臣 科学技術庁長官1967年12月28日
中毒に関する特別研究について 椎名悦三郎 鍋島真紹

新潟水銀中毒事件に関する厚生省 通商産業省化学工 厚生省環境衛生局1967年9月20日
の見解について 業局長吉光久 長松尾正雄

新潟水銀中毒事件に関する厚生省 厚生省環境衛生局 通商産業省化学工1967年10月4日
の見解について 長松尾正雄 業局長吉光久

新潟水銀中毒事件に関する厚生省 厚生省環境衛生局 通商産業省化学工1967年10月13日
の見解について 長松尾正雄 業局長吉光久

新潟県阿賀野川流域における水銀 農林大臣倉石忠雄 科学技術長官1967年10月20日
中毒に関する特別研究について

新潟県阿賀野川流域における水銀 経済 企 画庁 長 官 科学技術長官
中毒に関する特別研究について 宮澤喜一 鍋島真紹

新潟県阿賀野川下流域に発生 した 厚生省食品衛生課
水銀中毒事件

最後の審判を待つ新潟 ・水俣病

第52国会 衆議院産業公害対策特
別委員会の記録

第52国 会 参議院社会労働委員会
の記録

第52国会 衆議院科学技術振興対
策特別委員会の記録

第52国会 衆議院科学技術振興対
策特別委員会の記録

産業開発の趨勢 と公害対策の進路 清浦雷作

第56国会 衆議院産業公害対策特
別委員会の記録

阿賀野川水銀中毒各省の見解でそ
ろう。通産省は工場廃液説に異論

水俣病患者はいまもなお

水俣病に関する見解 と今後の措置 厚生省

「新潟水銀中毒に関する特別研究」科学技術庁
についての技術的見解

阿賀野川水銀中毒についての今後 厚生省
の措置

新潟県水銀中毒の原因究明に対す 厚生省
る研究班報告概要

〔冊子〕阿賀野川沿岸部落に発生 し 新潟県衛生部
た有機水銀中毒症の概要

有機水銀中毒事件通知文一覧表 新潟県環境衛生課

〔判読不能〕 新潟県衛生部長

農薬の空容器等の漂流による危害 新潟県衛生部長
防止の徹底について(通 知)市 東西保健所長

農薬の空容器等の安全処理につい 新潟県衛生部長
て(通 知)

新潟地震災害による漂流農薬の危 新潟県衛生部長
害防止について(依 頼)

新潟地震災害による漂流農薬の危 新潟県衛生部長
害防止について(依 頼)

新潟県水銀中毒研究本部組織
阿賀野川生棲魚の有機水銀保有量
の経時変化成績について

新潟市有機水銀被害対策協議会
日程

1967年12月15日

1967年10月

1966年2月

1966年11月

1966年12月

1967年2月

1967年3月

1967年10月

1967年10月

1968年2月

『食品衛生研究』1967年

10月 号

『公害 と対策』vo1.2Nα2

『公害 と対策』voL2NQ10

『公 害 と対 策 』vo1.2No11

『公害 と対策』voL3Nα2

『公 害 と対 策 』vo1.3NQ3

『公害 と対策』voL3MO

『公害 と対策』vol.3Nα10

『公 害 と対 策 』vo1.4NQ2

1968年11月 『公 害 と対 策 』voL4Nα11

1968年9月26日 『公 害 と対 策 』vo1.4NQ11

1968年9月26日 『公 害 と対 策 』vo1.4Nα11

1968年9月26日 『公 害 と対 策 』vol.4Nα11

1967年5月 『官公庁公害専門資料』

vol.2Nα3

1966年7月

各保健所長,新 潟1964年7月26日

新潟県経済農業協1964年7月23日
同組合連合会長,
新潟県農薬販売協
会長

市町村長1964年7月3日

各保健所長,新 潟1964年6月3日
市東西保健所長,
県警察本部長,新
潟海上保安部長,
山形 県衛 生 本 部
長,秋 田県厚生部
長

1966年8月17日 「総合解説」参照。
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VⅡ一3新 潟市厚 生常任委 員会

暑毒zア茗 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先

484-VI―-2-058

485-Vll-2-059

486-Vl―-2-060

490-Vll-2-061

新潟市有機水銀被害対策連絡協議
会会則(案)

新潟市有機水銀被害対策連絡協議
会会則第3条 の構成員名簿

工業排水の水質調査報告依頼につ 通商産業省軽工業局長
いて

〔冊子〕直江津海域の水銀汚染に係 環境庁,新 潟県
る環境調査報告書

Reel65

V皿一3新 潟 市 厚 生 常 任 委 員 会(1965年 ～1968年)

00497V1―-3-001

02097VII-3-002

02297VII-3-003

02897VI―-3-004

03197VII―3-005

03397Vl― ―3-006

03897VIl-3-007

04497VH-3-008

04797VII-3-009

04997VH-3-010

05397Vl卜3-011

05797VH-3-012

06097VH-3―013

06497VII-3-014

07297VII-3-015

07597VH-3-016

07897VI―-3-017

08197VIl-3-018

08797VI1-3-019

09097Vll-3-020

09297VI1-3-021

09597VIl-3-022

09797VI卜3-023

10097VH-3-024

10597Vn-3-025

厚生常任委員協議会会議録 厚生常任委員協議会

資料の訂正方について 新潟市衛生部長

厚生常任委員協議会会議録 よ り 厚生常任委員協議会
新潟水俣病に関する部分の抜粋

厚生常任委員会会議録 より 公害 厚生常任委員協議会
問題に関する部分の抜粋

厚生常任委員会会議録 より 新潟 厚生常任委員協議会
水俣病に関する部分の抜粋

厚生常任委員会会議録 より 新潟 厚生常任委員協議会
水俣病に関する部分の抜粋

厚生常任委員会会議録 より
水俣病に関する部分の抜粋

新潟 厚生常任委員協議会

厚生常任委員会会議録 より 新潟 厚生常任委員協議会
水俣病に関する部分の抜粋

厚生常任委員会会議録 より 水俣 厚生常任委員協議会
病患者への貸付金に関する部分の
抜粋

厚生常任委員会会議録より 新潟 厚生常任委員協議会
水俣病に関する部分の抜粋

厚生常任委員会会議録より 新潟 厚生常任委員協議会
水俣病に関する部分の抜粋

厚生常任委員会会議録より 新潟 厚生常任委員協議会
水俣病に関する部分の抜粋

厚生常任委員会会議録より 新潟 厚生常任委員協議会
水俣病に関する部分の抜粋

厚生常任委員会会議録 厚生常任委員協議会

厚生常任委員会会議録より 請願 厚生常任委員協議会
第291号 第14項(水 俣病の原因を徹
底的に究明することなど)の 採決
に関する部分の抜粋

厚生常任委員会会議録より 新潟 厚生常任委員協議会
水俣病に関する部分の抜粋

厚生常任委員会会議録より 新潟 厚生常任委員協議会
水俣病に関する部分の抜粋

厚生常任委員会会議録より 公害 厚生常任委員協議会
問題に関する部分の抜粋

厚生常任委員会会議録 より 請願 厚生常任委員協議会
第291号 第14項(水 俣病の原因を徹
底的に究明することなど)の 採決
に関する部分の抜粋

厚生常任委員会会議録より 予算 厚生常任委員協議会
に関する部分の抜粋

厚生常任委員会会議録より 公害 厚生常任委員協議会
問題に関する部分の抜粋

厚生常任委員会会議録より 請願 厚生常任委員協議会
第291号 第14項(水 俣病の原因を徹底的

に究明することなど)の 採決
に関する部分の抜粋

厚生常任委員会会議録 より 有機 厚生常任委員協議会
水銀中毒症対策費に関する部分の
抜粋

厚生常任委員会会議録より 新潟 厚生常任委員協議会
水俣病に関する部分の抜粋

厚生常任委員会会議録より 予算 厚生常任委員協議会
に関する部分の抜粋

一165―

Ree―65

年月日 備考

1959年11月10日 「総合解説」参照。

1975年4月

Reel65

1965年6月17日

1965年6月18日

1965年8月26日

1965年9月13日

1965年11月20日

1965年12月14日 「水 銀 中毒 患者 及 び水

銀保有者 に対 する特別

措 置 要綱 実 施 に つ い
て」 を添付。

1965年12月18日 「水銀 中毒 患 者 及 び水

銀保有者 に対す る特別

措置要綱」 を添付。

1966年3月17日

1966年3月23日

1966年3月28日

1966年6月4日

1966年7月29日

1966年8月12日

1966年9月1日

1966年9月3日

1966年9月29日

1966年10月3日

1966年11月9日

1966年12月15日

1966年12月17日

1966年12月21日

1967年2月24日

1967年3月15日

1967年6月24日

1967年9月25日



Reel65 VⅡ新潟水俣病裁判行政側関係その他の史料

基羃Z望 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

10897Vll-3-026

11097VII-3―027

11297VH-3-028

11497Vll-3-029

11797VI卜3-030

11997VII-3-031

.Z2297VII-3-032

厚生常任委員会会議録より 水俣 厚生常任委員協議会
病患者への貸付金に関する部分の
抜粋

厚生常任委員会会議録 より 水俣 厚生常任委員協議会
病患者への貸付金に関する部分の
抜粋

厚生常任委員会会議録 より 水俣 厚生常任委員協議会
病患者への貸付金に関する部分の
抜粋

厚生常任委員会会議録 より 新潟 厚生常任委員協議会
水俣病に関する部分の抜粋

厚生常任委員会会議録 より 公害 厚生常任委員協議会
問題に関する部分の抜粋

厚生常任委員会会議録 より 有機 厚生常任委員協議会
水銀中毒症対策費に関する部分の
抜粋

厚生常任委員会会議録 より 水俣 厚生常任委員協議会
病患者への貸付金に関する部分の
抜粋

1967年12月8日

1967年12月21日

1968年2月29日

1968年3月27日

1968年5月6日

1968年9月14日

1968年9月17日

皿 一4新 潟 市 議 会 会 議 録(1965年 ～1969年)Reel65

12698VII―4-001

一Z3298Vl卜4-002

13798V夏 ―-4-003

14198VH-4-004

14598V1卜4-005

14798V夏 卜4-006

15498VI1―4-007

15698VII-4―008

16298VI卜4-009

新潟市議会会議録(1965年9月 定 新潟市議会
例会第1号)よ り 林弘二議員の
質問 と渡辺浩太郎市長 の答弁 中
新潟水俣病 に関する部分の抜粋

新潟市議会会議録(1966年3月 定 新潟市議会
例会第2号)よ り 須田清議員の
質問 と渡辺浩太郎市長 の答弁中
新潟水俣病に関する部分の抜粋

新潟市議会会議録(1967年3月 定 新潟市議会
例会第5号)よ り 山名正二議員の
質問 と渡辺浩太郎市長の答弁中
新潟水俣病に関する部分の抜粋

新潟市議会会議録(1967年5月 定 新潟市議会
例会第4号)よ り 目黒武尚議員
の質問と渡辺浩太郎市長の答弁中
公害問題一般に関する部分の抜粋

新潟市議会会議録(1967年9月 定 新潟市議会
例会第2号)よ り 山名正二議員
の質問と渡辺浩太郎市長の答弁中
新潟水俣病に関する部分の抜粋

新潟市議会会議録(1968年3月 定 新潟市議会
例会第2号)よ り 議員(3名)
の質問と渡辺浩太郎市長の答弁中
公害問題一般および新潟水俣病に
関する部分の抜粋

新潟市議会会議録(1968年5月 定 新潟市議会
例会第1号)よ り 山名正二議員
の質問と渡辺浩太郎市長の答弁中
新潟水俣病に関する部分の抜粋

新潟市議会会議録(1968年12月 定 新潟市議会
例会第1号)よ り 山名 正二議
員 ・林弘二議員の質問 と渡辺浩太
郎市長の答弁中 新潟水俣病に関
する部分の抜粋

新潟市議会会議録(1969年3月 定 新潟市議会
例会第2号)よ り 山名正二議員
の質問 と渡辺浩太郎市長の答弁中
新潟水俣病に関する部分の抜粋

1965年9月10日

1966年3月16日

1967年3月14日

1967年6月19日

1967年10月2日

1968年3月15日

1968年5月31日

1968年12月9日

1969年3月14日

1皿一5新 潟 県 ・新 潟 市 関 係 資 料Reel65

16699V11-5-001

19299VII-5-002

20399VI1-5-003

21499VI1-5-004

21599V11―5-005

34599Vll-5―006

〔冊子〕有機水銀中毒対策の経過概 新潟県
要

〔冊子〕有機水銀中毒対策の経過概 新潟市
要

新潟県有機水銀中毒症対策の概要

有機水銀中毒関係健康調査個人票

〔冊子〕衛生年報(業 務編)昭 和 新潟県衛生部
41年

阿賀野川沿岸部落に発生 した有機 新潟県衛生部
水銀中毒症の概要 昭和41年7月

1967年8月15日

1966年7月

1964年11月12日 ～1967

年12月7日 の 経 過 概 要

1965年5月31日 ～1967

年12月27日 の 経 過 概 要

1965年5月31日 ～1966

年10月28日 の 経 過 概

要 。IX-6-008も 参 照 。

一166_



VⅡ一6新 潟市公害対策審議会他 Reel66

暑羃 記ア乏 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

359100VII-5-007

361100VI―-5-008

363100VH-5-009

364100VII-5-010

373-VI― ―5-011

公害に係る健康被害の救済に関す 新潟県知事亘四郎 環境庁長官大石武1971年9月30日
る特別措置法等の改正 について 一
(要望)

環境庁環境保健部88年 度後期分 環境庁環境保健部1988年11月 「極秘資料」
「環境保全総合調査研究促進調整

費」の要望書(案)

水俣病認定申請却下処分に係る審 環境庁1971年8月7日
査請求事案の経過について

〔冊子〕関川水系水銀汚染健康被害 新潟県衛生部1974年5月
調査結果報告書

通産省照会 と回答 昭電側見解に
対する反駁 とその資料

Reel66

皿一6新 潟 市 公 害 対 策 審 議 会(1984年 ～1985年)他

003CVII-6-001辞 令 書

004CVH-6-002

005CVl1-6-003

006CVII-6―004

007CVI1-6-005

008CVII-6-006

009CVII-6-007

010CVII-6-008

011CVI1-6-009

012CVII-6-010

013CVII-6-011

015CVII-6-012

016CVH-6-013

018CVII-6-014

020CVH-6-015

023CVH-6-016

025CVI1-6-017

031CVH-6-018

043CV夏 卜6-019

044CVI1-6-020

045CVII-6-021

047CV皿 一6-022

052CVIl-6-023

054CVH-6-024

新潟市長

第1回 新潟市公害対策審議会の開 新潟市長
催について(案 内)

新潟市公害対策審議会委員名簿

新潟市公害対策審議会専門部会委
員名簿

新潟市公害対策審議会専門部会委
員名簿

「新潟市 における公害第17集 」の送 新潟市保健環境部
付について 環境対策課長

第1回 新潟市公害対策審議会会議
次第

第1回 新潟市公害対策審議会専門 新潟市公害対策審議会
部会の開催 について(案 内)

第1回 新潟市公害対策審議会専門
部会次第

新潟市における環境保全基本方針 新潟市公害対策審議会
に係 る検討依頼の取扱いについて 会長
(通知)

新潟市公害対策審議会条例(昭 和
46年10月11日 条例第30号)

〔審議会に欠席す る場合の連絡依 新潟市保健環境部
頼〕 環境対策課

公害対策審議会の視察 につ いて 新潟市公害対策審議会
(案内)&公 害対策審議会の視察 会長

について(案)

暑気払いの開催について(案 内)長 崎明
(新潟市公害対策
審議会),
古俣雅夫
(新潟市公害対策
審議会)

新潟市公害対策審議会専門部会の
設置 に つ い て(案)&検 討 事 項
(案)&環 境管理計画策定・環境影

響評価制度化 までの手順(案)

〔第2回 環境影響評価部会の資料 新潟市保健環境部
送付 について&配 布資料一覧〕 環境対策課

新潟市における環境影響評価制度
のあ り方について(検 討用資料)

新潟市における環境問題 新潟市保健環境部

環境影響評価実施状況

環境影響評価条例 ・要綱等手続比
較表

〔新潟市 生活環境 基準 か らの抜粋
&(新 潟市生活環境基準に明記

された)理 念及び基準への基本的
対応の抜粋〕

〔新潟市第三次総合計画か らの抜
粋〕

大規模開発の今後の見通 し

地方公共団体 における 〔環境影響
評価〕制度化の動向

Ree―66

1984年12月1日 坂東克彦 を、新潟市公

害対策審議会委員 に委

嘱 した もの。

1984年12月11日

1984年12月1日

1985年2月5日

1985年4月22日

1984年12月18日

1984年12月25日

1985年3月16日

1985年3月29日

1985年5月17日

1971年10月11日

1985年7月26日

1985年7月10日

1985年5月18日

Vl1-6-016の 添 付 資 料 。

VII+016の 添 付 資 料 。

VI1―6-016の 添 付 資 料 。

VII-6-016の 添 付 資 料 。

VI―-6-016の 添 付 資 料 。

VI―-6-016の 添 付 資 料 。

VII-6-016の 添 付 資 料 。

VII-6-030の 添 付 資 料 。

一167一



Ree―66 皿 新潟水俣病裁判行政側関係その他の史料

罍羃 疋咾 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

055CVI―6-025

056CVI卜6-026

056CVI―6-027

059CVH-6-028

066CVII-6-029

072CVII-6-030

075CVI―-6-031

076CVII-6-032

077CVI卜6-033

200CVII-6-034

218CVII-6―035

227CVI卜6-036

249CVII-6-037

〔環境影響評価〕手続の流れ(尼 崎
市)

各種公共事業に係 る環境保全対策
について(昭 和47.6.6閣 議了解)

環境影響評価制度のあ り方につい
て(答 申)(昭和54.4.10中 公審171)

生活 と環境昭和60年2月 号 よ り 奥主喜美
「環境影響評価実施要綱の閣議決

定について」

個別法等に基づ く環境保全措置に 新潟県
関する指導指針(新 潟県)(昭和53.
5.1新 潟県制定)

第2回 環境影響評価部会次第&配
布資料一覧(追 加分)&検 討用資料
一部修正

環境影響評価制度導入における検
討項目について(案)

環境影響評価部会開催予定

〔冊子〕新潟市における公害(第17新 潟市
集)(昭 和58年4月 ～昭和59年3
月)

〔冊子〕にいがたの環境一公害のな 新潟市
い水 と緑の街 を求めて

〔冊子〕新潟市基本構想

〔冊子〕クリーン都市新潟を求めて 新潟市公害対策審議会
一横浜市

、川崎市、鎌倉市におけ
る環境保全対策調査結果

東北電力株式会社新潟港火力発電 新潟市,新 発田市,
所の公害防止 に関する協定書&新 豊栄市,紫 雲寺町,
潟港火力発電所公害防止計画書 豊浦町,聖 篭町,

加治川村,東 北電
力株式会社

VII-6―030の 添 付 資 料

1972年6月6日VH-6-030の 添 付 資 料

1979年4月10日Vl1-6-030の 添 付 資 料

1985年2月

1978年5月1日

1985年5月24日

1983年4月 ～

1984年3月

1984年12月

1984年12月

1984年12月20日

V皿一7行 政 不 服 新 潟 県Reel66

264101VII-7-001

265101W-7―002

266101VII-7-003

280101VII-7-004

288101Vll-7-005

290101W-7-006

294101VII-7―007

295101VI1-7-008

296101VI1-7-009

297101VI1-7-010

299101VII-7-011

300101VII-7-012

301101V璽 卜7-013

302101VI1-7-014

304101VI1-7-015

〔新潟県に対す る不服審査に必要 新潟水俣病弁護団 県不服審査担当者1985年7月
な資料の送付 について〕 事務局

ウグイの体長の度数分布

〔冊子〕水俣病の検査のしおり一認 新潟県衛生部環境1985年1月
定申請をなされた方へ 衛生課

〔冊子〕水俣病審査請求事件昭和54久 保田道助(処 分
年第54～57号 ・遠藤武外3名)第 庁たる新潟県の代
6回 口頭審理意見陳述書 理人)

認定申請書&認 定申請書記入要領

内水面漁業漁獲量 農林水産省新潟統
計調査事務所

12月

阿賀野川産魚類の総水銀の年次推 新潟県生活環境部
移

地区別 ・年齢階層別自覚症状発現
頻度 昭和44年 度脳卒中予防特別
対策第一次検診受診者について

「疾病、傷害および死因統計分類提 厚生省大臣官房統
要 昭 和54年 版 第3巻 」よ り 計情報部
「第1編 疾病および傷害の性質
の索引表」ならびに索引の解説

阿賀野川産ウグイ年別体長度数分
布表&ウ グイ全域体長別採捕率

「総合解説」参照。

提 出物件Nα18

提出物件No19

1985年4月26日 提出物件Nα20

提 出 物 件No9-(1)

1964年 ～66年12提 出 物 件Nα9-(2)

月10日 、1982年

1979年3月31日 提 出 物 件Nα9-(3)

提 出物件NQ10

1979年3月20日 提 出物件Nα11

提 出物件Nα17

水俣病審査請求事件(昭 和54年 第 処分庁新潟県知事 公害健康被害補償1984年9月6日
54～57号 ・遠藤武外3名)第4回 君健男 審査会
口頭審理陳述予定書

上申書 審査請求人遠藤武他 公害健康被害補償1984年5月25日
審査会

水俣病審査請求事件(昭 和54年 第 処分庁新潟県知事 公害健康被害補償1984年12月4日
54～57号 ・遠藤武外3名)第5回 君健男 審査会
口頭審理陳述予定書

新潟水銀中毒事件特別研究報告書1967年4月
(厚生省分担研究分)よ り 「神

経症状」「各症状出現頻度(患 者26
名について)」

答申内訳 新潟県、新潟市1978年2月17提 出物件Nα5より
日、1976年2月
3日
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皿一8現 場写真V卜9中 央公害対策審議会史料 Reel66

鍔zア茗 史料番号

306101VH-7-016

文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

307101VI―-7-017

308101V夏 ―-7-018

309101VII-7-019

水俣病判断に関する主張整理のた
めの図表

水俣病認定検討会 の設置 につい 環境庁企画調整局
て&水 俣病認定検討会構成員名簿 環境保健部保健業

務課
回答を保留 した事項(54 .10.24分)答申区

分3と4の 違いについて

採捕及 び食用規制通知の一覧表
(阿賀野川生息魚類の行政指導経

過概要 昭和40～51年 度)

提 出物件No29

提 出物件No30

提出物件No31

提 出 物 件No-(4)

皿―8現 場 写 真Ree―66

314-VH-8-001 昭電鹿瀬工場廃棄物捨場決壊によ 阿賀野川漁業協同
る被害写真&新 聞報道 組合

354-V1― ―8-002通 船川(亀 田郷土地改良 区)写 真

皿一9中 央公害対策審議会史料

358-VII-9-001

382-VI卜9-002

402-VH-9-003

426-Vl1-9-004

447―VI―-9-005

Reel66

中央公害対策審議会環境保健部会 中央公害対策審議会
水俣病問題専門委員会議事速記録
(第4回)

中央公害対策審議会環境保健部会 中央公害対策審議会
水俣病問題専門委員会議事速記録
(第5回)

中央公害対策審議会環境保健部会 中央公害対策審議会
水俣病問題専門委員会議事速記録
(第6回)

中央公害対策審議会環境保健部会 中央公害対策審議会
水俣病問題専門委員会議事速記録
(第7回)

中央公害対策審議会環境保健部会 中央公害対策審議会
水俣病問題専門委員会議事速記録
(第8回)

1959年1月2日1959年1月12日 、 昭 和

1964年6月

電工鹿瀬工場の裏山の
残滓捨場が崩壊 し、阿
賀野本流の魚を全滅さ
せた。

「総合解説」参照。

1991年7月31日 「総 合解 説」参照。

1991年9月2日

1991年10月9日

1991年10月29日

1991年11月2日
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―皿 熊本水俣病関係史料

Reel67、68

蕃毒 τ嗜 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備 考

珊ト1熊 本水俣病市民会議

Ree―67

Reel67

003102Vl1―-1-001

014102V― ―卜1-002

017-V旧 一1-003

019102Vm―1-004

022-V―1―-1-005

024102Vll―1-006

水俣市漁獲高調 水俣市

熊本県水俣市に発生 したいわゆる 厚生省公衆衛生局
水俣病の研究成果及びその対策に
ついて

いわゆる水俣病 に関する医学的調 厚生省科学研究班
査研究成績 主任研究員松田心一

水俣奇病対策について 水俣市市長中村止 熊本県経済部長

尾崎熊大医学部長 より工場 に対す
る質問書に対 し昭和32年12月20日
同工場長 より寄せられた回答の要
旨

契約書 新日本窒素肥料株
式会社,水 俣市漁
業協同組合

026102V― ――1-007契 約 書

030102V― ――-1-008覚 書

032102刪 一1-009了 解 事 項

033-Vm-1-010契 約 書

034-V―1―1-011覚 書

035-Vm-1-012覚 書

036102V― ―1-1-013覚 書

037102VII―1-014諒 解 事 項

038102Vm-1-015決 議 文

039102Vll―1-016

040102V―1―-1-017

041102Vm-1-018

新 日本窒素肥料株
式 会 社,渡 辺 栄
蔵 ・中津美芳 ・竹
下武吉 ・中岡さつ
き ・尾上光義 ・前
田則義

新 日本窒素肥料株
式 会 社,渡 辺 栄
蔵 ・中津美芳 ・竹
下武吉 ・中岡さつ
き・尾上光義 ・前
田則義

新日本窒素肥料株
式 会 社,渡 辺 栄
蔵 ・中津美芳 ・竹
下武吉 ・中岡さつ
き ・尾上光義 ・前
田則義

新 日本窒素肥料株
式会社,水 俣病患
者互助会

新 日本窒素肥料株
式会社,水 俣病患
者互助会

チッソ株式会社水
俣工場,水 俣病患
者互助会

チッソ株式会社水
俣工場長徳江毅,
水俣病患者互助会

チッソ株式会社水
俣工場長徳江毅,
水俣病患者互助会

熊本県労働組合総
評議会第16回 定期
大会

昭和31～35年度間水俣病関係支出
額調

水俣市民主市政推進連合協議会会 水俣市民主市政推
則 進連合協議会

水俣病の経過 熊本県環境衛生課

1958年7月7日

1958年11月5日

1957年12月20日

前文書の添付文書

1959年8月30日 「総合解説」参照。 ここ

に収 録 した いわ ゆ る

「見 舞 金 契 約」(vm
-1-006～014)関 連文書

は、水俣市役所に保管

され て い た 青焼 きコ

ピーで押印がない。 こ

れ は行政が 「見舞金契

約」へ関与 したことを
示 している。

1959年12月30日

1959年12月30日

1959年12月30日

1964年4月17日

1964年5月27日

1965年5月21日

1966年6月30日

1966年6月30日

1964年9月26日 新 日本窒素 を名指 しで

公害反対 を決議 してい

るが 「水俣病」 につい

ての記載 がない。

1966年1月30日

1967年
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V皿一― 熊本水俣病 市民会議 Reel67

鍔zア乏 史料番号

042102V皿 卜1-019

043102Vm-1-020

文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

052102VHl-1-021

水俣病 は終っていない1967年5月15日

新潟水俣病(有 機水銀中毒)事 件 新潟県民主団体水 内閣総理大臣佐藤1967年8月 水俣病家庭患者互助会
原因確定 ・即時解決 ・被害者完全 俣病対策会議 栄作 員の名簿。氏名 と住所
援護要求署名簿 の番地は抹消 した。

〔手紙〕 水俣病患者家庭互助会 新潟県民主団体水1967年9月20日 「総合解説」参照。

057102V― ―――1-022〔 手 紙 〕

059102V― ――-1-023水 俣 病 患 者 の 現 況

060102VII―-1-024〔 葉 書 〕

062102V― ―i-1-025〔 手 紙 〕

072102V― ――-1-026〔 手 紙 〕

075102Vm-1-027〔 手 紙 〕

080102V―1―-1-028〔 手 紙 〕

083102VII卜1-029

084102Vm-1-030

085102Vm-1-031

088102VII卜1-032

090102Vm-1-033

091102Vm-1-034

092102V㎜ 卜1-035

093102Vm-1-036

095102V1―1-1-037

097102V― ――-1―038

099102Vm-1-039

101102Vm―1-040

103102Vm-1-041

105102V― ―卜1-042

111102V― ―卜1-043

112102W―-1-044

121102Vl― 卜1-045

ヱ23102V― ―1-1-046

124102Vm-1-047

125102Vm-1-048

126102Vm-1-049

127102V― ―卜1-050

128102V― 皿一1-051

130102Vm-1-052

水俣病患者発生諸統計

中津美芳

坂東克彦

松本勉

俣病対 策会議

水俣病 患者家庭互1967年9月27日

助会会 長中津美芳

1967年11月30日

新潟 県民主団体水1967年12月10日

(熊本県水俣市役 俣病対策会議
所職員労働組合)
坂東克彦 松本勉1967年12月12日

(熊本県水俣市役
所職員労働組合)

松本勉 坂東克彦
(熊本県水俣市役
所職員労働組合)
水俣病患者家庭互 新潟県民主団体
助会会長中津美芳 水俣病対策会議

松本勉 坂東克彦
(熊本県水俣市役
所職員労働組合)

「水俣病研究会」(仮 称)発 足会の 日吉 フミ子
御案内(発 起人代表)

〔手紙〕 松本勉 坂東克彦
(熊本県水俣市役
所職員労働組合)

〔手紙〕 川尻法尓 坂東克彦
(熊本県労働組合
総評議会)

水俣病対策市民会議の発足 にあ 水俣病対策市民会議
たって

水俣病 対策市 民会議 目的 ・会 水俣病対策市民会議
則 ・入会申込書

請願書 水俣病患者家庭互 熊本県議会
助会,水 俣病対策
市民会議

陳情書 水俣病患者家庭互
助会,水 俣病対策
市民会議

〔葉書〕 元山弘 坂東克彦

〔葉書〕 渡辺栄蔵 坂東克彦

『水俣病対策市民会議ニュース』 水俣病対策市民会議
Nα6

公害対策全国連絡会議報告書 公害対策全国連絡会議

『水俣病対策市民会議ニュース』 水俣病対策市民会議
No8

『水俣病対策市民会議ニュース』 水俣病対策市民会議
NQ9

全国の公害反対闘争 を勝利させ る 第11回 総評弁護団
ための決議 全国総会

『水俣病対策市民会議ニュース』 水俣病対策市民会議
NQ10

『水俣病対策市民会議ニュース』 水俣病対策市民会議
NQ11

『水俣病対策市民会議ニュース』 水俣病対策市民会議
NQ12

『水俣病対策市民会議 ニュース』 水俣病対策市民会議
Nα13

水俣病の闘いに対する支援決議 自治労熊本県本部

水俣病の闘いに対する支援決議 水俣市役所職員労働組合青年婦
人部

『水俣病対策市民会議ニュース』 水俣病対策市民会議
Nα17

〔ビラ〕市民の皆 さま チッソ水俣新労働組合

水俣病補償要求 についての考 え方 水俣病対策市民会議
一弁護士の先生のお話

1967年12月18日

1967年12月25日

1967年12月31日

1967年12月31日

1968年1月12日

1968年1月12日

1968年1月27日

1968年2月9日

1968年

1968年3月15日

1968年3月28日

1968年4月4日

1968年4月7日

1968年5月4日

1968年5月15日

1968年5月11日

1968年5月17日

1968年5月26日

1968年6月14日

1968年6月15日

1968年6月17日

1968年6月18日

1968年8月27日

1968年9月

1968年9月3日

1968年9月14日

1968年9月21日

一171―



Reel67 V皿 熊本水俣病関係史料

話弓 冶毳 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

134102Vi― ―1-053〔 ビ ラ 〕 水 俣 市 民 の 皆 様 へ

136102V― ――1-054

137102VI1―1-055

139102V皿 ―-1-056

140102V― ――1-057

142102V― ――-1-058

157102V― ――-1-059

177102VII卜1-060

178102V―1― ―1-061

179102Vm-1-062

180-Vm-1-063

181-Vl― ―1-064

185-VI― ―-1-065

.Z94-vn―1-066

ヱ95-V田 一1-067

197-Vm-1-068

水俣市発展市民協議会

〔ビラ〕市民の皆さま 全組織をあ チッソ水俣新労働組合
げて水俣市発展市民協議会に参加
させていただきます

〔ビラ〕再び市民の皆様へ ご報告 水俣病対策市民会議
と訴え

〔ビラ〕水俣病の 「政府見解」と今 日本共産党芦北地
后の課題について 区委員会

〔ビラ〕市民の皆様 本 日13時 より 水俣市発展市民協議
水俣市体育館に於いて水俣市発展 会
市民大会を開催致 します

〔メモ〕〔チッソ株式会社への要求
書の検討〕

『水俣病対策市民会議ニュース』 水俣病対策市民会議
Nα19

『水俣 病対 策市 民会 議 ニ ュース』
No20

『水 俣病対 策市 民会 議 ニ ュー ス』
No21

『水 俣病 対策市 民 会議 ニ ュー ス』
No22

〔電報 〕

『医師団だ より』No1

水俣病対策市民会議

水俣病対策市民会議

水俣病対策市民会議

水俣新日本窒素労 坂東克彦
働組合

熊本保養院
〔冊子〕天草水害医療救援活動報告 全日本民主医療機

関連会九州連絡会
議

1968年9月27日 「水 俣病 とい う病名 を

蒙甦 ご季駕甥婆
誤解 を解 くべ く」厚生
省や報道機関に要請す
るという一項 も含まれ
ている。

1968年9月28日

1968年9月28日

1968年9月29日

1968年9月29日

1968年10月12日

1968年10月22日 石牟 礼道子氏 のルポル

ター ジュ「わが不知火」

掲載。

1968年11月4日

1968年11月6日

1968年11月10日

1971年5月20日 新 潟水 俣 病第1次 訴訟

結審 にあたって。

1972年9月10日

1972年8月

熊本水俣病裁判闘争支援募金の訴 全日本民医連会長 各県連会長,各 院1972年10月12日
え 高橋実 所長

〔手紙〕 渡辺栄蔵 坂東克彦

〔手紙〕 渡辺栄蔵 坂東克彦

㎜[-2細 川 ―・先 生 関 係Ree―67

200103V"1-2-001〔 メ モ 〕 水 俣 行 動 メ モ

203103V旧 一2-002

204-Vl―1-2-003

209103Vm-2―004

210-Vm-2-005

212―VII―2-006

243-Vnl-2-007

259-V―H-2-008

266-V― ―卜2-009

268-V― ―卜2-010

319103Vl― ―-2-011

324-V―i― ―2-012

327103Vm-2-013

336103Vm-2-014

坂東克彦

〔訴訟協力依頼の手紙〕 水俣病患者家庭互助会

メモ 〔細川宅〕 坂東克彦

メモ(弁 護団会議)坂 東克彦

水俣労働者は訴える 「公害」 と斗 合化労連新日本窒
いましょう 素労働組合

〔熊本水俣病第1次訴訟〕訴状 原告 ・原告代理人 熊本地方裁判所

水俣工場排水に関する予備 レポー 水俣病研究会市民
ト 会議裁判班

〔水俣病漁業協同組合役員・第3次 坂東克彦
訴訟原告〕本田精一氏聞き取 り

〔手紙〕 細川一 坂東克彦

〔冊子ユ水俣病にたいするチッソの 水俣病研究会
不法行為責任

醋酸係排水を直接猫に投与 した事 坂東克彦
件 〔細川一博士宅での聞 き取 り記
録〕

〔細川ノー ト写真〕 坂東克彦撮影

〔細川ノー ト〕No400猫 の醋酸工場 細川一
排液実験

〔細川ノー ト〕HI液 投与飼育の実 細川一
際

352-V― ――-2-015〔 細 川 一 〕 供 述 録 取 書 福田拓

1973年3月20日 熊本水俣病1次 訴訟判

決の日の手紙。
1973年6月18日 新潟水俣病被災者の会

会長近喜代一氏の葬儀
参列の際の礼状。

1969年2月 「細川一先生関係」につ

15～16日 いては「総合解説」を参

照。

1969年4月20日

1969年4月29日

1969年5月2日

1969年5月

1969年6月14日

1969年11月

1969年12月28日

『月 刊 合 化 』vol.11

Nα5

1959年11月 の漁民工場

乱入事件 についての聞

き取 り。

1970年1月10日 水俣病研 究会研究報告

第1報(そ の中間レポー

ト)1-13、14頁 欠落。

1970年4月29日 ⑧ 厳守。新潟第1次 訴

訟 甲168-4号 証。

1970年5月31日

実験再開後、すべての
猫が発症 した。Hは 細
川1は 市川の頭文字。
X項 重複、XI項 欠落。
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丶皿一3熊 本水俣病第 ―次訴訟坂東尋問 Reel68

暑毒κア茗 史料番号

353-V―1卜2-016

359-V― ―卜2-017

360103V1― ―-2-018

374103Vm-2-019

376103V―i卜2-020

377103V― ―卜2-021

380103V皿 ―-2-022

388103V1― 卜2-023

389-VI― ―-2-024

390103Vl― ―-2-025

391103V― ――-2-026

393103Vm-2-027

455―V― ―卜2-028

459-Vm-2-029

465―Vm-2-030

466-V― ――-2-031

467-Vm-2-032

488103V― ―――2-033

490103Vm-2-034

49185Vm-2-035

497-V1―1-2-036

文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

〔細川 ノー トに記載 されているこ 坂東克彦
と〕

〔葉書〕 細川一

細川先生からの事情録取(400号 猫 坂東克彦
を中心 として)

〔手紙〕

〔手紙〕

〔細川一への〕尋問事項

メモ(細 川一氏臨床尋問)

人事稟議書 〔写〕

〔細川一経歴〕

〔証人細川一〕証拠調期 日調書

証人調書 〔細川一〕

速記録 〔細川一証言〕

〔細川証言新聞報道スクラップ〕

坂東克彦
坂東克彦

熊本弁護団
坂東克彦

熊本地方裁判所
民事第三部

熊本地方裁判所
民事第三部

熊本地方裁判所
民事第三部

坂東克彦

細川一

千場勝茂

細川先生 とお別れするにあたって 坂東克彦

謎の人 細川一博士 ユージン ・ス ミス

〔葉書〕 細川光子 坂東克彦

細川一論 ノー ト 有馬澄雄

〔手紙〕 細川光子 坂東克彦

〔葉書〕 細川光子 坂東克彦,坂 東千代1975年10月22日

細川一先生の臨床尋問 坂東克彦

今だからいう水俣病の真実 細川一

1970年6月22日 「S45.6.22細 川 先 生

奥様 よ り」

1970年6月24日

1970年6月26日

1970年6月27日

1970年6月28日

1970年7月4日

社員名簿 よ り。

1970年7月4日

1970年7月4日

1970年7月4日

『朝 日新 聞』1970年7月
5日 付他

1970年10月14日 葬儀 にお ける弔辞 の草

稿。

『写真集水俣』 よ り。

1970年11月10日

1973年12月 『暗河』第2号(葦 書 房)

1974年11月19日

1987年1月1日 『新潟弁護士会会誌』第

10号

『文藝春秋』1968年12月
号。新潟第1次 訴訟 甲

58号 証。

Ree―68

皿一3熊 本 水 俣 病 第1次 訴 訟 坂 東 尋 問Reel68

003104WH-3-001〔 メ モ 〕S46 .2.4第9回 口 頭 弁 論 坂 東 克 彦

004104Vm-3-002

005104Vm-3-003

007-V皿1-3-004

012104VI― 卜3-005

014104Vm-3-006

015104V― 皿一3-007

020104V㎜ ―-3-008

026104V― ――-3-009

027104V― ―1-3-010

028104V― ―卜3-011

029104Vm-3-012

030104Vm-3-013

031104V田 一3-014

032104Vm-3-015

038104Vm-3-016

039104V皿 一3-017

040104Vm-3-018

041104Vm-3-019

〔メモ〕S46.2.5第10回 口頭弁論 坂東克彦
西田栄一主尋 問

〔メモ〕S46.3.4西 田栄一主尋 問 坂 東克彦第
11回 口頭弁論

〔手紙〕 宮沢信雄

〔メモ〕S46.4.8第13回 口頭弁論 坂 東克彦

西田栄一主尋問

〔メモ〕S46.4.9第14回 口頭弁論 坂 東克彦

西田栄一主尋問

〔メ モ〕S46.5.13第15回 口頭 弁 坂 東克彦

論 西 田栄一主尋問

〔メ モ〕S46.5.14第16回 口頭 弁 坂 東克彦
論 西 田主尋問

〔メモ〕 〔1956年～1960年 の状 況〕 坂東 克彦

〔メ モ〕S46.6。10第17回 口頭 弁 坂 東克 彦

論 西 田栄一主尋問

〔メモ〕西 田栄―・S46.12.9坂 東克 彦

〔メモ〕寺 本広作知事 坂東克 彦

〔メモ〕水俣 市 との結 びつ き 坂東克 彦

〔メモ〕S46.12.9討 議 坂 東克彦

〔メモ〕 〔アセ トアルデ ヒ ドの生産 坂 東克 彦
について〕

〔メ モ〕 チ ッソ水 俣 工場 と通 産省 坂 東克彦(
この資料 は熊大富樫研究室 にて

S47.1.19メ モす る)

〔メモ〕S47.1.19熊 大富樫 坂東克彦

〔メモ〕S47.1.19～20西 田 徳江 坂東克彦

尋問

熊 本 水俣 病 共 坂東克彦〔メモ〕S47.2.15

徳江 じん もん打合わせ済会館

坂東克彦

1971年2月4日 以下の 〔メモ〕 は証人

尋 問 の た め の準 備 メ
モ。

1971年2月5日

1971年3月4日

1971年3月16日 西 田工場尋 問のたいす

る感想。

1971年4月8日

1971年4月9日

1971年5月13日

1971年5月14日

1971年6月10日

1971年12月9日

1971年12月9日

1972年1月19日1959年11月10日 の通産

省か らの調 査依頼書。

「総合解説 」参照。

1972年1月19日

1972年2月15日
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Ree―68
¶皿熊本水俣病関係史料

譜耳Z嗜 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

049104V― ――-3-020

052104Vl― 卜3-021

055104V― ―卜3-022

058104Vl― ―-3-023

060104V―1―3-024

061104Vm-3-025

062104V― ―卜3-026

070104Vl― ―3-027

076-V― ――3-028

078-V― 悶一3-029

080-VI―1-3-030

08385Vm-3-031

〔メ モ〕S47.2.17徳 江 毅31回 口 坂東克彦

頭弁論

〔メ モ〕S47.3.15公 判 打 合 せ 坂東克彦
むつみ荘

〔メモ〕S47.3.16第33回 口頭 弁 坂東克彦

論

〔メモ〕じん もん打合せS47.3.坂 東克彦

17

〔メモ〕第33回 、34回 口頭 弁論 をふ 坂東克彦
りか えって

〔メモ〕3.17弁 護 団会議 こまつ 坂東克彦
や

〔メモ〕S47.6.23大 阪 出張 尋 問 坂東克彦

打合せ

〔メモ〕水俣病の原因がチッソの廃 坂東克彦
液であることの事実

患者は裁判闘争 をの り超 えた 水俣病を告発する会

〔ビラ〕水俣病弁護団を糾弾する 水俣病を告発する会

〔ビラ〕招請状 水俣病患者・家族 東京水俣病を告発
と共に自主交渉 を貫 け!す る会

水俣病 と国の責任 坂東克彦

1972年2月17日

1972年3月15日

1972年3月16日

1972年3月17日

1972年6月23日 小島照和(元 チ ッソ付

属病院医師)尋 問。6

頁 目欠落。

1972年10月8日

1973年3月14日 弁 護団 との決別文書

1973年3月20日

1986年10月30日 熊本水俣病第3次 訴訟

最終弁論(新 潟水俣病
研究会 シンポジウム報
告資料)

V㎜一4『 棄却 患者切捨への反撃一水俣病行政不服審査(公 害補償法)斗 争の記録』Reel68

088-V― ――3-001 『棄却 患者切捨への反撃一水俣 水俣病問題研究会
病行政不服審査(公 害補償法)斗
争の記録

1979年2月28日
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IX全 国の公害事件 をめ ぐる動 き

Reel69～74

審毒Zア茗 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備 考

Ree―69

IX-1第1回 公 害 対 策 全 国 連 絡 会 議(1968年5月15日)

0041051X-1-001要 請 書

0071051X-1-002

0181051X-1-003

0201051X-1-004

0301051X-1-005

0341051X-1-006

0511051X-1-007

0591051X-1-008

0601051X-1-009

0661051X-1-010

0701051X-1-011

0761051X-1-012

「公害」対策全国連
絡会議

〔冊子〕「公害」に関する政府関係 総評災害対策部
の見解 ・法案

産業公害 ・安全 と通商産業省 全商工労働組合

公害問題 に関する基本的態度 日本社会党

富士市 における公害反対斗争につ 富士市公害対策市
いての報告 民協議会

〔冊子〕出光製油所姫路建設阻止 総評兵庫県地方評
(公害反対の斗い)議 会,総 評姫路地

区評議会

〔冊子〕四 日市 における公害斗争 自治労 三 重 県本
一公害裁判 はじまる 部

,四 日市市職員
労働組合自治研推
進委員会

〔ビラ〕医療保険の抜本改悪 を粉砕 埼玉県医療と健康を
しよう!守 る共闘連絡会議

〔冊子〕イタイイタイ病に関する経 富山県イタイイタ
過報告 と活動方針(案)イ 病対策会議

新潟水俣病闘争報告 新潟県労働組合評議
会,新 潟県民主団体
水俣病対策会議

記録映画 「公害 とたたか う一新 記録映画 「公害とた
潟水俣病」 たかう」全国上映実

行委員会,新 潟県上
映実行委員会

〔ビラ〕新潟水俣病の犯人昭和電工 新潟県民主団体水
を世論の力で追いつめよう

0771051X-1-013『 新 潟 水 俣 病 ニ ュ ー ス 』Nα12

0791051X-1-014〔 冊 子 〕 『公 害 問 題 』Nα7

俣病対策会議,阿
賀野川有機水銀中
毒被災者の会

新潟県民主団体水
俣病対策会議
三泗地区労働組合
協議会

0911051X-1-015公 害訴訟 を支援 する運 動 に参加 し 全 日本自治団体労働

0991051X-1-016

1071051X-1-017

1091051X-1-018

113EIX-1-019

よ う!

『白い霧 とのたた かい』NQ1

公害 ・白い霧 との たたかい ひ ど

くなる一 方の四 日市公害

『白い霧 とのたたか い』号外

組合,自 治研中央推
進委員会,公 害訴訟
を支持する会事務局

公害訴訟を支持する会

三泗地区労働組合
協議会

〔冊子〕四日市公害認定患者の実態 三泗地区労働組合
調査報告書 協議会公害対策特

別委員会

Reel69

1968年5月15日 「公害」対策全国連絡

会議の趣 旨等が添付 さ

れて いる。

1968年5月15日

1968年5月15日

1968年4月15日

1968年 富 士市公害

1968年4月

1968年4月

姫路

四日市公害

1968年1月19日 イ タ イ イ タ イ 病

1968年5月13日 日 付 が 「1978年5月13

日 」と誤 記 さ れ て い る 〇

1968年5月13日

1968年4月16日

1968年4月1日

1967年11月

1968年

1968年1月15日 四 日市公害

1968年5月15日 四 日市 公害

1969年1月 四日市公害

D【-2自 由 法 曹 団 新 潟 水 俣 病 現 地 調 査(1969年4月5日 ～6日)Reel69

1301061X-2-001

1311061X-2-002

1321061X-2-003

1341061X-2-004

1381061X-2-005

〔新潟水俣病現地調査 についての 自由法曹団 新潟水俣病弁護団1969年3月4日
共催あるいは協賛の要請〕

〔新潟水俣病現地調査への参加要 自由法曹団 新潟県労働組合評1969年3月4日
請〕 議会 他11団 体

新潟水俣病現地調査 に関する協力 自由法曹団,1969年3月8日
要請 新潟水俣病弁護団

新潟水俣病現地調査に関する協力 自由法曹団,1969年3月8日新潟水俣病弁護
団要請(写)

〔メモ〕3.11計 画(構 想)1969年3月11日
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Reel69 1X全 国の公害事件 をめ ぐる動 き

審耳 疋嗜 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

1401061X-2-006

1411061X-2-007

1441061X-2-008

1511061X-2-009

1581061X-2-010

第29回 幹事団体会議について&自 新潟県民主団体
由法曹団現地調査 を成功 させ よ 水俣病対策会議
う!

御報告&自 由法曹団新潟水俣病現 自由法曹団,
地調査参加関係者団体会議(第1新 潟水俣病弁護団
回)の 結果について

新潟水俣病現地調査について

〔手紙〕

〔葉書〕

1601061X-2-011〔 手 紙 〕

1641061X―2-012〔 葉 書 〕

1661061X-2-013

1671061X-2-014

1891061X-2-015

ヱ901061X-2―016

1931061X-2-017

1991061X-2-018

2081061X-2-019

2ヱ11061X-2-020

2141061X-2-021

2151061X-2-022

2221061X-2-023

2251061X-2-024

2331061X-2-025

2341061X-2-026

2361061X-2-027

2371061X-2-028

2381061X-2-029

2391061X-2-030

2411061X-2-031

2431061X-2-032

2441061X-2-033

〔電報〕

自由法曹団新潟水俣病現地調査資
料

新潟水俣病現地調査 スケジュー
ル

通船川関係説明書

新潟水俣病 と水銀農薬

新潟水俣病 と塩水 くさびについて

〔手紙〕

〔手紙〕

新潟水俣病現地調査について

自由法曹団現地調査 メモ

自由法曹団 団員

岡本達明 坂東克彦
富山イタイイタイ 新潟県民主団体
病対策会議 水俣病対策会議

竹本辰男 坂東克彦

松本勉 坂東克彦
(熊本県水俣市役
所職員労働組合)

岡本達明 坂東克彦

松波淳一 皆様

自由法曹団事務局 坂東克彦

自由法曹団

松本綾子

〔手紙〕 岡崎一夫 坂東克彦

現地調査参加者名簿&現 地調査決
算

声明 自由法曹団主催新
潟水俣病現地調査団

〔メモ〕

『新にいがた』No131新 にいがた社

〔ビラ〕公害二法案(公 害被害救済 新潟県民主団体
措置法案、公害紛争処理法案)反 水俣病対策会議
対の共同行動の訴 え

新潟水俣病現地調査成功の御礼 自由法曹団

『新潟水俣病』No21新 潟県民主団体
水俣病対策会議

『新潟水俣病』No22新 潟県民主団体
水俣病対策会議

〔俳句〕 山名正二

『労働ニュース』Nol968総 評教宣局

1969年3月13日

1969年3月12日

1969年3月19日

1969年3月17日

1969年3月21日

1969年3月24日

1969年4月3日

1969年4月7日

1969年4月1日

1969年4月5・

6日

1969年4月16日

1969年4月6日

1969年4月15日

196?年4月15

日

1969年4月30日

1969年2月28日

1969年3月31日

1969年4月9日

D(-3第2回 公 害 対 策 全 国 連 絡 会 議(1969年5月12日)Reel69

2481071X―3-001

2561071X-3-002

2601071X-3-003

2621071X-3-004

2721071X-3-005

2731071X-3-006

2751071X-3-007

2861071X-3-008

2881071X-3-009

2921071X-3-010

2941071X-3-011

基調報告 第2回 公害対策
全国連絡会議

新潟県内における公害闘争の現況 新潟県公害対策
について 連絡会議

加治川水害裁判の現状 と課題

〔冊子〕東北電力火力発電誘致反対 新潟県直江津市黒
斗争の現状 と今後の取 り組み方に 井生活を守 る会
ついて

新潟県柏崎市における原子力発電
所誘致反対のたたかい

はじめに 山ノ下北部公害対
策協議会

〔冊子〕熊本県に於ける公害の概況 日本社会党
熊本県本部

水俣病対策市民会議報 ・号外 昭 水俣病対策市民会議
和43年 末 よ り44年4月 までの経
過

『水 俣病対 策市 民 会議 報』号外 水俣病対策市民会議
メーデーの報告など

〔ビラ〕公害!こ の現実を見よう 公害防止倉敷市民
協議会

イタイイタイ病の根絶裁判費用免 イタイイタイ病対
除 と大法廷使用要求署名のお願い 策協議会,イ タイ

イタイ病対策会議

1969年5月12日

加治川水害裁判
1969年5月12日 火力発電所問題

原子力発電所問題

昭和石油問題など。

1969年5月1日 熊本水俣病

1969年5月1日 熊本水俣病

1969年5月10日 熊本水俣病

1968年12月

水島工業地帯

イタイイタイ病

一176一
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暑萼 孟ア茗 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

2961071X-3-012

2971071X-3-013

2981071X-3-014

3001071X-3-015

3021071X-3-016

3051071X-3-017

3061071X-3-018

3281071X-3-019

〔ビラ〕裁判官は毅然 として公正な 富山県イタイイタ
る態度で審理せよ イ病対策協議会

〔ビラ〕イタイイタイ病対策につい イタイイタイ病対
て人道的立場で暖かい御支援を! 策協議会,イ タイ

イタイ病訴訟弁護
団,富 山県イタイ
イタイ病対策会議

イタイイタイ病の根絶裁判費用免 イタイイタイ病対
除 と大法廷使用要求署名のお願い 策協議会,イ タイ

イタイ病対策会議

『富山県イタイイタイ病対策会議 労働者福祉会館富
ニ ュ ー ス 』NQ4

イタイイタイ病闘争の主な経過

神通川水系図

『白い霧 とのたたかい』

山県労働組合協議
会

四日市代表団

『健康なハマ』Nα27(公害 シリーズ 横浜市衛生局総務課
6)当 面する公害問題―根岸地区
工業地帯の公害対策をめ ぐって

3311071X-3-020千 葉 県 の 公 害 反 対 運 動

3351071X-3-021〔 冊 子〕富士地区公害 の実態 他

公害からいのちと
くらしを守る千葉
県民協議会

静岡県職公害対策
委員会,富 士市公
害対策市民協議会

3531071X-3-022富 士市 議会の動 きをめ ぐる市 民協 富士市公害対策市
の 行 動 経 過

3601071X-3-023『 静 岡 県 職 』No211

3621071X-3-024

民協議会

静岡県職員組合
『兵庫公害反対連絡会議ニュース』公害に反対する兵
No1 庫県連絡会議

3641071X-3-025〔 出光 興産姫 路 製油 所建 設 反対 に 播磨地区公害対策
つ い て 〕

3Z21071X-3-026『 社 会 新 報 』 活 動 版

3731071X-3-027

3971071X―3-028

〔冊子〕 「公 害」 に関 する諸法 案 ・
見解 ・資料

〔冊子〕都市公害のあらまし

連絡会議

日本社会党中央機関紙

第2回 公害対策連
絡会議

東京都

Ree―70

1968年11月 イ タイイタイ病

1968年11月15日 イ タ イ イ タ イ 病

1969年4月 イタイイ タイ病

1968年11月10日 イ タ イ イ タ イ 病

イタイイタイ病

イタイイタイ病

1969年5月12日 四 日市公害

1967年5月29日

1969年4月25日 富 士地 区公害

1969年 富士地区公害

1968年11月30日 富士地 区公害

1969年2月10日

1969年5月16日

1969年5月12日

1968年11月28日

姫路

D【-4青 年法 律 家 協 会 第1回 全 国公 害研 究 集 会(1969年7月26日)

Reel70

0031081X-4-001

0041081X-4―002

008-IX-4-003

0101081X-4-004

0151081X-4-005

0271081X-4-006

0381081X-4-007

0411081X-4-008

0521081X-4-009

0541081X-4-010

0551081X-4-011

0561091X-4-012

OZ21091X-4-013

0861091X-4-014

1041091X-4-015

1211091X-4-016

1331091X-4-017

第1回 全国公害研究集会への参加 青年法律家協会
要請

基調報告 青年法律家協会

報告書

三重県四 日市公害 報告書 郷成文

東京北区公害の報告 東京北法律事務所

富士地区公害の報告 富士地区公害調査団

〔広島県 ・香川県における公害の〕青法協広島支部など報
告

〔冊子〕東京電力富士川火力発電所 富士市公害対策市
建設阻止の斗い 民協議会

〔三菱原子炉大宮設置反対の〕報告 三菱原子炉大宮設
書 置反対弁護団

油症患者の訴 え カネ ミライスオイ
ル被害者の会

〔ビラ〕神岡鉱山の県内誘致に反対 日本共産党
しイタイイタイ病の根絶 を要求 し 富山県委員会
てたたかいましょう!

〔冊子〕富山県イタイイタイ病報告 イタイイタイ病弁護団
書

〔三井金属鉱業株式会社に対する〕原告等訴訟代理人 富山地方裁判所
訴状 正力喜之助

〔イタイイタイ病関連資料〕

〔冊子〕東邦亜鉛安中公害報告書 安中公害弁護団

〔東京鉱 山保安監督部長 の処分 に 審査差請求人 ら 通商産業大臣対する〕審査請求書 代理人弁護士 大平正芳

カ ドミウムによる環境汚染に関す 厚生省環境衛生局
る厚生省の見解 と今後の対策

1969年7月11日

1969年7月26日

報告書作成要綱
四日市公害

北区公害

富士地区公害

広島

富士地区公害

三菱原子炉問題

カネ ミ油症

イ タイイ タイ病

イ タイイタイ病

1968年3月9日 イタイイ タイ病

イタイイ タイ病

安 中公 害

1969年6月28日 安 中公害

1969年3月27日 イ タイイタイ病
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Ree―70 凪 全国の公害事件をめ ぐる動き

罍耳Z惚 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

1581091X-4-018

1701091X-4-019

1711091X-4-020

D(-5新 日本 医師協

1731101X-5-001

1741101X-5-002

1751101X-5-003

1761101X-5-004

1781101X-5-005

1791101X-5-006

1801101X-5-007

1811101X-5-008

1821101X-5-009

1841101X-5-010

1861101X-5―011

-Z871101X-5-012

1881101X―5-013

1921101X-5-014

1941101X-5-015

1951101X-5-016

1961101X-5-017

1971101X-5-018

1981101X-5-019

ヱ99-IX-5-020

200-IX-5-021

201-IX-5-022

202-IX-5-023

203-IX-5-024

204-IX-5-025

205-IX-5-026

206-IX-5―027

207-IX-5-028

208-IX-5-029

209-IX-5―030

210-IX-5-031

211-IX-5-032

212-IX-5-033

213-IX-5-034

214-IX―5-035

215-IX-5-036

216-IX-5―037

217-IX-5-038

219-IX-5-039

220-IX-5-040

221-IX-5-041

222-IX―5-042

223-IX-5-043

224-IX-5-044

225-IX-5-045

226―IX-5-046

227-IX-5-047

228―IX―5-048

229-IX-5-049

230-IX-5-050

231-IX-5-051

232-IX-5-052

233-IX-5-053

234-IX-5-054

235-IX-5-055

236-IX-5-056

237-IX-5-057

公害に関する政府関係の見解 ・法 総評災害対策部
案

公害による被害の完全な補償 と公 第1回 公害研究集会
害絶滅をかちとるための宣言(案)

裁判官への手紙(案)第1回 公害研究集会

会機関紙

『新 しい医師』No495

『新 しい医師』NQ497

『新 しい医師』No498

『新 しい医師』NQ500

『新 しい医師』No507

『新 しい医師』NQ509

『新 しい医師』No511

『新 しい医師』No515

『新 しい医師』NQ516

『新 しい医師』NQ522

『新 しい医師』No523

『新 しい医師』No536

『新 しい医師』No538

『新 しい医師』No539

『新 しい医師』NQ540

『新 しい医師』Nα541

『新 しい医師』No544

『新 しい医師』No548

『明 るい医療』NQ115

『明 るい医療』No189

『明 るい医療』NQ191

『明 るい医療』Nα224

『明 るい医療』No232

『明 るい医療』No235

『明 るい医療』No239

『明 るい医療』Nα241

『明 るい医療』Nα242

『明 るい医療』Nα243

『明 るい医療』Nα246

『明 るい医療』NQ247

『明 るい医療』No252

『明 るい医療』Nα256

『明 るい医療』Nα258

『明 るい医療』Nα263

『明 るい医療 』No267

『明 るい医療 』No268

『明 るい医療』Nα269

『明 るい医療』NQ272

『明 るい医療』No275

『明 るい医療』NQ276

『明 るい医療』No278

『明 るい医療』Nα279

『明 るい医療』NQ283

『明 るい医療』Nα284

『明 るい医療』No285

『明 るい医療』No286

『明 るい医療』Nα289

『明 るい医療』NQ290

『明 るい医療』Nα291

『明 るい医療』Nα293

『明 るい医療』No296

『明 るい医療』Nα297

『明 るい医療』NQ311

『明 るい医療』Nα313

『明 るい医療』NQ314

『明 るい医療』Nα316

『明 るい医療 』NQ318

1968年5月15日

1969年7月27日

1969年7月27日

『新 しい 医 師 』 と公 害 問 題Ree―70

新日本医師協会

新日本医師協会

新 日本医師協会

新 日本医師協会

新 日本医師協会

新 日本医師協会

新 日本医師協会

新 日本医師協会

新 日本医師協会

新 日本医師協会

新 日本医師協会

新 日本医師協会

新 日本医師協会

新 日本医師協会

新日本医師協会

新日本医師協会

新日本医師協会

新日本医師協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

一178一

1969年2月1日

1969年2月21日

1969年3月1日

1969年3月21日

1969年6月21日

1969年7月21日

1969年8月11日

1969年10月1日

1969年10月21日

1970年1月1日

1970年1月11日

1970年6月21日

1970年7月11日

1970年7月21日

1970年8月1日

1970年8月11日

1970年9月11日

1970年10月21日

1970年9月1日

1976年11月1日

1977年1月1日

1979年10月1日

1980年6月1日

1980年9月1日

1981年1月1日

1981年3月1日

1981年4月1日

1981年5月1日

1981年8月1日

1981年9月1日

1982年2月1日

1982年6月1日

1982年8月1日

1983年1月1日

1983年5月1日

1983年6月1日

1983年7月1日

1983年10月1日

1984年1月1日

1984年2月1日

1984年4月1日

1984年5月1日

1984年9月1日

1984年10月1日

1984年11月1日

1984年12月1日

1985年3月1日

1985年4月1日

1985年5月1日

1985年7月1日

1985年10月1日

1985年11月1日

1987年1月1日

1987年3月1日

1987年4月1日

1987年6月1日

1987年8月1日
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鍔 記望 史料番号

238-IX-5-058

240-IX-5-059

242-IX-5-060

243-IX-5-061

244-IX-5-062

245-IX-5-063

246-IX-5-064

248-IX―5-065

249-IX-5-066

250-IX-5―067

251-IX-5-068

252-IX-5-069

253-IX-5-070

254-IX-5-071

255-IX-5-072

2561101X-5-073

文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

『明 るい医療』Nα321

『明 るい医療』Nα322

『明 るい医療』Nα325

『明 るい医療 』Nα326

『明 るい医療 』Nα332

『明 るい医療 』NQ328

『明 るい医療』NQ329

『明 るい医療』Nα333

『明 るい医療』Nα334

『明 るい医療』NQ340

『明 るい医療』Nα343

『明 るい医療』Nα345

『明 るい医療』No348

『明 るい医療』No373

『明 るい医療』Nα380

『民医連新聞』NQ193

257-IX-5-074『 民 医 連 新 聞 』No615

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

新潟勤労者医療協会

全 日本民主医療機
関連合会

全 日本民主医療機
関連合会

1987年11月1日

1987年12月1日

1988年3月1日

1988年4月1日

1988年10月1日

1988年6月1日

1988年7月1日

1988年11月1日

1988年12月1日

1989年6月1日

1989年9月1日

1989年11月1日

1990年2月1日

1992年3月1日

1992年10月1日

1970年3月1日

1982年8月1日

IX-6第3回 公 害 対 策 全 国 連 絡 会 議(1970年5月11日)

2591111X-6-001

2651111X-6-002

3011111X-6-003

3071111X-6-004

3191111X-6-005

3231111X-6-006

3261111X-6-007

『新潟水俣病 とたたか う』Nα1新 潟水俣病共闘会議

〔冊子〕昭和電工に対する公害 との 大町市公害対策
闘い 市民協議会

〔冊子〕姉崎火力発電所 東京電力株式会社

〔冊子〕日本経済の繁栄をになって 千葉県
躍進する……京葉工業地帯

自治研公害部会レポー ト 福井県 日本社会党
に於ける原子力発電所公害対策に 福井県議会議員団
ついて

全国公害活動家集会討議資料 当 公害対策全国連絡会議
面の行動課題について

第13年 次 自治研全国集会参加 レ 小場正彦
ポー ト 公害一特に自動車排気ガ
スについて

3271111X-6-008阿 賀 野 川 有 機 水 銀 中 毒 症 対 策

3321111X-6-009"白 い 霧 と の 斗 い"

新潟県
公害裁判2年 自治労 三 重 県 本

3421111X-6-010〔 冊 子 〕 富 士 公 害 と住 民 運 動

3481111X-6-011

3521111X-6-012

部,四 日市市職員
労働組合自治研推
進委員会

自治 労静 岡県 本
部,富 士市公害対
策市民協議会

〔冊子〕東京電力富士川火力発電所 自治 労 静 岡 県本
建設反対運動に対する刑事弾圧に 部,静 岡県職員労
ついて

〔冊子〕公害関係資料

3951111X-6-013〔 冊 子 〕 公 害 資 料

働組合富士支部

公害か らいのちと
くらしを守る千葉
県民協議会

総評災害対策部,
公害対策全国連絡会議

4181111X-6-01412月 公害対 策委員会開催 について 日本弁護士連合 会 各位

公害対策委員会
4191111X-6-015公 害対策 委員会第二部会 開催 につ 日本弁護士連 合会 各位

いて 公害対策委員会
4201111X-6-016〔 ビラ〕カネ ミライスオイル被害者 自治労 田川市役所

4211111X―6-017

4231111X-6-018

424-IX-6-019

と共 に訴 える! 職員組合
カネ ミライスオイル中毒事件の問 カネ ミライスオイ
題点 と被害者 を守 る運動について ル被害者を守る会

全国連絡会議

水俣病補償処理委員会に対する抗 全国公害活動者会議
議声明

〔ビラ〕新潟水俣病斗争にご協力を 新潟水俣病共闘会議
お願いします

Reel70

1970年3月25日

1970年2月22日 昭和電 工大町工場火 力

発電所 問題

1970年5月11日

1969年3月31日

1970年5月

1970年5月

1969年11月21日

1969年12月25日

1970年5月

原子力発電所問題

四 日市公害

富士地区公害

富士地区公害

カネミ油症事件

1970年5月12日 カネ ミ油症 事件

1970年5月11日

1970年2月1日
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暴丹,1嗜 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

IX-7青 年 法 律 家 協 会 第2回 全 国 公 害 研 究 集 会(1970年7月25日,26日)

Ree―70

4261121X-7-001

4271121X-7-002

4331121X-7-003

4451121X-7-004

4461121X-7-005

4491121X-7-006

4551121X-7-007

4741121X-7-008

5011121X-7-009

5081121X-7-010

5201121X-7-Ol1

5271121X-7-012

被害者の立場 を裁判所にどう反影
させるか

基調報告(案)

第2回 全国公害研究集会 討論資 小栗孝夫
料 「公害問題における因果関係」

四 日市宣言(案)

『公害訴訟 を支持する会ニュース』
70.7

『ひか り』大阪支部版 第12号 森永 ミルク中毒の
こどもを守る会

『群馬民医連』No14特 集・公害へ 群馬県民主医療機
の とりくみ 関連合会

〔冊子〕安中鉱害 第2報 群馬民医連 高崎
中央病院

公害アンケー トの結果について等 杭瀬地区公害対策
準備会

四日市公害訴訟

大阪国際空港騒音訴訟

〔杭瀬団地公害の資料〕

四日市公害訴訟弁護団

加藤恒雄

Ree―71

1970年7月26日

1970年7月 四 日市公 害

1970年6月27日 森永 ミルク中毒事件

1970年5月15日

安中公害

杭瀬地区公害

四日市公害

大阪空港問題

杭瀬地区公害

D【-8雑Reel71

0031131X-8-001

0101131X-8-002

0161131X-8-003

0171131X-8-004

0201131X-8-005

『公害 を告発する市民連合ニュー 公害を告発する
ス』No7市 民連合

『公害 を告発す る市民連合ニュー 公害を告発する
ス』No8市 民連合

お知らせ 全国公害研究集会
実行委員会

第3回 全国公害研究集会の御案内 全国公害研究集会
実行委員会,青 年
法律家協会弁護士
学者合同部会

司法の独立を守 る新潟県連絡協議 司法の独立を守る
会(仮 称)の 結成の呼びかけ 新潟県連絡協議会

D(-9全 国公 害 弁護 団 連 絡 会 議(1971年,1972年)

0241141X-9-001

0251141X-9-002

第4回 連絡会議のご案内 全国公害弁護団連
絡会議

被害補償請求の問題点一公害研究 安中公害弁護団
集会 「損害論」分科会 レジメ

0291141X-9-003第3回 準 備 会 の ご報 告

0311141X+004原 子 力訴訟 の現状 と問題点

0321141X-9-005上 申 書

0361141X+006第4回 準備会 のお知 らせ

0371141X-9-007第4回(緊 急)準 備 会 の ご 報 告

0391141X-9-008第6回 準 備 会 の お 知 らせ

0411141X-9-009第5回 準 備 会 の ご 報 告

0431141X-9-OlO

0451141X-9-011

0461141X-9-012

0481141X-9-013

0491141X-9-014

0501141X―9-015

全国公害弁護団連
絡会議準備会
大宮三菱原子炉撤
去弁護団
三菱原子力工業株 浦和地方裁判所
式会社
全国公害弁護団
連絡会議準備会

全国公害弁護団
連絡会議準備会
全国公害弁護団
連絡会議準備会

全国公害弁護団
連絡会議準備会

全国公害弁護団連絡会議結成総会 全国公害弁護団
の御案内 連絡会議準備会

会計報告

全国公害弁護団連絡会議規約(案)全 国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団連絡会議加入弁護 全国公害弁護団
団(調 査団)名 簿 連絡会議

土壌汚染防止法と自治体への住民
運動

高山市新上水道問題経過一覧表 水道問題連絡会

1971年4月26日 富山県高岡市

1971年5月31日

1971年6月18日 第3回 全国公害研究集

会

1971年6月

1971年

Reel71

1972年4月18日

1971年7月24日

1971年9月12日

1971年7月29日

1971年9月21日

1971年9月30日

1971年10月30日

1971年10月16日

1971年12月10日

1971年12月31日

1972年1月5日

イ タイイタイ病
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IX-10全 国公害弁護 団連絡会議第2回 総会他 Reel71

暑毒 κア茗 史料番号

0631141X-9-016

文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

0541141X-9―017

0561141X-9-018

0601141X-9-019

0611141X-9-020

0631141X-9-021

0641141X-9-022

0651141X-9-023

0661141X-9-024

0671141X-9-025

0681141X-9-026

0701141X-9-027

0741141X-9-028

0751141X-9-029

0761141X-9-030

0901141X-9-031

0951141X-9-032

全国公害弁護団連絡会議(準 備会)行動 日誌

全国公害弁護団連絡会議結成総会 全国公害弁護団
議事要旨 連絡会議
1972年 度の活動を行 うにあたって 全国公害弁護団

連絡会議
全国公害弁護団連絡会議規約 全国公害弁護団

連絡会議

全国公害弁護団連絡会議 加入弁 全国公害弁護団
護団(調 査団)名 簿 連絡会議

名古屋高裁金沢支部の開催す る 全国公害弁護団連 最高裁判所
「公害事件担当裁判官研究会」に 絡会議,イ タイイ

関する申入書 タイ病訴訟弁護団

第2回(四 日市)連 絡会議のこ案 全国公害弁護団連内
絡会議

〔四 日市 公害訴訟 最 終準 備書 面 四日市公害訴訟弁
(写)送 付 について〕 護団

結成総会に参加するにあたっての 全国公害弁護団連
お願い 絡会議準備会

第3回 連絡会議のご案内 全国公害弁護団連
絡会議

第4回 全国公害研究集会のお知 ら 青年法律家協会弁
せ&全 国実行委員会の開催につい 護 士 学者 合 同 部
て 会,全 国公害研究

集会実行委員会準
備会

レジメ 安中公害弁護団

要望書
策協議会

抗議文
住民総決起大会

所,
株式会社

鑑定申請に対する原告の意見書 大阪国際空港
騒音訴訟弁護団 第3民 事部

東邦亜鉛安中公害損害賠償請求事 安中公害弁護団
件 訴状

〔昭和47年(モ)第118号 事件(昭 和 前橋地方裁判所
47年(ワ)第76号 安中公害損害賠償 民事部
請求事件に対する訴訟救助申立事
件)に ついて〕&訴 訟救助申立に対
する注意

1001141X-9-033訴 訟救 助付与 申立補 充書

1181141X-9-034疎 明 資 料 の 提 出 に つ い て

1231141X-9-035〔 証 明 資 料 提 出 命 令 〕

1972年1月7日

1972年1月7日IX-9-017の 別 紙4

1972年1月7日IX-9-Ol7の 別 紙2

1972年1月7日IX-9-017の 別 紙3

1972年1月28日

1972年1月25日

1972年1月20日

1971年12月20日

1972年1月28日

1972年3月

イタ イイタイ病対 富山県知事中田幸吉1971年10月11日

カ ドミウム被害地 三井金属鉱業株式1971年12月23日
会 社神 岡 酵鉱 業

三井金属鉱業

安中公害弁護団

安中公害弁護団

前橋地方裁判所
民事部

イタイイタイ病

イタイイタイ病

イタイイタイ病

大阪地 方裁判所1972年5月10日 大阪空港 問題

前橋地 方裁判所1972年3月31日 安 中公害

前橋地方裁判所
民事部
前橋地方裁判所
民事部

1967年4月8日 安中公害

1972年4月27日 安中公害

1972年4月27日 安 中公害

1972年5月11日 安 中公害

1261141X―9-036富 山県の神通川水 系 カ ドミウム に 鵜坂地 区公害対 策 富山県知事中田幸吉1972年2月9日 イタイ イタイ病

よる土壌 ・産米 の汚染対策 につ い 協議会,イ タ イイ

て、確 認及 び要請事項 タイ病対策協 議会

1281141X-9-037土 壌 、産米 な どの汚染実態 を調 査 鵜坂地 区公害対 策1971年1月

す る具体的方針&汚 染米、汚染 土 協議会,熊 野地 区

壌 問題 の解決 について 鉱毒対策協議 会,イタイイ タイ病

対策協議会

1301141X-9-038声 明 イタイイ タイ病 対1972年6月23日 イ タイイタイ病

策協議会,富 山県

イタイイ タイ病対

策会議,イ タイイ
タイ病訴訟 弁護団

1321141X-9-039第6回 連絡会 議会場 ・開催 時間の 全 国公 害弁護団連1972年6月30日

変更 のお知 らせ 絡会 議

1331141X-9-040弁 護 団執 行編制 四 日市公害

1341141X-9-041修 習生 問題懇談会 レジュメ1972年7月8日

D【-10全 国 公 害 弁 護 団 連 絡 会 議 第2回 総 会(1973年1月13日)他

Ree―71

1371151X-10-001公 害弁連第2回 総会の御案内 全国公害弁護団 各位1972年12月20日連絡会議

・4・1151羅 ・・2翁害弁護団連絡会議第2回 総会次 篷黷 弁護団1973年1月13日
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Ree―71 1X全 国の公害事件 をめ ぐる動 き

岳毒Z嗜 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

1411151X-10-003第2回 全 国公 害 弁護 団連 絡 会 議 全 国公害弁護団

決議 連絡会 議

1431151X-10-004〔 冊子〕公害 弁連 第2回 総会 討議 全 国公 害弁護 団

資料1連 絡会議

1941151X-10-005〔 冊子〕公害 弁連 第2回 総会 討議 全国公害弁護 団

資料II連 絡会議

2061151X-10-006〔 冊子〕公害 弁連 第2回 総会 討議 全国公害弁護 団

資料III連 絡会議

2321151X-10―007新 潟水俣病 斗争報告(判 決以後 か 坂東克彦

ら今 日まで)

2381151X―10-008『 ひ か り』(全 国 本 部 版)Nα39

2421151X-10-009『 大 阪 空 港 裁 判 』NQ1

2441151X-10-010『 大 阪 空 港 裁 判 』Nσ2

2461151X-10-011『 森 永 ミル ク 中 毒 』NQ6

森永 ミルク中毒の
こどもを守る会

大阪国際空港
騒音訴訟弁護団

大阪国際空港
騒音訴訟弁護団

大阪府森永 ミルク
中毒対策会議

1973年1月13日

1973年1月13日 活 動報告 ・活動方針 ・

弁護 団報告1

1973年1月13日 弁護 団報 告II

1973年1月13日 資料

1973年1月13日

1972年10月20日 森永 ミル ク中毒事件

1972年9月26日 大阪空港問題

1972年10月31日 大阪空港問題

1972年10月30日 森永 ミル ク中毒事件

D(-ll全 国公害弁護 団連絡 会議第3回 総 会(1974年1月12日)他
Reel71

2491161X-11-001「 青空 をか えせ!!」一大阪空港公害 すず ききよ し

裁判 ・完全勝利 獲得へ みん なで
ちか ら強 く 合唱 しよう

2501161X-11-002要 求書

2521161X-11―003大 阪空港公害裁 判の判 決 を迎 える

体制 について(大 阪空港弁護 団提
出)

2551161X-11-004〔 冊 子〕地域 開発 と空港 宮本 憲一

2621161X-11-005〔 冊 子〕四 日市の公害1青 い空 と 四日市公害をなくす会

海 をと りもどすため に

3051161X-11-006草 津PCB汚 染訴訟の概 要

3071161X-11-007鑑 定書 藤 原邦達

(鑑定人)

3101161X-11-008チ ッソ株 式会社 と水俣病被害者 の 水俣病被害者の会、

会 とで締結 された協定書及 び確認 チッソ株式会社

書

3191161X-11-009確 認書 水俣病被害者の会、
チッソ株式会社

3201161X-11-010『 新 貨 物 線 反 対 同 盟 ニュース』 横浜新貨物線反対

48-10同 盟連合協議会事

務局

3211161X-11-011『 名古 屋新幹線 公害対 策 同盟連 合 名古屋新幹線 公害

会 ニ ュース』No8対 策同盟連合会

3231161X-11-012闇 の底 か らの告発 人殺 し新幹線 名古屋新幹線 公害

対策 同盟連 合会会

長 ・千草恒男

3311161X-11-013住 民が三菱 に対 し要求 して いる九

項 目

3321161X-11-014カ ネ ミ油症事件 カネ ミ油症事件

弁護 団事務局

3371161X-11―015原 子炉 設置反対運動 の経過 と現状 三菱大宮原子炉

撤去訴訟弁護団

3441161X-11-016大 阪空港裁判報 告(1973年)大 阪空港弁護団

3461161X-11-017差 止 と公共性

3511161X-11-018『 イタイイタイ病』NQ29(判 決一周 イタイイタイ病

年記念特集号)対 策協議会

3601161X-11-019『 イタイイタイ病』No30イ タイイタイ病

対 策協 議会

3631161X-11-020藤 井寺 ナイター公害裁判仮 処分決 井上善雄

定 について

3691161X-11-021〔 葉書〕 三菱大 宮原子炉大 三菱原子力工業

宮設置反対訴訟原 株式会社

告 団

37ヱ1161X-11-022〔 冊 子〕公害弁連第3回 総会議案書 全 国公害弁護団

連絡会議

3811161X-11-023〔 冊子〕公害弁連第3回 総会討議資 全国公害弁護団

料 連絡会議

4161161X-11―024公 害弁連第3回 総会 プログラム

(1974.1.12名 古屋市)

大阪国際空港問題

大阪空港問題

1973年8月4日 大阪空港問題

1973年11月30日 四 日市公害

草津PCB汚 染問題

1973年4月13日 草津PCB汚 染問題

1973年12月25日 熊本水俣病

1974年1月8日 熊 本水俣病

1973年12月17日 「工 事差 止 め訴訟 の原

告 にな りましょう」

1973年9月20日 新幹線公害

1973年11月10日 『月刊 宗 教放 送』VoLl

NQ3(1973年11月 号)

新幹線公害

大宮原子炉問題

カネミ油症事件

大宮原子炉問題

大阪空港問題

1973年8月8日 イタイイタイ病

1974年1月1日 イタイイタイ病

1974年1月12日

1974年1月12日

1974年1月12日

大宮原子炉問題
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IX-―2日 本弁護士連合会公害対策委員会1X-13青 年法律家協会第8回 全 国公害研 究集会 Reel72

暑羃 尾ア乏 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

D【-12日 本 弁 護 士連 合 会 公 害 対 策 委 員 会(1980年)他Reel71

4191171X-12-001第7回 全国公害研究集会 の ご案内 第7回 全国公害研1975年6月

究 集会本部 実行委
員 会,青 年法律家

協会弁護 士 ・学者

合 同部 会

422-IX-12-002新 潟水俣病裁判 と科学 坂東克彦

4231181X-12-003御 依頼 日本弁護士連 合会 弁護士会公害対策1976年6月21日

公害対策委員 会 委員長、会連合会

公害対策委員長

4261181X-12-004公 害対 策委員会(第5回)の 開催 日本弁護士連合会 委員各位1980年1月8日
について(通 知)公 害対策委員会

4281181X-12-005公 害対 策委員会事務 引継書 日本弁護士連合会 日弁連公害対策委1980年5月31日

公害対策委員会 員会昭和55年 度委

員長

4371181X-12-006昭 和54年 度部会活動報告及 び昭和 第一部会
55年 度 活動方針 について

4391181X-12-007昭 和54年 度部会活動報告 及び昭和 第二部会

55年 度 活動方針 について

4421181X-12-008昭 和54年 度部会活動報告 及び昭和 第三部会
55年 度 活動方針 について

4471181X-12-009昭 和54年 度部会活動報告及 び昭和 第四部会
55年 度 活動方針 について

4501181X-12-OlO昭 和54年 度部会活動報告及 び昭和 第五部会

55年 度 活動方針 につ いて

4521181X-12-011昭 和54年 度 部会活動報告及 び昭和 環境 法部会

55年 度 活動 方針 につ いて

日弁連 公害対策委1980年5月31日

員会 委員長

日弁連 公害対策委1980年5月31日

員会委 員長

日弁連公 害対策委1980年5月31日

員会委 員長

日弁連公 害対 策委1980年5月31日

員会委員 長

日弁連公 害対 策委1980年5月31日

員会委員長

日弁連公 害対 策委1980年5月31日

員会委員長

4541181X-12-012第1回 全体 委員会 における決 定事 日弁連公害対策委 委員各位

項 について(通 知)員 会委員長

4571181X-12-013環 境法部会 の希望届の提 出 と開催 日弁連公害対策委 委員各位

について(依 頼)員 会委員長

4581181X―12-014人 権大会 シンポジウム第二分科会

実行委員会 記録(3)

4621181X-12-015昭 和55年 度 公害対策委員会部会委

員名簿

4651181X-12-016公 害対策委 員会議事録(第4回)481

4811181X-12-017『 公害 と闘 う』 全国公害患者 の会

連絡 会,全 国公害

弁護 団連絡会議

4851181X-12-018全 国公害対策委 員長会議事録

5511181X-12-019公 害対策委員会(第4回)議 事録

日本弁護士連合会
公害対策委員会

Ree―72

1980年6月10日

1980年6月11日

1980年6月7日

1980年6月15日

1980年12月12日

1982年9月3日

1982年12月3日

D(-13青 年 法 律 家 協 会 第8回 全 国公 害 研 究 集 会(1976年8月20日 ～22日)

Reel72

0031191X-13-001〔 冊 子〕第8回 全 国公 害研 究 集会 青年 法律 家協会弁
一報告集

0081191X-13-002第9回 全国公害研究集会 基調報告

護 士 学者 合 同部
会,第8回 全国公
害研究集会実行委
員会

0111191X-13-003千 葉 川鉄公害訴訟報告 千葉 川鉄 公害訴訟

原告 団

0151191X-13-004大 企 業の まき返 しに対 し、住民 の すみ よい環境 をつ

総反 撃一環境週 間に一 都八県二万 くる東京住民運動
二千 ケ所 で二酸 化窒素測定 連絡 会

0171191X-13-005川 崎 の公害 反対 闘争の現局面 とそ 川崎合同法律事務所

の課 題

0201191X―13-006イ タイイ タイ病被害地 におけ る土 イ タイ イタイ病弁

壌復元運動 をめ ぐる現状 護 団事務局

0261191X-13-007大 阪国 際空港公害訴訟 の勝訴 への 大阪国際空港公害

歩 み 訴訟弁護 団

0301191X-13-008北 陸 スモ ン訴訟一年 内結 審 ・明春 北陸 スモ ン弁護 団

判決 をめ ざ して 事務局

0381191X-13-009ス モ ンの闘 いの報 告(福 岡)(三)ス モ ン訴訟福 岡弁

護 団事務局

1976年8月20～

22日

以下本報告集の目次 を
掲げてお く。

千葉川鉄公害

川崎の公害

イタイ イタイ病

大阪空港問題

薬害スモン

薬害スモン

一183一



Ree―72 仄 全国の公害事件 をめ ぐる動き

暴導Z呟 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

0411191X-13-010カ ネ ミ油症事件報 告 カネ ミ油症弁護 団

0481191X―13-011小 坂 町鉱害 の報告 細越鉱害対策協議会

0501191X-13-012住 民 の側 に立 ち、真 に実効 ある環 公 害か ら銚子 を守

境 アセ スメ ン ト体制 を一銚子市名 る市民 の会

洗 港問題

0541191X-13-013塩 嶺 トンネル反対 闘争 松村文 夫

0561191X-13-014入 浜権 について 入浜権研 究法律家

グループ

0611191X-13-015志 布志湾報告 藤後惣兵衛

0661191X-13-016多 奈川火力公害訴訟 一 この一年の 多奈川 火力公害訴

動 き 訟弁護 団

0671191X-13-017中 津 コー ポ高速道路公 害反対 の五 中津 コーポ公害弁

年間 護団事務局

0691191X-13-018国 道四三号線 の道路公 害 四三号線道路裁判

弁護団

0701191X-13-019東 京 日の 出町 日本 セ メン トカ ドミ 三多摩法律事務所

鉱害

0711191X―13-020琵 琶湖総合開発 と琵琶湖 の汚染 滋賀第一法律事務所

0731191X-13-021森 永 ミル ク中毒被害者 の恒 久的救 森永 ミル ク中毒 の

済 と財団法人 ひか り協会 の当面す こど もを守 る会

る課題

0761191X-13-022六 価 クロム公害 六価 クロム被害 を

な くす専門委員会

0811191X-13-023新 潟 コラル ジル中毒 新 潟 コラル ジル弁

護 団

0861191X-13-024多 摩 川水害 多摩 川水害訴 訟弁

護 団事務 局

0891191X-13-025水 俣病第 二次訴訟 水俣病訴訟 弁護団

0901191X-13-026ス モ ン(東 京)弁 護 団報 告一大 き スモ ン東京弁護 団

な成果 をかち とった この一年 間の

たたかいの歩み

0971191X-13-027東 邦亜鉛安 中公害 安 中公害 弁護 団

ヱ041191X-13-028五 三年着工 め ざす岩内原発 岩 内郡漁業協 同組

合公害室

1071191X-13-029横 田基地 公害訴訟報 告 横 田基地公害訴訟

弁護 団

1091191X-13-030鉱 毒患者 の叫び一土 呂久訴訟 が告 矢島惣平

発す るもの

1121191X―13-031公 害道路 国道十六号線 バイパ ス建 千草台団地 自治会

設反対運動 の経過

1141191X-13-032富 岡、甘楽 、妙義 し尿処理施設反 し尿処理施設建設

対闘争 反対同盟

1161191X-13-033名 古屋新幹線 公害訴訟 名古屋新幹線公害

訴訟弁護団

ヱ181191X-13-034〔 報 告書 の作 成主体 お よび連絡 先

の リス ト〕

D(―14『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』

1211201X-14-001『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』No25

1291201X-14-002『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nα35

1331201X-14-003『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』No38

1371201X-14-004『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nα41

1431201X-14-005『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』No42

1471201X―14-006『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』No43

1551201X-14-007『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nα45

1611201X-14-008『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』No47

1Z21201X-14-009『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』No48

1Z51201X-14-010『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』NQ49

1801201X-14-011『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nα50

No.25～llO(1976年 ～1996年)

全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議
全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議
全国公害弁護団
連絡会議
全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議
全国公害弁護団
連絡会議
全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議
全国公害弁護団
連絡会議

1976年

1979年

1979年

1979年

1979年

1979年4月20日

1979年11月

1980年2月25日

1980年3月15日

1980年4月20日

カネ ミ油症事件

森永 ミルク中毒事件

六価クロム公害

熊本水俣病

薬害スモン

安中公害

土呂久公害

新幹線公害

Ree―72
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】X-―4「 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 」No.25～ ――0

暑萼zア茗 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先

1861201X-14-012『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』NQ51

1921201X-14-013『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nα52

2001201X-14-014『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nα53

2041201X-14-015『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』No54

2071201X-14-016『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』NQ55

2101201X-14―017『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』NQ56

2191201X-14-018『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nσ57

2221201X―14-019『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nα58

2261201X-14-020『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』No59

2291201X-14-021『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』NQ60

2341201X-14-022『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』No61

2401201X-14-023『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nα62

2501201X-14-024『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』No63

2551201X-14-025『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nα64

2581201X-14-026『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nα65

2661201X-14-027実 行 委 員 会 議 事 録

2681201X-14-028『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』No66

2乃1201X―14-029『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nα67

2861201X-14―030『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』No68

2941201X-14-031『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』No71

2981201X-14-032『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』NQ72

3011201X-14-033『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』No73

3071201X-14―034『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』 外

3081201X-14-035『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nα74

3131201X-14-036『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』NQ75

3201201X-14-037『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nα76

3251201X-14-038『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』NQ77

3281201X-14-039『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nα78

3331201X-14-040『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』NQ79

3371201X―14-041『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nα80

3421201X-14-042『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nα81

3461201X-14-043『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nα82

3521201X-14-044『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nα83

3571201X-14-045『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nα85

3621201X―14-046『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nα86

3681201X-14-047『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nα88

全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議
全国公害弁護団
連絡会議
全国公害弁護団
連絡会議
全国公害弁護団
連絡会議
全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議
全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議
全国公害弁護団
連絡会議
全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議
全国公害被害者総
行動実行委員会

全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議
全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議
全国公害弁護団
連絡会議
全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議
全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議
全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団連
絡会議
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年月日

1980年5月20日

1980年7月1日

1980年8月20日

1980年9月1日

1980年10月7日

1980年12月20日

1981年3月20日

1981年4月15日

1981年4月30日

1981年11月10日

1981年12月10日

1982年1月22日

1982年3月15日

1982年3月31日

1982年4月15日

1982年4月23日

1982年4月20日

1982年5月20日

1982年6月20日

1983年3月10日

1983年5月31日

1983年6月15日

1984年3月17日

1984年3月10日

1984年4月25日

1984年5月31日

1984年9月30日

1984年10月31日

1985年2月28日

1985年6月20日

1985年6月20日

1985年12月2日

1986年3月17日

1986年10月3日

1986年11月4日

1987年1月20日

Reel72

備考



Ree―73 1X全 国の公害事件 をめ ぐる動 き

岳母 π望 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

3761201X-14-048『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』NQ92

3821201X-14-049『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nα93

3881201X-14-050『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』NQ95

3981201X-14-051『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』MO8

4111201X-14-052『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』Nol10

4261211X-14-053『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』No113

4421211X-14-054『 公 害 弁 連 ニ ュ ー ス 』No114

全国公害弁護団
連絡会議
全国公害弁護団
連絡会議
全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議

全国公害弁護団
連絡会議

Reel73

1988年7月15日

1988年8月25日

1989年2月1日

1995年9月1日

1996年3月28日

1997年2月5日

1997年3月29日

D(-15第1回 全 国公 害 被 害 者 総 行 動 委 員 会(1983年5月15日)Ree―73

0031221X-15-0011983年 度第1回 実行委 員会開催の 全国公害被害者総1983年6月13日

お知 らせ 行動実行委 員会

0041221X-15―002〔 新聞記事 〕〔全 国公害被害者総決1983年6月6『 赤旗』1983年6月7日

起集会 お よび全 国公害被害者総行 日,7日 付他

動 デーについての〕

0061221X-15-0031983年 度第1回 実行委 員会会議録 全国公害被害者総1983年7月22日

行動実行委員会

0091221X-15-004実 行委 員会議事録 全国公害被害者総1981年12月15日

行動実行委員会

0111221X-15-0051983年 度第3回 実行委員会開催の 全国公害被害者総1983年11月7日

お知 らせ&第2回 実行委員会 につ 行動実行委員会
いて(報 告)

0121221X-15-006〔 ビラ〕公害か ら国民の生命 と健康 全国公害患者の会1984年

をま もる対政府要請署名」への協 連合会

力 を求 める 他

0161221X-15-007第3回 実行委員会開催の お知 らせ 全国公害被害者総1983年12月24日

行動実行委員会

0171221X-15-008第3回 実行委員会会議録 全国公害被害者総1984年1月17日

行動実行委員会

0181221X-15-0091983年 度第4回 実行委員会開催の 全国公害被害者総1984年1月21日
お知 らせ 行動実行 委員会

0ヱ91221X-15-010公 害被害者対策等公害 ・環境 行政 全国公害被害 者総 内閣総理 大臣中曾1984年3月20日

の拡充 と強化 を求め る要求書の署 行動実行 委員会 根康 弘

名 につ いて&署 名用紙

0211221X-15―0111984年 度 第1回 実 行 委 員 会 議事 全国公害被害者総1984年7月11日

録&第2回 実行委員会開催 のお知 行動 実行委員会

らせ

0221221X-15-012第9回 総行動 デー(6.5～6)の 総 全 国公害被害者総

括 行動 実行委員会

0241221X―15-013公 害 認 定指 定 地域 の 解 除 に反対 全 国公害患者 の会1984年7月

し 公 害被 害者 の完全 救済 を求 め 連合会,全 国公害

る団体署名 に関す るご支援 のお願 弁護 団連絡会議
い&要 請書

0251221X-15―014〔 冊子〕1984年 公害法廷 〈確定版>1984年6月5日1984年6月5日 の第9

回 公 害 被 害 者 総 行 動
デーに日比谷公会堂で

上演 された芝居の台本。

0451221X-15-0151984年 度第1回 実行委員会 開催の 全国公害被害者総1984年6月22日
お知 らせ 行動実行委員会

0461221X-15-016『 カネ ミ全 国 支援 会 議 ニュース』 カネ ミ油症全被害1984年4月28日 カネ ミ油症事件

No4者 の救済 をめ ざす

全国支援連絡会議

0591221X-15―017カ ネ ミ油症事件報告 カネ ミ油症事件

0611221X-15-Ol8〔 ビラ〕川崎公 害の記録映 画 「生 き 川 崎 公 害 病 友 の 川崎公害

る権利」

0621221X-15-019〔 新 聞 記 事 〕 〔川 鉄 公 害 訴 訟 〕

会,川 崎公害裁判
を支援する会,川
崎 公 害裁 判 原 告
団,川 崎公害裁判
弁護団

朝 日新聞社

0661221X-15-020水 俣病東 京訴訟 について 水俣病東京弁護 団

0671221X-15-021倉 敷公害訴訟 の主張 ・立証計 画案

0701221X-15-022安 中公害裁判報告

1984年5月23『 朝 日新聞』1984年5月

日 ・24日23日 付他

1984年6月5日 熊本水俣病

1984年1月14日

安中公害
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暑萼zア茗 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

0711221X-15-023公 害弁連 ・連絡 会議議事 全国公害弁護団連

絡会議

0721221X-15-024大 阪西淀川公害訴訟 ―原告側証人
尋問 か ら被告側証人尋 問へ

0731221X-15-025ス モ ン公害訴訟 に関す る証 拠書類 スモ ン東京弁護団作成依

頼 等

0771221X-15-026西 淀川公 害訴訟損害立証 について

0781221X-15-027千 葉川鉄 公害弁護団報告

0801221X-15-028文 書送付嘱託 申立書

川鉄訴訟弁護団

(川鉄訴訟 におけ
る被告代理人)

0841221X-15-029川 崎 公害裁判 のすすめ方一立証 方針
を中心 として く素 案>

0891221X―15-030千 葉 川鉄公害訴訟 立証 の経過

0931221X-15-031〔 新聞記事〕カネ ミ原 告団第一陣分裂
へ

0941221X-15-032〔 ビラ〕 な くそ う新幹線 公害 他 名 古屋新幹線公害

訴訟 弁護団,同 原

告 団

1984年6月5日

西淀川公害

薬害 スモ ン

西淀川公害

千葉川鉄公害
1984年6月5日 川崎公害

川崎公害

千葉川鉄公害

1984年5月19日 『朝 日新聞』1984年5月

19日 付

1984年5月20日 新幹線公害

0981221X-15-033公 害弁連次 回連絡 会議の会場案 内
図

0991221X-15-034報 告 書

1011221X-15-035名 古屋新幹線 公害裁判 に関 す る学

者 ・文化人 ア ピール

名古屋新幹線公害
訴訟弁護団

1984年6月5日 新幹線公害

1984年7月

D(-16日 本 弁 護 士 連 合 会 公 害 対 策 委 員 会(1983年 ～1984年)

新幹線公害
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1041231X-16-001公 害対策委 員会委員専任 について 日本弁護士連合会 坂東克彦1983年4月13日

(通知)

1051231X-16-002昭 和58年 度 年1回 公害対 策 委 員 会 日本弁護士連合会 各位1983年4月13日

開催 について(通 知)

1071231X-16-003公 害対策委 員会事務引継書 日本弁護士連合会 日弁連 公害対 策委1983年4月30日

公害対策委員会

1381231X-16-004昭 和57年 度部 会活動報告並 び に昭 第一部会

和58年 度活動 方針

1421231X-16-005昭 和57年 度部 会活動報告並 び に昭 第二部会

和58年 度活 動方針 について

1451231X-16-006昭 和57年 度部 会活動報告書 並 びに 第三部会

昭和58年 度活 動方針 について(報

告)

1471231X-16-007昭 和57年 度部 会活動報告 並び に昭 第四部会

和58年 度活動 方針 について(報 告)

1511231X-16-008昭 和57年 度部 会活動報 告並び に昭 第五部会

和58年 度活動 方針(報 告)

1541231X-16-009昭 和57年 度部 会活動報告並 び に昭 環境法部会

和58年 度活 動方針(報 告)

1571231X-16-010公 害特別 基金寄付金入金状 況

1581231X-16-011昭 和58年 度 日弁連公害対策 委員会

委員名簿

員会昭和58年 度委
員長

日本弁護士連合会1983年4月30日
公害対策委員会

日本弁護士連合会1983年4月30日
公害対策委員会

日本弁護士連合会1983年4月30日
公害対策委員会

日本弁護士連合会1983年4月30日

公害対策委員会

日本弁護士連合会1983年4月30日

公害対策委員会

日本弁護士連合会1983年4月30日

公害対策委員会

1983年4月

1983年5月1日

1591231X-16-012第1回 全体 委員会 におけ る決定事 日本弁護 士連合会 各位

項 について(通 知)公 害対策委 員会

1621231X-16-013公 害対策 委員会(第2回)開 催 に 日本弁護 士連合会 各位

ついて(通 知)公 害対 策委員会

1641231X-16-014環 境庁長 官 との懇談会 開催 につい 日本 弁護 士連合会 各位

て(通 知)公 害対 策委員会

1651231X-16―015環 境庁長 官 との懇談会

1661231X-16-016公 害対策 委員会(第3回)開 催 に 日本 弁護士連合会 委 員各位

ついて(通 知)公 害対策委員会

1671231X-16-017全 国公害対策委員 長会 議 の開催 に 日本弁護士連合会 委 員各位

っいて(通 知)公 害対策委員会

1691231X-16-018公 害対策委 員会(第3回)議 事録

1771231X-16-019公 害対策委 員会(第4回)開 催 に 日本弁護士連合 会 各位

つ いて(通 知)公 害対策委員 会

1791231X-16-020忘 年会(ご 案 内)

1801231X-16-021公 害対策委員会(第5回)開 催に 日本弁護士連合会 各位
ついて(通 知)公 害対策委員会

1821231X-16-022公 害対策委員会第二部会開催につ 日本弁護士連合会 各位
いて 公害対策委員会第

二部会

1983年5月30日

1983年6月8日

1983年6月8日

1983年7月1日

1983年8月3日

1983年7月30日

1983年9月7日

1983年11月8日

1983年12月28日

1984年2月10日
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鼠羃1呟 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日

1831231X-16-023公 害対策委第二部会勉 強会開催 に 日本 弁護 士連合会 各位

つ いて 公害対 策委員会第

二部 会

1841231X-16-024環 境 アセスメ ン トセ ミナー開催 の 日本 弁護 士連合会

ごあんない 公害 対策委員会

1851231X-16-025公 害対策委 員会(第2回)議 事録

1984年2月13日

1983年7月1日

ヱ911231X-16-026全 国公 害対 策委 員長会議 の開催 に 日本 弁護 士連合会 弁護 士会公害対 策1983年7月6日

ついて(通 知)公 害対策委員会 委 員長,会 連合 会

公害対策委員長

1931231X-16-027〔 冊 子〕全国公害対策委員長会議事 日本 弁護士連合会1983年9月7日

録 公害対策委員会

2241231X-16―028公 害対策委員会(第1回)議 事録1983年5月20日

2371231X-16-029昭 和58年 度公害対策委員会構成1983年5月20日

2401231X-16-030公 害対策委員会議題1983年7月1日

2411231X-16-031昭 和58年 度公害対策委員 会実行 予

算 ・事業計画書

2421231X-16-032決 議 案 ・提案理 由(案)

2471231X―16-033全 国公害対 策委員会 会議 進行要領

2481231X―16-034全 国公害対策委員長 会議の開催 に 日本弁護士連合会 弁護 士会公害対策1983年

つ いて(通 知)公 害対策委員会 委 員長,会 連合 会

公 害対策委員長

2491231X-16-035第26回 人権 擁護大会 シンポジウム

基調報告書 レジュメ目次(自 由 と

正義掲載分)テ ーマ 「原子力開発
と環境保全 」

2511231X-16-036全 体委 員会 の審議資料 の送付 につ 日本弁護士連合会 各位

いて 公害対策委員 会

2521231X-16-037公 害対策委 員会(第4回)議 事録 委員各位

2581231X―16-038公 害対策委員会第二部 会開催 につ 日本弁護 士連 合会

いて 公 害対 策委 員会

2591231X-16-039〔 公 害 対 策 委 員 会 第 二 部 会 の 議

題 ・会議 の要 旨な ど〕

2601231X-16―040〔 冊子 〕最近 の食品衛生行政の後退 日本弁護士連 合会

に対 し食 品衛生法の緊急改正 を求 公害対策委員会

め る意見書(案)

1983年11月24日

1983年12月2日

1983年12月8日

1983年12月1日

1983年12月

D(-17日 本弁護 士連合会公 害対策委員会(1984年)

2851231X-17-001公 害対策委第二部会勉強会開催 日 日本弁護士連合会 各位

変更 につ いて(通 知)公 害対策委員会第
二部会

2861231X-17-002公 害対策委員会(第6回)開 催 に 日本弁護士連合会 各位

ついて(通 知)公 害対策委員会

2881231X-17-003公 害対策委員会第二部会 開催 につ 日本弁護士連合会 各位

いて(通 知)公 害対策委員会

2891231X-17―004資 料送付 につ いて 日本弁護士連合会 委員各位

事務局

2901231X-17-005〔 冊子〕第一種指定地域のあ り方に 日本弁護士連合会

関す る中央公害対策審議会諮 問に
ついての意見書

3001231X-17-006公 害対策委員会(第5回)議 事録

3051231X-17-007「 第 一種指定地 域 のあ り方 に関 す 日本弁護士連合会 委員各位

鸛 瓮喜捲 難 轢 アい 公害対策委員会
3°61231X-17弸 鵑灘 騨1

(羅茹声対策委員会 躰 繙 士連合会 各位
3081231X-17-009公 害対策委員会第二部会開催 につ 日本 弁護士連合会 各位

(通知)いて 公害対策委員会

3091231X-17-010水 俣病特別法試案要綱案作成担当

表

3101231X-17-011資 料送 付について 日本弁護 士連合 会 各位

事務 局
3111231X-17-012公 害対 策委員会事務引継書

公害対策委 員会

員長

Reel73

1984年2月24日

1984年3月5日

1984年3月6日

1984年3月28日

1984年2月17日

1983年2月3日

1983年3月13日

1984年4月13日

1984年4月23日

1984年4月26日

日本弁護士連合会 日弁連公害対策委1984年4月30日

員長昭和59年 度委

3341231X―17-013昭 和58年 度部会活動報告並 びに昭 第一部会

和59年 度活動 方針 について(報 告)

3361231X―17-014昭 和58年 度部会活動報告並 びに昭 第二部会

和59年 度活動 方針 について(報 告)

3381231X-17-015昭 和58年 度部会活動報告並 びに昭 第三部会

和59年 度活動 方針 について(報 告)

日本弁護士連合会1984年4月30日
公害対策委員会

日本弁護士連合会1984年4月30日
公害対策委員会

日本弁護士連合会1984年4月30日
公害対策委員会

一188_
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暑毒 記ア乏 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

3401231X―17-016昭 和58年 度部 会活動報告並 びに昭 第 四部会

和59年 度活動 方針 につ いて(報 告)

3421231X-17-017昭 和58年 度部会活 動報告並 びに昭 第五部会
和59年 度活動 方針

3441231X-17-018昭 和58年 度部会活動報 告並 びに昭 環境法部会
和59年 度活動 方針

3481231X-17-019公 害対策 委員会(第1回)議 事録

3531231X-17-020公 害対策委 員会第二部会今後 の開 日本弁護士連合会 各位催
日程 につい て(通 知)公 害対策委 員会第

二部会

日本弁護士連合会1984年4月30日

公害対策委員会

日本弁護士連合会1984年4月30日

公害対策委員会

日本弁護士連合会1984年4月30日

公害対策委員会

1984年5月18日

1984年5月25日

3541231X-17-021昭 和59年 度公 害対策委員会定例 開催 日

3551231X-17-022公 害対策委員会(第2回)開 催 に 日本弁護士連 合会 各位
つ いて(通 知)公 害対策委 員会

3561231X-17-023環 境庁長官 との懇談会開催 日の変 日本弁護士連 合会 各位更及 び開催
につい て 公害対策委 員会

3571231X-17-024公 害対策委 員会 第二部会勉強 会及 日本弁護士連 合会 各位
び合宿開催 につい て 公害対策委 員会第

二部会

3581231X-17-025謝 恩パ ーテ ィの ご案 内 大阪国 際空港公害

川西地 区訴訟 団他

3591231X-17-026公 害対策委 員会(第3回)開 催 に 日本弁護 士連 合会 委員各位
ついて(通 知)公 害対 策委員会

3601231X-17-027全 国公 害対 策委員長会議 の開催 に 日本弁護 士連合会 委員各位
ついて(通 知)公 害対 策委 員会

3601231X-17-028公 害対策 委員会第二部会 今後の開 日本弁護 士連合会 委員各位

催 日程 につ いて(通 知)公 害対 策委員会第
二部会

3621231X-17-029公 害対 策委員会第二部 会勉強会開 日本 弁護士連合会 各位

催 につい て 公害対 策委員会

3641231X-17-030公 害対 策委員会(第5回)開 催 に 日本 弁護士連合会 各位
ついて(通 知)公 害対 策委員会

3651231X-17-031公 害対 策委員会議事 録(第5回)

3691231X-17-032公 害対 策委員会(第6回)開 催 に 日本弁護士連合会 各位

ついて 公害対策委員会

3711231X-17-033公 害対 策委員会(第4回)開 催 に 日本弁護士連合会 各位

ついて(通 知)公 害対策委員会

3Z31231X-17-034公 害対 策委員会議 事録(第2回)

3791231X-17-035公 害対 策委員会議 事録(第3回)

3841231X-17-036〔 冊 子〕全国公害対 策委員長会議 議 日本弁護士連合会

事録 公害対策委員会

1984年6月5日

1984年6月5日

1984年6月21日

1984年5月11日

1984年8月13日

1984年7月16日

1984年8月16日

1984年10月12日

1984年12月25日

1985年2月1日

1985年2月19日

1984年10月12日

1984年7月4日

1984年9月6日

1984年9月6日

D(-18水 俣 病 特 別 法 試 案 公 害 対 策 委 員 会 第 二 部 会(1984年)Reel73

4111241X-18-001昭 和57年 版 『厚生 白書 』よ り 「第

3節 医療費 の適 正化」お よび「指

標編 国民医療費 の動向 ・負担 区

分別医療費 の年 次推移」 の抜粋

4151241X-18-002水 俣病問題 の核心 一 日本弁護 士連 坂東克彦

合会水俣病特別 法試案草稿

4181241X-18-003水 俣病認定状況(人 数)

4191241X-18-004『 ノー モアみな また』―水俣病 問題 水俣現地 調査実行

資料集一 よ り 「水 俣病東京訴訟 」委員会,資 料 集編「
水俣病 の治療 ・研究」 集委員会

4221241X-18-005「 提言2被 害 の完 全救 済 の ため 竹 中

の施策」に関す る レジメ(そ の2)

4271241X-18-006水 俣病特別法 試案要綱案 レジメ 板井

4301241X-18-0073次 訴訟 にお ける作為義務 お よび

作為義務違 反 について

4321241X-18-008要 綱案 の作成過程 にお ける問題点

とその検 討結果

4341241X-18-009国 の認 定審査会

4351241X-18-010緊 急連絡

4371241X-18-011〔 公 害 対 策 委 員 会 第 二 部 会 の 議

題 ・会議 の要 旨な ど〕4

381241X-18-012水 俣病 問題 行政組織 関与状 況

4391241X-18-013特 別法 案 におけ る機構 を どう系統

化 す るか

4391241X-18-014救 済 の内容 につい ての基本 イ メー

ジ

4401241X-18-015水 俣 病特別 法 組織 図

1982年

1984年8月

1984年4月7日

1984年8月11日

1984年7月10日

1984年7月10日

1984年4月7日
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Reel74 1X全 国の公害事件 をめ ぐる動 き

藩再 τ呟 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

4411241X-18-016経 済第92号 よ り 「経営分析 ・チ ッ 独 占分析研 究会

ソ株式会 社(上)」

4491241X-18-017経 済第93号 よ り 「経営分析 ・チ ッ 独 占分析研究会

ソ株式会社(下)」

4611241X-18-018瀬 戸 内環境特 別措置法 ほか

4681241X-18―019〔 冊子〕瀬戸 内海 環境保全法試案 要 日本弁護士連合会

綱の提案

4831241X-18-020〔 公 害 対 策 委 員 会 第 二 部 会 の 議

題 ・会議 の要 旨な ど〕

4841241X-18-021〔 冊子〕日弁連 「水俣病 特別措置法」 日本弁護 士連合会

要綱 公害対策 ・環境保

全委員会

1971年12月1日 熊本水俣病第1次 訴訟
甲第76号 証

1972年1月1日 熊本水俣病第1次 訴訟
甲第77号 証

1977年12月17日

1984年1月21日

1986年6月20日 「水俣病 に関する総合
的な施策を推進するた
めの特別措置法(水 俣
病特別措置法)要 綱」
と、「水俣病問題の緊急
施策に関する意見書」
より成る。

Reel74

IX-19第14回 「公 害 と教 育 」 研 究 集 会

(1984年8月4日 ～6日)Ree―74

0031251X-19-001第14回 「公害 と教育」研 究会・「新 「公害と教育」研究会

潟集会」 の ご案内

0041251X-19-002第14回 公害 と教育研究全国集会

0051251X-19―003『 「公害 と教育」研究会ニ ュー ス』 「公害と教育」研究会

Nα24

0091251X―19-004『 「公害 と教育」研究会ニ ュー ス』 「公害 と教育」研究会

No25

0131251X-19-005『 第14回 「公害 と教育」研究全国集 「公害 と教育」研究

会ニ ュー ス』 会全国集会準備実

行委員会

0141251X-19-006第14回 「公害 と教育」研究会 ・「新 「公害と教育」研究会

潟集会」の ご案内

0171251X-19-007第14回 「公害 と教育」研 究全国集

会 一新潟集会一 「い ま、なぜみ

なまたか」 表紙

0181251X-19-008人 間の魂 を冒 と くし、その生命 を 坂東克彦

脅かす ものへの闘い 新潟水俣病

第2次 裁判

0191251X-19-009'84.水 俣か らの報告 鶴山寅亀

0201251X-19-010阿 賀野 川一 「公害 と教育」研究新潟 厂公害 と教育」研究会

集会速報NQ1

0211251X-19-011〔 冊子 〕第14回 「公害 と教育」研究 「公害 と教育」研究会

全 国集会 一新潟集会一「いま、なぜ

みな またか」

0341251X-19-012'84.水 俣 か らの報 告 鶴 山寅亀

0361251X-19-013わ た しは許 さない=胎 児性水俣病 中山あ きら

患者の母 に捧 げる=

0371251X-19-014公 害 ・環境 問題 と子 ども

0411251X-19-015第24分 科会 「環境 問題 と教育」 北川昌典,片 山照

恵,大 島明,森 治

0511251X-19-016鳥 屋野潟研 究 会1年 間 の歩 み と今 久保 田幸雄

後 の課題

0581251X-19-017阿 賀野川 の水銀汚染続 く一新潟県 荒井六 男

の水銀汚染安全宣言 を批判す る

0631251X-19-018水 俣病 とわた し 関川智子

「新潟集会」

1984年3月7日

1984年5月28日

1984年8月4～

6日

1984年8月4日

1984年8月4日

1984年8月4～

6日

1984年

1984年8月4日

1979年

1984年8月4日

D(-20第10回 公 害被 害 者 総 行 動 デ ー(1985年6月5日,6日)

0661261X-20―001環 境週 間・第10回 全国公害 〔被害〕全国公害被害者総

者総行動 デーへ の参加等へ のお願 行動実行委員会
い

0671261X-20-002標 記団体署名運動〔「公害認定指定 全国公害患者の会 団体各位
地域の解除に反対 し、公害健康被 連合会
害補償法の改善 ・拡充をもとめる
要請」「『東京都公害研究所』の名
称の存続及び公害に関する調査研
究の充実についての陳情」〕の結果
について(報 告およびお礼)

1985年5月

1985年4月

『公害 白書』1984年版か
らの抜粋。

Ree―74

一IgO一



1X-20第 ―0回公 害 被 害者 総行 動 デ ー

暑羃z循 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先
0681261X―20-003〔 ビラ〕公害指定地域 解除 に反対す 全国公害 患者 の会

る運 動へ の ご支援 あ りが とうござ 連合会
い ます

0691261X-20-004〔 スモ ン闘争支援 に対 す る感 謝〕 ス モ ン東 京 原 告 各位

団,ス モ ン東京弁

護 団

0701261X-20-005〔 冊 子 〕生 きる こ とへ の讃 歌"ス スモン東京原告団,
モ ン と闘 う"特 集一全面解決 をか スモン東京弁護団

ち とって

0831261X-20-006〔 水俣 病 の苦 しみ〕 金崎月子

0881261X-20-007環 境週 間1985.6.5～6第10回 全 国公害被害者総全 国公 害被害者総
行 動 デー 日程表 行 動実行委員会

0921261X-20-008『 公 害 闘 争 共 同 ニ ュ ー ス 』NQ4

0941261X-20-0091985.6―6公 害 弁 連 連 絡 会 議

全国公害患者の会
連合会,東 京公害
患者 と家族の会,
カネ ミ油症事件統
一原告団

,名 古屋
新幹線公害訴訟原
告団,安 中公害裁
判原告団,水 俣病
東京原告団,ス モ
ン東京原告団

名古屋新幹線公害
訴訟弁護団

0961261X-20-010第8回 全 国水 俣現地調査へ の参加 第八回全 国水俣現
のお願 い 地調査実行委員会

0981261X-20-011「 水俣病第二 次訴 訟控訴審」判決 に 水 俣 病 被 害 者 の

むけ公正判 決 を求 める団体署名 、 会,出 水水俣病被

個人署名 、要請ハ ガキについての 害者 の会,水 俣病

要請書

0991261X-20-Ol2水 俣病全被 害者の早期完全救 済 に
つなが る判 決 を期待 します

第 二次 訴訟 原 告
団,水 俣病第三次
訴訟原告団,水 俣
病訴訟弁護団

福岡高等裁判所
民事第二部

ヱ001261X-20-013水 俣病の根本的な解決のためにあ 水 俣病 被 害 者 の
なたのご支援 を!「 水俣病第二 会,出 水水俣病被
次訴訟」における裁判所 にたいす 害者の会,水 俣病
る 「公正判決要請署名」 にご協力 第 二 次訴 訟 原 告
をお願いします 団,水 俣病訴訟弁

護団
1001261X-20-014公 正判決要請書 福岡高等裁判所

民事第二部
1011261X-20-015〔 要請 ハガキ〕

1031261X-20-016『 反公害 月刊紙 み な また』NQ74「 みなまた」発行委員会

1061261X-20-017『 反公害 月刊紙 み な また』No75「 みなまた」発行委員会

1091261X-20-018『 静 か さへの斗 い』控訴審判 決特集 名古屋新 幹線公害

号 対策 同盟連合会,

名古屋新 幹線公害

訴訟 原告団,名 古

屋新幹線 公害訴訟

弁護 団

1111261X-20-019『 全 国公 害 患者 の会 連合 会 ニ ュー 全国公 害患者の会

ス』指定 地域 解除反対闘争版 第1連 合会事 務局

号

1131261X-20-020〔 ビラ〕日本 の公害 は危機 的状 況 全 国公害患者 の会

連合 会

1141261X-20-021〔 ビラ〕東 京都 は公害加害者 に加担 全 国公害患者 の会

す る の か一公 害 ・環 境 行 政 の 象 連合 会,東 京公害

徴=都 公 害研 究所 の名称 は存続せ 患者 と家族 の会,
よ 東京都 区職員労働

組 合

1151261X-20-022〔 ビラ〕公害 は終 って いない!財 全国公害患者 の会

界 と政府 は もっ と被害者 の完 全救 連合会,全 国公害

済 を図 れ 被害者総行動 実行
委員会,全 国公害

弁護 団連 絡会議

1161261X-20-023〔 ビラ〕公害健康 被害補償法一部改 全 国公害患者 の会

正案 ―被害 実態 をふ まえた国会審 連 合会

議 を

1171261聾2研・24豚2竪 花騷 業棗飜 鷲

害研究所』の名称 を存続せ よ!

1181261X-20-025〔 ビラ〕環境庁はいまこそ公害補償 全国公害患者の会
制度拡充に勇断を 連合会

一191一

Ree―74

年月日 備考

1985年4月

1985年6月

1985年5月

1985年6月4日

1985年6月6日 新 幹線公害

1985年5月

1985年5月

1985年

熊本水俣病

熊本水俣病

熊本水俣病

熊本水俣病

1985年4月30日 熊本水俣病

1985年5月30日 熊本水俣病

1985年5月20日 新幹線公 害

1985年1月10日

1985年5月

1985年3月

1985年5月

1985年3月

1985年4月



Reel74 朕 全国の公害事件をめ ぐる動き

譜弓 τ呟 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

1191261X-20-026第2回 水俣 デー&式 次第 「第2回 水俣 デー」

実行委員会

1211261X-20-027「 水俣 病問題 の即 時無 条件 全面 解 宮本憲一一

決 を」 レジメ

1221261X-20-028「 水俣病 問題 をこう解 決 しよう」レ 千場茂勝

ジメ

1231261X-20-029「 水俣 病問題 の展 望 を き りひ ら く 豊田誠

ために」 レジメ

1241261X-20-030ア ピール(案)日 本 環 境 会 議 の

『水俣宣言』に もと
つ く第 二 回 水 俣

デー

1251261X-20-031水 俣 宣言(水 俣 病問題 に関す る提 第4回 日本環境会議

言)

1261261X-20-032〔 抗告却下決定〕 最高裁判所

第一小法廷

1271261X-20-033公 害弁連 ・第1回 連絡会議(6月

6日)議 題

ヱ281261X-20-034水 俣病第二次訴訟控訴審の判決 に 水俣病訴訟弁護団

向けて一判決 の意義 と判決行動へ

の取組 み

1301261X-20-035〔 冊子〕東海道新幹線騒音振動侵入

禁止等請求控訴事件 判決理 由の

要旨

1471261X-20-036〔 ポス ター〕平和 と公害根絶 もとめ 全国公害被害者総

て… 環境週 間第10回 全国公害被 行動実行委員会

害者総行動 デー1985.6.5～6

ヱ481261X-20-0371985年 度 第3回 実行委員会議事録

1491261X-20-038〔 新聞記 事〕女性大 臣ただ今奮闘 中

石 本 茂 環 境 庁 長 官 の80日

1501261X-20-039『 公 害 闘 争 共 同 ニ ュ ー ス 』NQ1 全国公害患者の会
連合会,東 京公害
患者 と家族の会,
カネミ油症事件統
一原告団

,名 古屋
新幹線公害訴訟原
告団,安 中公害裁
判原告団,水 俣病
東京原告団,ス モ
ン東京原告団

1985年4月29日 熊本水俣 病

IX-20-026の 関 連 資 料

1985年4月29日IX-20-026の 関 連 資 料

IX-20-026の 関 連 資 料

1985年4月29日IX-20-026の 関 連 資 料

1983年4月30日IX-20―026の 関 連 資 料

1985年5月20日

1985年6月6日 熊本水俣病

1985年6月6日

新幹線公害

1985年1月19日 『朝 日新聞』1985年1月

19日 付

1985年1月22日 「公害 指定 地域 解除 に

反対」「カネ ミ2月13

日判決」

D(-21第ll回 公 害 被 害 者 総 行 動 デ ー(1986年5月27日,28日)

1531271X-21-001第1回 実行委員会の報告

1541271X-21-002第10回 総行 動 デー(6月5日 ～6

日)の 総括

1561271X-21-003公 害指定地域解除 に反対す る十 月 東京公害患者 と家 団体各位

公害総行動への参加の ご要請 族 の会,全 国公害

患者の会連合会

1571271×21―004新 潟水俣病弁護団会議 の御案 内 坂東克彦

1581271X-21-005〔 ビラ〕公害指定地域 の解除に反対 公害指定地域解除

する10月 公害総行 動 にご参加 を に反対す る10月 公

害総行動実行委員

会

1591271X―21-006〔 ビラ〕「公害補償 法の見直 し」 こ 全国公害患者の会

こが ポイン ト 中公審 の答 申を間 連合会

近か に迎 えて……

1601271X-21―007非 核 のための五 目標 に関する合意 全国公害被害者総

と共同 についての懇談会 の ご案 内 行動実行委員会、

全国公害弁護団連

絡会議

1611271X-21-008総 行動 デー10周 年討論集会 の総括

について

1621271X-21-009第3回 実 行 委 員 会 の 報 告

1631271X-21-010『 水 俣 病 と た た か う』 号 外

1651271X-21-011環 境庁長官 に対 する要求書

1661271X-21-012厚 生 大 臣 に 対 す る 要 求 書

1671271X-21-013農 林水産大臣 に対す る要求書

1985年8月12日

1985年10月15日

1985年10月16日

1985年10月

1985年10月

1986年2月6日

Reel74

1986年2月5日

水俣 病東 京 弁護1986年5月28日 熊本水俣病
団,水 俣病東京被
害者の会

水俣病被害者 ・弁 環境庁長官森美秀1986年5月28日 熊本水俣病
護団全国連絡会議

水俣病被害者 ・弁 厚生省大臣今井勇1986年5月28日 熊本水俣病
護団全国連絡会議

水俣病被害者 ・弁 農林水産省大臣羽1986年5月28日 熊本水俣病
護団全国連絡会議 田孜
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IX-22公 害被害者総行 動デー Reel74

暑萼z尾 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考
1681271X-21-014通 商産 業大臣 に対す る要求書 水俣 病被害者 ・弁 通商産業省大 臣渡1986年5月28日 熊本水俣病

護 団全国連絡会議 辺美智雄
1691271X-21-015第11回 総行 動 ・新潟代表 団行動計

画

1701271X-21-016環 境 週 間1986 .5.27～28 第11回 全 国公害被害者総全 国
公害被害者 総行動 デー 日程表 行動 実行 委員会

1731271X-21-017〔 ビラ〕公害根絶 と平和 を もとめて 全 国公害 被害者総

環境週 間第11回 全 国公害被害者総 行動 実行 委員会行動 デ
ー

1忽1271匠21→18擁 量薄 菫鹸 畠鸚 疾蠶 綴 灘 套総1986年5月27日

を阻止 し、人 間の尊厳 を守 ろう

1751271X-21-019〔 ビラ〕予防 接種 を受 け ます か?関 西予 防接種 被害?年2月22日
予防接種訴訟 は、10年 ぶ りに本 日 者 の会,関 西予防

2月22日 結審 を迎 え ます。予防接種 接種原告 団

被害者 の運動 に皆様 の ご理 解 とご

支援 をお願 い いた します。

1761271X-21-020『 あおそ ら裁判 』No68千 葉 川鉄 公害訴 訟1986年5月15日 千葉川鉄公害

共闘会議

1791271X-2rO21〔 ビラ〕一 日 も早 くきれいな空気 を 千葉川鉄 公害訴 訟
とりもどし被害者 の完 全救 済 を 共闘会議

1811271聾21侃 髏 貯 の斗い』N°89全面和解 編 鑿 響1986年5月16日 新幹線公害

名古 屋新 幹線公害

訴訟 原告団,名 古

屋新幹線 公害訴訟

弁護 団

1851271X―21-023『 カ ネ ミ油 症 事 件 福 岡 支 援 の 会 カネ ミ油症事件福1986年5月26日 カネ ミ油症事件
ニ ュース』Nα6 岡支援 の会事務局

1871271X-21-024『 公 害 闘 争 共 同 ニ ュ ー ス 』No8 全国公害患者の会
連合会,東 京公害
患者 と家族の会,
カネミ油症事件統
一原告団

,名 古屋
新幹線公害訴訟原
告団,安 中公害裁
判原告団,水 俣病
東京原告団,東 京
スモン患者の会

1891271X-21-025〔 ビラ〕 はた ら く者 の団 結 で いの 沖電気争議支援 中

ち ・くら し ・雇 用 を守 ろ う!国 央共闘会議

民 の足 と財産 を奪 う国鉄 の分割 ・

民営 化反対!

1911271X-21-026〔 ビラ〕不当 な解雇 を撤 回 させ名取 東京私立学校教職

先生 を一一日 も早 く園児た ちの もと 員組 合連合会,東
へ 横 学園教職員組合

1921271X-21-027福 岡高裁第三民事部 の不 当判決 に 環境 週間 ・第11回

抗議 し、 カネ ミ油症被 害者 の早期 全国公害被害者総

救 済 を求 める決議(案)行 動 デー全国公害

被害者総決起集会

1931271X-21-028環 境週 間 ・第11回 全 国公害被害者

総行 動 デー総決起集会 基調報告

1971271X-21-029〔 ビラ〕合鉄争議 の解 決 を迫 る5・ 合同製鉄労組支援

28半 日行動 に結集 を!共 闘会議

1991271X-21-030〔 ビラ〕公害 ・環境破壊 をス トップ 全国公害患者 の会

させ よう 国 と大企業 は もっ と公 連 合会

害対 策 を強化せ よ

IX21

1986年5月8日

1986年5月27日 カネ ミ油症事 件

1986年5月

D【-22公 害 被 害 者 総 行 動 デ ー(1990年,1991年)Ree―74

2021281X-22-001環 境 週 間 ・第15回 全 国公害被 害者 全国公害被 害者総

総行動決起 集会 一公害根絶 と平 行動実行委 員会,

和 を求 め て一 プログ ラム 東京 か ら公害 をな

くせ都 民総行動実

行委 員会

2031281X-22-002基 調報 告 森脇 君雄

2041281X-22-003日 本か ら公 害 をな くし、地球環境 環境週間 ・第15回

を守 ろ う一全国民 に訴 えるア ピー 全国公害被害者 総
ル(案)行 動 デー 全 国公

害被害者総 決起 集
会

2051281X-22-004参 加 報告 カー ド

2061281X-22―005第15回 全 国公害被害者総行 動 日程

1990年6月7日
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Ree―74 1X全 国の公害事件 をめ ぐる動 き

暴碁ll嗜 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備考

2081281X-22-006新 潟水俣病 に関 す る要求書 新潟 水俣 病被災者 環境庁長官北川石松1990年6月7日 新 潟水俣病

の会,新 潟水俣病

被害者 の会

2091281X-22-007環 境週 間 ・第15回 全 国公 害被害者 全国公害 被害者総

総行動 デー(1990.6.7～8)日 程表 行動 実行委 員会

2111291X-22-008環 境 週 間1991.6.10～11第16回 全国公害被 害者総1991年6月10日

全 国公害 被害者総行動 デー 日程 行動実行委員 会

表

2141291X-22―009〔 ビラ〕立 入 調 査20周 年記 念 一イ 神通川流域 カ ドミ1991年8月10日

病 ・カ ドミ汚染 を許 さず一 発 生 ウム被害 団体連絡

源 対策 シ ンポ ジウム 「環境 の 復 協 議会

元 をめ ざ した住民運動 の成果 と展

望 」

2151291X-22-OlO〔 書籍 広告 ビラ〕大気汚染訴訟 あ 合 同出版

おそ ら裁判 一追 いつめ られ た川鉄

公 害

2161291X-22-011『 な くせ公 害、守 ろ う地 球環 境』

第16回 全国公害総行動 の行動 日程

2171291X-22-012公 害 を根 絶 し地球環境 を守 るため 環境週 間 ・第16回1991年6月10日

に ア ピール 全 国公 害被 害者総

行動 デー総 決起 集

会

2181291X-22-Ol3「 環境週 間 ・第16回 全国公害被害者 全 国公害被 害者総

総 行動 デー」 一報告 一 行動実行委 員会

IX-23全 国公害 弁護 団連絡 会議 記念 行事(1997年)他

2201301X-23-001Weshallovercomesomeday坂 東克彦

2211301X-23-002公 害弁連25周 年記念行事 にあた っ 全国公害弁護団連

ての感謝 と御招待 絡会議

2221301X-23-003『 公害弁連 情報 と通信』No117全 国公害弁護団連

絡会議事務局

2231301X-23-004第26回 公害弁連総会決議 尼崎大 第26回 全国公害弁

気汚染公害の早期全面解決 を求 め 護団連絡会議総会

る決議(案)

2241301X-23-005実 効性 ある環境 アセスメン ト法制 第26回 全国公害弁

化 を求 める決議(案)護 団連絡 会議総会

2251301X-23-006第26回 公害弁連会計報告(案)

2261301X-23-007〔 公害弁連25周 年記念〕メ ッセー ジ

2311301X-23-008第26回 全国公害弁護団連絡会議総 全 国公害弁護 団連

会 公害弁連25周 年記念集会 プ 絡会議
ログラム

2341301X-23-009〔 ビラ〕第22回 全国公害被害者総行 全 国公害被害者総

動 デー6.2全 国公害 被害 者総 決 行動実行委員会

起 集会一東京大気汚染裁判第2次

原告団結 団式

2361301X-23-010新 横 田基地公 害訴訟 の「対米訴訟」

要請署名 のお願 い&要 請書

2391301X-23-011静 かに眠 れ る夜 と住 み よい生活環 新横田基地公害訴

境 を 横 田基地 に よる爆音被害 を 訟団
な くすためにあなた も参加 しませ

んか

Reel74

1997年1月25日

1997年3月26日

1997年3月29日

1997年3月29日

1997年3月29日

1997年3月29日
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X新 潟水俣病関係資料 目録
Reel74

蕃毒Z毫 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備 考

243-X-001

262-X-002

新潟水俣病関係文献 目録 新潟県立新潟図書館

新潟水俣病 新聞 ・雑誌見出 し集 新潟水俣病資料集
1965～1996製 作委員会

1973年3月30日

1996年9月25日
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補
、』巨

退

Ree―75

忌萼 『竜 史料番号 文書名 文書作成者 文書宛先 年月日 備 考

002一 補遺1

211一 補遺2

363一 補遺3

踐eel75

『新潟水俣病』 齋藤恒

『全身病』 白木博次

『新潟水俣病の三十年一ある弁護 坂東克彦
士の回想』

1996年3月10日 毎 日新 聞社刊

2001年9月30日 藤原書店刊

2000年1月25日 日本放送 出版協会刊

一Ig6一



坂 東 フ ァイル名 の一覧

ファイル番号 フ ァイル 名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

壁新 聞

新潟水俣病 基本方針

新潟水俣病 資料13-1

新潟水俣 病 資料13-3

新潟水俣病 資料13-2
'72新潟水俣病 共斗会議

'73新潟水俣病共斗会議

新潟水俣 病共闘会議

民水対(1)

民水対(3)

民水対(2)

昭和48年 ～

阿賀野川漁協被害補償 関係

映画 「公害 とたたか う」

新潟水俣病資料32

新潟水俣病諸資料

メモ類5

学生 と公害

昭電 内部告発(菊 地啓子)

メモ類III

新潟水俣病 資料 泉座 「告発」

新潟水俣病 資料10-4メ モ類(4)

新潟水俣病 書簡集(6)

県評第18回 定期大会S44.9

S45公 害共斗

新潟水俣病 資料39住 民 の公害 白書S44(社)

被害者 の動態

新潟水俣病弁護 団ニ ュース

新潟水俣病記録(1)

新潟水俣病記録(4)

新潟水俣病 ノー ト

新潟水俣病 日誌

水俣裁判 雑記録1

水俣弁護 団

新潟水俣病裁判支援 の訴 え

水俣弁論 メモ

弁護 団資料

裁判記録第1集

い まなぜ"み な また"か 第 二次新 潟水俣病 のたたかい

弁護 団だ よ り ・水俣共 斗だ よ り
"新 潟水俣病 とたたか う"(復 刊)

新潟水俣病(第2集)"認 定審査会の実態 を暴 露す る"

新潟水俣病未認定患者 を守 る会

新潟水俣学校 第二期

新 潟水俣学校土曜 セ ミナー 第一期

新潟水俣 学校 土曜セ ミナー

新潟水俣 シ ンポジウム

11・10新 潟水俣病大集会 昭59・11・10

新潟水俣病"二 〇周年 のつ どい"60・10・5～6
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46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

「水俣通信」 共斗事務 局
'89新潟水俣病共斗会議 秋 季大集会

報告集 あが のがわ1989・12・1～12・4

阿賀 の家

新潟水俣病総決起集会 ・現地調査3・10・26～27

新潟水俣病学習会"昭 電 の公害体 質 を斬 る"'92・7・10
'93新潟水俣病現地調査'93/10/16～10/17

新潟水俣病 ・阿賀野川 ふれあいの旅
'94新潟水俣病現地調 査

新潟水俣病即時全面解 決 を求 め る県民集会'94・12・16万 代市民会館

公害総行動お よび昭和電工攻 め一 日行動'95・6・7～8

新潟水俣病現地説明/渡 良瀬川沿岸土地改良区95/7/24
'95新潟水俣病現地調査

'95新潟水俣病現地調査'95・10・21～22

水俣病総合対策医療事業 の手続 き

新潟水俣病闘争 解決報告 と感謝の集 い'96・7・5

新潟県評第38回 定期大会

新潟県評第43回 定期大会59・8・7～8

新潟水俣病支援 ニ ュース

明 るい医療

新潟民 医連

新潟水俣病弁護 団記録 昭和55年1月 ～

新潟水俣病弁護 団記録 昭和55年4月 ～

新潟水俣病弁護 団記録(2)

判検交流資料

水俣病行政不服審査請求反論書

公害健康被害補償不服審査会 昭和54年 第54-57号(遠 藤武外3名)事 件

水俣弁護 団ニ ュース(弁 護 団活動報告)

新潟水俣病第二 次(損 害論)

新潟水俣病弁護 団H4・3・31判 決行動

新潟水俣病第二 次訴訟第―・陣控訴審 第一 回口頭弁論意見陳述'93・4・28

H6・9・21高 裁弁論資料

新聞記事集成(1995.1.7～1996.2.27)

全国連 和解協議 につ いて討議資料H4・12・13

揺れ る和解問題

和解問題

水俣病坂東弁論

坂東論文1

新聞切抜 き

坂東論文2

新潟水俣病斗争発展のために

新潟水俣病資料6(図 面 ・地図 ・写真)

新潟水俣病 昭和電工提 出資料

鹿瀬工場 タイムス 第1～76号

鹿瀬工場 タイムス 第78～164号

安全工学協会

H.G

有機水銀中毒症 日誌

有機水銀関係No.3
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95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

厚生省裁判 資料

政府関係

市厚生常任委員会

新潟市議会会議録

県 ・市資料1新 潟県関係

雑(1)

行政不服 新潟県S54年54号

水俣病対策市民会議(1)

細川一先生(含 細川証言)

熊本水俣病裁判(第 一次)坂 東尋問 メモ

新潟水俣病資料35-1第1回 公害対策全 国連絡会議

新潟水俣病 自由法曹 団現地調査関係書類

新潟水俣病資料35-2第2回 公害対策全 国連絡会議

青法協第1回 全国公害研究会(1)

青法協第1回 全国公害研究会(2)

新 らしい医師

公害対策全国連絡会議

青法協第2回 全国公害研究集会1970年7月25・26日 於 四 日市

公害関係文書

公害弁連

公弁連

公害弁連 第3回 総会 昭49・1・12

医療労働者

日弁連公害委員会

第8回 全 国公害研究集会 一報 告集 ―

公害弁連 ニュー ス

公害弁連25周 年 記念行事 ・ニ ュー ス原稿

全国公害被害者総行動実行委員会

日弁連公害対策委員会

水俣病特別法試案 公害対策委員会第 二部会

第一四回 「公害 と教育」研究会 「新潟集会 」59―8 .4～8.6

第10回 公害被害者総行動 デー1985・6・5～6

第11回 公害被害者総行動 デー

第15回 全 国公害被害者総行動1990・6・7～8

全国公害被害者総行動 デー1991/6/10～6/11

公害弁連25周 年 記念行事 ・ニ ュー ス原稿
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